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1. 概要 

本資料は，「Ⅴ－１－３ 強度評価書作成の基本方針」に基づき作成した評価条件整理表

及び評価項目整理表を示す。 
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

1.18 65 － －

1.37 70 － －

1.37
（外圧）

70 － －

7123-F41,F42
プール水浄化系ろ過装置

既設 1.47 65 － － 無 ① 第２回
Ⅴ-2-1-1-2-4
プール水浄化・冷却設備の
耐圧強度に関する計算書

7123-D51,D52
プール水浄化系脱塩装置

既設 1.91 65 － － 無 ① 第２回
Ⅴ-2-1-1-2-4
プール水浄化・冷却設備の
耐圧強度に関する計算書

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分＊1

既設 無 ① 第２回
Ⅴ-2-1-1-2-4
プール水浄化・冷却設備の
耐圧強度に関する計算書

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

プ
ー
ル
水
冷
却
系

7121-H71,H72,H73
プール水冷却系熱交換器

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

プ
ー
ル
水
浄
化
・
冷
却
設
備 プ

ー
ル
水
浄
化
系

2

■
36723



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

可溶性中性子吸収材緊急供給槽
既設 無 ① 第５回

V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

サンプリング配管セル漏えい液受皿1
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿2
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿3
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿4
既設 － ① 第5回

V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿5
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第3セル漏えい液受皿
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
放射性配管分岐第3セル漏
えい液受皿

放射性配管分岐第2セル漏えい液受皿
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

溶
解
設
備

－ －

3
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

超音波洗浄廃液受槽
既設 無 ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

洗浄廃液受槽
既設 無 ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解槽
改造 有 ②,③  － －

既設 無

既設 無

既設 無

既設 無

既設 無

既設 無

第1よう素追出し槽
① 第５回

V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

－

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

第2よう素追出し槽
① 第５回

V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶
解
設
備

－

4
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

NOx吸収塔第2セル漏えい液受皿
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解槽セル漏えい液受皿1
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解槽セル漏えい液受皿3
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解槽セル漏えい液受皿5
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

NOx吸収塔第2セル漏えい液受皿
既設 － ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

溶
解
設
備

－ －

5
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

改造 有 ② － － 

既設 無 ① 第５回
V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書 

水バッファ槽
既設 無 ① 第４回

V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解槽堰付サイホン分離ポット
溶解槽堰付サイホン分離ポット

既設 無 ① 第５回
V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

第1よう素追出し槽堰付サイホン分離ポット
第1よう素追出し槽堰付サイホン分離ポット

既設 無 ① 第５回
V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

第2よう素追出し槽堰付サイホン分離ポット
第2よう素追出し槽堰付サイホン分離ポット

既設 無 ① 第５回
V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

中間ポット堰付サイホン分離ポット
改造 有 ② － － 

中間ポットエアリフト分離ポット
既設 無 ① 第５回

V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

エンドピース酸洗浄槽
改造 有 ②,③  － －

中間ポット

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

溶
解
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

ハル洗浄槽A，B
改造 有 ② － － 

漏えい液希釈水供給槽
既設 無 ① 第５回

V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿1スチー
ムジェットポンプ

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

超音波洗浄廃液受槽 不溶解残渣回収槽送液
スチームジェットポンプ

既設 無 ① 第５回
V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

超音波洗浄廃液受槽 中継槽送液スチーム
ジェットポンプ

既設 無 ① 第５回
V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

洗浄廃液受槽 中継槽送液スチームジェット
ポンプ

既設 無 ① 第５回
V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

洗浄廃液受槽 計量前中間貯槽送液スチーム
ジェットポンプ

既設 無 ① 第５回
V-2-2-1-2-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

溶
解
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

溶解槽セル漏えい液受皿1スチームジェット
ポンプ

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解槽セル漏えい液受皿5スチームジェット
ポンプ

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-1
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解槽燃料せん断片シュート
既設 －*5

－
*5 － －

溶解槽ハル排出シュート
既設 －

*5
－

*5 － －

エンドピースシュート
既設 －

*5
－

*5 － －

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽(エン
ドピース酸洗浄槽用)

新設 有 ②  － －

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽(ハル
洗浄槽用)

新設 有 ②  － －

代
替
可
溶
性
中
性
子
吸
収
材
緊
急
供
給

系 －
代替可溶性中性子吸収材緊急供給槽

新設 有 ②  － －

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

溶
解
設
備

－ －

－

重
大
事
故
時
可
溶
性
中
性
子

吸
収
材
供
給
系
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-2
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

改造 有 ② － －

清澄機セル漏えい液受皿
既設 － ①  第４回

V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書 

中継槽セル漏えい液受皿
既設 － ①  第４回

V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書 

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

清澄機Ａ,B

清
澄
・
計
量
設
備

－ －

9
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有  ②,③  － － 

有  ②,③  － － 

既設 無  ①  第４回
V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書

既設 無 ①

既設 無 ①

中継槽

リサイクル槽A,B

不溶解残渣回収槽
第４回

V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書

改造

－

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

清
澄
・
計
量
設
備

－

10
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ①

既設 無 ①

中継槽ゲデオン
既設 無 ① 第４回

V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書

放射性配管分岐第4セル漏えい液受皿
既設 － ①  第４回

V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書 

計量・調整槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第４回

V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書 

中継槽ゲデオンプライミングポット
第４回

V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

清
澄
・
計
量
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

計量後中間貯槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第４回

V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書 

有  ②  

有  ②  

改造 有  ②  

改造 有  ②  

改造 有 ②

有 ②

有 ②

改造 有 ②

計量後中間貯槽

計量前中間貯槽
－ － 

－ － 

計量・調整槽
－ －

改造

改造

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

清
澄
・
計
量
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ②

有 ②

改造 有 ②

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット 

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット

計量・調整槽サイホン分離ポット 

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-2
清澄計量設備の耐圧強度に
関する計算書

清澄機セル漏えい液受皿スチームジェットポ
ンプ

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-2
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

計量補助槽
－ －

改造

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

清
澄
・
計
量
設
備

－ －
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

中継槽セル漏えい液受皿スチームジェットポ
ンプ

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-2
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

14

■
36735



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

放射性配管分岐第4セル漏えい液受皿スチー
ムジェットポンプ

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-2
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

計量・調整槽セル漏えい液受皿スチーム
ジェットポンプ

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-2
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

計量後中間貯槽セル漏えい液受皿スチーム
ジェットポンプ

既設 無 ① 第４回
V-2-2-1-1-2
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

ガンマモニタ
第1エアリフトポンプ
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

ガンマモニタ
第2エアリフトポンプ
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

ガンマモニタ流量計測ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

ガンマモニタサイホン
プライミングポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

ガンマモニタ
サイホン分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

ガンマモニタ
計測ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

－－

分
離
設
備

分
離
施
設

再
処
理
設
備
本
体

－ －

再
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第２ウラン・プルトニウムモニタ
第１エアリフトポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第２ウラン・プルトニウムモニタ
第２エアリフトポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第２ウラン・プルトニウムモニタ
流量計測ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第２ウラン・プルトニウムモニタ
第２エアリフトポンプ中間ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第2ウラン･プルトニウムモニタ
計測ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第２セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

Ⅴ－2－2－1－2－1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第２セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

Ⅴ－2－2－1－2－1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第１セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

Ⅴ－2－2－1－2－1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第１セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

Ⅴ－2－2－1－2－1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

－－

分
離
設
備

分
離
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設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

放射性配管分岐第１セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

Ⅴ－2－2－1－2－1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

放射性配管分岐第１セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

Ⅴ－2－2－1－2－1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

溶解液中間貯槽セル
漏えい液受皿3

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

－－

分
離
設
備

分
離
施
設

再
処
理
設
備
本
体

溶解液供給槽
既設

既設
溶解液中間貯槽
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

溶解液供給槽セル
漏えい液受皿

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
ゲデオンA

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
ゲデオンB

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
ゲデオンA
プライミングポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
ゲデオンB
プライミングポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
流量計測ポットA

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
流量計測ポットB

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

補助抽出廃液受槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

抽出廃液受槽セル
漏えい液受皿

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

－－

分
離
設
備

分
離
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設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

抽出廃液供給槽
既設

抽出廃液受槽
既設

抽出廃液中間貯槽
既設

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

抽出廃液供給槽セル
漏えい液受皿

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

抽出塔セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

抽出搭
エアリフトポンプA
バッファチューブ

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

抽出搭流量計測ポットA
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

TBP洗浄塔
エアリフトポンプD
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

抽出搭エアリフト
ポンプA分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書抽出塔

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第1洗浄塔
エアリフトポンプA
バッファチューブ

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第1洗浄塔
流量計測ポットA

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

TBP洗浄塔
エアリフトポンプE
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第1洗浄塔エアリフト
ポンプA分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第1洗浄塔
溶液採取ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書TBP洗浄塔

第1洗浄塔
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

TBP洗浄塔エアリフトポンプ
Aバッファチューブ

既設 無 ① 第6回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

TBP洗浄塔
エアリフトポンプA
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

TBP洗浄塔
流量計測ポットA

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第２洗浄塔流量計測ポットB
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第1洗浄塔
流量計測ポットB

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第２洗浄塔エアリフトポンプB
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

補助抽出器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第2洗浄塔
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

補助抽出器サイホンポットA
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

補助抽出器サイホンポットB
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

補助抽出器流量計測ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

補助抽出器エアリフトポンプ
バッファチューブ

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

補助抽出器
エアリフトポンプ
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

ＴＢＰ洗浄器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

ＴＢＰ洗浄器サイホンポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第1一時貯留処理槽
シール槽

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

予備第２ウラン・プルトニウム
モニタ
第２エアリフトポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

予備ガンマモニタ第１エアリフト
ポンプ
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

予備ガンマモニタ第2エアリフト
ポンプ
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

予備ガンマモニタサイホン
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

予備抽出搭エアリフト
ポンプB分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

補助抽出器
予備エアリフトポンプ
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
予備ゲデオンA
プライミングポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
予備ゲデオンB
プライミングポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
予備流量計測ポットA

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
予備流量計測ポットB

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

溶解液供給槽
予備ゲデオンA

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液供給槽
予備ゲデオンB

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

分離設備ガンマモニタセル
漏えい液受皿

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

分離設備ウラン・プルトニウム
モニタ
セル漏えい液受皿

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液中間貯槽セル
漏えい液受皿1

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液中間貯槽セル
漏えい液受皿2

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

分
離
施
設

分
離
設
備

－

抽出廃液供給槽
既設

再
処
理
設
備
本
体

－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

TBP洗浄塔流量計測ポット
既設 有 ② － －

TBP洗浄塔
流量計測ポットB

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第2洗浄塔流量計測ポット
既設 有 ② － －

第2洗浄塔エアリフト
ポンプA分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第2洗浄塔エアリフト
ポンプD分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

抽出搭
流量計測ポットB

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

抽出搭
流量計測ポットC

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

抽出搭エアリフト
ポンプB分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

抽出搭エアリフト
ポンプC分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

抽出搭エアリフト
ポンプD分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

抽出搭エアリフト
ポンプE分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第1洗浄塔エアリフト
ポンプB分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

第1洗浄塔エアリフト
ポンプD分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

TBP洗浄塔
エアリフトポンプB
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

TBP洗浄塔
エアリフトポンプC
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶解液中間貯槽セル漏えい液受皿3スチーム
ジェットポンプシールポット

既設 有 ② － －

第２アルファモニタ
第２エアリフトポンプ
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

第2アルファモニタ
サイホン分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

分
離
設
備

－ －

分
離
施
設

再
処
理
設
備
本
体

分
配
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第2アルファモニタ
第1エアリフトポンプ
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

第2アルファモニタ
サイホンプライミング
ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

第2アルファモニタ
流量計測ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

第2アルファモニタ
計測ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム洗浄器セル
漏えい液受皿1

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム分配塔
エアリフトポンプA
バッファチューブ

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム分配塔
流量計測ポットA

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

分
配
設
備

－

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書プルトニウム分配塔

－

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

分配塔セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム洗浄器
エアリフトポンプ
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム分配塔
エアリフトポンプA
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン洗浄塔エアリフト
ポンプB分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム洗浄器
エアリフトポンプ
バッファチューブ

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン洗浄塔エアリフト
ポンプA分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン洗浄塔
流量計測ポットB

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン洗浄塔
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
配
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

ウラン洗浄塔エアリフト
ポンプC分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム洗浄器セル
漏えい液受皿2

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム溶液
TBP洗浄器

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム溶液
TBP洗浄器サイホンポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

無 ① 第６回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

有 ② － －

無 ① 第６回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

有 ② － －

プルトニウム溶液中間
貯槽セル漏えい液受皿2

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム溶液受槽
既設

プルトニウム溶液中間貯槽
既設

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
配
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

プルトニウム分配塔
エアリフトポンプC
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム溶液
中間貯槽ポンプA
ブレイクポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム溶液
中間貯槽ポンプB
ブレイクポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム洗浄器
サイホンポットA

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム洗浄器
サイホンポットB

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム洗浄器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン溶液ＴＢＰ洗浄器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン逆抽出器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

第8一時貯留処理槽
ブレイクポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
配
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第8一時貯留処理槽
シール槽

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン濃縮缶供給槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン濃縮液受槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第６回

分配設備アルファモニタ第２セル
漏えい液受皿

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム溶解中間
貯槽セル漏えい液受皿1

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン洗浄塔流量計測ポット
既設 有 ② － －

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書ウラン濃縮缶

分
配
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

ウラン洗浄塔エアリフトポンプバッファ
チューブ

既設 有 ② － －

プルトニウム分配塔
流量計測ポットB

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム分配塔
流量計測ポットＣ

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

プルトニウム分配塔
エアリフトポンプB
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン濃縮缶凝縮液受槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

ウラン濃縮缶
第１凝縮器

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
配
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第1一時貯留処理槽
エアリフトポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第7一時貯留処理槽エアリフトポンプ分離
ポット

既設 有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

分離建屋一時貯留処理槽
第3セル漏えい液受皿

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第2一時貯留処理槽
エアリフトポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第8一時貯留処理槽
エアリフトポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第1一時貯留処理槽
既設

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ －

第7一時貯留処理設備
既設

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ② － －

分離建屋一時貯留処理槽
第1セル漏えい液受皿

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

無 ① 第６回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

有 ② － －

第3一時貯留処理槽
第1エアリフトポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第3一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第3一時貯留処理槽
流量計測ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第4一時貯留処理槽
第2エアリフトポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第8一時貯留処理槽
既設

第2一時貯留処理槽
既設再

処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第4一時貯留処理槽
第1エアリフトポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

分離建屋一時貯留処理槽
第2セル漏えい液受皿

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

第９一時貯留処理槽
流量計測ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第3一時貯留処理槽
既設

第4一時貯留処理槽
既設

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第9一時貯留処理槽
第1エアリフトポンプ
分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第9一時貯留処理槽
第2エアリフト
ポンプB分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第9一時貯留処理槽
予備第2エアリフト
ポンプC分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第５一時貯留処理槽
エアリフトポンプA分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第５一時貯留処理槽第１
エアリフトポンプB分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第５一時貯留処理槽第２
エアリフトポンプB分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第9一時貯留処理槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第5一時貯留処理槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第１０一時貯留処理槽
シール槽

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ② － －

第3一時貯留処理槽
予備流量計測ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第3一時貯留処理槽
予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第4一時貯留処理槽
予備第2エアリフト
ポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第9一時貯留処理槽
予備流量計測ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第9一時貯留処理槽
第2エアリフト
ポンプC分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第10一時貯留処理槽

第6一時貯留処理槽
既設

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第9一時貯留処理槽
第2エアリフト
ポンプD分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第9一時貯留処理槽
予備第2エアリフト
ポンプD分離ポット

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

ウラン溶液供給槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

ウラン濃縮液第1受槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

ウラン濃縮液第1中間槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

ウラン濃縮液第2受槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

ウラン濃縮液第2中間槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

ウラン濃縮液第3中間槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

ウラン濃縮缶（加熱部）（管側）
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

－－

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設

備 － －

ウ
ラ
ン
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

ウラン濃縮缶（加熱部）（胴側）
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

ウラン濃縮缶（気液分離部）
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

抽出器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

核分裂生成物洗浄器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿1
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿2
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿3
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿4
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿5
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

－－

ウ
ラ
ン
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

再
処
理
設
備
本
体

精
製
施
設

ウ
ラ
ン
精
製
設
備

－ －
放射性配管分岐第1セル漏えい液受皿6

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

有 ③ － －

AT04配管収納容器
既設 無 ① 第７回

Ⅴ-2-2-1-2-2
精製施設　プルトニウム精
製設備の耐圧強度に関する
計算書

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

プルトニウム溶液受槽

既設

改造

プルトニウム溶液供給槽

油水分離槽
改造

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

再
処
理
設
備
本
体

精
製
施
設

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

プルトニウム溶液一時貯槽
改造

プルトニウム濃縮缶供給槽
改造

－－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

改造

希釈槽
改造

プルトニウム濃縮液受槽
改造

リサイクル槽
－－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

－－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体

プルトニウム濃縮液一時貯槽

プルトニウム濃縮液中間貯槽
改造

改造

プルトニウム濃縮液計量槽
改造
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

プルトニウム溶液供給槽エアリフトポンプA
分離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム溶液供給槽第1エアリフトポン
プB分離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム溶液供給槽第2エアリフトポン
プB分離ポット

既設 － － － －

プルトニウム溶液槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第1酸化塔第1エアリフトポンプ分離ポット
既設 － － － －

第1酸化塔第2エアリフトポンプ分離ポット
既設 － － － －

第1酸化塔シールポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第1脱ガス塔第1エアリフトポンプ分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第1脱ガス塔第2エアリフトポンプ分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－

プ
ル
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精
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設

再
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第1脱ガス塔第1プライミングポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第1脱ガス塔第1プライミングポットゲデオン
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第1脱ガス塔第2プライミングポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

抽出塔供給流量計測ポットA
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第1脱ガス塔シールポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

抽出塔流量計測ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

抽出塔流量計測ポットバッファチューブ
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

抽出塔流量計測ポットエアリフトポンプ分離
ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

抽出塔エアリフトポンプA分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

核分裂生成物洗浄塔流量計測ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

核分裂生成物洗浄塔流量計測ポットバッファ
チューブ

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

核分裂生成物洗浄塔流量計測ポットエアリフ
トポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

核分裂生成物洗浄塔エアリフトポンプA分離
ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

抽出塔供給流量計測ポットB
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

核分裂生成物洗浄塔エアリフトポンプB分離
ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

逆抽出塔エアリフトポンプA分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

逆抽出塔エアリフトポンプB分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

ウラン洗浄塔供給流量計測ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

ウラン洗浄塔流量計測ポットA
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

ウラン洗浄塔流量計測ポットAバッファ
チューブ

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

ウラン洗浄塔流量計測ポットA第2エアリフト
ポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

ウラン洗浄塔流量計測ポットA第1エアリフト
ポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

ウラン洗浄塔エアリフトポンプA分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

補助油水分離槽供給流量計測ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

ウラン洗浄塔エアリフトポンプB分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

TBP洗浄器エアリフトポンプ分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

TBP洗浄器バッファチューブ
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第２酸化塔供給ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

TBP洗浄器サイホンポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

TBP洗浄器サイホンポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

補助油水分離槽プライミングポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

補助油水分離槽プライミングポットエアリフ
トポンプ分離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第２酸化塔エアリフトポンプ分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第２酸化塔シールポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第２脱ガス塔プライミングポットB
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第２脱ガス塔エアリフトポンプA分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

再
処
理
設
備
本
体
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第２脱ガス塔エアリフトポンプB分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第２脱ガス塔シールポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム溶液受槽エアリフトポンプ分離
ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

油水分離槽エアリフトポンプA分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

油水分離槽エアリフトポンプB分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

油水分離槽サイホンBプライミングポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

油分リサイクルポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

油分リサイクルポットエアリフトポンプ分離
ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム洗浄器セル漏えい液受皿漏えい
検知ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

油水分離槽セル漏えい液受皿シールポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶供給槽セル漏えい液受皿
シールポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム精製塔セル漏えい液受皿シール
ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶供給槽第1エアリフトポ
ンプA分離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶供給槽第2エアリフトポ
ンプA分離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶供給槽プライミングポッ
ト

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶供給槽エアリフトポンプ
B分離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶供給槽ゲデオンAプライ
ミングポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶供給槽ゲデオンA
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

プルトニウム濃縮缶供給槽ゲデオンB
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶供給槽ゲデオンBプライ
ミングポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶サイホンA分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶サイホンB分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶サイホンAプライミング
ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶サイホンBプライミング
ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

有 ③ － －

リサイクル槽エアリフトポンプ分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体

凝縮液中間ポット
既設
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■
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

希釈槽エアリフトポンプB分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

希釈槽第1エアリフトポンプD分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

希釈槽エアリフトポンプA分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

希釈槽第2エアリフトポンプD分離ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

凝縮器　管側
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

有 ② － －

有 ③ － －

第1酸化塔
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第1脱ガス塔
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体

凝縮器　胴側
改造
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第2酸化塔
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

第2脱ガス塔
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶加熱部管側
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

－－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体

プルトニウム濃縮缶加熱部胴側
改造

プルトニウム濃縮缶気液分離部
改造

プルトニウム濃縮缶液抜き部
改造
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

抽出塔本体
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

抽出塔パルスレグ部
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

核分裂生成物洗浄塔本体
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

核分裂生成物洗浄塔パルスレグ部
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

TBP洗浄塔本体
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

TBP洗浄塔パルスレグ部
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

逆抽出塔本体
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

逆抽出塔パルスレグ部
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

ウラン洗浄塔本体
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

ウラン洗浄塔パルスレグ部
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

TBP洗浄器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

油水分離槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶供給槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム精製塔セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮液受槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム溶液供給槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム洗浄器セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮缶セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

プルトニウム溶液一時貯槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮液一時貯槽セル漏えい液受
皿

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮液計量槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮液ポンプAグローブボック
ス(漏えい液受皿付き)

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮液弁グローブボックス(漏
えい液受皿付き)

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮液ポンプEグローブボック
ス(漏えい液受皿付き)

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮液ポンプDグローブボック
ス(漏えい液受皿付き)

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム濃縮液ポンプBグローブボック
ス(漏えい液受皿付き)

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

－－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

AT05配管収納容器
既設 無 ① 第７回

Ⅴ-2-2-1-2-3
精製施設　精製建屋一時貯
留処理設備の耐圧強度に関
する計算書

有 ② － －

有 ② － －

第1一時貯留処理槽供給槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

第2一時貯留処理槽供給槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

改造

第2一時貯留処理槽
改造

第1一時貯留処理槽

再
処
理
設
備
本
体

精
製
施
設

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

第3一時貯留処理槽第1エアリフトポンプA分
離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第3一時貯留処理槽第2エアリフトポンプA分
離ポット

既設 － － － －

第3一時貯留処理槽エアリフトポンプB分離
ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

有 ② － －

有 ③ － －

第4一時貯留処理槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第3一時貯留処理槽
改造

第7一時貯留処理槽

再
処
理
設
備
本
体

精
製
施
設

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ －

改造
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

無 ① 第６回
V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第7一時貯留処理槽第1エアリフトポンプA分
離ポット

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

第7一時貯留処理槽エアリフトポンプB分離
ポット

既設 － － － －

精製建屋一時貯留処理槽第1セル漏えい液受
け皿1

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

精製建屋一時貯留処理槽第2セル漏えい液受
け皿

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

精製建屋一時貯留処理槽第1セル漏えい液受
け皿2

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

再
処
理
設
備
本
体

精
製
施
設

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ －

第5一時貯留処理槽
改造
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽(第5一
時貯留処理槽用)

新設 有 ② － －

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽(第7一
時貯留処理槽用)

新設 有 ② － －

再
処
理
設
備
本
体

精
製
施
設

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

重
大
事
故
時
可
溶
性
中
性
子
吸
収
材
供
給
系

－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

受
入
れ
系

－
硝酸ウラニル貯槽

既設 無 ① 第７回
Ⅴ-2-2-1-3-1-1
受入れ系の耐圧強度に関す
る計算書

硝酸ウラニル供給槽
既設 無 ①

濃縮缶
既設 無 ①

濃縮液受槽
既設 無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

第７回

Ⅴ-2-2-1-3-1-3
ウラン脱硝系の耐圧強度に
関する計算書

ウ
ラ
ン
脱
硝
系

再
処
理
設
備
本
体

既設

UO3受槽 既設

第７回
Ⅴ-2-2-1-3-1-2
蒸発濃縮系の耐圧強度に関
する計算書

シール槽

蒸
発
濃
縮
系

－

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
脱
硝
設
備

－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ①

無 ①

規格外製品容器
既設 無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

溶解用UO3供給槽 既設 無 ①

バックアップフィルタ
既設 無 ①

サンプリング用UO3受槽 既設

第７回

Ⅴ-2-2-1-3-1-3
ウラン脱硝系の耐圧強度に
関する計算書

規格外製品受槽
既設

シード供給槽
既設

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
脱
硝
設
備

再
処
理
設
備
本
体

ウ
ラ
ン
脱
硝
系

－

63

■
36784



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

充てん用バックアップフィルタ
既設 無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

UO3溶解槽 既設 無 ①

脱硝塔
既設

Ⅴ-2-2-1-3-1-3
ウラン脱硝系の耐圧強度に
関する計算書

再
処
理
設
備
本
体

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
脱
硝
設
備

ウ
ラ
ン
脱
硝
系

－ 第７回

64

■
36785



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

硝酸ウラニル貯槽
既設 無 ①

定量ポット
既設 無 ①

硝酸プルトニウム貯槽エアリフトポンプ分離
ポット

既設 無 ①

硝酸ウラニル供給槽
既設 無 ①

混合槽エアリフトポンプ分離ポット
既設 無 ①

一時貯槽エアリフトポンプ分離ポット
既設 無 ①

硝酸プルトニウム貯槽セル漏えい液受皿
既設 無 ①

混合槽セル漏えい液受皿
既設 無 ①

一時貯槽セル漏えい液受皿
既設 無 ①

第７回

Ⅴ-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

再
処
理
設
備
本
体

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

溶
液
系

－

65

■
36786



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ② － －

無 ① 第7回

Ⅴ-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

有 ② － －

有 ② － －

無 ① 第7回

Ⅴ-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

有 ② － －

有 ② － －

無 ① 第7回

Ⅴ-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

改造硝酸プルトニウム貯槽

改造混合槽

改造一時貯槽

－
溶
液
系

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

脱
硝
施
設

再
処
理
設
備
本
体

66

■
36787



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

－
硝酸プルトニウム移送グローブボックス
(漏えい液受皿部)

既設 無 ① 第7回

Ⅴ-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

－
定量ポットグローブボックス(漏えい液受皿
部)

既設 無 ① 第7回

Ⅴ-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

－
一時貯槽第1グローブボックス(漏えい液受皿
部)

既設 無 ① 第7回

Ⅴ-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

－
一時貯槽第2グローブボックス(漏えい液受皿
部)

既設 無 ① 第7回

Ⅴ-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

－ 真空グローブボックス(漏えい液受皿部) 既設 無 ① 第7回

Ⅴ-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

溶
液
系

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

脱
硝
施
設

再
処
理
設
備
本
体

67

■
36788



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

中間ポット
既設 無 ①

凝縮廃液受槽
既設 無 ①

凝縮廃液貯槽
既設 無 ①

回収ポット
既設 無 ①

凝縮廃液ろ過器廃液払出槽
既設 無 ①

固気分離器
既設 無 ①

凝縮廃液受槽セル漏えい液受皿
既設 無 ①

凝縮廃液貯槽セル漏えい液受皿
既設 無 ①

凝縮廃液ろ過器
既設 無 ①

第８回

Ⅴ-2-2-1-1-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝系の耐圧強度に関する
計算書

再
処
理
設
備
本
体

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
系

－

68

■
36789



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

固気分離器気送廃ガス第1高性能粒子フィル
タ

既設 無 ①

固気分離器気送廃ガス第2高性能粒子フィル
タ

既設 無 ①

脱硝装置グローブボックス(漏えい液受皿部)
既設 無 ①

凝縮廃液受入グローブボックス(漏えい液受
皿部)

既設 無 ①

凝縮廃液払出グローブボックス(漏えい液受
皿部)

既設 無 ①

還元気送固気分離器
既設 無 ①

リワーク焙焼気送固気分離器
既設 無 ①

脱硝粉末供給ホッパ
既設 無 ①

焙焼粉末供給ホッパ
既設 無 ①

第８回

Ⅴ-2-2-1-1-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝系の耐圧強度に関する
計算書

Ⅴ-2-2-1-1-1-2
焙焼・還元系の耐圧強度に
関する計算書

第８回

再
処
理
設
備
本
体

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
系

－

焙
焼
・
還
元
系

－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

焙焼炉粉末払出ホッパ
既設 無 ①

焙焼炉炉廃ガスフィルタ
既設 無 ①

還元炉炉廃ガスフィルタ
既設 無 ①

リワーク焙焼気送廃ガス高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

還元気送廃ガス高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

還元気送廃ガス高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

リワーク粉砕気送固気分離器
既設 無 ①

粉砕機供給ホッパ
既設 無 ①

混合気送固気分離器
既設 無 ①

Ⅴ-2-2-1-1-1-3
粉体系の耐圧強度に関する
計算書

Ⅴ-2-2-1-1-1-2
焙焼・還元系の耐圧強度に
関する計算書

－ 第８回

再
処
理
設
備
本
体

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

焙
焼
・
還
元
系

－ 第８回

粉
体
系

70

■
36791



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

保管容器
既設 無 ①

リワーク粉砕気送廃ガス高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

混合気送固気分離器廃ガス高性能粒子フィル
タ

既設 無 ①

混合気送廃ガス高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

リワーク気送廃ガス高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

第８回
Ⅴ-2-2-1-1-1-3
粉体系の耐圧強度に関する
計算書

再
処
理
設
備
本
体

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

粉
体
系

－

71

■
36792



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第1供給槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-1
第1酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

第2供給槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-1
第1酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

供給液分配器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-1
第1酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

低レベル無塩廃液第2受槽
既設 無 ① 第７回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

油水分離槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

供給液受槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

供給液中間貯槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

第
２
酸
回
収
系

再
処
理
設
備
本
体

酸
及
び
溶
媒
の
回
収
施
設

酸
回
収
設
備

第
１
酸
回
収
系

－

－
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■
36793



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

供給槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

低レベル無塩廃液受槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

蒸発缶A（加熱部管側）
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

蒸発缶A（加熱部胴側）
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

蒸発缶A（気液分離部）
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

精留塔（精留部）
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

精留塔（加熱部管側）
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

精留塔（加熱部胴側）
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

再
処
理
設
備
本
体

酸
及
び
溶
媒
の
回
収
施
設

酸
回
収
設
備

第
２
酸
回
収
系

－

73

■
36794



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第2酸回収精留塔セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

第2酸回収蒸発缶セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

第2酸回収濃縮液受槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

第２洗浄器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-1-1
分離・分配系の耐圧強度に
関する計算書

溶媒フィルタセル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-1-1
分離・分配系の耐圧強度に
関する計算書

第３洗浄器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-1-1
分離・分配系の耐圧強度に
関する計算書

既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-1-1
分離・分配系の耐圧強度に
関する計算書第1洗浄器

第
２
酸
回
収
系

分
離
・
分
配
系

再
処
理
設
備
本
体

酸
及
び
溶
媒
の
回
収
施
設

溶
媒
回
収
設
備

溶
媒
再
生
系

酸
回
収
設
備

－

74

■
36795



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第1洗浄器　本体
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-1-2
プルトニウム精製系の耐圧
強度に関する計算書

第1洗浄器　ジャケット部
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-1-2
プルトニウム精製系の耐圧
強度に関する計算書

第2洗浄器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-1-2
プルトニウム精製系の耐圧
強度に関する計算書

第3洗浄器　本体
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-1-2
プルトニウム精製系の耐圧
強度に関する計算書

第3洗浄器　ジャケット部
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-1-2
プルトニウム精製系の耐圧
強度に関する計算書

精製建屋一時貯留処理槽第1セル漏えい液受
け皿3

既設 無 ① 第６回
V-2-2-1-4-2-1-2
プルトニウム精製系の耐圧
強度に関する計算書

再
処
理
設
備
本
体

酸
及
び
溶
媒
の
回
収
施
設

溶
媒
回
収
設
備

溶
媒
再
生
系

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
系
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

廃有機溶媒残渣中間貯槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-2
溶媒処理系系の耐圧強度に
関する計算書

第2蒸発缶（管側）
既設 無 ① 第６回

V-2-2-1-4-2-2
溶媒処理系系の耐圧強度に
関する計算書

無 ① 第６回
V-2-2-1-4-2-2
溶媒処理系系の耐圧強度に
関する計算書

無 ① 第６回
V-2-2-1-4-2-2
溶媒処理系系の耐圧強度に
関する計算書

第2蒸発缶（胴側）
既設

再
処
理
設
備
本
体

酸
及
び
溶
媒
の
回
収
施
設

溶
媒
回
収
設
備

溶
媒
処
理
系

－

76

■
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

NOx吸収塔
既設 無 ① 第5回

V-2-2-2-1-1
せん断処理・溶解廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ①

無 ①

よう素追出し塔
既設 無 ① 第5回

V-2-2-2-1-1
せん断処理・溶解廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

DOGダンパセル漏えい液受皿
既設 － ① 第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

1142-U907
DOGダンパセル漏えい液受皿

既設 － ① 第5回

V-2-2-2-1-1
せん断処理・溶解廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

せん断処理・溶解廃ガス処理第1,第2,第3セ
ル漏えい液受皿

既設 － ① 第5回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

よう素追出し塔
既設 第5回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

せ
ん
断
処
理
・
溶
解
廃
ガ
ス
処
理
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第５回

V-2-2-2-1-1
せん断処理・溶解廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書 

無 ①

無 ①

ミストフィルタ
既設 無 ① 第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

第1高性能粒子フィルタ
既設 無 ① 第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

第1よう素フィルタ
既設 無 ① 第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

第2よう素フィルタ
既設 無 ① 第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

第2高性能粒子フィルタ
既設 無 ① 第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

凝縮器A，B

廃ガス冷却器
既設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

せ
ん
断
処
理
・
溶
解
廃
ガ
ス
処
理
設
備

－ －
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

デミスタ
既設 無 ① 第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

廃ガス加熱器
既設 無 ① 第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

よう素追出し塔廃ガス冷却器
既設 無 ① 第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

DOGダンパセル漏えい検知ポット
既設 無 ① 第５回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

中間ポット堰付サイホンデミスタ
既設 有 ② － － 

溶解槽デミスタ
既設 －*5

－
*5 － －

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

－－

せ
ん
断
処
理
・
溶
解
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
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■
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

デミスタ
既設 －

*5
－

*5 － － 

廃ガス洗浄塔
改造 有 ② － － 

凝縮器
既設 －*5

－
*5 － － 

よう素フィルタ第1，2加熱器
既設 －

*5
－

*5 － － 

第1，第2高性能粒子フィルタ
既設 －

*5
－

*5 － － 

よう素フィルタ
既設 －

*5
－

*5 － － 

計量前中間貯槽デミスタ
改造 有  ② － －

計量前中間貯槽デミスタ
改造 有  ②   － －

計量後中間貯槽デミスタ
改造 有  ②   － －

－

前
処
理
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

リサイクル槽Aデミスタ
既設 －

*5
－

*5 － －

リサイクル槽Bデミスタ
既設 －

*5
－

*5 － －

計量補助槽デミスタ
既設 －

*5
－

*5 － －

冷却器
既設 －

*5
－

*5 － － 

廃ガス洗浄塔
既設 有 ② － －

凝縮器
既設 －*5

－
*5 － －

第1，第2高性能粒子フィルタ
既設 －

*5
－

*5 － －

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系

分
離
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

前
処
理
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

81

■
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

よう素フィルタ第1，第2加熱器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

よう素フィルタ
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

デミスタ
既設 －*5

－
*5 － －

冷却器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

よう素フィルタ後置フィルタ
既設 －*5

－
*5 － －

高レベル廃液供給槽Aデミスタ
既設 －

*5
－

*5 － －

有 ② － －

有 ③ － －

NOx廃ガス洗浄塔本体
既設 無 ① 第７回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

既設
デミスタ

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系

分
離
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

82

■
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

NOx廃ガス洗浄塔コイル部
既設 無 ① 第７回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

有 ② － －

有 ③ － －

廃ガス洗浄塔コイル部
既設 有 ② － －

プルトニウム系塔槽類廃ガス洗浄塔セル漏え
い液受皿

既設 無 ① 第7回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

凝縮器管側
既設 有 ② － －

有 ② － －

有 ③ － －

よう素フィルタ第1,第2加熱器
既設 無 ① 第７回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

既設

廃ガス洗浄塔本体
既設

凝縮器胴側

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
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■
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ① 第７回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

有 ③ － －

よう素フィルタ
既設 無 ① 第７回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

無 ① 第７回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

有 ③ － －

無 ① 第７回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

有 ③ － －

第1,第2高性能粒子フィルタ
既設

既設

高性能粒子フィルタ第2加熱器
既設

高性能粒子フィルタ第1加熱器

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

84

■
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

改造

プルトニウム濃縮液受槽デミスタ
改造

プルトニウム濃縮缶供給槽デミスタ
改造

プルトニウム溶液供給槽デミスタ
改造

プルトニウム溶液受槽デミスタ

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

85

■
36806



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

プルトニウム溶液供給槽デミスタ
改造

希釈槽デミスタ
改造

プルトニウム濃縮液一時貯槽デミスタ
改造

プルトニウム溶液一時貯槽デミスタ
改造

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

第1一時貯留処理槽デミスタ
改造 有 ② － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

第2一時貯留処理槽デミスタ
改造

第3一時貯留処理槽デミスタ
改造

プルトニウム濃縮液計量槽デミスタ
改造

プルトニウム濃縮液中間貯槽デミスタ
改造塔

槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第1高性能粒子フィルタ
既設 － － － －

第1高性能粒子フィルタ
既設 － － － －

第1高性能粒子フィルタ
既設 － － － －

第2高性能粒子フィルタ
既設 － － － －

第2高性能粒子フィルタ
既設 － － － －

第2高性能粒子フィルタ
既設 － － － －

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

パ
ル
セ
ー
タ
廃
ガ
ス
処
理
系
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第1廃ガス洗浄塔
既設 無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

ウ
ラ
ン
脱
硝
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

－
凝縮器

既設

廃気冷却器
既設

第７回

Ⅴ-2-2-3-1-1-3
ウラン脱硝建屋塔槽類廃ガ
ス処理設備の耐圧強度に関
する計算書

第2廃ガス洗浄塔
既設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

よう素フィルタ第1,第2加熱器
既設 無 ① 第８回

Ⅴ-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

改造

－ －
第2廃ガス洗浄塔

改造

第3廃ガス洗浄塔

第1廃ガス洗浄塔

－

改造

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

有 ②

有 ②

第2高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

よう素フィルタ
既設 無 ①

脱硝廃ガス処理グローブボックス(漏えい液
受皿部)

既設 無 ①

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

第８回

Ⅴ-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

Ⅴ-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

脱硝廃ガス第2凝縮器
既設

第1高性能粒子フィルタ
改造 － －

脱硝廃ガス第1凝縮器
既設

第８回

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

廃ガス洗浄塔
改造 有 ② － －

デミスタ
改造 －*5

－
*5 第７回

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計
算書

無 ① 第７回

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計
算書

－
*5

－
*5 第７回

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計
算書

第1,第2加熱器
既設 －*5

－
*5 第７回

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計
算書

第1,第2高性能粒子フィルタ
改造 －*5

－
*5 第７回

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計
算書

よう素フィルタ
既設 －*5

－
*5 第７回

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計
算書

廃ガス冷却器
既設 －*5

－
*5 第７回

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計
算書

ダストフィルタ
改造 －*5

－
*5 第７回

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計
算書

凝縮器
改造

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
廃
ガ
ス
処
理
系
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

高レベル廃液混合槽凝縮器
改造 －

*5
－

*5

供給液槽凝縮器
改造 －

*5
－

*5

廃ガス洗浄塔
既設 無 ①

デミスタ
既設 無 ①

無 ①

無 ①

第1,第2加熱器
既設 無 ①

第1,第2高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

よう素フィルタ
既設 無 ①

不
溶
解
残
渣
廃
液
廃
ガ
ス
処
理
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

第７回

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計
算書

凝縮器
既設

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液

廃
ガ
ス
処
理
系

第７回

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計
算書

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ② － －

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

無 ① 第６回
V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

有 ③ － －

有 ② － －

有 ② － －

溶解液中間貯槽デミスタ

プルトニウム溶液受槽デミスタ

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

分
離
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系

既設

抽出廃液受槽デミスタ
既設

既設

溶解液供給槽デミスタ
既設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

第1一時貯留処理槽デミスタ
既設 －

*5
－

*5 － －

第7一時貯留処理槽デミスタ
既設 －

*5
－

*5 － －

第8一時貯留処理槽デミスタ
既設 －

*5
－

*5 － －

第2一時貯留処理槽デミスタ
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

第6一時貯留処理槽デミスタ
既設 －

*5
－

*5 － －

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

分
離
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系

抽出廃液供給槽Aデミスタ
既設

第3一時貯留処理槽デミスタ
既設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

ルテニウム吸着塔
既設 無 ①

廃ガス処理セル漏えい液受皿
既設 無 ①

廃ガス洗浄液槽セル漏えい液受皿
既設 無 ①

純水中間貯槽
既設 無 ①

安全冷水膨張槽
既設 無 ①

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
廃
ガ
ス
処
理
設
備

第７回

V-２-２-３-１-２
高レベル廃液ガラス固化廃
液ガス処理設備の耐圧強度
に関する計算書

既設

第1,第2吸収塔
既設

廃ガス洗浄器

－ －
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2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ①

無 ①

加熱器
既設 無 ①

ミストフィルタ
既設 無 ①

第1高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

よう素フィルタ
既設 無 ①

第2高性能粒子フィルタ
既設 無 ①

V-２-２-３-１-２
高レベル廃液ガラス固化廃
液ガス処理設備の耐圧強度
に関する計算書

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
廃
ガ
ス
処
理
設
備

－ － 第７回

凝縮器
既設

9736818
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2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

洗浄塔
既設 無 ①

ルテニウム吸着塔
既設 無 ①

無 ①

無 ①

セル内クーラ
既設 無 ①

ミストフィルタ
既設 無 ①

固化セル換気系排気フィルタユニット
既設 無 ①

換
気
設
備

気
体
廃
棄
物
の

廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の

廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
換
気
設
備

凝縮器
既設

－ 第７回

V-２-２-３-１-３-１
高レベル廃液ガラス固化建
屋換気設備の耐圧強度に関
する計算書

第７回

V-２-２-３-１-３-１
高レベル廃液ガラス固化建
屋換気設備の耐圧強度に関
する計算書

－

9836819
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2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

廃ガスシールポット
改造 有 ②

気液分離器 新設 －
*5

－
*5

可搬型デミスタ
新設 有 －

有 ②

有 ②

凝縮液分配器
既設 －

*5
－

*5

廃ガス洗浄塔シールポット
改造 有 ②

有 ②

有 ③

塔槽類廃ガス処理設備リリーフポット
既設

廃ガスポット
新設

－ －

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

代
替
換
気
設
備

－ －

9936820
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2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

－
*5

－
*5

有 ②

凝縮器
新設

予備凝縮器
新設

凝縮器
新設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

代
替
換
気
設
備

－ － － －

10036821
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2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

－
*5

－
*5

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

－
*5

－
*5

有 ②

高レベル廃液濃縮缶凝縮器
既設

－ －

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

代
替
換
気
設
備

－ －

予備凝縮器
新設

凝縮器
新設

10136822

■
36822



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

無 ① 第６回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

有 ② － －

新設 有 ② 

新設 有 ② 

凝縮器(管側)
新設 有 ③ － －

有 ③ － －

有 ③ － －

予備凝縮器(管側)
新設 有 ③ － －

凝縮器

凝縮器(胴側)
新設

第1エジェクタ凝縮器
既設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

代
替
換
気
設
備

－ －

－ －

10236823

■
36823



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ③

有 ③

有 ②

有 ②

可搬型フィルタ 新設 有 ④

－
*5

－
*5

有 ②

－
*5

－
*5

有 ②

－－－－

代
替
換
気
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

セル導出ユニットフィルタ
新設

予備凝縮器(胴側)
新設

セル導出ユニットフィルタ
新設

セル導出ユニットフィルタ
新設

10336824

■
36824



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

凝縮液シールポット
無 ① 第６回

V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

廃ガス貯留槽
有 ②  － －

廃ガス貯留槽
有 ③ － －

－－

代
替
換
気
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

セル導出ユニットフィルタ

セル導出ユニットフィルタA,B

廃
ガ
ス
貯
留
設
備

－ －

10436825

■
36825



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

無 ① 第６回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

無 ① 第６回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

高レベル廃液濃縮缶第1セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

高レベル濃縮廃液分配器セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

高レベル廃液供給槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

高レベル廃液供給槽
既設

高レベル廃液濃縮缶
既設

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

10536826

■
36826



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

漏えい液希釈溶液供給槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

無 ① 第６回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

無 ① 第６回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

無 ① 第６回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

無 ① 第６回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

無 ① 第６回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

高レベル廃液濃縮缶第2セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

フラッシュドラム
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設

既設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

高レベル廃液供給槽

高レベル廃液濃縮缶

10636827

■
36827



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第６回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第６回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

高レベル廃液濃縮缶凝縮器
既設 無 ① 第６回

V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

高レベル廃液供給槽供給液脈動整定ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

供給ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

撹拌蒸気ポット
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

－*5
－

*5 － －

有 ② － －

無 ①

高レベル廃液濃縮缶凝縮器デミスタ
既設

高レベル濃縮廃液分配器
既設

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

10736828

■
36828



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ① 第６回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

有 ② － －

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

既設

第2エジェクタ凝縮器デミスタ
既設

第2エジェクタ凝縮器
高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

10836829

■
36829



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

有 ②

有 ②

無 ①

有 ②

有 ②

無 ①

放射性配管分岐セル漏えい液受皿1,2
既設 無 ①

高レベル濃縮廃液貯槽第1,第2セル漏えい液
受皿

既設 無 ①

第1,第2⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽
改造

第1,第2⾼レベル濃縮廃液貯槽
改造

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
蔵
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

V-2-2-2-2-1-2-1
高レベル濃縮廃液貯蔵系の

耐圧に関する計算書
第６回

10936830

■
36830



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

高レベル濃縮廃液一時貯槽セル漏えい液受皿
既設 無 ①

分配器セル漏えい液受皿
既設 無 ①

第1,第2高レベル濃縮廃液分配器
既設 無 ①

AT06配管収納容器1
既設 無 ① 第７回

Ⅴ-2-2-3-2-1-2-1
高レベル濃縮廃液貯蔵系の
耐圧強度に関する計算書

AT06配管収納容器2
既設 無 ① 第７回

Ⅴ-2-2-3-2-1-2-1
高レベル濃縮廃液貯蔵系の
耐圧強度に関する計算書

V-2-2-2-2-1-2-1
高レベル濃縮廃液貯蔵系の

耐圧に関する計算書
第６回

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
蔵
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

11036831

■
36831



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

不溶解残渣廃液一時貯槽セル漏えい液受皿
既設 無 ①

不溶解残渣廃液貯槽第1,第2セル漏えい液受
皿

既設 無 ①

無 ①

無 ①

アルカリ濃縮廃液貯槽セル漏えい液受皿
既設 無 ①

第６回
V-2-2-2-2-1-2-3
アルカリ濃縮廃液貯蔵系の
耐圧強度に関する計算書

既設

第６回
V-2-2-2-2-1-2-2
不溶解残渣廃液貯蔵系の耐
圧強度に関する計算書

第1,第2不溶解残渣廃液貯槽
既設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

ア
ル
カ
リ
濃
縮
廃
液
貯
蔵
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

不
溶
解
残
渣
廃
液
貯
蔵
系

第1,第2不溶解残渣廃液一時貯槽

既設
アルカリ濃縮廃液貯槽

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

11136832

■
36832



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② - -

有 ② - -

無 ① 第６回
V-2-2-2-2-1-2-4
共用貯蔵系の耐圧強度に関
する計算書

高レベル廃液共用貯槽セル漏えい液受皿
既設 無 ① 第６回

V-2-2-2-2-1-2-4
共用貯蔵系の耐圧強度に関
する計算書

低レベル廃液受槽
既設 無 ① 第７回

V-2-2-3-2-2-1
第１低レベル廃液処理系の
耐圧強度に関する計算書

第1低レベル第2廃液受槽
既設 無 ① 第７回

V-2-2-3-2-2-1
第１低レベル廃液処理系の
耐圧強度に関する計算書

濃縮廃液受槽
既設 無 ① 第７回

V-2-2-3-2-2-1
第１低レベル廃液処理系の
耐圧強度に関する計算書

濃縮廃液貯槽
既設 無 ① 第７回

V-2-2-3-2-2-1
第１低レベル廃液処理系の
耐圧強度に関する計算書

第
１
低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
系

第
１
低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
系

低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

⾼レベル廃液共⽤貯槽
改造高

レ
ベ
ル
廃
液

処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液

貯
蔵
設
備

共
用
貯
蔵
系

11236833

■
36833



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ① 第７回
V-2-2-3-2-2-1
第１低レベル廃液処理系の
耐圧強度に関する計算書

無 ① 第７回
V-2-2-3-2-2-1
第１低レベル廃液処理系の
耐圧強度に関する計算書

無 ① 第７回
V-2-2-3-2-2-1
第１低レベル廃液処理系の
耐圧強度に関する計算書

無 ① 第７回
V-2-2-3-2-2-1
第１低レベル廃液処理系の
耐圧強度に関する計算書

無 ① 第７回
V-2-2-3-2-2-1
第１低レベル廃液処理系の
耐圧強度に関する計算書

無 ① 第７回
V-2-2-3-2-2-1
第１低レベル廃液処理系の
耐圧強度に関する計算書

第
１
低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
系

第
１
低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
系

低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

第1低レベル蒸発缶（気液分離部）
既設

第1低レベル蒸発缶（加熱部）（管側）
既設

第1低レベル蒸発缶（加熱部）（胴側）
既設

■
36834



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

キャスク内部水受槽
既設 無 ① 第２回

Ⅴ-2-1-2-1-1-1
使用済燃料受入れ施設及び
貯蔵施設廃液処理系の耐圧
強度に関する計算書

第1ろ過装置
既設 無 ① 第２回

Ⅴ-2-1-2-1-1-1
使用済燃料受入れ施設及び
貯蔵施設廃液処理系の耐圧
強度に関する計算書

－

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
廃
液
処
理
系

既設 無 ①

低レベル廃
液処理設備
の蒸発濃縮
装置及び固
化処理装置
の設置

Ⅴ-2-1-2-1-1-1
使用済燃料受入れ施設及び
貯蔵施設廃液処理系の耐圧
強度に関する計算書

低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

無 ① 第２回

Ⅴ-2-1-2-1-1-1
使用済燃料受入れ施設及び
貯蔵施設廃液処理系の耐圧
強度に関する計算書

第6低レベル廃液蒸発缶加熱器

第5低レベル廃液蒸発缶
既設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

■
36835



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ②／③ － －

有 ②／③ － －

無 ① 第７回

V-2-2-3-3-1
高レベル廃液ガラス固化設
備の耐圧強度に関する計算
書

無 ① 第７回

V-2-2-3-3-1
高レベル廃液ガラス固化設
備の耐圧強度に関する計算
書

無 ① 第７回

V-2-2-3-3-1
高レベル廃液ガラス固化設
備の耐圧強度に関する計算
書

無 ① 第７回

V-2-2-3-3-1
高レベル廃液ガラス固化設
備の耐圧強度に関する計算
書

有 ②／③ － －

有 ②／③ － －

無 ① 第７回

V-2-2-3-3-1
高レベル廃液ガラス固化設
備の耐圧強度に関する計算
書

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

⾼レベル廃液混合槽
改造

供給液槽
改造

－－

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
設
備

アルカリ濃縮廃液中和槽
既設

■
36836



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ②／③

有 ②／③

無 ①

高レベル廃液混合槽第1,第2セル漏えい液受
皿

既設 無 ①

アルカリ濃縮廃液中和槽セル漏えい液受皿
既設 無 ①

供給槽第1セル漏えい液受皿
既設 無 ①

放射性配管分岐セル漏えい液受皿
既設 無 ①

流下ノズル冷却用空気槽
既設 無 ①

――

高
レ
ベ
ル
廃
液

ガ
ラ
ス
固
化
設
備

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

V-2-2-3-3-1
高レベル廃液ガラス固化設
備の耐圧強度に関する計算

書

第７回

供給槽
改造

第７回

V-2-2-3-3-1
高レベル廃液ガラス固化設
備の耐圧強度に関する計算
書

11636837

■
36837



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

低
レ
ベ
ル
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備

廃
樹
脂
貯
蔵
系

－
プール水浄化系ろ過装置逆洗水受槽

既設 無 ①    第２回
Ⅴ-2-1-2-2-1-1
廃樹脂貯蔵系の耐圧強度に
関する計算書

重油タンク
既設 無 ①    第３回

Ⅴ-2-1-2-1-1
使用済燃料の受入れ及び貯
蔵に必要な施設の電気設備
の耐圧強度に関する計算書

燃料デイタンク
既設 無 ①    第３回

Ⅴ-2-1-2-1-1
使用済燃料の受入れ及び貯
蔵に必要な施設の電気設備
の耐圧強度に関する計算書

空気だめ
既設 無 ①    第３回

Ⅴ-2-1-2-1-1
使用済燃料の受入れ及び貯
蔵に必要な施設の電気設備
の耐圧強度に関する計算書

燃料油貯蔵タンク1A,2A
既設 無 ①

燃料油貯蔵タンク1B,2B
既設 無 ①

燃料油サービスタンクA,B
既設 無 ①

空気だめ
既設 無 ①

電
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

Ⅴ-2-2-4-1-1-1
非常用電源建屋の電気設備
の耐圧強度に関する計算書

第７回

－

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

11736838

■
36838



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属

施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力

装
置

電
気
設
備

補
機
駆
動
用

燃
料
補
給
設
備

－ 軽油用タンクローリ 新設 有 ④ － －

水素掃気用空気貯槽
既設 無 ①

計測制御用空気貯槽
既設 無 ①

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
動力装置及び非常用動力装
置 圧縮空気設備 安全圧縮
空気系の耐圧強度に関する
計算書

圧
縮
空
気
設
備

安
全
圧
縮
空
気
系

－ 第４回

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力

装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属

施
設

11836839

■
36839



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

圧縮空気自動供給貯槽
新設 有 ② － －

圧縮空気自動供給貯槽A
新設 有 ② － －

圧縮空気自動供給貯槽B
新設 有 ② － －

圧縮空気自動供給貯槽C
新設 有 ② － －

圧縮空気自動供給貯槽D
新設 有 ② － －

圧縮空気自動供給貯槽E
新設 有 ② － －

機器圧縮空気自動供給ユニットボンベ
新設 有 ④ － －

圧
縮
空
気
設
備

－

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

11936840

■
36840



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

機器圧縮空気自動供給ユニットボンベ
新設 有 ④ － －

機器圧縮空気自動供給ユニットボンベ
新設 有 ④ － －

機器圧縮空気自動供給ユニットボンベ
新設 有 ④ － －

臨
界
事
故
時
水
素
掃
気
系

－
計装空気バッファ槽

既設 有 ② － －

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

－

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

12036841

■
36841



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

安全冷却水系膨張槽
既設 無 ①    第２回

Ⅴ-2-1-3-1-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水膨張槽
既設 無 ① 第８回

Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

第1，第2高レベル濃縮廃液貯槽冷却水膨張槽
既設 無 ①

安全冷却水膨張槽
既設 無 ①

高レベル廃液共用貯槽冷却水膨張槽
既設 無 ①

安全冷却水膨張槽
既設 無 ①

安全冷却水膨張槽
既設 無 ① 第６回

V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水膨張槽
既設 無 ① 第５回

V-2-2-3-1-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水膨張槽
既設 無 ① 第５回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
給水施設及び蒸気供給施設
冷却水設備 安全冷却水系
の耐圧強度に関する計算書

第７回
第８回

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

冷
却
水
設
備

安
全
冷
却
水
系

－

12136842

■
36842



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

膨張槽
既設 無 ① 第７回

Ⅴ-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水A膨張槽
既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水B膨張槽
既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水C膨張槽
既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

無 ①

無 ①

第1，第2高レベル濃縮廃液貯槽冷却水中間熱
交換器（2次側）

既設 無 ①

安全冷却水中間熱交換器
既設 無 ①

高レベル廃液共用貯槽冷却水中間熱交換器
既設 無 ①

安全冷却水第1中間熱交換器
既設 第８回

Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に

関する計算書

Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に

関する計算書

第７回
第８回

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

冷
却
水
設
備

安
全
冷
却
水
系

－

12236843

■
36843



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

安全冷却水中間熱交換器
既設 無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

安全冷水冷凍機
既設

安全冷水冷却器
既設

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に

関する計算書

Ⅴ-2-2-3-2-1-2
安全冷却水系の耐圧強度に

関する計算書

第７回
第９回

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

冷
却
水
設
備

安
全
冷
却
水
系

－

12336844

■
36844



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ① 第６回
V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

無 ① 第６回
V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水中間熱交換器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水2中間熱交換器
既設 無 ① 第６回

V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水中間熱交換器
既設 無 ① 第５回

V-2-2-3-1-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水中間熱交換器
既設 無 ① 第５回

V-2-2-3-1-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水中間熱交換器(1次側)
既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水中間熱交換器(2次側)
既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水中間熱交換器(1次側)
既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

中間熱交換器
既設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

冷
却
水
設
備

安
全
冷
却
水
系

－

12436845

■
36845



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

安全冷却水中間熱交換器(2次側)
既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水中間熱交換器(1次側)
既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水中間熱交換器(2次側)
既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水系冷却塔
既設 無 ①    第２回

Ⅴ-2-1-3-1-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

可搬型排水受槽 新設 有 ④ － －

第7一時貯留処理槽サンプリングエアリフト
ポンプ分離ポット

既設 －*5
－

*5 － －

第4一時貯留処理槽サンプリングエアリフト
ポンプ分離ポット

既設 －
*5

－
*5 － －

溶解液供給槽サンプリングエアリフトポンプ
分離ポット

既設 －
*5

－
*5 － －

濃縮廃液抜出スチームジェットポンプ漏えい
検知ポット

既設 有 ② － －

安
全
冷
却
水
系

－

代
替
安
全
冷
却
水
系

－

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

12536846

■
36846



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

プルトニウム濃縮液受槽サンプリングエアリ
フトポンプ分離ポット

改造 有 ② － －

プルトニウム濃縮液計量槽サンプリングエア
リフトポンプ2分離ポット

改造 有 ② － －

リサイクル槽サンプリングエアリフトポンプ
分離ポット

改造 有 ② － －

プルトニウム濃縮液一時貯槽サンプリングエ
アリフトポンプ分離ポット

改造 有 ② － －

プルトニウム濃縮液中間貯槽サンプリングエ
アリフトポンプ分離ポット

改造 有 ② － －

第３一時貯留処理槽サンプリングエアリフト
ポンプ分離ポット

改造 有 ② － －

プルトニウム溶液受槽サンプリングエアリフ
トポンプ分離ポット

改造 有 ② － －

－

代
替
安
全
冷
却
水
系

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

12636847

■
36847



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

油水分離槽サンプリングエアリフトポンプ分
離ポット

改造 有 ② － －

プルトニウム濃縮缶供給槽サンプリングエア
リフトポンプ分離ポット

改造 有 ② － －

希釈槽サンプリングエアリフトポンプ分離
ポット

改造 有 ② － －

第１一時貯留処理槽サンプリングエアリフト
ポンプ分離ポット

改造 有 ② － －

第２一時貯留処理槽サンプリングエアリフト
ポンプ分離ポット

改造 有 ② － －

プルトニウム溶液一時貯槽サンプリングエア
リフトポンプ分離ポット

改造 有 ② － －

計量補助槽スチームジェットポンプ漏えい検
知ポット

改造 有 ② － －

サンプリングエアリフト分離ポッ
ト

改造 有 ② － －

サンプリングエアリフト分離ポット
改造 有 ② － －

サンプリングエアリフト分離ポッ
ト

改造 有 ② － －

－

代
替
安
全
冷
却
水
系

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

12736848

■
36848



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

LPGボンベユニット
既設 無 ① － (設計図書の情報)

ボイラ供給水槽
既設 無 ① 第７回

Ⅴ-2-2-3-1-2-1
給水施設及び蒸気供給施設
蒸気供給設備 安全蒸気系
の耐圧強度に関する計算書

サンプリグ配管第1セル漏えい液受皿
既設 無 ①

サンプリグ配管第2セル漏えい液受皿
既設 無 ①

放射性配管第2セル漏えい液受皿
既設 無 ①

第３一時貯留処理槽
ブレイクポットA

既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-4-1-5
分析済溶液処理系の耐圧強
度に関する計算書

第３一時貯留処理槽
ブレイクポットB

既設 無 ① 第７回

V-2-2-4-4-1-5
分析済溶液処理系の耐圧強
度に関する計算書

放射性配管第2セル配管収納容器1
既設 無 ① 第7回

Ⅴ-2-2-4-4-1-4
分析建屋の分析設備の耐圧
強度に関する計算書

ウラン系サンプリングベンチ第1セル漏えい
液受皿

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-4-1-2
精製建屋の分析設備の耐圧
強度に関する計算書

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

－－

分
析
設
備

第７回

V-2-2-4-4-1-3
高レベル廃液ガラス固化建
屋の分析設備の耐圧強度に
関する計算書

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施

設

蒸
気
供
給
設
備

安
全
蒸
気
系

－

12836849

■
36849



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

プルトニウム系サンプリングベンチ第3セル
漏えい液受皿

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-4-1-2
精製建屋の分析設備の耐圧
強度に関する計算書

プルトニウム系サンプリングベンチ第4セル
漏えい液受皿

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-4-1-2
精製建屋の分析設備の耐圧
強度に関する計算書

分
析
設
備

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

－－

12936850

■
36850



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①   

無 ①

ス
プ
レ
イ
設

備 － スプレイ設備の主配管 新規 有 ④ － －

代
替
注
水
設

備 代替注水設備の主配管 新設 有 ④ - -

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

第２回

補給水設備の主配管

プ
ー
ル
水
冷
却
系

プール水冷却系の主配管

プ
ー
ル
水
浄
化
系

補
給
水
設
備

－

Ⅴ-2-1-1-2-4
プール水浄化・冷却設備の
耐圧強度に関する計算書

プール水浄化系の主配管 既設 第２回

既設

Ⅴ-2-1-1-2-4
プール水浄化・冷却設備の
耐圧強度に関する計算書

第２回
Ⅴ-2-1-1-2-5
補給水設備の耐圧強度に関
する計算書

既設

プ
ー
ル
水
浄
化
・
冷
却
設
備

13036851

■
36851



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 第４回
V-２-２-１-１-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 第４回
V-２-２-１-１-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

溶
解
設
備

－ －

無 ①

溶解設備の主配管

無 ①

13136852

■
36852



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 第４回
V-２-２-１-１-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第４回
V-２-２-１-１-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 第４回
V-２-２-１-１-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 第４回
V-２-２-１-１-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第４回
V-２-２-１-１-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

溶
解
施
設

溶
解
設
備

－ － 溶解設備の主配管

無 ①

再
処
理
設
備
本
体

無 ①

無 ①

13236853

■
36853



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第４回
V-２-２-１-１-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

改造 有 ② － －

改造 有 ② － －

溶解設備の主配管－

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

溶
解
設
備

－

13336854

■
36854



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第５回
V-２-２-３-１-１-１
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

改造 有 ② － －

新設 有 ② － －

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

新設 有 ② － －

溶
解
施
設

溶
解
設
備

溶
解
施
設

重大事故時可溶性中性子吸収材供給系の主配
管

重
大
事
故
時
可
溶
性
中
性
子
吸
収
材
供
給
系

－

再
処
理
設
備
本
体

再
処
理
設
備
本
体

代
替
可
溶
性
中
性
子
吸
収
材
緊
急
供
給
系

－ 代替可溶性中性子吸収材緊急供給系の主配管

溶
解
設
備

13436855

■
36855



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

既設

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

清
澄
・
計
量
設
備

－ 清澄・計量設備の主配管－

13536856

■
36856



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

清
澄
・
計
量
設
備

－ － 清澄・計量設備の主配管 既設

13636857

■
36857



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第４回
V-２-２-１-１-２
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

改造 有 ② － －

改造 有 ② － －

既設

再
処
理
設
備
本
体

溶
解
施
設

清
澄
・
計
量
設
備

－ － 清澄・計量設備の主配管

13736858

■
36858



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分離設備の主配管

分
離
設
備

－ －

13836859

■
36859



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 有 ② － －

既設 有 ② － －

既設 有 ② － －

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

分離設備の主配管

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
設
備

－ －

13936860

■
36860



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
設
備

－ － 分離設備の主配管

14036861

■
36861



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

分配設備の主配管

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
配
設
備

－ －

14136862

■
36862



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 有 ② － －

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

分配設備の主配管

－－

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

分
離
施
設

再
処
理
設
備
本
体

分離建屋一時貯留処理設備の主配管

分
配
設
備

分
離
施
設

再
処
理
設
備
本
体

－－

14236863

■
36863



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 有 ② － －

既設 有 ② － －

既設 有 ② － －

分離建屋一時貯留処理設備の主配管

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ －

14336864

■
36864



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

再
処
理
設
備
本
体

分
離
施
設

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ － 分離建屋一時貯留処理設備の主配管 既設 有 ② － －

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-3-1
ウラン精製設備の耐圧強度
に関する計算書

既設 －*5
－

*5 － －

改造 －
*5

－
*5 － －

改造 －
*5

－
*5 － －

改造 －
*5

－
*5 － －

プルトニウム精製設備の主配管

再
処
理
設
備
本
体

精
製
施
設

ウ
ラ
ン
精
製
設
備

－ － ウラン精製設備の主配管

－－

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体

14436865

■
36865



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-3-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第7回

V-2-2-1-2-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第7回

V-2-2-1-2-2
プルトニウム精製設備の耐
圧強度に関する計算書

プルトニウム精製設備の主配管

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

精
製
施
設

再
処
理
設
備
本
体

－－

14536866

■
36866



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

改造 －
*5

－
*5 － －

改造 －
*5

－
*5 － －

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-3-3
精製建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

改造 有 ② － －

改造 有 ② － －

再
処
理
設
備
本
体

精
製
施
設

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

－ － 精製建屋一時貯留処理設備の主配管

14636867

■
36867



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

新設 有 ② － －

新設 有 ② － －

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第7回
V-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

重大事故時可溶性中性子吸収材供給系の主配
管

再
処
理
設
備
本
体

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

溶
液
系

溶液系の主配管

再
処
理
設
備
本
体

精
製
施
設

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

重
大
事
故
時
可
溶
性

中
性
子
吸
収
材
供
給
系

－

147

－

36868

■
36868



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第7回
V-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

既設 有 ② － －

既設 無 ① 第7回
V-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

改造 無 ① 第7回
V-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-1-3-2-1
溶液系の耐圧強度に関する
計算書

再
処
理
設
備
本
体

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

溶
液
系

溶液系の主配管

148

－

36869

■
36869



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第8回

V-2-2-1-1-1-1
ウランプルトニウム混合脱
硝系の
耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第8回

V-2-2-1-1-1-1
ウランプルトニウム混合脱
硝系の
耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第8回

V-2-2-1-1-1-1
ウランプルトニウム混合脱
硝系の
耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-1-2
第2酸回収系の耐圧強度に
関する計算書

既設 － － － －

－

再
処
理
設
備
本
体

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
系

－ ウラン・プルトニウム混合脱硝系の主配管

再
処
理
設
備
本
体

酸
及
び
溶
媒
の
回
収
施
設

酸
回
収
設
備

第
2
酸
回
収
系

第2酸回収系の主配管

14936870

■
36870



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

再
処
理
設
備
本
体

酸
及
び
溶
媒
の
回
収
施
設

溶
媒
回
収
設
備

溶
媒
再
生
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
系
）

溶媒再生系（プルトニウム精製系）の主配管 既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-2-1-2
プルトニウム精製系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-2-2
溶媒処理系の耐圧強度に関
する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-2-2
溶媒処理系の耐圧強度に関
する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-2-2
溶媒処理系の耐圧強度に関
する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-2-2
溶媒処理系の耐圧強度に関
する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-2-2
溶媒処理系の耐圧強度に関
する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-4-2-2
溶媒処理系の耐圧強度に関
する計算書

再
処
理
設
備
本
体

酸
及
び
溶
媒
の
回
収
施
設

溶
媒
回
収
設
備

溶
媒
処
理
系

－ 溶媒処理系の主配管

150

－

36871

■
36871



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

計
測
制
御
系
統
施
設

－
制
御
室

制
御
室
換
気
設
備

－ 制御室換気設備の主配管 既設 無 ① － －

計
測
制
御
系
統
施
設

－
制
御
室

制
御
室
放
射
線
計
測
設
備

－ 新規 有 ④ － －

無 ① 第５回

V-２-２-２-１-１
せん断処理・溶解廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第5回

V-2-2-2-1-1
せん断処理・溶解廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第5回

V-2-2-2-1-1
せん断処理・溶解廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第５回

V-２-２-２-１-１
せん断処理・溶解廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

既設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

せ
ん
断
処
理
・
溶
解
廃
ガ
ス
処
理
設
備

－ せん断処理・溶解廃ガス処理設備の主配管

151

制御室換気設備の主配管

36872

■
36872



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第5回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

既設 無 ① 第5回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

既設 無 ① 第5回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

既設 無 ① 第5回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

既設 無 ① 第5回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

せん断処理・溶解廃ガス処理設備の主配管－－

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

せ
ん
断
処
理
・
溶
解
廃
ガ
ス
処
理
設
備

15236873

■
36873



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第5回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

既設 無 ① 第5回

V－2－2－2－1－1
せん断・溶解廃ガス処理設
備の耐圧強度に関する計算
書

無 ① 第５回

V-２-２-２-１-２-1
前処理建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第５回

V-２-２-２-１-２-1
前処理建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第５回

V-２-２-２-１-２-1
前処理建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第５回

V-２-２-２-１-２-1
前処理建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第5回

V-2-2-2-1-2-1
前処理建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第5回

V-2-2-2-1-2-1
前処理建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

せ
ん
断
処
理
・
溶
解
廃
ガ
ス
処
理
設
備

－ － せん断処理・溶解廃ガス処理設備の主配管

－

前
処
理
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

既設前処理建屋塔槽類廃ガス処理設備の主配管

15336874

■
36874



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

－
*5

－
*5 － －

－
*5

－
*5 － －

－
*5

－
*5 － －

－
*5

－
*5 － －

無 ① 第５回

V-２-２-２-１-2-１
前処理建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第5回

V-2-2-2-1-2-1
前処理建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第5回

V-2-2-2-1-2-1
前処理建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

無 ① 第5回

V-2-2-2-1-2-1
前処理建屋塔槽類廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

－

前
処
理
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

前処理建屋塔槽類廃ガス処理設備の主配管

既設

－

前
処
理
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

前処理建屋塔槽類廃ガス処理設備の主配管

15436875

■
36875



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 －
*5

－
*5 － －

既設 －
*5

－
*5 － －

既設 無 ① 第６回
V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第６回
V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

既設 －
*5

－
*5 － －

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔槽類廃ガス処理系の主配管

既設

既設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系

分
離
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

15536876

■
36876



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

既設 －*5
－

*5 － －

既設 －
*5

－
*5 － －

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系

分
離
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔槽類廃ガス処理系の主配管

15636877

■
36877



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 － － － －

既設 － － － －

既設 － － － －

既設 － － － －

既設 －
*5

－
*5 － －

改造 －
*5

－
*5 － －

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

塔槽類廃ガス処理系（プルトニウム系）の主
配管

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
ウ
ラ
ン
系
）

塔槽類廃ガス処理系（ウラン系）の主配管

改造

15736878

■
36878



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

既設 － － － －

既設 －
*5

－
*5 － －

既設 － － － －

改造 －
*5

－
*5 － －

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

既設 － － － －

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔槽類廃ガス処理系（プルトニウム系）の主
配管

改造

改造

15836879

■
36879



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

改造 －
*5

－
*5 － －

改造 有 ② － －

改造 －
*5

－
*5 － －

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

改造 －
*5

－
*5 － －

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

既設 － － － －

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

塔槽類廃ガス処理系（プルトニウム系）の主
配管

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

改造

改造

15936880

■
36880



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

既設 無 ① 第7回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

塔槽類廃ガス処理系（プルトニウム系）の主
配管

改造

改造

改造

改造

16036881

■
36881



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

有 ② － －

有 ③ － －

既設 無 ① 第7回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

有 ② － －

有 ③ － －

無 ① 第7回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

有 ③ － －

無 ① 第7回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

有 ③ － －

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

塔槽類廃ガス処理系（プルトニウム系）の主
配管

改造

改造

改造

改造

16136882

■
36882



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ① 第7回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

有 ③ － －

既設 無 ① 第7回

V-2-2-3-1-1-2-2
塔槽類廃ガス処理系（プル
トニウム系）の耐圧強度に
関する計算書

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

塔槽類廃ガス処理系（プルトニウム系）の主
配管

改造

改造

改造

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

16236883

■
36883



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第7回
V-2-2-3-1-1-2-3
パルセータ廃ガス処理系の
耐圧強度に関する計算書

既設 － － － －

既設 － － － －

有 ② － －

有 ② － －

既設 無 ① 第8回

V-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

既設 無 ① 第8回

V-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

有 ② － －

有 ② － －

－

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃
ガス処理設備の主配管

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

パ
ル
セ
ー
タ
廃
ガ
ス
処
理
系

パルセータ廃ガス処理系の主配管

改造

改造

16336884

■
36884



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第8回

V-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

既設 無 ① 第8回

V-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

既設 無 ① 第6回

V-2-2-2-1-1-4
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

有 ② － －

有 ② － －

既設 有 ② － －

既設 無 ① 第8回

V-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

既設 無 ① 第8回

V-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

既設 無 ① 第6回

V-2-2-2-1-1-4
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃
ガス処理設備の主配管

－

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

改造

16436885

■
36885



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第8回

V-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

既設 無 ① 第8回

V-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

既設 無 ① 第8回

V-2-2-2-3-1-1
ウラン・プルトニウム混合
脱硝建屋塔槽類廃ガス処理
設備の耐圧強度に関する計
算書

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

既設

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計

算書
第7回

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃
ガス処理設備の主配管

－

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高レベル濃縮廃液廃ガス処理系の主配管

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
廃
ガ
ス
処
理
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

16536886

■
36886



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

－
*5

－
*5

－
*5

－
*5

－
*5

－
*5

－
*5

－
*5

－
*5

－
*5

－
*5

－
*5

既設 無 ① 第6回

Ⅴ-2-2-2-1-1-5
高レベル廃液ガラス固化建
屋塔槽類廃ガス処理設備の
耐圧強度に関する計算書

既設

改造

高レベル濃縮廃液廃ガス処理系の主配管

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
廃
ガ
ス
処
理
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

V-2-2-3-1-1-5-1
高レベル濃縮廃液廃ガス処
理系の耐圧強度に関する計

算書
第7回

16636887

■
36887



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
廃
ガ
ス
処
理
系

高レベル濃縮廃液廃ガス処理系の主配管 既設 無 ①
第6回
第7回

Ⅴ-2-2-2-1-1-5
高レベル廃液ガラス固化建
屋塔槽類廃ガス処理設備の
耐圧強度に関する計算書

Ⅴ-2-2-3-1-1-5-1

16736888

■
36888



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

既設 第7回

V-2-2-3-1-1-5-2
不溶解残渣廃液廃ガス処理
系の耐圧強度に関する計算
書

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

不
溶
解
残
渣
廃
液
廃
ガ
ス
処
理
系

不溶解残渣廃液廃ガス処理系の主配管

16836889

■
36889



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

既設

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備の主
配管

－－

V-2-2-3-1-2
高レベル廃液ガラス固化廃
ガス処理設備の耐圧強度に

関する計算書

第7回

16936890

■
36890



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

無 ①

無 ①

新設 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 －
*5

－
*5 － －

既設 － － － －

既設--

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
廃
ガ
ス
処
理
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備の主
配管

－

精
製
建
屋
の
換
気
設
備

換
気
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

精製建屋の換気設備の主配管

V-2-2-3-1-2
高レベル廃液ガラス固化廃
ガス処理設備の耐圧強度に

関する計算書

第7回

17036891

■
36891



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

既設 第7回

V-2-2-3-1-3-1
高レベル廃液ガラス固化建
屋換気設備の耐圧強度に関
する計算書

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

換
気
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
換
気
設
備

―
高レベル廃液ガラス固化建屋換気設備の主配
管

17136892

■
36892



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ② ― ―

既設/新設

- 既設/新設-

代
替
換
気
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

代替換気設備の主配管

17236893

■
36893



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

－
*5

－
*5 － －

有 ③ － －

改造 有 ② － －

有 ② － －

有 ③ － －

有 ② － －

有 ③ － －

新設

改造

新設

新設

－－

代
替
換
気
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

代替換気設備の主配管

17336894

■
36894



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

新設 有 ② － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

代替換気設備の主配管－－

代
替
換
気
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

17436895

■
36895



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

有 ② - -

有 ② - -

新設 有 ④ - -

新設 有 ④ - -

代替換気設備の主配管－－

代
替
換
気
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

新設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

17536896

■
36896



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

－
*5

－
*5

有 ②

－
*5

－
*5

有 ④

有 ④

－ セル導出設備の主配管 新設 有 ④ - -

－ セル導出設備の主配管 新設 有 ④ - -

－ セル導出設備の主配管 新設 有 ④ - -

代替換気設備の主配管

改造

新設

ー ー

新設代
替
換
気
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

― ―

セ
ル
導
出
設
備

17636897

■
36897



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第５回

V-２-２-２-１-１
せん断処理・溶解廃ガス処
理設備の耐圧強度に関する
計算書

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

有 ② － －

既設 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ② － －

廃ガス貯留設備の主配管－－

廃
ガ
ス
貯
留
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

新設

17736898

■
36898



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第６回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

既設

無 ① 第6回

既設

既設

高レベル廃液濃縮系の主配管

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

17836899

■
36899



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ① 第６回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

有 ② － －

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

無 ① 第６回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

有 ② － －

－
*5

－
*5 － －

有 ② － －

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

既設

既設

既設

既設

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

高レベル廃液濃縮系の主配管

17936900

■
36900



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

①既設 無

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

高レベル廃液濃縮系の主配管

18036901

■
36901



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

①無

既設 無

既設 無 ①

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

高レベル廃液濃縮系の主配管

無 ①

既設

①

既設

18136902

■
36902



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

①

既設 無 ①

既設 無

既設

高レベル廃液濃縮系の主配管

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

無 ①

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

18236903

■
36903



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

①

既設 無 ①

既設 無

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

高レベル廃液濃縮系の主配管

18336904

■
36904



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-3-1-1-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

高レベル廃液濃縮系の主配管

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

18436905

■
36905



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

既設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高レベル濃縮廃液貯蔵系の主配管

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
蔵
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

V-2-2-2-2-1-2-1
高レベル濃縮廃液貯蔵系の
耐圧強度に関する計算書

V-2-2-3-2-1-2-1
高レベル濃縮廃液貯蔵系の
耐圧強度に関する計算書

第6回
第7回

18536906

■
36906



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

改造 有 ②

既設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
蔵
系

高レベル濃縮廃液貯蔵系の主配管

V-2-2-2-2-1-2-1
高レベル濃縮廃液貯蔵系の
耐圧強度に関する計算書

V-2-2-3-2-1-2-1
高レベル濃縮廃液貯蔵系の
耐圧強度に関する計算書

第6回
第7回

第6回
V-2-2-2-2-1-2-1

高レベル濃縮廃液貯蔵系の
耐圧強度に関する計算書

18636907

■
36907



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

改造

既設

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
蔵
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高レベル濃縮廃液貯蔵系の主配管

不溶解残渣廃液貯蔵系の主配管

不
溶
解
残
渣
廃
液
貯
蔵
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

V-2-2-2-2-1-2-2
不溶解残渣廃液貯蔵系の耐
圧強度に関する計算書

第6回

18736908

■
36908



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

既設

不
溶
解
残
渣
廃
液
貯
蔵
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

不溶解残渣廃液貯蔵系の主配管
V-2-2-2-2-1-2-2

不溶解残渣廃液貯蔵系の耐
圧強度に関する計算書

第6回

18836909

■
36909



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

既設

アルカリ濃縮廃液貯蔵系の主配管 既設 第6回
V-2-2-2-2-1-2-3
アルカリ濃縮廃液貯蔵系の
耐圧強度に関する計算書

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

ア
ル
カ
リ
濃
縮
廃
液
貯
蔵
系

共用貯蔵系の主配管

共
用
貯
蔵
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

V-2-2-2-2-1-2-4
共用貯蔵系の耐圧強度に関

する計算書
第6回

18936910

■
36910



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ①

無 ①

無 ①

有 ②

有 ②

有 ②

無 ②

既設

改造

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

共
用
貯
蔵
系

共用貯蔵系の主配管 第6回
V-2-2-2-2-1-2-4

共用貯蔵系の耐圧強度に関
する計算書

19036911

■
36911



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第7回
V-2-2-3-2-2-3
海洋放出管理系の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-3-2-2-3
海洋放出管理系の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-3-2-2-3
海洋放出管理系の耐圧強度
に関する計算書

海洋放出管理系の主配管－

海
洋
放
出
管
理
系

低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

海洋放出管
F施設切り
離し 

Ⅴ-2-1-1-1-1-1
海洋放出管理系の耐圧強度
に関する計算書

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

低
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施

設
廃
液
処
理
系

－
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設廃液処
理系の主配管

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

既設 無 ① 第２回

Ⅴ-2-1-2-1-1-1
使用済燃料受入れ施設及び
貯蔵施設廃液処理系の耐圧
強度に関する計算書

無 ①   既設

19136912

■
36912



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

既設高レベル廃液ガラス固化設備の主配管――

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
設
備

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

V-2-2-3-3-1
高レベル廃液ガラス固化設
備の耐圧強度に関する計算

書

第7回

19236913

■
36913



2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

既設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
設
備

― ―

高レベル廃液ガラス固化設備の主配管 第7回

V-2-2-3-3-1
高レベル廃液ガラス固化設
備の耐圧強度に関する計算

書

19336914

■
36914



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

改造 有 ② － －

既設

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

－

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
設
備

高レベル廃液ガラス固化設備の主配管－

V-2-2-3-3-1
高レベル廃液ガラス固化設
備の耐圧強度に関する計算

書

第7回

19436915

■
36915



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

低
レ
ベ
ル
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備

廃
樹
脂
貯
蔵
系

－ 廃樹脂貯蔵系の主配管 既設 無 ① 第２回
Ⅴ-2-1-2-2-1-1
廃樹脂貯蔵系の耐圧強度に
関する計算書

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

電
気
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

－ ディーゼル発電機の主配管 既設 無 ① 第３回

Ⅴ-2-1-2-1-1
使用済燃料の受入れ及び貯
蔵に必要な施設の電気設備
の耐圧強度に関する計算書

19536916

■
36916



2. 評価条件整理表

 (1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第7回
Ⅴ-2-2-4-1-1-1
非常用電源建屋の電気設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 同上 同上

既設 無 ① 同上 同上

既設 無 ① 同上 同上

既設 無 ① 同上 同上

既設 無 ① 同上 同上

既設 無 ① 同上 同上

既設 無 ① 同上 同上

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

電
気
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

－ ディーゼル発電機の主配管

19636917

■
36917



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

新設 有 ④ - -

新設 有 ④ - -

既設 － ① 第４回
V-２-２-３-１-１-１
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設 － ① 第４回
V-２-２-３-１-１-１
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第４回
V-２-２-３-１-１-１
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第４回
V-２-２-３-１-１-１
安全圧縮空気の耐圧強度に
関する計算書

安全圧縮空気系の主配管－

安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属

施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力

装
置

電
気
設
備

補
機
駆
動
用
燃
料
補
給
設
備

補機駆動用燃料補給設備の主配管

197

■
36918



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ① 第４回
V-２-２-３-１-１-１
安全圧縮空気の耐圧強度に
関する計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設 有 ② － －

－

安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

安全圧縮空気系の主配管
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

改造 有 ② － －

新設 有 ② － －

改造 有 ② － －

改造 無 ① 第８回
Ⅴ-2-2-3-1-1-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第８回
Ⅴ-2-2-3-1-1-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第８回
Ⅴ-2-2-3-1-1-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第８回
Ⅴ-2-2-3-1-1-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

－

安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

安全圧縮空気系の主配管
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第８回
Ⅴ-2-2-3-1-1-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第4回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
動⼒装置及び⾮常⽤動⼒装
置 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系の耐圧強度に関す
る計算書(圧⼒容器、熱交
換器、配管)

既設 無 ① 同上 同上

第4回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
動⼒装置及び⾮常⽤動⼒装
置 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系の耐圧強度に関す
る計算書(圧⼒容器、熱交
換器、配管)

第7回

Ⅴ-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

第4回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
動⼒装置及び⾮常⽤動⼒装
置 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系の耐圧強度に関す
る計算書(圧⼒容器、熱交
換器、配管)

第6回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
圧縮空気設備 安全圧縮空
気系の耐圧強度に関する計
算書

第7回

Ⅴ-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

無 ①

無 ①

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

－

安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

安全圧縮空気系の主配管

既設

既設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第4回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
動⼒装置及び⾮常⽤動⼒装
置 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系の耐圧強度に関す
る計算書(圧⼒容器、熱交
換器、配管)

第6回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
圧縮空気設備 安全圧縮空
気系の耐圧強度に関する計
算書

第7回

Ⅴ-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

第8回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第4回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
動⼒装置及び⾮常⽤動⼒装
置 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系の耐圧強度に関す
る計算書(圧⼒容器、熱交
換器、配管)

第4回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
動⼒装置及び⾮常⽤動⼒装
置 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系の耐圧強度に関す
る計算書(圧⼒容器、熱交
換器、配管)

第6回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
圧縮空気設備 安全圧縮空
気系の耐圧強度に関する計
算書

第7回

Ⅴ-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備

安
全
圧
縮
空
気
系

－ 安全圧縮空気系の主配管

①既設

無 ①

無
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

第4回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
動⼒装置及び⾮常⽤動⼒装
置 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系の耐圧強度に関す
る計算書(圧⼒容器、熱交
換器、配管)

第6回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
圧縮空気設備 安全圧縮空
気系の耐圧強度に関する計
算書

第7回

Ⅴ-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

第8回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第4回

Ⅴ-2-2-3-1-1-1
動⼒装置及び⾮常⽤動⼒装
置 圧縮空気設備 安全圧
縮空気系の耐圧強度に関す
る計算書(圧⼒容器、熱交
換器、配管)

無 ①

無 ①

既設 無 ①

改造 有 ② － －

V-2-2-4-1-2-1
安全圧縮空気系の耐圧強度

に関する計算書
第7回

既設

無 ①

安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

安全圧縮空気系の主配管―

既設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第4回
V-２-２-１-１-１
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

既設 有 ② ー ー

既設 無 ① 第4回
V-２-２-１-１-１
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

既設 無 ① 第4回
V-２-２-１-１-１
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

新設 有 ② ー ー

改造 有 ② ー ー

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

代替安全圧縮空気系の主配管
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-2-1-1-1
高レベル廃液濃縮系の耐圧
強度に関する計算書

既設 有 ② － －

既設/新設 有 ② － －

代替安全圧縮空気系の主配管

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

－

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-2
分配設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 有 ② ― ―

既設 有 ② ― ―

既設 有 ② ― ―

新設 有 ② ― ―

新設 有 ② ― ―

新設 有 ④ - -

新設 有 ④ - -

代替安全圧縮空気系の主配管－

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

代替安全圧縮空気系の主配管－

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
設
備
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

改造 有 ① 第8回
Ⅴ-2-2-3-1-1-1
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

改造 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ② － －

改造 有 ② － －

既設 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ④ - -

代替安全圧縮空気系の主配管－

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

重
大
事
故
等
対
処
設
備

圧
縮
空
気
設
備

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

既設 無 ①

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

有 ②

有 ③

ー ー

改造

改造

新設

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

圧
縮
空
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

代替安全圧縮空気系の主配管―

208

■
36929



2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

申請
区分

評価条件

区分＊1設備区分 名称

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

－ 代替安全圧縮空気系の主配管 新設 有 ④ － －

改造 有 ② － －

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

改造 有 ② － －

改造 有 ② － －

－

臨
界
事
故
時
水
素
掃
気
系

圧
縮
空
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

臨界事故時水素掃気系の主配管
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第５回
V-２-２-３-１-１-１
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

改造 有 ② － －

改造 有 ② － －

改造 有 ② － －

改造 有 ② － －

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１．１-１
溶解設備の計測制御系の耐
圧強度に関する計算書

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第５回
V-２-２-３-１-１-１
安全圧縮空気系の耐圧強度
に関する計算書

臨界事故時水素掃気系の主配管

臨
界
事
故
時
水
素
掃
気
系

圧
縮
空
気
設
備

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

－
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

改造 有 ② － －

改造 有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

有 ② － －

既設 有 ② － －

既設 有 ② － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備

臨
界
事
故
時
水
素
掃
気
系

－ 臨界事故時水素掃気系の主配管

新設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備

臨
界
事
故
時
水
素
掃
気
系

－ 臨界事故時水素掃気系の主配管

無 ① 第５回
V-２-２-３-１-１-１
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

無 ① 第５回
V-２-２-３-１-１-１
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

無 ① 第５回
V-２-２-３-１-１-１
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

無 ① 第５回
V-２-２-３-１-１-１
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

冷
却
水
設
備

安
全
冷
却
水
系

安全冷却水系の主配管－ 既設
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第6回
V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧
強度に関する計算書

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

冷
却
水
設
備

安
全
冷
却
水
系

－ 安全冷却水系の主配管
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 有 ② － －

既設 有 ② － －

改造 有 ② － －

新設 有 ② － －

既設 無 ① 第８回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

既設 無 ① 第８回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

既設 有 ② － －

既設 無 ① 第８回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

既設 無 ① 第８回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水系の主配管

安
全
冷
却
水
系

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第８回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

第5回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

第7回
Ⅴ-2-2-4-2-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

有 ③ 第5回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

第5回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

第6回
Ⅴ-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

第7回
Ⅴ-2-2-4-2-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

既設 無 ① 第5回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

第5回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

第7回
Ⅴ-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

既設 無 ① － －

①既設

安
全
冷
却
水
系

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

無

③

既設

安全冷却水系の主配管－

無 ①

改造

有
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

無 ①

既設

V-2-2-3-1-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に

関する計算書
V-2-2-4-2-1-1

安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

第5回
第7回

既設
第6回
第7回

V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書
V-2-2-4-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水系の主配管―

安
全
冷
却
水
系

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

無 ①

無 ①

無 ①

改造 有 ② － －

無 ① 第4回
V-２-２-１-１-１
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第4回
V-２-２-１-１-１
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

無 ① 第4回
V-２-２-１-１-１
清澄・計量設備の耐圧強度
に関する計算書

既設

V-2-2-3-1-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に

関する計算書
V-2-2-4-2-1-1

安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

第5回
第7回

Ⅴ-2-1-3-1-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

安全冷却水系の主配管－

安
全
冷
却
水
系

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

－

代
替
安
全
冷
却
水
系

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

無 ① 第２回

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

代替安全冷却水系の主配管

既設
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

新設 有 ② － －

改造 有 ② － －

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第５回
V-２-２-１-２-１
溶解設備の耐圧強度に関す
る計算書

新設 有 ② － －

代替安全冷却水系の主配管-

代
替
安
全
冷
却
水
系

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設/新設 有 ② － －

既設 無 ① 第6回
V-2-2-3-2-1
安全冷却水系の耐圧
強度に関する計算書

既設 有 ② － －

既設 －
*5

－
*5 － －

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-3
分離建屋一時貯留処理設備
の耐圧強度に関する計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-1-2-1
分離設備の耐圧強度に関す
る計算書

既設 無 ① 第6回
V-2-2-2-1-1-2-1
塔槽類廃ガス処理系の耐圧
強度に関する計算書

既設 有 ② ― ―

－

代
替
安
全
冷
却
水
系

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

代替安全冷却水系の主配管
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 有 ② ― ―

新設 有 ② ― ―

新設 有 ④ - -

既設 有 ② － －

改造 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ④ － －

新設 有 ④ － －

－

代
替
安
全
冷
却
水
系

冷
却
水
設
備

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

代替安全冷却水系の主配管
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第8回
Ⅴ-2-2-3-2-1-1
安全冷却水系の耐圧強度に
関する計算書

新設 有 ② － －

既設 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ④ - -

既設 無 ①

改造 有 ②

改造

新設
有 ②

新設 有 ④

代替安全冷却水系の主配管―

代
替
安
全
冷
却
水
系

重
大
事
故
等
対
処
設
備

冷
却
水
設
備

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

ー ー
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2.　評価条件整理表

 (1)　容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

冷
却
水
設
備

代
替
安
全
冷
却
水
系

代替安全冷却水系の主配管 新設 有 ④ - -

既設 無 ① 第7回
Ⅴ-2-2-4-2-2-1
安全蒸気系の耐圧強度に関
する計算書

既設 無 ① 同上 同上

既設 無 ① 同上 同上

既設 無 ①
第5回
第7回

V-2-2-3-1-2-1
安全蒸気系の耐圧強度に関
する計算書
V-2-2-4-2-2-1
安全蒸気系の耐圧強度に関
する計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-2-2-1
安全蒸気系の耐圧強度に関
する計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-2-2-1
安全蒸気系の耐圧強度に関
する計算書

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

―

安
全
蒸
気
系

蒸
気
供
給
設
備

安全蒸気系の主配管
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-4-1-1
分離建屋の分析設備の耐圧
強度に関する計算書

既設 無 ① 第7回
V-2-2-4-4-1-1
分離建屋の分析設備の耐圧
強度に関する計算書

新設 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ② － －

新設 有 ④ - -

新設 有 ④ - -

新設 有 ④ - -

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属

施
設

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

分
析
設
備

- － 分析設備の主配管

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

緊
急
時
対
策
所

緊
急
時
対
策
建
屋
換
気
設
備

- 緊対所加圧系の主配管

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

放
出
抑
制
設
備

放
水
設
備

- 放出抑制設備の主配管
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2. 評価条件整理表

(1) 容器の評価条件整理表

圧力(MPa) 温度(℃) 圧力(MPa) 温度（℃）

設備区分 名称
申請
区分

評価条件

区分
＊1

既設工認

DB条件 SA条件 条件変更
の有無

申請回次
添付書類番号及び
添付書類名称

新設 有 ④ - -

新設 有 ④ - -

＊１ 作成区分は以下の凡例による

＊２ ：水素による爆発発生時の気相部の瞬間圧力を示す。orTBPによる爆発発生時の気相部の瞬間圧力を示す。

＊３ ：水素による爆発発生時の液相部の瞬間圧力を示す。orTBPによる爆発発生時の液相部の瞬間圧力を示す。

＊４ ：容器(ライニング型)の 高使用圧力及び 高使用温度について，容器内の水頭等による荷重は内張りの下のコンクリートで強度を保持することから「－」としている。 

 または、グローブボックス(漏えい液受皿部)の 高使用圧力及び 高使用温度について，漏えい液受皿部は漏えいの拡大防止のためのものであり，また，漏えいした液体が漏えい液受皿部にとどまる構造ではないことから「－」としている。 　

＊５ ：条件に変更があるものの，SA条件は「大気圧」であり厚さ計算に使用する圧力が0MPaとなり，計算上必要な厚さも0mmとなることから計算は行わない。

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属

施
設

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

水
供
給
設
備

- - 水供給設備の主配管

①：既設工認における評価結果の確認による評価として，当該強度計算書の添付書類番号及び添付書類名称を示す
②：構造等に関する設計方針に基づく公式による強度計算書を今回新たに作成する
③：ASME，設計・建設規格等に基づく解析による強度評価書を今回新たに作成する
④：一般産業用工業品の規格及び基準への適合性を示す完成品に対する強度評価書を今回新たに作成する
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

溶解槽 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 〇 ー ー

中間ポット ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

中間ポット堰付サイホン分離ポット ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

エンドピース酸洗浄槽 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー

ハル洗浄槽 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

溶
解
施
設

溶
解
設
備

代
替
可
溶
性
中
性
子
吸
収
材
緊
急
供
給
系

ー 代替可溶性中性子吸収材緊急供給槽 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽（エンドピース酸洗浄
槽用)

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽（ハル洗浄槽用） ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

清澄機 ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ABUQUS ○ ー ー

- - 〇 - - 〇 ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

リサイクル槽 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ABUQUS ○ ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ○ LS-DYNA ○ ○ ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

溶解液中間貯槽 - - 〇 - - 〇 ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ - LS-DYNA ○ ○ ー

溶解液供給槽 - - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ - LS-DYNA ○ ○ ー

抽出廃液受槽 - - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

抽出廃液中間貯槽 - - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ - LS-DYNA ○ ○ ー

抽出廃液供給槽A - - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

抽出廃液供給槽B - - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

第２洗浄塔流量計測ポット/第２洗浄塔エアリフトポンプバッ
ファチューブ (第２洗浄塔流量計測ポット

A), (第２洗浄搭エアリフトポンプAバッファチュー
ブ))

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ウラン洗浄塔流量計測ポット/ウラン洗浄塔エアリフトポンプ
バッファチューブ( (ウラン洗浄塔流量計測ポット
A), (ウラン洗浄搭エアリフトポンプAバッファ

チューブ))

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

溶解液中間貯槽セル漏えい液受皿３スチームジェットポンプ
シールポット

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

プルトニウム溶液受槽 - - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ - LS-DYNA ○ ○ ー

プルトニウム溶液中間貯槽 - - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ - LS-DYNA ○ ○ ー

第2一時貯留処理槽 - - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ - LS-DYNA ○ ○ ー

第４一時貯留処理槽 - - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

第３一時貯留処理槽 - - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

計量補助槽デミスタ

ー○ ー ー ー ー

ー ー ー ー ー

ー ー ー ー

○ ー ー ー ー ー

○ ー ○ ー ー ー

ー ー ー

ー

溶
解
設
備

溶
解
施
設

ー ー

溶
解
設
備

溶
解
施
設

分
離
施
設

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

- -

重
大
事
故
時
可
溶
性
中
性
子
吸
収
材
供
給
系

ー

溶
解
施
設

清
澄
・
計
量
設
備

- -

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

ー ー

○ ー

ー

○ ー

ー

○ ー

○

ー

○

ー

○

ー

伸縮継手
の強度計

算

○

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算

ー

ー

ー

ー ー

ー ○

容器の鏡板
半だ円形鏡板の計算

容器の鏡板
円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

○

ー ー ーー ー

ー ー ー

ー

ー

ー ー ー

ー ー ー ー

ー

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

ー ー

○

ー ー ○ ー

ー

○ ー

ー ー

○ ー ー

ー ー ー

ー

ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー

ー

○ ー ○ ー ー ー

ー

計量後中間貯槽

○ ー ○ ー ー ー

計量・調整槽

○ ー ○ ー

○

ー ー ー

○ ー ○ ー

中継槽

○ ー ○ ー ○ ー

ー ー

○ ー ○ ー ー ー

ー

○ ー

計量前中間貯槽

○ ー ○ ー ー ー

○ ー ー ー

ー ー

○ ー

ーーー

○ ー ○

○ ー ○ ー ー ー

ー ー

ー ○ ○

ー ー ー

ー○

○ ー ○ ー ー ー

分
離
施
設

分
配
設
備

- -

ー ー ー ー ー

○ ー

○

ー ー ーー

ー

ー ー

分
離
施
設

分
離
設
備

- -

ー ー ー

再
処
理
設
備
本
体

ー ー ー

評価項目

機器名称
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

プルトニウム溶液供給槽 - - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ＴＢＰ洗浄塔流量計測ポット ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー ○ ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 - ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - ○ - ○ 〇 ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

凝縮器エアジェットポンプ - - 〇 - - 〇 - ー ー - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

第１一時貯留処理槽 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - 〇 〇 ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - ー 〇 ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

第５一時貯留処理槽 ー ○ ー 〇 ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽
（第5一時貯留処理槽用）

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽
（第7一時貯留処理槽用）

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ - LS-DYNA ○ ○ -

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー -

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー -

ー

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

代表機器(1421-V10, 4111-V10)の結果で健全性を示す。※1

○

ー ー○

ー

ー ー ー

ー

ー ー

プルトニウム濃縮缶供給槽

○

プルトニウム溶液一時貯槽

プルトニウム濃縮液受槽

リサイクル槽

○ ー

ー

硝酸プルトニウム貯槽

○ ○ ー ー ー ー

○ ○ ー 〇 ー ー

プルトニウム濃縮缶

希釈槽

○ ー ー ー ー ー

プルトニウム濃縮液一時貯槽

ー

-

ー ー ー ー

ー

ー

ー ー

ー ー ー

○ ー ー ー

再
処
理
設
備
本
体

溶
液
系

-

精
製
施
設

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

ー ー

精
製
施
設

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

重
大
事
故
時
可
溶
性
中
性
子
吸
収
材
供
給
系

ー

○ ー

油水分離槽

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

ー

ー

○ ー

ー

ー

○

ー

ー

ー

ー

ー

○

○

ー

ー

ー

ー

ー ー ー ー

ー

○

○

○

○

○

○

- ー - -

○ ー ー ー ー

ー

ー ー ー

ー

ー

ー

ー

○ ー○

ー

ー

ー ー

○

ー ー ー ー

〇ー ー

○ ー ー ー

ー ー ー

ー

○

ー

ー

ー

ー ー

第３一時貯留処理槽

混合槽

○ ○ ー ー ー

○

ー ー

ー ー ー ー

ー ー ー

凝縮器

○ ー ー ー ー ー

ー

ー ー

ー

○

○

ー

ー

ー

ー

プルトニウム濃縮液計量槽

プルトニウム濃縮液中間貯槽

○ ー

ー ー ー ー

ー ー

ー

ー ー

ー ー ー

ー

ー
プルトニウム溶液受槽

精
製
施
設

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

ー ー

ー ー ー ー ー

ー ー

○ ー ー ー ー ー

ー

ー

○ ー ー ー ー ー

ー ー ー

○ ー ー

○

ー ー ー

ー

ー

ー ー ー

ー

○ ○

○

○

ー ー

ー ー ー ー

○ ー ー ー

ー

ー

ー ー

○ ー

ー

ー

第２一時貯留処理槽

○ ー ー ー

第７一時貯留処理槽

○ ー ○ ○ ー ー

○

○ ○ ー ○ ○

○

ー

ー

ー ー○

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

○

再
処
理
設
備
本
体

一時貯槽

○ ー ー ー ー ー

凝縮液中間ポット

○ ー ー 〇 ー ー
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

せ
ん
断
処
理
・
溶
解
廃
ガ
ス
処
理
設
備

- - 凝縮器 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

廃ガス洗浄塔 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - ー 〇 ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー -

廃ガス洗浄塔 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

溶解液中間貯槽デミスタ - - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

溶解液供給槽デミスタ - - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー 〇 - LS-DYNA 〇 〇 ー

プルトニウム溶液受槽デミスタ - - ○ - - ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー 〇 ○ LS-DYNA 〇 〇 ー

抽出廃液受槽デミスタ - - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー 〇 ○ LS-DYNA 〇 〇 ー

抽出廃液供給槽デミスタ - - ○ - - ○ - 〇 - 〇 - - - - - - 〇 - - - - - - - - - - - - - - - -

第2一時貯留処理槽デミスタ - - ○ - - ○ - - - 〇 - - - - - - - 〇 - 〇 - - 〇 - - - - - -
1211-D5410と同型であり，解析内容も同様となる。このため，

1211-D5410の解析結果により健全性を示す。

ー ー ー

〇 〇 - -

- - -

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

前
処
理
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

-

計量前中間貯槽A,B,計量後中間貯槽デミスタ

○ ○ ○ ○ ー ー

ー

ー

-

- - -

ー

ー ー ー ー ー

○ ○ ○ ー ー

〇

ー

ーー

ー ー ー ー

ー

○ ー ー

○ ー ○ ー ー

ー ー ー ー ー ー

○ ○ ○

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

分
離
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系

○ ー ○ ー ー ー

○
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

分
離
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系

第３一時貯留処理槽デミスタ - - ○ - - ○ ○ 〇 - 〇 - - - - - - 〇 - - - - - - - - - - - - - - - -

ー ○ ー 〇 ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

よう素フィルタ後置フィルタ ー ○ ー ○ ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

第１一時貯留処理槽デミスタ ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

第２一時貯留処理槽デミスタ ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

第３一時貯留処理槽デミスタ ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - -

ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - -

ー ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - 〇 ○ LS-DYNA 〇 〇 -

リサイクル槽デミスタ ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - -

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - -

プルトニウム濃縮液計量槽デミスタ ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - -

第2一時貯留処理槽デミスタ - - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - 〇 ○ LS-DYNA 〇 〇 -

第3一時貯留処理槽デミスタ - - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - 〇 ○ LS-DYNA 〇 〇 -

プルトニウム溶液供給槽デミスタ - - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - -

プルトニウム溶液受槽デミスタ - - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - -

プルトニウム溶液供給槽デミスタ - - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - -

プルトニウム濃縮液計量槽デミスタ - - 〇 - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - ー 〇 - - 〇 - - - - -

- - 〇 - - 〇 - ー ー - - - - - - - - - - - ー - - - - - - - - - - - - - - -

- - 〇 - - 〇 - ー ー - - - - - - - - - - - ー - - - - - - - - - - - - - - -

-

1415-D3030と同型と同型であり，解析内容も同様となる。このた
め，1415-D3030の解析結果により健全性を示す。

1415-D3030と同型と同型であり，解析内容も同様となる。このた
め，1415-D3030の解析結果により健全性を示す。

1415-D3030と同型と同型であり，解析内容も同様となる。このた
め，1415-D3030の解析結果により健全性を示す。

1431-D402と同型であり，解析内容も同様となる。このため，
1431-D4020の解析結果により健全性を示す。

1431-D402と同型であり，解析内容も同様となる。このため，
1431-D4020の解析結果により健全性を示す。

1415-D3030と同型と同型であり，解析内容も同様となる。このた
め，1415-D3030の解析結果により健全性を示す。

1415-D3030と同型と同型であり，解析内容も同様となる。このた
め，1415-D3030の解析結果により健全性を示す。

1431-D402と同型であり，解析内容も同様となる。このため，
1431-D4020の解析結果により健全性を示す。

1431-D402と同型であり，解析内容も同様となる。このため，
1431-D4020の解析結果により健全性を示す。

- - - - - -

- - - - -

-

- - - - - -

- - - - - -

- - - - -

- - - - -

ー

ー ー

○

ーー

ー ー ー ー

ーー

ー ー

-

ー ー ー○

ーー ー

ー ー ー

○

〇

ー ー

ー

ー ー ー

ー

ー

ー

ー

ー

○

ー

○ ー

ー

○

ー

○ ○

〇 -

ー

ー ー

ー

- -

ー

ー ー ー ー

ー ○

- ー -

-

○

ー ー ー ー

ー ー ー ー

〇

-

ー ー ー

ー ー ー

ー

ー

ー

ー ー ー

ー

ーー

ー

ー ーー

ー

ー ー ー

○ ー

ー ー ー

ー ー

凝縮器

ー ー ー ー ー

デミスタ

○ ー ○

〇

プルトニウム濃縮缶供給槽デミスタ

- - - - - -

-

希釈槽デミスタ

- - - - - -

プルトニウム溶液一時貯槽デミスタ

- - - - - -

- - - - - -

プルトニウム濃縮液受槽デミスタ

ー

- -

第1,第2高性能粒子フィルタ

○ ○ ○ ー ー ー

廃ガス洗浄塔

○ ー

○

- - - -

ーー ー ー ー ー

プルトニウム濃縮液一時貯槽デミスタ

-

プルトニウム濃縮液中間貯槽デミスタ

-

-

-

- -

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

高性能粒子フィルタ第1, 第2加熱器

〇 - - ー -
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - ー 〇 ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - ー 〇 ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - ー 〇 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - ー 〇 ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー ○ - LS-DYNA ○ ○ ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 〇 〇 - 〇 - - - - - 〇 ー ー ー ー - 〇 - - - - - - - - - - - - -

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 〇 〇 - 〇 - - - - - 〇 ー ー ー ー - 〇 - - - - - - - - - - - - -

ー ○ ー 〇 ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 - 〇 - 〇 - - - - - ー ー ー ー ー - - - 〇 - - - - - - - - - - -

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 〇 〇 〇 - - - - - - ー ー ー ー ー - - - - - - - - - - - - - - -

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ○ ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - - 〇 - 〇 〇 - - - - - - ー ー ー ー ー - - - - - - - - - - - - - - -

廃ガス洗浄塔 ー 〇 ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

凝縮器 ー 〇 ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ 〇 〇 - - - - - - - ー ー ー ー ー - - - - - - - - - - - - - - -

高レベル廃液混合槽B凝縮器 - - ○ - - ○ 〇 〇 - - - - - - - ー ー ー ー ー - - - - - - - - - - - - - - -

ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ 〇 〇 - - - - - - - ー ー ー ー ー - - - - - - - - - - - - - - -

供給液槽B凝縮器 - - ○ - - ○ 〇 〇 - - - - - - - ー ー ー ー ー - - - - - - - - - - - - - - -

-

供給液槽A凝縮器

ー ー ー ー ー ー

〇 - -

○

ー

○

ー ー

-

〇

ー ー ○ ー ○

ー ○

ー ○ ー ○

○ ー

ー ー ○ ー

ー ○

○ ー

ー

ー

ー ○

ー ○

○

ー ー ○ ー ○

ー

〇 - - 〇 - 〇

ー

-

○ ー ー ○ ー ○

○

〇 - 〇

高レベル廃液混合槽A凝縮器

- - -

〇 - - 〇 -

〇 - -

-

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
廃
ガ
ス
処
理
系

ー ー ー ー

第1,2廃ガス洗浄塔デミスタ

混合廃ガスデミスタ

廃ガス第1冷却器デミスタ

〇 - - 〇

○

第2廃ガス洗浄塔

○ ー

○ ー

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

ー

-

第3廃ガス洗浄塔

○

-

ー ー ー

ー ○ ー ○

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

第1高性能粒子フィルタ

ー ー

ー ー

○

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

-

第1廃ガス洗浄塔

〇 〇 - -

ー

-

混合廃ガス凝縮器

〇 - - - 〇

○ ー ー

ー

○

○ ー ー

〇

ー ー ○ ー ー

〇

〇

○

ー

-

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー

○

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

廃ガス第1冷却器

〇 - - 〇 - -
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー 〇 ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - 〇 - ー 〇 ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

気液分離器 - - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

廃ガスリリーフポット - - ○ - - ○ ○ ー ー ー ー ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

可搬型デミスタ ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ○ ○ ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ○ ○ ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー ○ ー ー 〇 ー ー 〇 〇 ー ー ー ー 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー 〇 ー ー 〇 〇 ー ー ー ー 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー 〇 - LS-DYNA 〇 〇 -

可搬型フィルタ ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 〇

セル導出ユニットフィルタ ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー 〇 - LS-DYNA 〇 〇 -

セル導出ユニットフィルタ ー ー ○ ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー -

セル導出ユニットフィルタ ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー 〇 - LS-DYNA 〇 〇 -

セル導出ユニットフィルタA ，セル導出ユニット
フィルタB

ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ○ ー ー ー ー ー -

廃ガス貯留槽 ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

廃ガス貯留槽
ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

4105F57,F58と同型であり，解析内容も同様となる。このため，
4105F57,F58の解析結果により健全性を示す。

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

廃
ガ
ス
貯
留
設
備

- -

ー ー

ー

○ ー ○ ー ー ○

セル導出ユニットフィルタ

ー

○ ー ー ○

凝縮器

ー

○

凝縮器

ー

ー ○

○ ー ー

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

代
替
換
気
設
備

- -

廃ガスシールポット

○ ー

廃ガス洗浄塔シールポット

○ ー

廃ガスポット ○ ー

ー

予備凝縮器

ー

ー ○

○ ー

○ ー

ー

ー ○

ー ー

ー

ー

○

ー ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー ー

ー

ー ー

ー ー ー ー ー ー

○ ー ー ○

ー ー

ー ー

ー ー ー

ー ー

ー

ー ー

ー ー ー

ー ー○ ー ○

ー

ー ー ー

○ ー ー

○ ー ○ ー ー

○ ー ー ○ ー ○

○ ー ○

ー ー

予備凝縮器

○ ー ー

ー ー ー ー ー

○ ー ー

○ ー ー ○ ー ー

第１エジェクタ凝縮器

ー

○ ー ○ ー ー

ー

ー ー ○

ー ー ○ ー ー

〇 ー 〇 ー

ー ○ ー ー○

ー ー

凝縮器

○ ー ○ ー ー ー

予備凝縮器

○ ー ー ー ー ー

〇 ー ー 〇 ー ー

○

予備凝縮器

ー

○ ー ー ○ ー ー

○

ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー

○ ー ○ ー ー ー

凝縮器

ー ー

ー ー ○ ー ー

○ ー ー ○ ー ○

○

ー ー

ー ー

○ ー ○ ー ー ー

○ ー ○

ー ーー ー

○ ー ○ ー ー ー

ー ー

○ ー ー ー ー

ー

ー

ー ー

凝縮器

高レベル廃液濃縮缶凝縮器

ーー

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

高レベル廃液供給槽 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ○ ー ー ○ ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

第2エジェクタ凝縮器 - - ○ - - ○ ○ ○ - - - - - - - - - - - ー - - - - - - - ー - - - - - - -

 高レベル廃液濃縮缶凝縮器デミスタ - - ○ - - ○ ○ 〇 - 〇 - - - - - - 〇 - - ー - - - - - - - ー - - - - - - -

第２エジェクタ凝縮器デミスタ - - ○ - - ○ ○ 〇 - 〇 - - - - - - - - - ー - - - - - - - ー - - - - - - -

第１エジェクタ ，
第2エジェクタ

- - ○ - - ○ - - - - - - - - - - - - - ー - - - - - - - ー - - - - - - -

ー ○ ー 〇 ー ー 〇 〇 ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ○ ー ー ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ○ ー ー 〇 - LS-DYNA 〇 〇 ー

第1,第2高レベル濃縮廃液貯槽 ー ○ ー 〇 ー ー ー 〇 ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

第1,第2高レベル濃縮廃液貯槽 - - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー 〇 ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

- - ○ - - ○ ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ANSYS ○ ー ー

- - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ANSYS ○ ー ー

- - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ANSYS ○ ー ー

- - ○ - - ○ ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
系

高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
設
備

〇 - - 〇 -

〇 - - 〇 -

- - - - -

ー ー ー

ー

ー

供給槽

ー ー

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

共
用
貯
蔵
系

高レベル廃液共用貯槽

〇 〇 ー ー

○

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
設
備

- -

高レベル廃液混合槽

ー ー ー ー

○ ー ○ ○ ー ー

供給液槽A

ー ー ー

○ ー ○

ー ー ー ー ー

ー ー

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
蔵
系

第1,第2高レベル濃縮廃液一時貯槽

ー ー

○ ー ○ ー ー ー

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

-

-

-

〇 - - 〇 - -

ー

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高レベル廃液濃縮缶

ー

○ ー ○ ○ ー

ー ー ー ー

○ ー ○ ○ ー ー

ー ー

○ ○ ○ ○

〇 ー 〇 ー

ー ー

○ ー ー

〇 ー

ー ○ ○ ー ー

ー ー

〇 ー 〇 〇 ー ー
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

電
気
設
備

補
機
駆
動
用
燃
料
補
給
設
備

- 軽油用タンクローリ ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

圧縮空気手動供給ユニットボンベ ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

圧縮空気自動供給ユニットボンベ ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

機器圧縮空気自動供給ユニットボンベ ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

圧縮空気自動供給貯槽 ー ○ ー 〇 ー ー ○ ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

圧縮空気自動供給貯槽 ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

圧縮空気自動供給貯槽 ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

機器圧縮空気自動供給ユニットボンベ ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

圧縮空気手動供給ユニットボンベ ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

計装空気バッファ槽 ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

空気第2貯槽 ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー 〇 ー ー 〇 ー ー 〇 ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

-

ー ー

○

ー ー ー

ー

ー

ー ○ ー ー ○

○ ー ○ ー ー ー

○ ー ○ ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー

○ ー ー ○ ー ー

ー ー

ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー

ー

ー

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備

臨
界
事
故
時
水
素
掃
気
系

-

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

○ ー ー ー ー ー
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

冷
却
水
設
備

安
全
冷
却
水
系

- 安全冷却水冷却塔 ○ ー ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

可搬型排水受槽 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

中間ポットＡ,B堰付サイホンデミスタ
ー ○ ー 〇 ー ー ー ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

計量補助槽スチームジェットポンプ漏えい検知ポット
ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

サンプリングエアリフト分離ポット ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

サンプリングエアリフト分離ポット ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

サンプリングエアリフト分離ポット ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

濃縮廃液抜出スチームジェットポンプ漏えい検知ポット
A  分離

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー

プルトニウム濃縮液受槽サンプリングエアリフトポンプ分離
ポット

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

リサイクル槽サンプリングエアリフトポンプ分離ポット
ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

プルトニウム濃縮液一時貯槽サンプリングエアリフトポンプ
分離ポット

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

プルトニウム濃縮液計量槽サンプリングエアリフトポンプ２
分離ポット

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

プルトニウム濃縮液中間貯槽サンプリングエアリフトポンプ
分離ポット

ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

第3一時貯留処理槽サンプリングエアリフトポンプ分離ポット
ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

プルトニウム溶液受槽サンプリングエアリフトポンプ分離
ポット

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

油水分離槽サンプリングエアリフトポンプ分離ポット
ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

プルトニウム濃縮缶供給槽サンプリングエアリフトポンプ分
離ポット

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

希釈槽サンプリングエアリフトポンプ分離ポット
ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

第1一時貯留処理槽サンプリングエアリフトポンプ分離ポット
ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

第2一時貯留処理槽サンプリングエアリフトポンプ分離ポット
ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

プルトニウム溶液一時貯槽サンプリングエアリフトポンプ分
離ポット

ー ○ ー 〇 ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

放
出
抑
制
設
備

放
水
設
備

- 可搬型放水砲 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

○ ー

ー ー

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

冷
却
水
設
備

代
替
安
全
冷
却
水
系

-

○ ー ー

ー ー ー ー ー ー

○ ー ー

ー ○ ー ー

○ ー ー ○ ー ー

○ ー ー ○ ー ー

○ ー ー ○ ー ー

○ ー ー ○ ー ー

○ ー ー ○ ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

○ ー ー ○ ー ー

ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

○ ー ー ○ ー ー

○ ー ー ○ ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー

○ ー ー ○ ○ ー

○ ー ー ○ ー ー

○ ー ー ○ ー ー

ーー ー ー ー

○
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

代
替
注
水
設
備

― 代替注水設備の主配管 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

ス
プ
レ
イ
設
備

― スプレイ設備の主配管 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

溶
解
施
設

清
澄
・
計
量
設
備

- - 清澄・計量設備の主配管 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

精
製
施
設

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
精
製
設
備

- - プルトニウム精製設備の主配管 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

再
処
理
設
備
本
体

ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー

ー ー
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

精
製
施
設

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

- - 精製建屋一時貯留処理設備の主配管 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

精
製
施
設

精
製
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備

重
大
事
故
時
可
溶
性
中
性
子
吸
収
材
供
給
系

- 重大事故時可溶性中性子吸収材供給系の主配管 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

脱
硝
施
設

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備

溶
液
系

- 溶液系の主配管 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

計
測
制
御
系
統
施
設

-
制
御
室

制
御
室
換
気
設
備

- 制御室換気設備の主配管 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）

塔槽類廃ガス処理系(プルトニウム系)の主配管 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備

-
ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備の

主配管
ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

再
処
理
設
備
本
体

ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー
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強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

代替換気設備の主配管（公式による評価）
ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー

代替換気設備の主配管（完成品に対する評価） ー ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

廃
ガ
ス
貯
留
設
備

- - 廃ガス貯留設備の主配管 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
貯
蔵
系

高レベル濃縮廃液貯蔵系の主配管 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設
備

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
設
備

共
用
貯
蔵
系

共用貯蔵系の主配管 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
設
備

- - 高レベル廃液ガラス固化設備の主配管 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備

安
全
圧
縮
空
気
系

- 安全圧縮空気系の主配管 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

代替安全圧縮空気系の主配管（公式による評価） ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー

代替安全圧縮空気系の主配管（完成品に対する評価）
ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

代
替
換
気
設
備

- -

ー ー ー

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備

代
替
安
全
圧
縮
空
気
系

-

ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

236

■
36957



強度計算対象部位
容器の管

板
容器の管

台

容器の管
台熱交換
器の管

容器の平
板

容器の構
造の規格

管の形状 穴と補強 伸縮継手

許
容
引
張
応
力

設
計
降
伏
点

設
計
応
力
強
さ

S Sy Su

シェルモデル ソリッドモデル

設備区分施設区分

容器の胴
円すい形の胴の計算

容器の胴
円筒形の胴の計算

伸縮継手
の強度計

算

容器の胴 開放タンク 容器のフランジ

完成品
開放タン
クの補強
を要しな
い穴の

大径

開放タン
クの底板
の計算

開放タン
クの管台
の計算

熱交換器
の管の計

算

容器の胴の
穴の補強計

算

容器の鏡
板の穴の
補強計算

容器の平
板の穴の
補強計算

開放タン
クの胴の
穴の補強

計算

容器のフランジ
フランジの計算

容器の鏡板
さら形鏡板の計算

容器の平板

開放タンク
容器の胴・鏡板

管
穴の補強計算

容器の胴
２以上の
穴が接近
している
ときの補
強計算

検定水圧
管の強度

計算
容器の鏡板

半だ円形鏡板の計算
容器の鏡板

円すい形鏡板の計算

容器の鏡
板の補強
を要しな
い穴の
大径の
計算

容器の管
板の計算

容器の管
台の計算

開放タン
クの胴の

計算

解析モデル
解析コー

ド
一次応力
評価

二次応力
評価

荷重

D
B
設
計
条
件

S
A
設
計
条
件

S
A
瞬
間
圧
力

容器の平
板

ステーに
よってさ
さえられ
ない容器
の平板の
厚さの計

算

容器の平
板

輪形ガス
ケットを
用いて平
板を取付
ける場合
の平板の
厚さの計

算

多角容器
の平板部
でリブに
よって補
強された
ものの
高使用圧
力の計算

容器の平
板に穴を
あける場
合に，補
強を要し
ない計算
上必要な
厚さの計

算

ジャケッ
ト閉鎖部
の厚さの

計算

容器の鏡
板の２以
上の穴の
中心間距

離

容器の鏡板

管の穴と
補強計算

許容限界

容器の胴
の補強を
要しない
穴の 大
径の計算

評価項目

機器名称

臨界事故時水素掃気系の主配管(公式による評価) ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

臨界事故時水素掃気系の主配管（完成品に対する評価） ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

冷
却
水
設
備

安
全
冷
却
水
系

- 安全冷却水系の主配管 ー ○ ー 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

代替安全冷却水系の主配管（公式による評価） ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー

代替安全冷却水系の主配管（完成品に対する評価） ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

放
出
抑
制
設
備

放
水
設
備

- 放水設備の主配管(完成品に対する評価) ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

水
供
給
設
備

- - 水供給設備の主配管(完成品に対する評価) ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

緊
急
時
対
策
所

緊
急
時
対
策
建
屋
換
気
設
備

- 緊急時対策建屋換気設備の主配管 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

緊
急
時
対
策
所

緊
急
時
対
策
建
屋
電
源
設
備

- 緊急時対策建屋電源設備の主配管 ー ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ー

給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設

冷
却
水
設
備

代
替
安
全
冷
却
水
系

-

ー ー ー

ー

そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設

ー ー

動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置

圧
縮
空
気
設
備

臨
界
事
故
時
水
素
掃
気
系

ー ー ー

ー ー ー

ー ー

ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー

-

ー ー ー

ーー ー

ー ー

ー ー

ー

※１：環状槽の計算式は、次の４つの部位により評価される。
①円筒胴内圧，②円筒胴外圧，③平板（⽳あり），④平板（⽳なし）
このうち，③，④については最⼩板厚が必要板厚を上回る。⼀⽅，①，②については最⼩板厚が必要板厚を下回り，健全性を⽰すことができない。①の円筒の内圧に対する必要板厚t
は，t=PD/(2Sη-1.2P)で⽰され，内径Dに⽐例する。このため，内径が最も⼤きい1421V10が厳しい条件となり，内圧に関する代表機器として選定する。また，外圧を受けるときの必
要板厚tは，t=3PeDo/(4B)で⽰され、係数BはJSMEに⽰される座屈に関する外圧チャートから求められ，外径や強め輪の間の⻑さがパラメータとなり，機器の構造を反映したもので
る。このため，本公式から求めた必要板厚と，最⼩板厚の差が最も⼤きくなる4111-V10を代表機器として選定している。
（t：計算上必要な厚さ、S:設計引張強さ、η：継⼿効率、Pe:外圧、Do：外径、P:内圧、B：外圧チャートから求める値）
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公式による強度評価書
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容器の公式による強度評価書 
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溶 解 槽  
 

■
36961



1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

溶解槽A,B

2.構造図※

溶解槽Ａ,Ｂ

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.開放タンクの管台の厚さの計算【第6条の2第8項第一号、第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
水頭
H(m)

管台の内径
Di(m)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1

評価

4.開放タンクの補強を要しない穴の最大径【6条の2第4項第二号】

本体

評価

部位　　　　　　　　　　項目 穴の径が85㎜以下の穴

P1

よって，補強の計算を要する穴は
ない。

tn≥t、よって十分である。

1
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中 間 ポ ッ ト  
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1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

中間ポッ ト Ａ , Ｂ

2. 構造図
※

中間ポッ ト Ａ , Ｂ

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を示す

3. 外面に圧力を受ける開放タ ンク の胴の厚さ の計算【 第6条の2第1項第一号、 第二号イ 、 第二号ロ( 第7条第3項準用) 、 第三号】

胴

評価

4. 開放タ ンク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

5. 開放タ ンク の補強を要し ない穴の最大径【 6条の2第4項第二号】

胴

評価

6. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ンク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板） 【 第8条第1項第三号、 第8条第2項第五号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第三号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第五号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の内面にお

ける長径
Di L( ㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h( ㎜)

長径と 短径の比
Di L/( 2h)

使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値　 t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡

評価

7. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ンク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板、 中高面に圧力を受ける半だ円形鏡板） 【 第8条第1項第三号、 第8条第2項第五号、 第六号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第三号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第五号、 第六号】

鏡

評価

鏡

評価

8. 開放タ ンク の管台の厚さ の計算【 第6条の2第8項第一号、 第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

管台の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P1

P9

評価

t 1、 t 2、 t 3、 t 4の

大き い値
t ( ㎜)

水頭
H( m)

液体の比重又は
固体のかさ 比重

ρ

必要厚さ
t 4( ㎜)

t n≥t、 よっ て十分である。

t c≥t、 よっ て十分である。

t c≥t、 よっ て十分である。

P1， P9

よっ て， 補強の計算を要する穴はな
い。

Ko Ro=DoLKo Ro／( 100t c) B2
必要厚さ
t 4( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3、 t 4の

大き い値
t ( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do Do /t s

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 穴の径が85㎜以下の穴

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の内径

Di ( m)

t s≥t、 よっ て十分である。

t s≥t、 よっ て十分である。

必要厚さ
t 3( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

B
許容引張応力

S1( MPa)
降伏点
Sy( MPa)

放射線検査の有
無

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)
継手の種類

DoL／Dos

鏡板のフ ラ ンジ
部の外径
ℓ ( ㎜)

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy ( MPa)

呼び厚さ
t co( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do Do /t c B1
必要厚さ
t 3( ㎜)継手の種類

放射線検査の有
無

継手効率
η

よっ て半だ円形鏡板である。

必要厚さ
t 1( ㎜)部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

鏡板の外面にお
ける長径
DoL ( ㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

K

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の内面にお

ける長径
Di L( ㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h( ㎜)

長径と 短径の比
Di L/( 2h)

よっ て半だ円形鏡板である。

鏡板の外面にお
ける短径
DoS( ㎜)
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1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

中間ポッ ト A, B堰付サイホン分離
ポッ ト

2. 構造図※

中間ポッ ト Ａ , Ｂ堰付サイホン分離ポッ ト

※： 図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3. 容器の胴の厚さの計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ】

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大きい値　 t (㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜) 　

中間ポッ ト A, B堰付サイホン分離
ポッ ト

評価

4. 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、 球形の胴) 【 第7条第6項第二号】

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S( MPa)

胴の最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr 1=( D-2t s) /4

(㎜)

61、 dr 1の小さい

値
(㎜)

K
Dt s

( ㎟)

dr 2： 図より 求め

た値
(㎜)

200、 dr 2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

中間ポッ ト A, B堰付サイホン分離
ポッ ト

評価 補強の計算を要する穴はない。

t s≥t、 よって十分である。

■
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5. 容器の鏡板の厚さの計算、 開放タンクの底板の厚さの計算（ 中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板） 【 第8条第1項第三号、 第8条第2項第五号、 第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、 第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の内面にお

ける長径
Di L( ㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
Di L/( 2h) 使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大きい値　 t (㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡

鏡

評価

6. 容器の補強を要しない穴の最大径(さ ら形鏡板、 全半球形鏡板、 半だ円形鏡板) 【 第8条第3項第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S( MPa)

鏡板の最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr 1=( D-2t s) /4

(㎜)

61、 dr 1の小さい

値
(㎜)

K
Dt s

( ㎟)

dr 2： 図より 求め

た値
(㎜)

200、 dr 2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡

鏡

評価

7. 容器の管台の厚さの計算（ 内面に圧力を受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大きい値
t (㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P1

P3

P2

評価

よって半だ円形鏡板である。

補強の計算を要する穴はない。

t n≥t、 よって十分である。

t c≥t、 よって十分である。
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1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

エンド ピース酸洗浄槽A, B
　 本体

エンド ピース酸洗浄槽A, B
　 配管

エンド ピース酸洗浄槽A, B
　 水封部

エンド ピース酸洗浄槽A, B
　 加熱・ 冷却

ジャケッ ト 部

エンド ピース酸洗浄槽A, B
　 冷却ジャケッ ト 部

2. 構造図※

エンド ピース酸洗浄槽A, B

※： 図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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3. 開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3(㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大きい値
t (㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

4. 開放タンクの補強を要しない穴の最大径【 6条の2第4項第二号】

胴

評価

5. 容器の鏡板の厚さの計算、 開放タンクの底板の厚さの計算（ 中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板） 【 第8条第1項第三号、 第8条第2項第五号、 第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、 第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の内面にお

ける長径
Di L( ㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
Di L/( 2h)

使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2(㎜)

t 1、 t 2の

大きい値　 t (㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

エンド ピース酸洗浄槽

評価

6. 開放タンクの管台の厚さの計算【 第6条の2第8項第一号、 第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

管台の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2(㎜)

t 1、 t 2の

大きい値
t (㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P1, P3

P2

P9, P10, P14

P11

C2, C3, C4, C5, C6

評価

t s≥t、 よって十分である。

t n≥t、 よって十分である。

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目

よって半だ円形鏡板である。 t c≥t、 よって十分である。

穴の径が85㎜以下の穴

穴の径が85㎜以下の穴

よって， 補強の計算を要する穴は
ない。

■
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － ５  

ハ ル 洗 浄 槽  

■
36971



1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

ハル洗浄槽A, B
本体・ フ ィ ルタ

2. 構造図
※

ハル洗浄槽Ａ , Ｂ

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を示す

3. 開放タ ンク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

本体　 胴

フ ィ ルタ 　 胴

評価

4. 開放タ ンク の補強を要し ない穴の最大径【 6条の2第4項第二号】

本体　 胴

フ ィ ルタ 　 胴

評価

t s≥t、 よっ て十分である。

フ ィ ルタ 出口管台

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 穴の径が85㎜以下の穴

P3

よっ て， 補強の計算を要する穴は
ない。

■
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5. 容器の平板の厚さ の計算( 平板の取付方法： ワ、 平板の穴の有無： 無し ) 【 第8条の2第1項】

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
許容引張応力

S( MPa)

取付け方法に
よっ て定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

本体　 平板

評価

6. 容器の平板の厚さ の計算( 平板の取付方法： ル、 平板の穴の有無： 無し ) 【 第8条の2第1項】

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
直径又は最小ス

パン
d ( ㎜)

d／4
( ㎜)

d／20
( ㎜)

平板の実際厚さ
t h( ㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r ( ㎜)

t h／4

 ( ㎜)
使用材料

許容引張応力
S( MPa)

直径又は最小ス
パン

d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

フ ィ ルタ 　 平板

評価

7. 開放タ ンク の管台の厚さ の計算【 第6条の2第8項第一号、 第二号】

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

管台の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P3( 本体)

フ ィ ルタ 出口管台( フ ィ ルタ )

評価

t p≥t、 よっ て十分である。

tn≥t、よって十分である。

t p≥t、 よっ て十分である。

■
36973



 
 
 

 
 

前
処
 
A 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ － ２ － ２ － １ － ６  

代 替 可 溶 性 中 性 子 吸 収

材 緊 急 供 給 槽  

■
36974



1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

代替可溶性中性子吸収材緊急供給槽
A, B

2. 構造図※

代替可溶性中性子吸収材緊急供給槽A, B

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 開放タ ン ク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

4. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の外径

Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡

評価

5. 開放タ ン ク の管台の厚さ の計算【 第6条の2第8項第一号、 第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

管台の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P3

評価

t s≥t 、 よ っ て十分である 。

t n≥t 、 よ っ て十分である 。

t c≥t 、 よ っ て十分である 。よ っ てさ ら 形鏡板である 。
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － ７  

重 大 事 故 時 可 溶 性 中 性

子 吸 収 材 供 給 槽  

( エ ン ド ピ ー ス 酸 洗 浄

槽 用 )  

■
36976



1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

重大事故時可溶性中性子吸収材供給
槽A, B( エン ド ピ ース酸洗浄槽
用)

2. 構造図※

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽A, B( エン ド ピ ース酸洗浄槽用)

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 開放タ ン ク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

4. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の外径

Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡

評価

5. 開放タ ン ク の管台の厚さ の計算【 第6条の2第8項第一号、 第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

管台の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P3

評価

t s≥t 、 よ っ て十分である 。

t n≥t 、 よ っ て十分である 。

よ っ てさ ら 形鏡板である 。 t c≥t 、 よ っ て十分である 。
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － ８  

重 大 事 故 時 可 溶 性 中 性

子 吸 収 材 供 給 槽  

( ハ ル 洗 浄 槽 用 )  

■
36978



1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

重大事故時可溶性中性子吸収材供給
槽A, B( ハル洗浄槽用)

2. 構造図※

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽A, B( ハル洗浄槽用) 　

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 開放タ ン ク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

4. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の外径

Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡

評価

5. 開放タ ン ク の管台の厚さ の計算【 第6条の2第8項第一号、 第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

管台の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P3

評価

t s≥t 、 よ っ て十分である 。

t n≥t 、 よ っ て十分である 。

t c≥t 、 よ っ て十分である 。よ っ てさ ら 形鏡板である 。
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － ９  

清 澄 機  

 

■
36980



1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

清澄機A, B

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を示す

3. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P9, P17

P4

サイ ホン部

評価 t n≥t、 よっ て十分である。

■
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4. 容器の補強を要し ない穴の最大径( 円筒形の胴、 球形の胴) 【 第7条第6項第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の外径

D( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
胴の最小厚さ

t s( ㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr 1=( D-2t s) /4

( ㎜)

61、 dr 1の小さ い

値
( ㎜)

K
Dt s

( ㎟)

dr 2： 図より 求め

た値
( ㎜)

200、 dr 2の小さ い

値
( ㎜)

容器の補強を要
し ない穴の最大

径
( ㎜)

サイ ホン部( P9, P17)

評価

5. 容器の平板の厚さ の計算( 平板の取付方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 有り ) 【 第8条の2第1項及び14項第二号イ ( ロ) 】

平板

評価

補強の計算を要する穴は無し である。

dh≦d／2， よっ て第8条の2

第14項第二号イ ( ロ) による

最小厚さ
t p( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

必要厚さ
t ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

取付け方法に
よっ て定まる定

数

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン

t p≥t、 よっ て十分である。

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
直径又は最小ス

パン
 d ( ㎜)

穴の径
dh( ㎜) 使用材料

許容引張応力
S( MPa)
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(1)　設計条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

中継槽A,B
　本体

中継槽A,B
　冷却ジャケット部

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴（冷却ジャケット外）

評価

4.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴（冷却ジャケット内）

評価

5.容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける円すい形鏡板）(θ＞30°)【第8条第1項第四号、第8条第2項第七号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径 ro(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

円すいの頂角の1
／2

θ (°)
使用材料

鏡板の有効内径
Di(㎜)

鏡板の内径
Ds(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径
ro (㎜)

円すいの形状に
よる係数

 W

円すいの頂角の1
／2

θ (°)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡（冷却ジャケット外）

評価

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

tc≥t、よって十分である。

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

よって円すい形鏡板である。

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

Do /tsℓ /Do

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

継手の種類 B部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
許容引張応力

S1(MPa)
降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

1
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

中継槽A
中継槽B

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける円すい形鏡板）(θ＞30°)【第8条第1項第四号、第8条第2項第七号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径 ro(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

円すいの頂角の1
／2

θ (°)
使用材料

鏡板の有効内径
Di(㎜)

鏡板の内径
Ds(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径
ro (㎜)

円すいの形状に
よる係数

 W

円すいの頂角の1
／2

θ (°)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける円すい形鏡板）(θ＞30°)【第8条第1項第四号、第8条第2項第七号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径 ro(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

円すいの頂角の1
／2

θ (°)
使用材料

鏡板の有効内径
Di(㎜)

鏡板の内径
Ds(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径
ro (㎜)

円すいの形状に
よる係数

 W

円すいの頂角の1
／2

θ (°)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(4) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P48

評価

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よって円すい形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって円すい形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

2
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2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P48

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P48

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P48

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P48

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P48

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P48

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P48

評価 A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

補強の計算を要する穴は P48 である。

補強の計算を要する穴はない。

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の内径
Di(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の継手効率

η
係数
Ｆ

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

3

■
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1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

リ サイ ク ル槽Ａ , B
　 本体

リ サイ ク ル槽Ａ , B
　 冷却ジャ ケッ ト

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値　 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜) 　

胴（ 冷却ジャ ケッ ト 外）

評価

4. 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 円筒形の胴、 外面に圧力を 受ける 円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴（ 冷却ジャ ケッ ト 内）

評価

5. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の外径

Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡（ 冷却ジャ ケッ ト 外）

評価

t s≥t 、 よ っ て十分である 。

t s≥t 、 よ っ て十分である 。

胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料

t c≥t 、 よ っ て十分である 。よ っ てさ ら 形鏡板である 。

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

Do /t sℓ /Do B

■
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1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

サンプリ ングエアリ フ ト
分離ポッ ト

2. 構造図※

 サンプリ ングエアリ フ ト 分離ポッ ト

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値　 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜) 　

胴

評価

4. 容器の補強を 要し ない穴の最大径( 円筒形の胴、 球形の胴) 【 第7条第6項第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の外径

D( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
胴の最小厚さ

t s( ㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr 1=( D-2t s) /4

( ㎜)

61、 dr 1の小さ い

値
( ㎜)

K
Dt s

( ㎟)

dr 2： 図より 求め

た値
( ㎜)

200、 dr 2の小さ い

値
( ㎜)

容器の補強を 要
し ない穴の最大

径
( ㎜)

胴

評価

t s≥t 、 よっ て十分である。

補強の計算を 要する穴はない。

■
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5. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ンク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける半だ円形鏡板） 【 第8条第1項第三号、 第8条第2項第五号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第三号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第五号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の内面にお

ける長径
Di L( ㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h( ㎜)

長径と 短径の比
Di L/( 2h) 使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値　 t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡

評価

6. 容器の補強を 要し ない穴の最大径( さ ら 形鏡板、 全半球形鏡板、 半だ円形鏡板) 【 第8条第3項第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
鏡板フ ラ ンジ部

の外径
D( ㎜)

許容引張応力
S( MPa)

鏡板の最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr 1=( D-2t s) /4

( ㎜)

61、 dr 1の小さ い

値
( ㎜)

K
Dt s

( ㎟)

dr 2： 図より 求め

た値
( ㎜)

200、 dr 2の小さ い

値
( ㎜)

補強を 要し ない
穴の最大径

( ㎜)

鏡

鏡

評価

7. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P1

P2

P3

評価 t n≥t 、 よっ て十分である。

よっ て半だ円形鏡板である。 t c≥t 、 よっ て十分である。

補強の計算を 要する穴はない。

■
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( 1) 　 設計条件によ る 評価

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

計量前中間貯槽A, B
 　 本体

計量前中間貯槽A, B
 　 冷却コ イ ル部

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値　 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜) 　

胴

評価

4. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の外径

Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡

鏡（ 下部鏡板）

評価

※1： 形状は49. 78 ≒ 50と し 判断する 。

5. 容器の管台の厚さ の計算( 伝熱管) （ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ 、 外面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ t 2： 式よ り 求めた値） 【 第11条第1項第一号、 第二号】

伝熱管

評価

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜) Ｂ

伝熱管の外径
Do( ㎜) 継手の種類

許容引張応力
S( MPa)

t t≥t 、 よ っ て十分である 。

t s≥t 、 よ っ て十分である 。

降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

t c≥t 、 よ っ て十分である 。よ っ てさ ら 形鏡板である 。

最小厚さ
t t ( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t t o( ㎜)
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6. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P24, P25, P26, P27

評価 t n≥t 、 よ っ て十分である 。

■
36994



(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

計量前中間貯槽A
計量前中間貯槽B

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P32

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP32である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

3 
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2.5(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P32

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P32

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P32

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P32

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P32

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P32

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P32

評価

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の継手効率

η
係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

4 
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( 1) 　 設計条件によ る 評価

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

計量後中間貯槽

計量後中間貯槽
　 冷却コ イ ル

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値　 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜) 　

胴

評価

4. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の外径

Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡

鏡( 下部鏡板)

評価

※1： 形状は49. 78 ≒ 50と し 判断する 。

5. 容器の管台の厚さ の計算( 伝熱管) （ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ 、 外面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ t 2： 式よ り 求めた値） 【 第11条第1項第一号、 第二号】

伝熱管

評価

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
許容引張応力

S( MPa)
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜) Ｂ

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t t o( ㎜)

伝熱管の外径
Do( ㎜)

最小厚さ
t t ( ㎜)

t s≥t 、 よ っ て十分である 。

t t≥t 、 よ っ て十分である 。

よ っ てさ ら 形鏡板である 。 t c≥t 、 よ っ て十分である 。
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6. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P18, P19, P20, P21

評価 t n≥t 、 よ っ て十分である 。
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

計量後中間貯槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P28

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP28である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

3 
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2.5(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P28

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P28

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P28

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P28

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P28

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P28

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P28

評価

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の継手効率

η
係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)
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( 1) 　 設計条件によ る 評価

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

計量・ 調整槽
　 本体

計量・ 調整槽
　 冷却コ イ ル

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値　 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜) 　

胴

胴

評価 t s≥t 、 よ っ て十分である 。

■
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4. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の外径

Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡

鏡( 下部鏡板)

評価

5. 容器の管台の厚さ の計算( 伝熱管) （ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ 、 外面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ t 2： 式よ り 求めた値） 【 第11条第1項第一号、 第二号】

伝熱管

評価

6. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P33, P34, P35, P36

評価

t t≥t 、 よ っ て十分である 。

t n≥t 、 よ っ て十分である 。

降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
許容引張応力

S( MPa)
最小厚さ
t t ( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t t o( ㎜)

t c≥t 、 よ っ て十分である 。よ っ てさ ら 形鏡板である 。

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜) Ｂ

伝熱管の外径
Do( ㎜)
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

計量・調整槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(4) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

■
37005



4 

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P39

評価

2.3(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

かくはん機

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(4)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

かくはん機

評価

2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P39

P22

評価

2.6(1)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

dh≦d／2，よって第8条の2

第14項第二号イ(ロ)による

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

tn≥t、よって十分である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

補強の計算を要する穴はない。

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP39である。

■
37006
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2.7(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P39

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P39

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P39

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P39

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P39

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P39

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P39

評価

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の最小厚さ

ts(㎜)
管台の最小厚さ

tn(㎜)
鏡板の継手効率

η
係数
Ｆ

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

鏡板使用材料 管台使用材料
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

応力除去の有無

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

鏡板の内径
Di(㎜)

強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟補強の有効範囲

XJ2(㎜)
補強の有効範囲

XJ(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

■
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2.7(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

かくはん機

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

かくはん機

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

かくはん機

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

かくはん機

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

かくはん機

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

かくはん機

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

かくはん機

評価

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板使用材料

■
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( 1) 　 設計条件によ る 評価

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

計量補助槽

計量補助槽
冷却コ イ ル

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値　 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜) 　

計量補助槽

評価

4. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の外径

Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

計量補助槽
　 鏡

計量補助槽
　 鏡( 下部鏡板)

評価

※1： 形状は49. 88 ≒ 50と し 判断する 。

5. 容器の管台の厚さ の計算( 伝熱管) （ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ 、 外面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ t 2： 式よ り 求めた値） 【 第11条第1項第一号、 第二号】

計量補助槽

評価

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜) Ｂ

伝熱管の外径
Do( ㎜) 継手の種類

許容引張応力
S( MPa)

t t≥t 、 よ っ て十分である 。

t s≥t 、 よ っ て十分である 。

降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

t c≥t 、 よ っ て十分である 。よ っ てさ ら 形鏡板である 。

最小厚さ
t t ( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t t o( ㎜)

■
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6. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

計量補助槽
　 P20, P21, P22, P23

評価 t n≥t 、 よ っ て十分である 。

■
37011
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

計量補助槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(4) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P26

評価

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

■
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2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P26

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P26

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P26

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P26

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P26

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P39

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P26

評価

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP26である。

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟補強の有効範囲

XJ2(㎜)
補強の有効範囲

XJ(㎜)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

応力除去の有無

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)
部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

鏡板使用材料 管台使用材料
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)
部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

計量補助槽デミスタ
計量前中間貯槽Aデミスタ

計量前中間貯槽Bデミスタ

計量後中間貯槽デミスタ

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP1，P2である。
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2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P1

P3

評価

2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

評価

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の継手効率

η
係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

ℓ≧L ，よって十分である。

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)
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1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

計量補助槽スチームジェ ッ ト ポンプ
漏えい検知ポッ ト

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3. 容器の胴の厚さの計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大きい値　 t (㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜) 　

胴

評価

4. 容器の鏡板の厚さの計算、 開放タンクの底板の厚さの計算（ 中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板） 【 第8条第1項第三号、 第8条第2項第五号、 第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、 第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の内面にお

ける長径
Di L( ㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
Di L/( 2h)

使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2(㎜)

t 1、 t 2の

大きい値　 t (㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡

評価 よって半だ円形鏡板である。

t s≥t、 よって十分である。

t c≥t、 よって十分である。
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5. 容器の管台の厚さの計算（ 内面に圧力を受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3(㎜)

t 1、 t 3の

大きい値
t (㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P1, P2-1, P2-2

評価

6. 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、 球形の胴) 【 第7条第6項第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S( MPa)

胴の最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr 1=( D-2t s) /4

(㎜)

61、 dr 1の小さい

値
(㎜)

K
Dt s

( ㎟)

dr 2： 図より 求め

た値
(㎜)

200、 dr 2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴（ P1, P2-1, P3）

評価

7. 容器の補強を要しない穴の最大径(さ ら形鏡板、 全半球形鏡板、 半だ円形鏡板) 【 第8条第3項第二号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S( MPa)

鏡板の最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr 1=( D-2t s) /4

(㎜)

61、 dr 1の小さい

値
(㎜)

K
Dt s

( ㎟)

dr 2： 図より 求め

た値
(㎜)

200、 dr 2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡（ P2-2）

評価

t n≥t、 よって十分である。

補強の計算を要する穴は　 無し 　 である。

補強の計算を要する穴は　 無し 　 である。

■
37019
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(1)　設計条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

溶解液中間貯槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

下部鏡板

評価 よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

1
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4.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

P5

P6

P7

P8

P9

P13

P14

P15

P16

C6

P3内部配管

P5内部配管

P6内部配管

P7内部配管

P8内部配管

P9内部配管

P13,P14,P15内部配管

P14,P15,P16内部配管

C6内部配管

評価 tn≥t、よって十分である。

2
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5.穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力　Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Sc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

鏡板の穴

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

鏡板の穴

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

鏡板の穴

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

鏡板の穴

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

鏡板の穴

評価

6.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第一号、第二号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
水頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

下部胴

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3， Webp4， Webp5， Webp6 ≧W　よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

3
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

溶解液中間貯槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。

ts≥t、よって十分である。

tc≥t、よって十分である。
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2.2(4) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(5) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

M1

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

M1

上部胴板台

評価

tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP4である。

tn≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はM1及び上部胴板台である。

ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。
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2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

評価

部位　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

Ao＞Ar ，Webp1≧W　よって十分である。

よって十分である

鏡板使用材料 管台使用材料
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

応力除去の有無

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)強め板使用材料

鏡板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟補強の有効範囲

XJ2(㎜)
補強の有効範囲

XJ(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)
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2.6(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

評価 Ao＞Ar ，Webp1≧W　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)鏡板使用材料
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2.6(3)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

評価

2.6(4)　穴の補強計算（２以上の穴が接近しているとき）【第7条第7項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
A1とA2の和Ad

(㎜)

A1とA2の和の1/2

Ar (㎜)

2つの穴の間の強
め材の断面積

Ars(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar1(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar2(mm
2)

2つの穴の愛大に
必要な胴の断面

積As(mm
2)

穴の内側溶け込
み深さL1i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL1o(mm)

穴の内側溶け込
み深さL2i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL2o(mm)

2つの穴の間及び
強め材の断面積

の和

A1(mm
2)

2つの穴の間の鏡
に溶着された管

壁の断面積

A2(mm
2)

２つの穴の中心
間に必要な距離d

(㎜)
穴の直径d1 (㎜) 穴の直径d2㎜) 係数F

２つの穴の中心
間の距離ℓ(mm)

胴，鏡板又は平
板の継ぎ目がな
い場合の計算上

必要な厚さ
tsr(mm)

M1

上部胴板台

評価

A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

ℓ≧d，Ars＜Ar，Ad≧As　よって詳細評価が必要である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

8 

■
37028



 
 
 

 
 

分
離
 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ － ２ － ２ － １ － 2 0  

溶 解 液 供 給 槽  

■
37029



(1)　設計条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

溶解液供給槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板、底板

評価 tc≥t、よって十分である。よってさら形鏡板である。
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4.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P7

P13

P14

P15

P16

P17

C8

C9

P7内部配管

P13,P14,P15内部配管

P14,P15,P16内部配管

P17内部配管

C8内部配管

C9内部配管

評価

5.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第一号、第二号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
水頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

tn≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

溶解液供給槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

M1

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はM1である。

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。

補強の計算を要する穴はない。
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2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

M1

C7

評価

2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

評価

2.6(2)　穴の補強計算（２以上の穴が接近しているとき）【第7条第7項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
A1とA2の和Ad

(㎜)

A1とA2の和の1/2

Ar (㎜)

2つの穴の間の強
め材の断面積

Ars(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar1(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar2(mm
2)

2つの穴の愛大に
必要な胴の断面

積As(mm
2)

穴の内側溶け込
み深さL1i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL1o(mm)

穴の内側溶け込
み深さL2i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL2o(mm)

2つの穴の間及び
強め材の断面積

の和

A1(mm
2)

2つの穴の間の鏡
に溶着された管

壁の断面積

A2(mm
2)

２つの穴の中心
間に必要な距離d

(㎜)
穴の直径d1 (㎜) 穴の直径d2㎜) 係数F

２つの穴の中心
間の距離ℓ(mm)

胴，鏡板又は平
板の継ぎ目がな
い場合の計算上

必要な厚さ
tsr(mm)

M1

C7

評価 ℓ≧d，Ars＜Ar，Ad≧As　よって詳細評価が必要である。

部位　　　　　　　　　　項目

Ao＞Ar ，W＜0　よって十分である。

鏡板使用材料 管台使用材料
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

応力除去の有無

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)強め板使用材料

鏡板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟補強の有効範囲

XJ2(㎜)
補強の有効範囲

XJ(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)
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(1)　設計条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

抽出廃液受槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板、底板

評価 tc≥t、よって十分である。よってさら形鏡板である。

1
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4.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

P5

P6

P12

P13

P15

P16

P17

P18

P31

P32

P5内部配管

P6内部配管

P12内部配管

P13内部配管

P15,P16,P17内部配管

P16,P17,P18内部配管

P31内部配管

P32内部配管

評価

5.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第一号、第二号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
水頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価 ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

抽出廃液受槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

M1

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はM1である。
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2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

M1
P7

評価

2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

評価

2.7(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

鏡板使用材料 管台使用材料
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板使用材料

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

応力除去の有無

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)強め板使用材料

鏡板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

補強の計算を要する穴はM1及び上部胴板台である。

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟補強の有効範囲

XJ2(㎜)
補強の有効範囲

XJ(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

4 

■
37038



内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

評価

2.6(2)　穴の補強計算（２以上の穴が接近しているとき）【第7条第7項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
A1とA2の和Ad

(㎜)

A1とA2の和の1/2

Ar (㎜)

2つの穴の間の強
め材の断面積

Ars(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar1(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar2(mm
2)

2つの穴の愛大に
必要な胴の断面

積As(mm
2)

穴の内側溶け込
み深さL1i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL1o(mm)

穴の内側溶け込
み深さL2i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL2o(mm)

2つの穴の間及び
強め材の断面積

の和

A1(mm
2)

2つの穴の間の鏡
に溶着された管

壁の断面積

A2(mm
2)

２つの穴の中心
間に必要な距離d

(㎜)
穴の直径d1 (㎜) 穴の直径d2㎜) 係数F

２つの穴の中心
間の距離ℓ(mm)

胴，鏡板又は平
板の継ぎ目がな
い場合の計算上

必要な厚さ
tsr(mm)

M1

P7

評価

A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

部位　　　　　　　　　　項目

ℓ≧d，Ars＜Ar，Ad≧As　よって詳細評価が必要である。

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)
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1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

抽出廃液中間貯槽

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の外径

Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡板、 底板

評価 よ っ てさ ら 形鏡板である 。 t c≥t 、 よ っ て十分である 。

■
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4. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P6

P16

P17

P20

P21

P22

P23

P31

P32

C4

P6内部配管

P16内部配管

P17内部配管

P20～P22内部配管

P21～P23内部配管

P31内部配管

P32内部配管

C4内部配管

評価

5. 開放タ ン ク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( ｍ)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

t n≥t 、 よ っ て十分である 。

t s≥t 、 よ っ て十分である 。
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

抽出廃液中間貯槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(4) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

M1

評価

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。
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2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P8
M1

評価

補強の計算を要する穴はM1及び上部胴板台である。

補強の計算を要する穴はP9である。

補強の計算を要する穴はない。

ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。

補強の計算を要する穴はP9である。
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2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

評価

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟補強の有効範囲

XJ2(㎜)
補強の有効範囲

XJ(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)強め板使用材料

鏡板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

　部位　　　　　　　　　　項目

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

応力除去の有無

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

A0 > Ar ，Webp1≧W　よって十分である。

鏡板使用材料 管台使用材料
穴の径
d(㎜)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)
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2.6(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

評価

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 管台使用材料 強め板使用材料鏡板使用材料
鏡板の内径

Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

補正穴の径
de(㎜)

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

A0 > Ar ，Webp1≧W　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)
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2.6(3)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P9

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P9

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P9

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P9

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P9

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P9

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P9

評価

2.6(4)　穴の補強計算（２以上の穴が接近しているとき）【第7条第7項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
A1とA2の和Ad

(㎜)

A1とA2の和の1/2

Ar (㎜)

2つの穴の間の強
め材の断面積

Ars(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar1(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar2(mm
2)

2つの穴の愛大に
必要な胴の断面

積As(mm
2)

穴の内側溶け込
み深さL1i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL1o(mm)

穴の内側溶け込
み深さL2i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL2o(mm)

2つの穴の間及び
強め材の断面積

の和

A1(mm
2)

2つの穴の間の鏡
に溶着された管

壁の断面積

A2(mm
2)

２つの穴の中心
間に必要な距離d

(㎜)
穴の直径d1 (㎜) 穴の直径d2㎜) 係数F

２つの穴の中心
間の距離ℓ(mm)

胴，鏡板又は平
板の継ぎ目がな
い場合の計算上

必要な厚さ
tsr(mm)

P8

M1

評価

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

ℓ≧d，Ars＜Ar，Ad≧As　よって詳細評価が必要である。

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

A0 > Ar ，W＜0　よって十分である。
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

抽出廃液供給槽A

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板、底板

評価 よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。
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4.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P18

P20

P19

P21

P3

P2

P51

P8

P52

C5

C4

C5内部配管

C4内部配管

P18,P19,P20内部配管

P19,P20,P21内部配管

P3内部配管

P2内部配管

P51内部配管

P8内部配管

P52内部配管

評価

5.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第一号、第二号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
水頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

tn≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

抽出廃液供給槽A

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(4) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

M1

評価

tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。

よってさら形鏡板である。

tc≥t、よって十分である。
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2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(4)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

C2

M1

評価

補強の計算を要する穴はP22である。

ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。

補強の計算を要する穴はM1及び上部胴板台である。

補強の計算を要する穴はM1である。

補強の計算を要する穴はP11である。
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2.6(1)　穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P22

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P22

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P22

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P22

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P22

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P22

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P22

評価

部位　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

応力除去の有無

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)
胴板使用材料

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

管台使用材料

部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

Ajo＞Ajr，W＜0　よって十分である。
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2.6(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

評価 Ao＞Ar ，Webp1≧W　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

補正穴の径
de(㎜)

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)
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2.6(3)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

評価 o r ebp1

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)
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2.6(4)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

評価

2.6(5)　穴の補強計算（２以上の穴が接近しているとき）【第7条第7項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
A1とA2の和Ad

(㎜)

A1とA2の和の1/2

Ar (㎜)

2つの穴の間の強
め材の断面積

Ars(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar1(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar2(mm
2)

2つの穴の愛大に
必要な胴の断面

積As(mm
2)

穴の内側溶け込
み深さL1i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL1o(mm)

穴の内側溶け込
み深さL2i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL2o(mm)

2つの穴の間及び
強め材の断面積

の和

A1(mm
2)

2つの穴の間の鏡
に溶着された管

壁の断面積

A2(mm
2)

２つの穴の中心
間に必要な距離d

(㎜)
穴の直径d1 (㎜) 穴の直径d2㎜) 係数F

２つの穴の中心
間の距離ℓ(mm)

胴，鏡板又は平
板の継ぎ目がな
い場合の計算上

必要な厚さ
tsr(mm)

C2

M1

評価 ℓ≧d，Ars≧Ar，Ad≧As　よって十分である。

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

Ao＞Ar ，，W＜0　よって十分である。

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)
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1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 最高使用圧力( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

抽出廃液供給槽B

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を示す

3. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ンク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を受けるさ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 鏡板の外径 Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡板、 底板

評価 t c≥t、 よっ て十分である。よっ てさ ら 形鏡板である。

■
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4. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P19

P21

P20

P22

P17

P16

P7

P43

P44

C4

C4内部配管

P19, P20, P21内部配管

P20, P21, P22内部配管

P17内部配管

P16内部配管

P7内部配管

P43内部配管

P44内部配管

評価

5. 開放タ ンク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

t n≥t、 よっ て十分である。

t s≥t、 よっ て十分である。
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

抽出廃液供給槽B

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(4) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

M1

評価

tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。

よってさら形鏡板である。

tc≥t、よって十分である。
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2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(4)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

M1

上部胴板台

評価

補強の計算を要する穴はP18である。

ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。

補強の計算を要する穴はM1及び上部胴板台である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP8である。
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2.6(1)　穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P18

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P18

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P18

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P18

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P18

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P18

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P18

評価

部位　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

応力除去の有無

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)
胴板使用材料

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

管台使用材料

部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

Ajo＞Ajr，W＜0　よって十分である。
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2.6(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

評価 Ao＞Ar ，Webp1≧W　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

補正穴の径
de(㎜)

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)
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2.6(3)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

上部胴板台

評価 Ao＞Ar ，Webp1≧W　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)
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2.6(4)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P11

評価

2.6(5)　穴の補強計算（２以上の穴が接近しているとき）【第7条第7項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
A1とA2の和Ad

(㎜)

A1とA2の和の1/2

Ar (㎜)

2つの穴の間の強
め材の断面積

Ars(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar1(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar2(mm
2)

2つの穴の愛大に
必要な胴の断面

積As(mm
2)

穴の内側溶け込
み深さL1i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL1o(mm)

穴の内側溶け込
み深さL2i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL2o(mm)

2つの穴の間及び
強め材の断面積

の和

A1(mm
2)

2つの穴の間の鏡
に溶着された管

壁の断面積

A2(mm
2)

２つの穴の中心
間に必要な距離d

(㎜)
穴の直径d1 (㎜) 穴の直径d2㎜) 係数F

２つの穴の中心
間の距離ℓ(mm)

胴，鏡板又は平
板の継ぎ目がな
い場合の計算上

必要な厚さ
tsr(mm)

M1

上部胴板台

評価 ℓ≧d，Ars≧Ar，Ad≧As　よって十分である。

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

Ao＞Ar ，W＜0　よって十分である。

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 2 5  

Ｔ Ｂ Ｐ 洗 浄 塔 流 量 計 測

ポ ッ ト  

■
37066



1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

ＴＢＰ洗浄塔流量計測ポット

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって十分である。

1

■
37067



 
 
 

 
 

分
離
 
A 

 

 

 

 

 

Ⅴ － ２ － ２ － １ － 2 6  

第 ２ 洗 浄 塔 流 量 計 測 ポ

ッ ト / 第 ２ 洗 浄 塔 エ ア

リ フ ト ポ ン プ バ ッ フ ァ

チ ュ ー ブ  

■
37068



1

1. 仕様

機器名 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第２ 洗浄塔流量計測ポッ ト

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3. 容器の管台の厚さの計算（ 内面に圧力を受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1(㎜)

必要厚さ
t 3(㎜)

t 1、 t 3の

大きい値
t (㎜)

呼び厚さ
t no(㎜)

最小厚さ
t n(㎜)

P7

評価 t n≥t、 よって十分である。

■
37069



2

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第２ 洗浄塔エアリ フト ポンプバッ ファ
チューブ

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3. 容器の管台の厚さの計算（ 内面に圧力を受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1(㎜)

必要厚さ
t 3(㎜)

t 1、 t 3の

大きい値
t (㎜)

呼び厚さ
t no(㎜)

最小厚さ
t n(㎜)

P3

評価 t n≥t、 よって十分である。

■
37070
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 2 7  

溶 解 液 中 間 貯 槽 セ ル 漏

え い 液 受 皿 ３ ス チ ー ム

ジ ェ ッ ト ポ ン プ シ ー ル

ポ ッ ト  

■
37071



1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

溶解液中間貯槽セル漏えい液受皿３
スチームジェ ッ ト ポンプシールポッ
ト

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3. 容器の管台の厚さの計算（ 内面に圧力を受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3(㎜)

t 1、 t 3の

大きい値
t (㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P5

P7

評価 t n≥t、 よって十分である。

■
37072
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プ ル ト ニ ウ ム 溶 液 受 槽  

■
37073



1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液受槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

1

■
37074



2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

2.1(3)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do
呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

Do /ts B

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

2

■
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プ ル ト ニ ウ ム 溶 液 中 間

貯 槽  

■
37076



1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液中間貯槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

1

■
37077



2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

2.1(3)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do
呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

Do /ts B

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

s

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

2

■
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ウ ラ ン 洗 浄 塔 流 量 計 測
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

ウラン洗浄塔流量計測ポット

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P7

評価 tn≥t、よって十分である。

1

■
37080



2

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

ウラン洗浄塔エアリ フト ポンプバッ
ファチューブ

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3. 容器の管台の厚さの計算（ 内面に圧力を受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1(㎜)

必要厚さ
t 3(㎜)

t 1、 t 3の

大きい値
t (㎜)

呼び厚さ
t no(㎜)

最小厚さ
t n(㎜)

P3

評価 t n≥t、 よって十分である。

■
37081
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1 

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

溶解液供給槽デミスタ

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円すい形の胴）(形状：図７－１)【第7条第1項第一号、第７条第３項第一号、第二号チ】

大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端

P1

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.4(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

2.5(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい
値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の小さ
い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.6(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの
部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離
ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1
θ (°)

P1
P3

評価

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su (MPa)

ℓ≧L ，よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP1である。

胴の呼び厚さ
tso(㎜)

0.06(Do＋2tso)
 (㎜)

0.06(Ds＋2tso)
 (㎜)

3tso

 (㎜)

dh≦d／2，よって第8条の2 tp＜t，よって詳細解析が必要である。

tn≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

呼び厚さ
tso(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴の大径端側の

内径
Do(㎜)

胴の大径端側の
すその丸みの内

半径
ro(㎜)

胴の小径端側の
内径
Ds(㎜)

胴の小径端側の
すその丸みの内

半径
rs(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

よって円すい形の胴である。 ts≥t、よって十分である。

使用材料
円すいの頂角の1

／2
θ (°)

許容引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

胴の有効内径
Di，Ds (㎜)

すその丸みの内半径
ro，rs (㎜)

円すいの形状による係数
W

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜) t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

■
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2.7(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の許容引張
強さ　Sus(MPa)

管台の許容引張
強さ　Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Sue(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P2

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P2

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P2

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P2

評価

2.7(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の許容引張
強さ　Sus(MPa)

管台の許容引張
強さ　Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Sue(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

2.7(3)　穴の補強計算（半だ円形鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

　部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の許容引張
強さ　Sus(MPa)

管台の許容引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内面にお
ける長径のK1倍

R(㎜)

鏡板の内面にお
ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径
Dis(㎜)

長径と短径の比
DiL/Dis

係数K1

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1

　部位　　　　　　　　　　項目
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1

　部位　　　　　　　　　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1

　部位　　　　　　　　　　項目
突合せ溶接部の

引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1

評価

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ＞ Ar ，W < 0　よって十分である。

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ≦ Ar／2 ，Webp1 ＜ W　よって詳細解析が必要である。

大きい穴の補強

A0 ≦ Ar／2
 
，Webp1 ＜ W　よって詳細解析が必要である。

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

■
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液受槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板
評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板
評価

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

h

第14項第二号イ(ロ)による
tp＜t，よって詳細解析が必要である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

部位　　　　　　　　　　項目
最小厚さ
tp(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

h

第14項第二号イ(ロ)による

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su (MPa)

h

第14項第二号イ(ロ)による
tp＜t，よって詳細解析が必要である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

1 
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2.1(7)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板
評価

2.2(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の許容引張
強さ　Sus(MPa)

管台の許容引張
強さ　Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Sue(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

tn≥t、よって十分である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ≦ Ar／2 ，よって詳細解析が必要である。

2 

■
37087



2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の許容引張
強さ　Sus(MPa)

管台の許容引張
強さ　Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Sue(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の許容引張
強さ　Sus(MPa)

管台の許容引張
強さ　Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Sue(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

A0 ≦ Ar／2 ，Webp1 ＜ W　よって詳細解析が必要である。

大きい穴の補強

A0 > Ar／2 ，Webp1 ≧ W　よって詳細解析が必要である。

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

抽出廃液供給槽デミスタ

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円すい形の胴）(形状：図７－１)【第7条第1項第一号、第７条第３項第一号、第二号チ】

大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端

P1

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1

評価

2.3(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P2

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

P2

評価

tn≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP2である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP1である。

部位　　　　　　　　　　項目
胴の大径端側の

内径
Do(㎜)

胴の大径端側の
すその丸みの内

半径
ro(㎜)

胴の小径端側の
内径
Ds(㎜)

胴の小径端側の
すその丸みの内

半径
rs(㎜)

胴の呼び厚さ
tso(㎜)

0.06(Do＋2tso)

 (㎜)

0.06(Ds＋2tso)

 (㎜)

3tso

 (㎜)

円すいの形状による係数
W

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜) t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

よって円すい形の胴である。 ts≥t、よって十分である。

使用材料
円すいの頂角の1

／2
θ (°)

許容引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

胴の有効内径
Di，Ds (㎜)

すその丸みの内半径
ro，rs (㎜)

1 

■
37090



2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの
部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離
ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1
θ (°)

P1
P3

評価

2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

評価

2.6(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

評価 Ao＞Ar ，W＜0　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

AO＞Ar，W＜0　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

ℓ≧L ，よって十分である。

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

補正穴の径
de(㎜)

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

2 

■
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第 ７ 一 時 貯 留 処 理 槽  
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37092



1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第７ 一時貯留処理槽エアリ フト ポンプ
分離ポッ ト

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3. 容器の管台の厚さの計算（ 内面に圧力を受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1(㎜)

必要厚さ
t 3(㎜)

t 1、 t 3の

大きい値
t (㎜)

呼び厚さ
t no(㎜)

最小厚さ
t n(㎜)

P2

評価 t n≥t、 よって十分である。

■
37093
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第 １ 一 時 貯 留 処 理 槽  

■
37094



1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 最高使用圧力( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

第１ 一時貯留処理槽

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を示す

3. 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

内胴板

評価

B部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料 Do /t sℓ /Do

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t s≥t、 よっ て十分である。

胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)
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4. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P5

P17

P23

P24

P25

P26

P17内部配管

P23, P24, P25, P26内部配管

P24, P25内部配管

評価

5. 開放タ ンク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

外胴板

評価

6. 環状形容器の底板の厚さ の計算【 第6条の2第6項及び第7項( 第8条の2第1項準用) 】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
許容引張応力

S( MPa)

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

底板

評価

t n≥t、 よっ て十分である。

t s≥t、 よっ て十分である。

t p≥t、 よっ て十分である。

■
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第 ７ 一 時 貯 留 処 理 槽  
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1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

第７ 一時貯留処理槽

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 円筒形の胴、 外面に圧力を 受ける 円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

内胴板

評価

4. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P8

P17

P18

P19

P20

P24

P8

P17, P18, P19内部配管

P18, P19, P20内部配管

評価

5. 開放タ ン ク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

外胴板

評価

部位　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

Do /t sℓ /Do B
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

t n≥t 、 よ っ て十分である 。

t s≥t 、 よ っ て十分である 。

胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

t s≥t 、 よ っ て十分である 。
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6. 環状形容器の底板の厚さ の計算【 第6条の2第6項及び第7項( 第8条の2第1項準用) 】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
許容引張応力

S( MPa)

取付け方法に
よ っ て定まる 定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパン に直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によ っ て定
まる 定数

Z

必要厚さ
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

底板

評価 t p≥t 、 よ っ て十分である 。

■
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目 最高使用圧力(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第８一時貯留処理槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

内胴板

評価

4.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P2

P13

P31

P32

P33

P34

P13内部配管

P31,P32,P33,P34内部配管

P32,P33内部配管

評価

5.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第一号、第二号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
水頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

B部位　　　　　　　　　　項目 使用材料 Do /tsℓ /Do

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ts≥t、よって十分である。

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

tn≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

1

■
37101



6.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準用)】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

底板

評価 tp≥t、よって十分である。

2
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第２一時貯留処理槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

1

■
37104



2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

2.1(3)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

Do /ts B

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts

2
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第 ４ 一 時 貯 留 処 理 槽  

■
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1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

第4一時貯留処理槽

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
鏡板の外径

Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡板、 底板

評価 よ っ てさ ら 形鏡板である 。 t c≥t 、 よ っ て十分である 。

■
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4. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P19

P21

P20

P22

P28

P37

P38

P39

P5

P19, P20, P21内部配管

P20, P21, P22内部配管

P37内部配管

P38内部配管

P39内部配管

評価

5. 開放タ ン ク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

t n≥t 、 よ っ て十分である 。

t s≥t 、 よ っ て十分である 。
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第４一時貯留処理槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

M1

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はM1である。

補強の計算を要する穴はない。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

3 
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2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

評価

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

AO＞Ar，W＜0　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

補正穴の径
de(㎜)

4 
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1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 最高使用圧力( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

第3一時貯留処理槽

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6条の2第7項第二号( 第8条第2項準用) 第一号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 鏡板の外径 Doc( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
R( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

3t co

( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)
使用材料

胴の内径
Di ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数 W

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

最小厚さ
t c( ㎜)

鏡板、 底板

評価

4. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P20

P22

P21

P23

P9

P28

P31

P32

P5

P20, P21, P22内部配管

P21, P22, P23内部配管

P9内部配管

 P31内部配管

P32内部配管

P5内部配管

評価 t n≥t 、 よ っ て十分である 。

t c≥t 、 よ っ て十分である 。よ っ てさ ら 形鏡板である 。
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5. 開放タ ン ク の胴の厚さ の計算( 円筒形の胴) 【 第6条の2第1項第一号、 第二号、 第三号】

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目 使用材料
水頭
H( m)

胴の内径
Di ( m)

許容引張応力
S( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 2、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価 t s≥t 、 よ っ て十分である 。
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第３一時貯留処理槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

M1

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はM1である。

補強の計算を要する穴はない。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。
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2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

M1

評価

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

補正穴の径
de(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

AO＞Ar，W＜0　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目
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1

1. 仕様

機器名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目
最高使用圧力

( MPa)
最高使用温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

第６ 一時貯留処理槽

2. 構造図※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を 示す

3. 容器の鏡板の厚さ の計算、 開放タ ン ク の底板の厚さ の計算（ 中低面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板、 中高面に圧力を 受ける さ ら 形鏡板） 【 第8条第1項第一号、 第8条第2項第一号、 第二号、 第6条の2第6項第二号( 第8条第1項準用) 第一号、 第6 条の2 第7 項第二号( 第8 条第2 項準用) 第一号、 第二号】

鏡板、 底板

評価

鏡板、 底板

評価

t 1、 t 2、 t 3、 t 4の

大き い値
t ( ㎜)

B2
必要厚さ
t 2( ㎜)

必要厚さ
t 1( ㎜)

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 3( ㎜)

必要厚さ
t 4( ㎜)

Ro／( 100t c)継手の種類
継手効率

η
ℓ /Do Do /t c B1使用材料

最小厚さ
t c( ㎜)

呼び厚さ
t co( ㎜)

降伏点
Sy ( MPa)

許容引張応力
S1( MPa)

鏡板のフ ラ ン ジ
部の外径
ℓ ( ㎜)

さ ら 形鏡板の形
状によ る 係数

 W

胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

鏡板の中央部の
外半径

  Ro ( ㎜)

よ っ てさ ら 形鏡板である 。

鏡板の外径
Doc( ㎜)

0. 06 Doc

( ㎜)

3t co

( ㎜)

鏡板の呼び厚さ
t co( ㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r ( ㎜)

鏡板の中央部に
おける 内面の半

径
 R( ㎜)

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目

部位　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目

t c≥t 、 よ っ て十分である 。
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2

4. 容器の管台の厚さ の計算（ 内面に圧力を 受ける 管台の厚さ ） （ 炭素鋼） 【 第11条第1項第一号、 第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do( ㎜)
許容引張応力

S( MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

t 1、 t 3の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t no( ㎜)

最小厚さ
t n( ㎜)

P24

P19

P23

P20

P21

P18

P22

P17

P14

P15

C15

P14内部配管

P15内部配管

C15内部配管

評価

5. 外面に圧力を 受ける 開放タ ン ク の胴の厚さ の計算【 第6条の2第1項第一号、 第二号イ 、 第二号ロ ( 第7条第3項準用) 、 第三号】

胴

評価

t 1、 t 2、 t 3、 t 4の

大き い値
t ( ㎜)

水頭
H( m)

液体の比重又は
固体のかさ 比重

ρ

必要厚さ
t 4( ㎜)

放射線検査の有
無

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do Do /t s B
必要厚さ
t 3( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

部位 項目 使用材料
胴の内径

Di ( m)
胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

t n≥t 、 よ っ て十分である 。

t s≥t 、 よ っ て十分である 。

継手の種類
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1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第2一時貯留処理槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板
評価

2.1(2) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(3) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板
評価

2.1(4) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(5) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板
評価

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)部位 項目

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

h

第14項第二号イ(ロ)による
tp＜t，よって詳細解析が必要である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su (MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

部位 項目
最小厚さ
tp(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

h

第14項第二号イ(ロ)による

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su (MPa)

h

第14項第二号イ(ロ)による
tp＜t，よって詳細解析が必要である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)
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2.1(7) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板
評価

2.2(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

2.3(1) 穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の許容引張
強さ Sus(MPa)

管台の許容引張
強さ Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Sue(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

tn≥t、よって十分である。

部位
項目

tn≥t、よって十分である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

tn≥t、よって十分である。

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ≦ Ar／2 ，よって詳細解析が必要である。
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2.3(2) 穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の許容引張
強さ Sus(MPa)

管台の許容引張
強さ Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Sue(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3) 穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の許容引張
強さ Sus(MPa)

管台の許容引張
強さ Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Sue(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
項目

A0 ≦ Ar／2 ，Webp1 ＜ W よって詳細解析が必要である。

大きい穴の補強

A0 > Ar／2 ，Webp1 ≧ W よって詳細解析が必要である。

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認
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2.5(1) 容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称 項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの
部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離
ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1
θ (°)

P1
P3

評価

2.6(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

評価

2.6(2) 穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

評価

鏡板の内径
Di(㎜)

部位 項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位 項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

補正穴の径
de(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)部位 項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

AO＞Ar，W＜0 よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

部位 項目

部位 項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

Ao＞Ar ，W＜0 よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

部位 項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
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1

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液供給槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価 ts＜t，よって詳細解析が必要である。
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2

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：イ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 21.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：イ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do Do /ts B

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

Do /ts

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

B

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do
許容引張応力

S1(MPa)
降伏点
Sy(MPa)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

37128

■
37128
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 4 5  

プ ル ト ニ ウ ム 溶 液 受 槽  

37129

■
37129



(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液受槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

137130

■
37130



3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

内胴板

評価

4.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ワ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

C4キャップ

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1

P4

P6

P14

P15

P16

P17

P18

P14内部配管

P15～P16内部配管

P17～P18内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第二号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

C4内部配管

評価

7.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第一号、第二号、第三号】

部位 項目 使用材料
水頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

8.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準用)】

部位 項目 使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜) 継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

Do /tsℓ /Do B部位 項目 使用材料

tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

237131

■
37131



3

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液受槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価 ts≥t、よって十分である。

37132

■
37132



4

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts≥t、よって十分である。

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do Do /ts B

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts≥t、よって十分である。

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do Do /ts
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

ts≥t、よって十分である。

B部位 項目

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≧t、よって十分である。

tp≧t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

37133
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 4 6  

油 水 分 離 槽  

37134

■
37134



(1) 設計条件による評価
1.仕様

部位           項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

油⽔分離槽

２ 構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴、外⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ、ハ】

内胴板

評価

4.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ワ、平板の⽳の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位           項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
C

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

C4キャップ

評価

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)
Do /tsℓ /Do B部位           項⽬ 使⽤材料

ts≥t、よって⼗分である。

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

tp≥t、よって⼗分である。

強め輪間の有効
⻑さ

ℓ (㎜)

許容引張応⼒
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

137135

■
37135



5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位           項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P3

P4

P12

P13

P14

P15

P16

P12内部配管

P13〜P14内部配管

P15〜P16内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

部位           項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

C4内部配管

評価

7.管継⼿の厚さの計算(内⾯に圧⼒を受ける管継⼿の厚さ)【JIS B 2312(2001)13.1項】

ティー(P12)

評価

8.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

部位           項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価 ts≥t、よって⼗分である。

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

許容引張応⼒
S1(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t(㎜)

237136
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9.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

部位           項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価 tp≥t、よって⼗分である。

337137

■
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4

(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

油水分離槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価 ts≥t、よって十分である。
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2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

Do /ts B

ts≥t、よって十分である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≧t、よって十分である。

tp≧t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts≧t，よって十分である。

ts≧t，よって十分である。

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts
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1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液供給槽デミスタ

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価 tp＜t、よって詳細解析が必要である。
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2.1(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。
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2.3(1) 穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力 Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

2.3(2) 穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力 Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強
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2.3(3) 穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力 Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO > Ar/2，Webp1，Webp2，Webp3 ≧ W,よって十分である。
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1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液受槽デミスタ

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価 tp＜t、よって詳細解析が必要である。

37146
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2.1(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。
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2.3(1) 穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力 Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

2.3(2) 穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力 Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

37148

■
37148



4

2.3(3) 穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力 Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

O r ebp1 ebp2 ebp3

37149

■
37149
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5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P3

P12

P17

P18

P19

P20

P21

P12内部配管

P17内部配管

P18〜P19内部配管

P20〜P21内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：図より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C4内部配管

評価

7.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

 部位          項⽬
t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
最⼩厚さ

tn(㎜)

ts≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)

237152

■
37152



8.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価 tp≥t、よって⼗分である。

337153

■
37153



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム濃縮缶供給槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価 ts＜t，よって詳細解析が必要である。

337154

■
37154



2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価
dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

B部位 項目

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do Do /ts
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts<t，よって詳細解析が必要である。

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts<t，よって詳細解析が必要である。

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do Do /ts B

437155

■
37155
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 5 0  

プ ル ト ニ ウ ム 溶 液 一 時

貯 槽  
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■
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5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P5

P6

P10

P11

P12

P13

P14

P6内部配管

P10〜P11内部配管

P12〜P13内部配管

P14内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：図より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C4内部配管

評価

7.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

 部位          項⽬
t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
最⼩厚さ

tn(㎜)

ts≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)

237158

■
37158



8.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価 tp≥t、よって⼗分である。

337159

■
37159



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液一時貯槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価 ts＜t，よって詳細解析が必要である。

437160

■
37160



2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts<t，よって詳細解析が必要である。

ts<t，よって詳細解析が必要である。

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do
呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

Do /ts B

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

537161

■
37161
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5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P5

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P25

P12内部配管

P13〜P14内部配管

P15〜P16内部配管

P17〜P18内部配管

P19〜P20内部配管

P25内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：図より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C4内部配管

評価

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
最⼩厚さ

tn(㎜)
使⽤材料

管台の外径
Do(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

 部位          項⽬
t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

許容引張応⼒
S(MPa)

237164

■
37164



7.管継⼿の厚さの計算【 JIS B 2312(2001)13.1項】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)
管台の外径

Do(㎜)
必要厚さ

t(㎜)
呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

ティー(P12)

評価

8.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

9.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価 tp≥t、よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

337165

■
37165



4

( 2) 設計過渡条件による評価

1. 仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

( MPa)
爆発時の温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

プルト ニウム濃縮液受槽

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を示す

2. 1( 1) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

設計降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価 t s＜t， よっ て詳細解析が必要である。

37166

■
37166



5

2. 1( 2) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

設計降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

2. 1( 3) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴

評価

2. 1( 4) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴

評価

2. 2( 1) 容器の平板の厚さ の計算( 平板形の胴、 平板の取付け方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 無し ) 【 第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su( MPa)

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

平板

評価

2. 2( 2) 容器の平板の厚さ の計算( 平板形の胴、 平板の取付け方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 有り ) 【 第8条の2第1項及び14項第二号ロ( イ ) 】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

必要厚さ
t 3( ㎜)

必要厚さ
t 3’ ( ㎜)

max( t 1,  t 2,

mi n( t 3, t 3’ ) )

t ( ㎜)

t s≦t， よっ て十分である。

t s≦t， よっ て十分である。

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do

Do /t s

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

必要厚さ
t 3’ ( ㎜)

max( t 1,  t 2,

mi n( t 3, t 3’ ) )

t ( ㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do
呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t 3( ㎜)

dh＞d／2， よっ て第8条の2

第14項第二号ロ( イ ) による
t p≥t、 よっ て十分である。

t p≥t、 よっ て十分である。

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

Do /t s B

t s＜t， よっ て詳細解析が必要である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d ( ㎜)

穴の径
dh( ㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su( MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

37167

■
37167
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

リサイクル槽

２ 構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴、外⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ、ハ】

内胴板

評価

4.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ワ、平板の⽳の有無：無し)【第8条の2第1項】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
C

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

C4キャップ

評価

ts≥t、よって⼗分である。

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)
Do /tsℓ /Do

tp≥t、よって⼗分である。

 部位          項⽬ 使⽤材料
継⼿効率

η
B

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

強め輪間の有効
⻑さ

ℓ (㎜)

許容引張応⼒
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

放射線検査の有
無

継⼿の種類

137169

■
37169



5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P3

P8

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P8内部配管

P12内部配管

P13〜P14内部配管

P15〜P16内部配管

P17〜P18内部配管

P19〜20内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：図より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C4内部配管

評価

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
最⼩厚さ

tn(㎜)
使⽤材料

管台の外径
Do(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

 部位          項⽬
t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

許容引張応⼒
S(MPa)

237170

■
37170



7.管継⼿の厚さの計算【 JIS B 2312(2001)13.1項】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)
管台の外径

Do(㎜)
必要厚さ

t(㎜)
呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

ティー(P12)

評価

8.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

9.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価 tp≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。

337171

■
37171



4

( 2) 設計過渡条件による評価

1. 仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

( MPa)
爆発時の温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

リ サイ ク ル槽

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を示す

2. 1( 1) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

設計降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価 t s＜t， よっ て詳細解析が必要である。

37172

■
37172



5

2. 1( 2) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

設計降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

2. 1( 3) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴

評価

2. 1( 4) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴

評価

2. 2( 1) 容器の平板の厚さ の計算( 平板形の胴、 平板の取付け方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 無し ) 【 第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su( MPa)

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

平板

評価

2. 2( 2) 容器の平板の厚さ の計算( 平板形の胴、 平板の取付け方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 有り ) 【 第8条の2第1項及び14項第二号ロ( イ ) 】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

Do /t s B

t s＜t， よっ て詳細解析が必要である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d ( ㎜)

穴の径
dh( ㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su( MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

dh＞d／2， よっ て第8条の2

第14項第二号ロ( イ ) による
t p≥t、 よっ て十分である。

t p≥t、 よっ て十分である。

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t 3( ㎜)

必要厚さ
t 3’ ( ㎜)

max( t 1,  t 2,

mi n( t 3, t 3’ ) )

t ( ㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

必要厚さ
t 3’ ( ㎜)

max( t 1,  t 2,

mi n( t 3, t 3’ ) )

t ( ㎜)

t s≦t， よっ て十分である。

t s≦t， よっ て十分である。

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do

Do /t s

37173

■
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5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P8

P13

P16

P31

P32

P33

P34

P35

P36

P37

P38

P8内部配管

P13内部配管

P31〜P32内部配管

P33〜P34内部配管

P35〜P36内部配管

P37〜P38内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：図より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C4内部配管

評価

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
最⼩厚さ

tn(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
 部位          項⽬

t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

237176

■
37176



7.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

8.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価

ts≥t、よって⼗分である。

tp≥t、よって⼗分である。

337177

■
37177



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

希釈槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

437178

■
37178



2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts＜t，よって詳細解析が必要である。 

ts＜t，よって詳細解析が必要である。 

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do
呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

Do /ts B

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

537179

■
37179
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プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 液 一

時 貯 槽  

37180

■
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■
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5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P6

P7

P9

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P7内部配管

P9内部配管

P12〜P13内部配管

P14〜P15内部配管

P16〜P17内部配管

P18〜P19内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：図より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C4内部配管

評価 tn≥t、よって⼗分である。

使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)

tn≥t、よって⼗分である。

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

機器名          項⽬
最⼩厚さ

tn(㎜)
t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類

237182

■
37182



7.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

8.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価

ts≥t、よって⼗分である。

tp≥t、よって⼗分である。

337183

■
37183



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム濃縮液一時貯槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

437184

■
37184



2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts≧t，よって十分である。

ts≧t，よって十分である。

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do
呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

Do /ts B

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

ts＜t，よって詳細解析が必要である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

537185

■
37185
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4.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P5

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P5内部配管

P12内部配管

P13〜P14内部配管

P15〜P16内部配管

P17〜P18内部配管

P19〜P20内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C4内部配管

評価 tn≥t、よって⼗分である。

最⼩厚さ
tn(㎜)

Ｂ
呼び厚さ
tno(㎜)

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

許容引張応⼒
S1(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)
t1、t2、t3の
⼤きい値

237188

■
37188



6.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

7.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価

8.管継⼿の厚さの計算【 JIS B 2312(2001)13.1項】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)
管台の外径

Do(㎜)
必要厚さ

t(㎜)
呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

ティー(P12)

評価

9.容器の平板の厚さの計算【容器の平板の厚さの計算】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

C4キャップ

評価

tn≥t、よって⼗分である。

tp≥t、よって⼗分である。

tp≥t、よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。

337189

■
37189



4

( 2) 設計過渡条件による評価

1. 仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

( MPa)
爆発時の温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

プルト ニウム濃縮液計量槽

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を示す

2. 1( 1) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

設計降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価 t s＜t， よっ て詳細解析が必要である。

37190

■
37190



5

2. 1( 2) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

設計降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

2. 1( 3) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴

評価

2. 1( 4) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴

評価

2. 2( 1) 容器の平板の厚さ の計算( 平板形の胴、 平板の取付け方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 無し ) 【 第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su( MPa)

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

平板

評価

2. 2( 2) 容器の平板の厚さ の計算( 平板形の胴、 平板の取付け方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 有り ) 【 第8条の2第1項及び14項第二号ロ( イ ) 】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

Do /t s B

t s＜t， よっ て詳細解析が必要である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d ( ㎜)

穴の径
dh( ㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su( MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

dh＞d／2， よっ て第8条の2

第14項第二号ロ( イ ) による
t p≥t、 よっ て十分である。

t p≥t、 よっ て十分である。

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t 3( ㎜)

必要厚さ
t 3’ ( ㎜)

max( t 1,  t 2,

mi n( t 3, t 3’ ) )

t ( ㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

必要厚さ
t 3’ ( ㎜)

max( t 1,  t 2,

mi n( t 3, t 3’ ) )

t ( ㎜)

t s≦t， よっ て十分である。

t s≦t， よっ て十分である。

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do

Do /t s
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4.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P2

P4

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

P13

P14

P4内部配管

P6内部配管

P7〜P8内部配管

P9〜P10内部配管

P11〜P12内部配管

P13〜P14内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C4内部配管

評価

部位           項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

許容引張応⼒
S1(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
Ｂ

tn≥t、よって⼗分である。

最⼩厚さ
tn(㎜)
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6.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

7.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価

8.管継⼿の厚さの計算【 JIS B 2312(2001)13.1項】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)
管台の外径

Do(㎜)
必要厚さ

t(㎜)
呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

ティー(P6)

評価

9.容器の平板の厚さの計算【容器の平板の厚さの計算】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

C4キャップ

評価 tp≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

tp≥t、よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。
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4

( 2) 設計過渡条件による評価

1. 仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

( MPa)
爆発時の温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

プルト ニウム濃縮液中間貯槽

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を示す

2. 1( 1) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

設計降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価 t s＜t， よっ て詳細解析が必要である。
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2. 1( 2) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

設計降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

2. 1( 3) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴

評価

2. 1( 4) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴

評価

2. 2( 1) 容器の平板の厚さ の計算( 平板形の胴、 平板の取付け方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 無し ) 【 第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su( MPa)

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

平板

評価

2. 2( 2) 容器の平板の厚さ の計算( 平板形の胴、 平板の取付け方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 有り ) 【 第8条の2第1項及び14項第二号ロ( イ ) 】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

Do /t s B

t s＜t， よっ て詳細解析が必要である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d ( ㎜)

穴の径
dh( ㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su( MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

dh＞d／2， よっ て第8条の2

第14項第二号ロ( イ ) による
t p≥t、 よっ て十分である。

t p≥t、 よっ て十分である。

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t 3( ㎜)

必要厚さ
t 3’ ( ㎜)

max( t 1,  t 2,

mi n( t 3, t 3’ ) )

t ( ㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

必要厚さ
t 3’ ( ㎜)

max( t 1,  t 2,

mi n( t 3, t 3’ ) )

t ( ㎜)

t s≦t， よっ て十分である。

t s≦t， よっ て十分である。

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do

Do /t s
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6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P2

評価

7.⽳の補強計算（胴の⽳）、開放タンクの胴の⽳の補強計算【第7条第7項】

 部位           項⽬ 胴板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
胴板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

Sc(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

胴板と管台の交
⾓

α(°)

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ

tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

tnr(㎜)

P1

 部位           項⽬
⽳の補強に必要

な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

P1

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0(㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する⽳
の限界径

dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

ＡJ0(㎟)

P1

 部位           項⽬
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

P1

 部位           項⽬
突合せ溶接部の

引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

P1

評価 A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3， Webp4， Webp5， Webp6 ≧W よって⼗分である。

 部位           項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

tn≥t、よって⼗分である。
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台(P1)

評価

2.4(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P1 参照附図 WELD-57

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P1 参照附図 WELD-57

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P1 参照附図 WELD-57

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P1 参照附図 WELD-57

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P1 参照附図 WELD-57

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P1 参照附図 WELD-57

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P1 参照附図 WELD-57

評価 AO > Ar，W < 0, よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

部位 項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位 項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計引張強さ

Sus(MPa)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)
部位 項目

胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

tn≥t、よって十分である。

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

ts≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP4である。

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

4
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5.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

 部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

上部鏡板

下部鏡板

上部管側鏡板

下部管側鏡板

評価

6.容器の鏡板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける円すい形鏡板）(θ＞30°)【第8条第1項第四号、第8条第2項第七号】

 部位          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径 ro(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)

円すいの頂⾓の1
／2

θ (°)
使⽤材料

鏡板の有効内径
Di(㎜)

鏡板の内径
Ds(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径
ro (㎜)

円すいの形状に
よる係数

 W

円すいの頂⾓の1
／2

θ (°)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

液抜き部円すい鏡板

評価

7.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ル、平板の⽳の有無：無し)【第8条の2第1項】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
C

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

C6キャップ

C7キャップ

C8キャップ

C12キャップ

評価

8.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ワ、平板の⽳の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第⼆号イ(ロ)】

 部位          項⽬
直径⼜は最⼩ス

パン
d (㎜)

⽳の径
dh(㎜)

使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
C

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

液抜き部平板

評価

9.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第⼀号、第⼆号】

 部位          項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離

Pｔ(㎜)
使⽤材料

パッキンの中⼼
円の径⼜は胴の

内径 D(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数 F
管板の⽀え⽅

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積 A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ L(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

上部管板

下部管板

評価 tb≥t、よって⼗分である。Pt≥Z、によって⼗分である。

dh≦d／2，よって第14 項第⼆号イ
(ロ)による

tc≥t、よって⼗分である。

tc≥t、よって⼗分である。

tp＜t、よって詳細計算が必要である。

よって円すい形鏡板である。

よって半だ円形鏡板である。

tp≥t、よって⼗分である。

237205
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10.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P2

P11

P13

P14

P15

P16

上部連絡管台(下部胴板)

上部連絡管台(上部管側胴板)

下部連絡管台(下部鏡板)

下部連絡管台(下部管側鏡板)

上部連絡管

下部連絡管

廃ガス連絡管

濃縮液連絡管

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P12

C1

C2

C3

C5

C9

C10

C11

評価 tn≥t、よって⼗分である。

337206

■
37206



11.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C6内部配管

C7内部配管

C8内部配管

C12内部配管

評価

12.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

上部胴板

下部胴板(⽔相部)

下部胴板(気相部)

下部管側胴板

胴側胴板(⽔相部)

胴側胴板(気相部)

液抜き部胴板(⽔相部)

液抜き部胴板(気相部)

ティー(下部連絡管)

評価

13.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
tc(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2tc)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dtc
(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)

上部鏡板

下部鏡板

上部管側鏡板

下部管側鏡板

評価

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η

tn≥t、よって⼗分である。

補強の計算を要する⽳は下部胴板(気相部)の上部連絡管，胴側胴板(気相部)のP5である。

補強の計算を要する⽳は上部鏡板のP1，上部管側鏡板の上部連絡管である。

最⼩厚さ
tn(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

Ｂ継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)

437207
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14.⽳の補強計算（胴の⽳）、開放タンクの胴の⽳の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位            項⽬ 胴板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
胴板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

Sc(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
dc(㎜)

胴板と管台の交
⾓

α(°)

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ

tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

tnr(㎜)

下部胴板(気相部)

胴側胴板(気相部)

ティー(下部連絡管)

 部位           項⽬
⽳の補強に必要

な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

下部胴板(気相部)

胴側胴板(気相部)

ティー(下部連絡管)

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0(㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜2)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する⽳
の限界径

dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

ＡJ0(㎟)

下部胴板(気相部)

胴側胴板(気相部)

ティー(下部連絡管)

 部位           項⽬
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

下部胴板(気相部)

胴側胴板(気相部)

ティー(下部連絡管)

 部位           項⽬
突合せ溶接部の

引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

下部胴板(気相部)

胴側胴板(気相部)

ティー(下部連絡管)

評価

⼤きい⽳の補強

A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3， Webp4， Webp5， Webp6 ≧W よって⼗分である。

 部位           項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認

537208

■
37208



15.⽳の補強計算（半だ円形鏡板の⽳）【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

 部位           項⽬ 鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒

Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

Sc(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

α(°)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内⾯にお
ける⻑径のK1倍

R(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける⻑径

DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径

Dis(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/Dis

係数K1

鏡板の計算上必
要な厚さ

tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

tnr(㎜)

上部鏡板

上部管側鏡板

 部位           項⽬
⽳の補強に必要

な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

上部鏡板

上部管側鏡板

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0(㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する⽳
の限界径

dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
⾯積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

ＡJ0(㎟)

上部鏡板

上部管側鏡板

 部位           項⽬
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

上部鏡板

上部管側鏡板

 部位           項⽬
突合せ溶接部の

引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

上部鏡板

上部管側鏡板

評価 A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3， Webp4， Webp5， Webp6 ≧W よって⼗分である。

 機器名          項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

637209

■
37209



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム濃縮缶

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円すい形の胴）(形状：図７－４)【第7条第1項第一号、第７条第３項第一号、第二号チ】

部位 項目
円すいの頂角の

1/2
θ (°)

使用材料
胴の有効内径

Di(㎜)

円すいの頂角の1
／2

θ (°)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価
よって円すい形
の胴である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

7
37210

■
37210



2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(5) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(6) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(4) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける円すい形鏡板）(θ＞30°)【第8条第1項第四号、第8条第2項第七号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径 ro(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)

円すいの頂角の1
／2

θ (°)
使用材料

鏡板の有効内径
Di(㎜)

鏡板の内径
Ds(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径
ro (㎜)

円すいの形状に
よる係数

 W

円すいの頂角の1
／2

θ (°)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第6条の2第2項第一号、第四号、第8条の2第14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

使用材料

設計降伏点 Sy(MPa)

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

dh≦d／2，よって第8条の2

第14項第二号イ(ロ)による
tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よって円すい形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。
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2.4(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(4) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(5) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(6) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(7) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(8) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.5(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1

評価

2.5(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

上部連結管

評価

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴は上部連結管である。

補強の計算を要する穴は である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP1である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴は上部連結管である。

補強の計算を要する穴はない。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。
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2.6(1) 穴の補強計算（胴の穴）、開放タンクの胴の穴の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位
項目

胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計降伏

点 Sy(MPa)
管台の設計降伏

点 Sy(MPa)
強め板の許容引
張応力 Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

上部連結管

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

上部連結管

胴板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

上部連結管

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

上部連結管

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

上部連結管

評価

2.6(2) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計降伏

点 Sy(MPa)
管台の設計降伏

点 Sy(MPa)
強め板の許容引
張応力 Sc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ＞ Ar ，W ＜ 0，よって十分である。

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ＞ Ar ，W ＜ 0，よって十分である。
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2.6(3) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計降伏

点 Sy(MPa)
管台の設計降伏

点 Sy(MPa)
強め板の許容引
張応力 Sc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

上部連結管

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

上部連結管

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

上部連結管

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

上部連結管

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

上部連結管

評価

2.7 管の厚さの計算容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

上部連結管

廃ガス連絡管

濃縮液連結管

下部連結管

評価

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ＞ Ar ，W ＜ 0，よって十分である。

ts＞tr、よって十分である。

爆発時の圧力
(MPa)

爆発時の温度
(℃)

外径 Do
(㎜)

公称厚さ
(㎜)

材料
設計降伏点Sy

(MPa)
長手継手の効率

η
公差
Q

腐食代
(mm)

最小厚さts
(mm)

計算厚さt
(mm)

必要厚さtr
(mm)

部位 項目 配管番号

部位
項目
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1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム濃縮缶

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円すい形の胴）(形状：図７－４)【第7条第1項第一号、第７条第３項第一号、第二号チ】

部位 項目
円すいの頂角の

1/2
θ (°)

使用材料
胴の有効内径

Di(㎜)

円すいの頂角の1
／2

θ (°)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価
よって円すい形
の胴である。

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(5) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(6) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(4) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける円すい形鏡板）(θ＞30°)【第8条第1項第四号、第8条第2項第七号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径 ro(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)

円すいの頂角の1
／2

θ (°)
使用材料

鏡板の有効内径
Di(㎜)

鏡板の内径
Ds(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径
ro (㎜)

円すいの形状に
よる係数

 W

円すいの頂角の1
／2

θ (°)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価 よって円すい形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。
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2.3(1) 平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第6条の2第2項第一号、第四号、第8条の2第14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.4(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(4) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(5) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(6) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(7) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(8) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.5(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1

評価

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

dh≦d／2，よって第8条の2

第14項第二号イ(ロ)による
tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)部位 項目

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴は上部連結管である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP1である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴は上部連結管である。

補強の計算を要する穴はない。

tn≥t、よって十分である。

使用材料

設計降伏点 Sy(MPa)
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2.5(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

上部連結管

評価

2.6(1) 穴の補強計算（胴の穴）、開放タンクの胴の穴の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位
項目

胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計降伏

点 Sy(MPa)
管台の設計降伏

点 Sy(MPa)
強め板の許容引
張応力 Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

上部連結管

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

上部連結管

胴板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

上部連結管

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

上部連結管

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

上部連結管

評価

2.6(2) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計降伏

点 Sy(MPa)
管台の設計降伏

点 Sy(MPa)
強め板の許容引
張応力 Sc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1

評価

tn≥t、よって十分である。

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ＞ Ar ，W ＜ 0，よって十分である。

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

Aj0 ＞ Ajr ，W ＜ 0，よって十分である。
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2.6(3) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計降伏

点 Sy(MPa)
管台の設計降伏

点 Sy(MPa)
強め板の許容引
張応力 Sc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

上部連結管

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

上部連結管

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

上部連結管

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

上部連結管

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

上部連結管

評価

2.7 管の厚さの計算容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

上部連結管

廃ガス連絡管

濃縮液連結管

下部連結管

評価

部位 項目 配管番号

部位
項目

ts＞tr、よって十分である。

爆発時の圧力
(MPa)

爆発時の温度
(℃)

外径 Do
(㎜)

公称厚さ
(㎜)

材料
設計降伏点Sy

(MPa)
長手継手の効率

η
公差
Q

腐食代
(mm)

最小厚さts
(mm)

計算厚さt
(mm)

必要厚さtr
(mm)

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

Aj0 ＞ Ajr ，W ＜ 0，よって十分である。

16
37219

■
37219
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4.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P7

P8

P13

P20

P21

P22

P23

P7内部配管

P13内部配管

P20〜P23内部配管

P21〜P22内部配管

C2管台

C3管台

C2内部配管

C3内部配管

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C7内部配管

評価

6.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

n

最⼩厚さ

s

Ｂ
呼び厚さ

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径 必要厚さ

n

許容引張応⼒ 継⼿効率
継⼿の種類

放射線検査の有 必要厚さ 必要厚さ t1、t2、t3の

237222

■
37222



7.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価

8.管継⼿の厚さの計算【JIS B 2312(2001)13.1項】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外経

 D  (㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
必要厚さ

t(㎜)
呼び厚さ
t (㎜)

最⼩厚さ
t (㎜)

ティ

評価

9.容器の平板の厚さの計算【構造等に関する設計⽅針第8条の2第1項】

 部位          項⽬ 使⽤材料

取付け⽅法に
よって定まる定

数

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

C7キャップ

評価

n

p

p

337223

■
37223
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4.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P6

P8

P14

P21

P22

P23

P24

P6内部配管

P14内部配管

P21〜P23内部配管

P22〜P24内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C7内部配管

評価

6.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

tn≥t、よって⼗分である。

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

ts≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

最⼩厚さ
tn(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

許容引張応⼒
S1(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
Ｂ

必要厚さ
t2(㎜)

部位           項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)

237226
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7.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価

8.2.5 管継⼿の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管継⼿の厚さ）【JIS B 2312(2001)13.1項】

ティー(P14)

評価

9.容器の平板の厚さの計算【構造等に関する設計⽅針第8条の2第1項】

C7キャップ

評価

tp≥t、よって⼗分である。

部位           項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
最⼩厚さ

tn(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

部位           項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

337227

■
37227



4

( 2) 設計過渡条件による評価

1. 仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

( MPa)
爆発時の温度

( ℃)
液体の比重 腐食代( ㎜)

第2一時貯留処理槽

2. 構造図
※

※： 図中の数値は強度計算の評価項目( 部位) 番号を示す

2. 1( 1) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

設計降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価 t s≧t， よっ て十分である。

37228

■
37228



5

2. 1( 2) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

設計降伏点
Sy( MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値 t ( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

胴

評価

2. 1( 3) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴

評価

2. 1( 4) 容器の胴の厚さ の計算（ 内面に圧力を受ける円筒形の胴、 外面に圧力を受ける円筒形の胴） 【 第7条第3項第一号、 第二号イ 、 ハ】

胴

評価

2. 2( 1) 容器の平板の厚さ の計算( 平板形の胴、 平板の取付け方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 無し ) 【 第6条の2第2項第一号、 第四号】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su( MPa)

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

平板

評価

2. 2( 2) 容器の平板の厚さ の計算( 平板形の胴、 平板の取付け方法： ヲ 、 平板の穴の有無： 有り ) 【 第6条の2第2項第一号、 第四号、 第8条の2第14項第二号ロ( イ ) 】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

Do /t s B

t s≧t， よっ て十分である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d ( ㎜)

穴の径
dh( ㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su( MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

dh＞d／2， よっ て第8条の2

第14項第二号ロ( イ ) による
t p≥t、 よっ て十分である。

t p≥t、 よっ て十分である。

取付け方法に
よっ て定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d ( ㎜)

最小スパンに直
角に測っ た最大

スパン
 D ( ㎜)

形状によっ て定
まる定数

Z

必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

t 1、 t 2の

大き い値
t ( ㎜)

呼び厚さ
t po( ㎜)

最小厚さ
t p( ㎜)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t 3( ㎜)

必要厚さ
t 3’ ( ㎜)

max( t 1,  t 2,

mi n( t 3, t 3’ ) )

t ( ㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di ( ㎜)

胴の外径
Do( ㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ ( ㎜)

必要厚さ
t 3( ㎜)

必要厚さ
t 3’ ( ㎜)

max( t 1,  t 2,

mi n( t 3, t 3’ ) )

t ( ㎜)

t s＞t， よっ て詳細解析が必要である。

t s＞t， よっ て詳細解析が必要である。

許容引張応力
S1( MPa)

降伏点
Sy( MPa)

呼び厚さ
t so( ㎜)

最小厚さ
t s( ㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t 1( ㎜)

必要厚さ
t 2( ㎜)

ℓ /Do

Do /t s

37229
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4.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位           項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P2

P3

P6

P15

P16

P17

P18

P3内部配管

P6内部配管

P15〜P16内部配管

P17〜P18内部配管

C2

C3

C2内部配管

C3内部配管

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C4内部配管

評価

6.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位           項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

外胴板

評価

部位           項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

tn≥t、よって⼗分である。

許容引張応⼒
S1(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)
t1、t2、t3の
⼤きい値

tn≥t、よって⼗分である。

最⼩厚さ
tn(㎜)

ts≥t、よって⼗分である。

Ｂ
呼び厚さ
tno(㎜)

237232

■
37232



7.環状形容器の底板の厚さの計算【第6条の2第6項及び第7項(第8条の2第1項準⽤)】

 部位           項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

下部リング

評価

8.容器の平板の厚さの計算【構造等に関する設計⽅針第8条の2第1項】

 部位           項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数
 C

直径⼜は最⼩ス
パン

 d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

C4キャップ

評価 tp≥t、よって⼗分である。

tp≥t、よって⼗分である。

337233

■
37233



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第3一時貯留処理槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

437234

■
37234



2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第6条の2第2項第一号、第四号】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第6条の2第2項第一号、第四号、第8条の2第14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

Do /ts B

ts<t，よって詳細解析が必要である。

ts<t，よって詳細解析が必要である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts＞t，よって詳細解析が必要である。

ts＞t，よって詳細解析が必要である。

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts

537235

■
37235
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

第7⼀時貯留処理槽

２ 構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴板

評価 ｔｓ＜ｔ ,よって詳細計算が必要である。

137237

■
37237



4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

 部位          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

本体胴下部鏡板

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P3

P9

P9コイルパイプ

P2

C1

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C4内部配管

評価

7.容器の鏡板の厚さの計算【構造等に関する設計⽅針第8条第2項】

 部位          項⽬ 鏡板使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
胴の外径
Do(㎜)

鏡板の内半径
R(㎜)

鏡板の外半径
Ro(㎜)

鏡板フランジ部
の外形
l(mm)

許容引張応⼒
Sl(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無

C4キャップ

 部位          項⽬
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
ℓ／Ｄｏ Ｄｏ／tc B1

必要厚さ
t3(㎜)

0.125／(Ro／tc) B2
必要厚さ

t4(㎜)
 ｔ１,ｔ２,ｔ３,ｔ

４の⼤きい値

C4キャップ

評価

8.管継⼿の厚さの計算【JIS B 2312(2001)13.1項】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
必要厚さ

t(㎜)
呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

 

ティー(P9)

評価 ｔｓ＜ｔ ,よって詳細計算が必要である。

部位           項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
許容引張応⼒

S1(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

tc≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

最⼩厚さ
tn(㎜)

よってさら形鏡板である。 ｔｃ＜ｔ ,よって詳細計算が必要である。

Ｂ
必要厚さ

t3(㎜)
t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

237238

■
37238



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第7一時貯留処理槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

337239

■
37239



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.3(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(1)  容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称 項目
穴の直径
d1 (㎜)

2.4(1) 97:103
容器の鏡板の2穴
以上の穴の中心
間の距離【8条第

3項第二号】

鏡板の外径
D1 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

最高使用圧力に
おける材料の
設計引張強さ

Su(MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P26

P1

評価

2.5(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P26

評価

ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。

tn≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP26及びP1である。

ts≧t，よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

437240

■
37240



2.5(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1

評価

2.6(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板設計引張強

さSu(MPa)
管台の設計引張
強さSu(MPa)

強め板の許容引
張応力 Sc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P26

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P26

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P26

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P26

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P26

評価

2.6(2) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板設計引張強

さSu(MPa)
管台の設計引張
強さSu(MPa)

強め板の許容引
張応力 Sc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1

評価 A0 ＞ Ar ，W ＜ 0，よって十分である。

大きい穴の補強

0 r

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

tn≥t、よって十分である。

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

537241

■
37241



2.6(3) 穴の補強計算（２以上の穴が接近しているとき）【第7条第7項第二号】

管台名称 項目
A1とA2の和Ad

(㎜)

A1とA2の和の1/2

Ar (㎜)

2つの穴の間の強
め材の断面積

Ars(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar1(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar2(mm
2)

2つの穴の愛大に
必要な胴の断面

積As(mm
2)

穴の内側溶け込
み深さL1i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL1o(mm)

穴の内側溶け込
み深さL2i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL2o(mm)

2つの穴の間及び
強め材の断面積

の和

A1(mm
2)

2つの穴の間の鏡
に溶着された管

壁の断面積

A2(mm
2)

２つの穴の中心
間に必要な距離d

(㎜)
穴の直径d1 (㎜) 穴の直径d2㎜) 係数F

２つの穴の中心
間の距離ℓ(mm)

胴，鏡板又は平
板の継ぎ目がな
い場合の計算上

必要な厚さ
tsr(mm)

P1

P26

評価 ℓ≧d，Ars≧Ar，Ad≧As，よって十分である。

637242

■
37242
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37243

■
37243



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

第5⼀時貯留処理槽

２ 構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

本体胴板

評価

4.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

下部胴板

評価 s

137244

■
37244



5.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

 部位          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

本体胴鏡板

評価

6.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

 部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

下部胴下部鏡板

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P2

C1

評価

8.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)

本体胴鏡板

評価

tn≥t、よって⼗分である。

c

237245

■
37245



9.⽳の補強計算（鏡板の⽳）【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

 部位          項⽬ 鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

S (MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

α(°)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

t (㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

t (㎜)

本体胴鏡板

 部位          項⽬
⽳の補強に必要

な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

本体胴鏡板

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0(㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する⽳
の限界径

dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
⾯積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

ＡJ0(㎟)

本体胴鏡板

 部位          項⽬
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

本体胴鏡板

 部位          項⽬
突合せ溶接部の

引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

本体胴鏡板

評価

 部位          項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

0 r ebp1 ebp2 ebp3 ebp4 ebp5 ebp6

337246

■
37246
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 6 4  

重 大 事 故 時 可 溶 性 中 性

子 吸 収 材 供 給 槽 ( 第 5

一 時 貯 留 処 理 槽 用 )  

37247

■
37247



1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

重大事故時可溶性中性子吸収剤供給
槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

137248

■
37248



3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板、中高面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第六号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号、第六号】

鏡

評価

鏡

評価

4.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第一号、第二号、第三号】

部位 項目 使用材料
水頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

円筒形の胴

評価

5.開放タンクの管台の厚さの計算【第6条の2第8項第一号、第二号】

部位 項目 使用材料
水頭
H(m)

管台の内径
Di(ｍ)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P2

評価

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

鏡板の外面にお
ける長径
DoL (㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

K

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

よって半だ円形鏡板である。

鏡板の外面にお
ける短径
DoS(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

ts≥t、よって十分である。

Ko Ro=DoLKo Ro／(100tc)
必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do Do /tc B1
必要厚さ
t3(㎜)

DoL／Dos

tn≥t、よって十分である。

tc≥t、よって十分である。

継手効率
η

B2
必要厚さ
t4(㎜)

t1、t2、t3、t4の

大きい値
t(㎜)

鏡板のフランジ
部の外径
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy (MPa)

237249

■
37249
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 6 5  

重 大 事 故 時 可 溶 性 中 性

子 吸 収 材 供 給 槽 ( 第 7

一 時 貯 留 処 理 槽 用 )  

37250

■
37250



■
37251



3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

4.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第一号、第二号、第三号】

部位 項目 使用材料
水頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

円筒形の胴

評価

5.開放タンクの管台の厚さの計算【第6条の2第8項第一号、第二号】

部位 項目 使用材料
水頭
H(m)

管台の内径
Di(m)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P2

評価

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tc≥t、よって十分である。よって半だ円形鏡板である。

237252

■
37252
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 6 6  

計 装 空 気 バ ッ フ ァ 槽  

37253

■
37253



1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

計装空気バックアップ槽

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

137254

■
37254



3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の穴の有無：無し、円形平板の場合)【第8条の2第2項】

最高使用温度
S (MPa)

常 温
S1 (MPa)

使 用 状 態
W1 (N)

ガスケット締付
時

W2 (N)

平板

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ） 炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

P3

P4

C1

評価

7.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴(P1,P4,C1)

評価

8.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡(P1,P3)

評価

9.穴の補強計算 胴の穴）、開放タンクの胴の穴の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位 項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の許容引張
応力 Ss(MPa)

管台の許容引張
応力 Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力 Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位 項目
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

胴板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位 項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位 項目
突合せ溶接部の

引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

tn≥t、よって十分である。

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ＞ Ar ，Webp1， W bp2， W bp3， Webp4， W bp5， Webp6 ≧W よって十分である。

tc≥t、よって十分である。よってさら形鏡板である。

補強の計算を要する穴はP4である。（P2,C1は61㎜以下、かつdr1以下のため補強を要しない）

補強の計算を要する穴は無しである。

tp≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

部位 項目
t1、t2 の大きい

値
 t (㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板使用材料

許容引張応力

平板 定数
C

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

ボルト穴中心円
周長
L (㎜)

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

ボルト荷重
モーメントアー

ム
hG(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

237255

■
37255



10.フランジの計算(内圧を受けるハブ差し込みフランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ ボルト フランジ

σb (MPa) σf(MPa) σa (MPa) σfa(MPa)

フランジ

使用状態 Am1
(㎟)

ガスケット締付
時

Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

 Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG HT hD hG hT MD MG MT

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時

Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

フランジ

評価

許容引張応力
(MPa)

ボルト本数
ｎ

使用状態におけるフランジの強さ ガスケット締付時のフランジの強さ

部位 項目

ボルト荷重

フランジ内外径
の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

係数
FL

部位 項目
組合せ応 力

応力の計算値
(MPa)

係数
U

係数
VL

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応 力
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)

ガスケット座の
基本幅 bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

ガスケット締付
最小荷重 Wm2 (N)

ボルトの
所要

実際のボルト総
断面積
Ab (㎟)

よって十分である。

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

係数
L

フランジの内径
 B(㎜)

フランジの外径
A(㎜)

ボルト使用材料

設計温度( 50 ℃)

許容引張応力

常温( 40 ℃)

係数
Y

係数
 Z

係数
d

係数
 e

ボルト呼び
ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

ガスケット座面
の幅
w (㎜)

ガスケット係数
 m

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

フランジの厚さ
 t (㎜)

係数
T

部位 項目
フランジ使用材

料
ガスケット使用

材料

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

設計圧力
P (MPa)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ハブの長さ h
(㎜)

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)
フランジに
作用する

モーメント

Ab＞Am，よって十分である。

部位 項目

337256

■
37256
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

硝酸プルトニウム貯槽

本体(気相部)

硝酸プルトニウム貯槽

本体(液相部)

硝酸プルトニウム貯槽

冷却ジャケット部

2.構造図
※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴(液相部，外胴板，冷却ジャケット
外)

胴(液相部，外胴板，胴底板)

胴(気相部，外胴板)

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

ts≥t、よって十分である。

137258

■
37258



4.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴(液相部，外胴板，冷却ジャケット
内)

胴(液相部，内胴板)

胴(液相部，内胴板，胴底板)

胴(気相部，内胴板)

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板(容器下部)

評価

6.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh (㎜)

使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

C2，C3，C4

P11，P12，P13，P14

P9，P10

評価

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tn≥t、よって十分である。

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

tp≥t、よって十分である。
dh＞d／2，よって第14項第二号ロ

(イ)による

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)部位 項目 継手の種類

放射線検査の有
無

ts≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

B使用材料 Do /tsℓ /Do

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

237259

■
37259



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

硝酸プルトニウム貯槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

337260

■
37260



2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(5) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(6) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts＞t，よって詳細解析が必要である。

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do Do /ts B

ts<t，よって詳細解析が必要である。

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

ts＞t，よって詳細解析が必要である。

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts

Do /ts B
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

ts＞t，よって詳細解析が必要である。

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

ts≧t，よって十分である。

ts≧t，よって十分である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

437261
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混 合 槽  

37262

■
37262



(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

混合槽A，B

本体(気相部)

混合槽A，B

本体(液相部)

混合槽A，B

冷却ジャケット部

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴(液相部，外胴板，冷却ジャケット
外)

胴(液相部，外胴板，胴底板)

胴(気相部，外胴板)

評価 ts≥t、よって十分である。

1
37263

■
37263



4.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴(液相部，外胴板，冷却ジャケット
内)

胴(液相部，内胴板)

胴(液相部，内胴板，胴底板)

胴(気相部，内胴板)

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板(容器下部)

評価

6.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh (㎜)

使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

C2，C3，C4

P14，P15，P16，P17

P13

評価

部位 項目 使用材料 Do /tsℓ /Do

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

ts≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

B

tp≥t、よって十分である。
dh＞d／2，よって第14項第二号ロ

(イ)による

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

tn≥t、よって十分である。

2
37264

■
37264



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

混合槽A，B

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

337265

■
37265



2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(5) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(6) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

ts≧t，よって十分である。

ts≧t，よって十分である。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

ts＞t，よって詳細解析が必要である。

ts＞t，よって詳細解析が必要である。

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts

Do /ts B
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

ts<t，よって詳細解析が必要である。

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

ts＞t，よって詳細解析が必要である。

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do Do /ts B

437266

■
37266
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混 合 廃 ガ ス 凝 縮 器  

37267

■
37267



1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

混合廃ガス凝縮器( )

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

1 37268

■
37268



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第一号、第二号】

部位 項目
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管穴の中心間の
距離

Pｔ(㎜)
使用材料

パッキンの中心
円の径又は胴の
内径 D(㎜)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

管及び管板の支
え方

による係数 F
管板の支え方

任意の管の中心
が

囲む面積 A(㎟)

面積Aの周りのう
ち穴の径

以外の部分の長
さ L(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最小厚さ
tb(㎜)

管板

評価

2.4(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

Pt≥Z、によって十分である。 tb≥t、よって十分である。

2 37269

■
37269
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混 合 廃 ガ ス デ ミ ス タ  

37270

■
37270



1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

混合廃ガスデミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

1 37271

■
37271



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
D (㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.4(1) フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb MPa) σf MPa) σn MPa) σa MPa) σfa MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo N)

ガスケット締付
時

Wg N)
HD HG Hr hD hG hr MD MG Mr

使用状態
 Mo N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg N・㎜)

フランジ

応力の計算値
MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
MPa)

許容引張応力
MPa)

応力の計算値
MPa)

許容引張応力
MPa)

応力の計算値
MPa)

許容引張応力
MPa)

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径
(㎜)

鏡板

評価

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

dh＞d／2，よって第8条の2

第14項第二号ロ(イ)による

ガスケットにか
ける圧縮力

HP N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 N)

ガスケット締付
最小荷重 Wm2

N)

Ab＞Am，よって十分である。

爆発時の圧力
P MPa)

設計引張強さ

フランジの外径
A(㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

部位 項目
フランジ使用材

料
胴又は管台壁使

用材料
ボルト使用材料

ガスケット使用
材料

  ボルトの所要総断面積
実際のボルト総

断面積
 Ab (㎟)

ハブの長さ h
(㎜)

爆発時の温度( 130 ℃ ) 常温( 40  ℃)

部位 項目 ボルト呼び
ボルト本数

ｎ
ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

ガスケット座面
の幅

w (㎜)

ガスケット係数
 m

最小設計締付圧
力

 y MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H N)

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

係数
 Z

係数
d

部位 項目

ボルト荷重

距離
 R(㎜)

荷 重 N) モーメントアーム(㎜) モーメント N・㎜)
フランジに
作用する

モーメント フランジ内外径
の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 e

フランジの厚さ
 t (㎜)

係数
L

係数
F

係数
T

係数
U

係数
V

係数
Y

応力の計算値
MPa)

許容引張応力
MPa)

応力の計算値
MPa)

許容引張応力
MPa)

応力の計算値
MPa)

許容引張応力
MPa)

組合せ応 力
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

MPa)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

応力の計算値
MPa)

許容引張応力
MPa)

応力の計算値
MPa)

許容引張応力
MPa)

よって十分である。

組合せ応 力

フランジ

部位 項目

使用状態におけるフランジの強さ ガスケット締付時のフランジの強さ

2 37272
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

本体(気相部)

一時貯槽

本体(液相部)

一時貯槽

冷却ジャケット部

2.構造図
※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴(液相部，外胴板，冷却ジャケット
外)

胴(液相部，外胴板，胴底板)

胴(気相部，外胴板)

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

ts≥t、よって十分である。

1
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4.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴(液相部，外胴板，冷却ジャケット
内)

胴(液相部，内胴板)

胴(液相部，内胴板，胴底板)

胴(気相部，内胴板)

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板(容器下部)

評価

6.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

部位  項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh (㎜)

使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位  項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

C2，C3，C4

P14，P15，P16，P17

P7，P13

評価

B部位 項目 使用材料 Do /tsℓ /Do

強め輪間の有効
長さ
ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

p

tp≥t、よって十分である。
dh＞d／2，よって第14項第二号ロ

(イ)による

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

n

2
37275

■
37275



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

一時貯槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

337276

■
37276



2.1(1)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3)容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(5) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.1(6) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴、外面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ、ハ】

胴

評価

2.2(1) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(2) 容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

s

s

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

h

第14項第二号ロ(イ)による
tp≥t、よって十分である。

p

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

B
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

ts＞t，よって詳細解析が必要である。

s

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do

Do /ts

Do /ts B
必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

s

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

許容引張応力
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t3’(㎜)

max(t1, t2,

min(t3,t3’))

t(㎜)

s

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ℓ /Do Do /ts B

437277
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

凝縮器A,B
管側

凝縮器A,B
胴側

凝縮器A,B
伝熱管

凝縮器A,B
管板

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

胴
評価

4.開放タンクの補強を要しない⽳の最⼤径【6条の2第4項第⼆号】

胴

評価

5.開放タンクの管台の厚さの計算【第6条の2第8項第⼀号、第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

管台の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P7
評価 n

s

部位          項⽬ ⽳の径が85㎜以下の⽳

P7
よって，補強の計算を要する⽳は

ない。

137279
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6.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第⼀号、第⼆号】

部位          項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離
Pｔ(㎜)

使⽤材料
パッキンの中⼼
円の径⼜は胴の
内径 D(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数 F
管板の⽀え⽅

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積 A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ L(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

管板

評価

7.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

伝熱管

評価 t

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t (㎜)

Ｂ部位          項⽬

t b

使⽤材料
伝熱管の外径

D (㎜)
許容引張応⼒
S(MPa)

降伏点
S (MPa)

必要厚さ
t (㎜)

t1、t2の
⼤きい値

呼び厚さ
t (㎜)

最⼩厚さ
t (㎜)

237280
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

廃ガス洗浄塔

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

胴

評価

4.開放タンクの補強を要しない⽳の最⼤径【6条の2第4項第⼆号】

胴

評価

5.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

部位          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

6.開放タンクの管台の厚さの計算【第6条の2第8項第⼀号、第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

管台の内径
Di(m)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

評価 n

s

部位          項⽬ ⽳の径が85㎜以下の⽳

P1

よって，補強の計算を要する⽳は
ない。

137282
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1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

セル導出ユニットフィルタ

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい
値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の小さい
値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価 補強の計算を要する穴はない。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

デミスタ
1405-D22

２ 構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴、外⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ、ハ】

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板、中⾼⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第⼆号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6 条の2 第7 項第⼆号(第8 条第2 項準⽤)第⼀号、第⼆号】

鏡

評価

鏡

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

P1,P2

P3

P4

評価

6.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
許容引張応⼒

S(MPa)
鏡板の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値 K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値

200、dr2の⼩さ
い値

補強を要しない
⽳の最⼤径

鏡（P1,P2,P3,P4）

評価

放射線検査の有
無

継⼿の種類
継⼿効率

η
ℓ /Do Do /tc B1

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t4(㎜)

Ro／(100tc)部位          項⽬

B部位          項⽬ 使⽤材料 Do /tsℓ /Do

強め輪間の有効
⻑さ

許容引張応⼒
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

部位          項⽬

使⽤材料
最⼩厚さ

tc(㎜)
呼び厚さ

tco(㎜)
降伏点

Sy (MPa)
許容引張応⼒

S1(MPa)

鏡板のフランジ
部の外径
ℓ (㎜)

さら形鏡板の形
状による係数

 W

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

D (㎜)
必要厚さ

t (㎜)
許容引張応⼒

S (MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t (㎜)

呼び厚さ
t (㎜)

s

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

n

最⼩厚さ
t (㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

鏡板の外径
Doc(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
3tco

(㎜)
鏡板の呼び厚さ

tco(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
 R(㎜)

Ｂ

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

鏡板の中央部の
外半径

  R  (㎜)

t1、t2、t3、t4の
⼤きい値

t(㎜)
B2

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t (㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

137289
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7.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(鏡板のすみの丸みの⽳)【第8条第3項第⼆号】

P3

評価

8.容器の鏡板の2⽳以上の⽳の中⼼間の距離【8条第3項第⼆号】

管台名称          項⽬
⽳の直径
d1 (㎜)

⽳の直径
d2 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断⾯の外径

D (㎜)

係数
K

鏡板の外⾯に
沿った2つの⽳の
中⼼間の距離
L (㎜)

2つの⽳の中⼼間
距離

ℓ (㎜)

最⾼使⽤圧⼒に
おける材料の
許容引張応⼒

S (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継⼿効率
η

円すいの頂⾓の2
分の1
θ (°)

P2

P4

評価

部位          項⽬ ⽳の径が20㎜以下の⽳

よって，補強の計算を要する⽳は
P3である。
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9.⽳の補強計算（鏡板の⽳）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

P1

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

P1

P1

評価

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe11(N)

部位          項⽬
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

0 r ebp1 ebp2 ebp3 ebp ebp5 ebp6

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

部位          項⽬
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe1(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe2(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断⼒

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断⼒

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe9(N)
管台壁のせん断⼒

Ｗe10(N)

部位          項⽬

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ2(MPa)

管台壁の許容せん断応⼒
ＳＷ4(MPa) 応⼒除去の有無

 部位           項⽬

⼤きい⽳の補強
補強を要する⽳

の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要な⾯積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強⾯積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強⾯積
ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の有効補強⾯積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総⾯積
ＡJ0(㎟

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

α(°)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

 部位           項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認
鏡板の有効補強⾯積

Ａ1(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3(㎟)
強め板の有効補強⾯積

Ａ4(㎟)
補強に有効な総⾯積

Ａ0(㎟)
⽳の補強に有効な⾯積

ＡrD(㎟)
鏡板の有効補強⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)
強め板の有効補強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)
補強に有効な総⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

部位          項⽬
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)

部位          項⽬ 鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張応⼒

Ss(MPa)
管台の許容引張応⼒

Sｎ(MPa)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

突合せ溶接部の許容引張断応⼒
ＳＷ3(MPa)

⽳の補強に必要
な⾯積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

強め板の許容引張応⼒
Sc(MPa)
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10.⽳の補強計算（鏡板の⽳）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

P2

P2

P2

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

P2

P2

評価

管台が取り付く
⽳の径
d (㎜)

部位          項⽬
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe1(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe2(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断⼒

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断⼒

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe9(N)
管台壁のせん断⼒

Ｗe10(N)

部位          項⽬

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応⼒
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応⼒
ＳＷ4(MPa) 応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe11(N)

部位          項⽬ Ｗeｂｐ1(N) Ｗeｂｐ2(N) Ｗeｂｐ3(N) Ｗeｂｐ4(N) Ｗeｂｐ5(N) Ｗeｂｐ6(N)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

 部位           項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認
鏡板の有効補強⾯積

Ａ1(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3(㎟)
強め板の有効補強⾯積

Ａ4(㎟)
補強に有効な総⾯積

Ａ0(㎟)
⽳の補強に有効な⾯積

ＡrD(㎟)
鏡板の有効補強⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)
強め板の有効補強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)
補強に有効な総⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

 部位           項⽬

⼤きい⽳の補強
補強を要する⽳

の限界径
補強の有効範囲

XJ1(㎜)
補強の有効範囲

XJ2(㎜)
補強の有効範囲

XJ(㎜)

⽳の補強に必要な⾯積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強⾯積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強⾯積
ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の有効補強⾯積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総⾯積
ＡJ0(㎟

部位          項⽬

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積
A （㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

t (㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒ (㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

部位          項⽬ 鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張応⼒

Ss(MPa)
管台の許容引張応⼒

Sｎ(MPa)
強め板の許容引張応⼒

Sc(MPa)

437292
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11.⽳の補強計算（鏡板の⽳）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

P3

P3

P3

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

P3

評価

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

部位          項⽬
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe1(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe2(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断⼒

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断⼒

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe9(N)
管台壁のせん断⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応⼒
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応⼒
ＳＷ4(MPa) 応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe11(N)

部位          項⽬
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

 機器名          項⽬

⼤きい⽳の補強
補強を要する⽳

の限界径
d (㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要な⾯積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強⾯積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強⾯積
ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の有効補強⾯積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総⾯積
ＡJ0(㎟

部位          項⽬

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒ (㎜)

 部位           項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認
鏡板の有効補強⾯積

Ａ1(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3(㎟)
強め板の有効補強⾯積

Ａ4(㎟)
補強に有効な総⾯積

Ａ0(㎟)
⽳の補強に有効な⾯積

ＡrD(㎟)
鏡板の有効補強⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)
強め板の有効補強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)
補強に有効な総⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

部位          項⽬
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

部位          項⽬
鏡板の許容引張応⼒

Ss(MPa)
管台の許容引張応⼒

Sｎ(MPa)
強め板の許容引張応⼒

Sc(MPa)
⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積
A （㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板と管台の交

⾓
鏡板の最⼩厚さ

ts(㎜)
管台の最⼩厚さ

tn(㎜)
鏡板の継⼿効率

η
係数
Ｆ

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

t (㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

537293

■
37293



1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

デミスタ( )

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1, P2

評価

2.4(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(1) .容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称 項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

最高使用圧力に
おける材料の
設計引張強さ

Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P1

P3

評価 ℓ≧L ，よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP1,P2である。
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2.6(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ Suｎ(MPa)

強め板の設計引
張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

管台番号：P1 参照附図 WELD-34

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：P1 参照附図 WELD-34

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

管台番号：P1 参照附図 WELD-34

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

管台番号：P1 参照附図 WELD-34

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

管台番号：P1 参照附図 WELD-34

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ＞ Ar ，W<0, よって十分である。

8
37296

■
37296



 
 
 

 
 

精
製
 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ － ２ － ２ － １ － 7 7  

廃 ガ ス 洗 浄 塔  

37297

■
37297



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

本体

ガイドパイプ

伝熱管

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴、外⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ、ハ】

胴（上部）

胴（下部）

評価

4.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円すい形の胴）(形状：図７−１)【第7条第1項第⼀号、第７条第３項第⼀号、第⼆号チ】

⼤径端 ⼩径端 ⼤径端 ⼩径端 ⼤径端 ⼩径端 ⼤径端 ⼩径端

胴（円すい部）

評価

5.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円すい形の胴、外⾯に圧⼒を受ける円すい形の胴）(形状：図７−１)【第7条第1項第⼀号、第７条第3項第⼀号、第⼆号チ、第⼆号リ】

⼤径端 ⼩径端 ⼤径端 ⼩径端 ⼤径端 ⼩径端 ⼤径端 ⼩径端

胴（円すい部）

評価

6.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板、中⾼⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第⼆号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6 条の2 第7 項第⼆号(第8 条第2 項準⽤)第⼀号、第⼆号】

鏡（上部）

鏡（下部）

評価

鏡（上部）

鏡（下部）

評価

7.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ル、平板の⽳の有無：無し)【第8条の2第1項】

 部位          項⽬
直径⼜は最⼩ス

パン
d (㎜)

d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

th／4
 (㎜)

使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

平版

評価

8.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P10,P11

C4-1（先端部）

C4-2（容器外根本部）

C4-3（容器内根本部）

評価

胴の有効内径
 D ，Ds (㎜)

すその丸みの内半径
ro，rs (㎜)

円すいの形状による係数
W 必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2、t3、t の
⼤きい値B2

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

放射線検査の有
無

継⼿の種類
継⼿効率

η

必要厚さ
t3(㎜)

ℓ /Dos Dos/ts B
必要厚さ

t (㎜)

t1、t2、t3、t の
⼤きい値

t(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

許容引張応⼒
S1(MPa)

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t (㎜)

Ro／(100tc)

呼び厚さ
tso(㎜)

3tso

 (㎜)

使⽤材料
最⼩厚さ

tc(㎜)
呼び厚さ

tco(㎜)
降伏点

Sy (MPa)
許容引張応⼒

S1(MPa)

鏡板のフランジ
部の外径

さら形鏡板の形
状による係数

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

鏡板の中央部の
外半径

使⽤材料
円すいの頂⾓の1

／2
θ (°)

強め輪間の有効
⻑さ

ℓ (㎜)

放射線検査の有
無

Do /tc B1

部位          項⽬ 使⽤材料

鏡板の外径
Doc(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
3tco

(㎜)
鏡板の呼び厚さ

tco(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径

部位          項⽬

部位          項⽬
胴の⼤径端側の

内径
Do(㎜)

胴の⼤径端側の
すその丸みの内

半径
r (㎜)

胴の⼩径端側の
内径

Ds(㎜)

胴の⼩径端側の
すその丸みの内

半径
r (㎜)

胴の呼び厚さ
tso(㎜)

0.06(Do＋2tso)
 (㎜)

0.06(Ds＋2tso)
 (㎜)

3tso

 (㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

部位          項⽬

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

強め輪間の有効
⻑さ

ℓ (㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

胴の⼩径端側の
すその丸みの内

半径
rs(㎜)

胴の呼び厚さ
tso(㎜)

0.06(Do＋2tso)
 (㎜)

0.06(Ds＋2tso)
 (㎜)

放射線検査の有
無

継⼿の種類
継⼿効率

η
許容引張応⼒

S(MPa)

円すいの頂⾓の1
／2

θ (°)

Do /tsℓ /Do

使⽤材料

胴の有効内径
Di，Ds (㎜)

部位          項⽬
胴の⼤径端側の

内径
Do(㎜)

胴の⼤径端側の
すその丸みの内

半径
ro(㎜)

胴の⼩径端側の
内径

Ds(㎜)

B
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

外圧計算に⽤い
る胴の径
Dos  (㎜)

降伏点
Sy(MPa)

ℓ /Do

許容引張応⼒
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

すその丸みの内半径
ro，rs (㎜)

円すいの形状による係数
W

必要厚さ
t1(㎜)

継⼿の種類

1
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9.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

P1

P2,P8,P9,P13

P3,P12

P4

P5,P6,P7

C1,C2,C3

P14

P15

P16,P17

評価

10.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
許容引張応⼒

S(MPa)
鏡板の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値 K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値

200、dr2の⼩さ
い値

補強を要しない
⽳の最⼤径

P1,P2

評価

11.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第⼆号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴（P3,P4）

評価

12.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第⼆号】

胴（P12）

評価

13.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円すい形鏡板)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第⼆号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴
（P5,P6,P7,P8,P9,P10,P11,P13,P14
P15,P16,P17,C1,C2,C3,C4）

評価

14.容器の鏡板の2⽳以上の⽳の中⼼間の距離【8条第3項第⼆号】

管台名称          項⽬
⽳の直径
d1 (㎜)

⽳の直径
d2 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断⾯の外径

D (㎜)

係数
K

鏡板の外⾯に
沿った2つの⽳の
中⼼間の距離
L (㎜)

2つの⽳の中⼼間
距離

ℓ (㎜)

最⾼使⽤圧⼒に
おける材料の
許容引張応⼒

S (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継⼿効率
η

円すいの頂⾓の2
分の1
θ (°)

P1

P2

評価

dr2：図より求めた値
(㎜)

200、dr2の⼩さい値
(㎜)

補強を要しない⽳の最⼤径
(㎜)

許容引張応⼒ S(MPa) 胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

K Dts

(㎟)

部位          項⽬

許容引張応⼒ 継⼿効率
継⼿の種類

放射線検査の有 必要厚さ

継⼿効率
η

継⼿の種類使⽤材料
許容引張応⼒ S(MPa) 胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
胴の外径

D(㎜)

円すい頂⾓の1／
2

θ（°）

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)

 部位          項⽬

 部位          項⽬ 使⽤材料
必要厚さ t1、t2、t3の 呼び厚さ

使⽤材料
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、d 1の⼩さい
値

(㎜)

K

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

Dts

(㎟)
K

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)

継⼿の種類
放射線検査の有

無

Ｂ
管台の外径 必要厚さ

胴の外径
D(㎜)

許容引張応⼒ S(MPa) 胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

最⼩厚さ

dr2：図より求めた値
(㎜)

200、dr2の⼩さい値
(㎜)

補強を要しない⽳の最⼤径
(㎜)

Dts

(㎟)

dr2：図より求めた値
(㎜)

200、dr2の⼩さい値
(㎜)

補強を要しない⽳の最⼤径
(㎜)

2
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15.⽳の補強計算（胴の⽳）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

P4

P4

評価

16.⽳の補強計算（鏡板の⽳）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

P1

P1

P1

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

P1

P1

評価

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe11(N)

 部位          項⽬
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ (N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

 部位          項⽬
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe1(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe2(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断⼒

Ｗe (N)
突合せ溶接部のせん断⼒

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe9(N)
管台壁のせん断⼒

Ｗe10(N)

 部位          項⽬

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ2(MPa)

管台壁の許容せん断応⼒
ＳＷ (MPa) 応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

 部位          項⽬

⼤きい⽳の補強

補強を要する⽳
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要な⾯積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強⾯積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強⾯積
ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の有効補強⾯積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強⾯積
ＡJ (㎟)

補強に有効な総⾯積
ＡJ0(㎟

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

 部位          項⽬
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ (N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

鏡板の内径
Di(㎜)

 部位          項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認
鏡板の有効補強⾯積

Ａ1(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3(㎟)
強め板の有効補強⾯積

Ａ (㎟)
補強に有効な総⾯積

Ａ0(㎟)
⽳の補強に有効な⾯積

ＡrD(㎟)
鏡板の有効補強⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)
強め板の有効補強⾯積

Ａ Ｄ(㎜)
補強に有効な総⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

 部位          項⽬
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)

 部位          項⽬ 鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張応⼒

Ss(MPa)
管台の許容引張応⼒

Sｎ(MPa)
強め板の許容引張応⼒

Sc(MPa)
⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

 部位          項⽬
補強を要する⽳

の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

胴板の有効補強⾯積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強⾯積
ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の有効補強⾯積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強⾯積
ＡJ (㎟)

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ

 部位          項⽬
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe9(N)
管台壁のせん断⼒

Ｗe10(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe1(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe2(N)
すみ⾁溶接部のせん断⼒

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断⼒

Ｗe (N)

応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

突合せ溶接部のせん断⼒
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張⼒
Ｗe8(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

 部位          項⽬

 部位          項⽬
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) ⽳の補強に必要

な⾯積
溶接⼨法
Ｌ (㎜)

胴板の許容引張応⼒
Ss(MPa)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe11(N)

溶接⼨法
Ｌ (㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

突合せ溶接部の許容引張断応⼒
ＳＷ3(MPa)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

⼩さい⽳の補強
胴板の有効補強⾯積

Ａ1(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

⽳の補強に必要
な⾯積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

管台使⽤材料 強め板使⽤材料

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

⼤きい⽳の補強
⽳の補強に必要な⾯積

ＡJｒ(㎟)

 部位          項⽬

 部位          項⽬ 強め板の有効補強⾯積
Ａ (㎟)

補強に有効な総⾯積
Ａ0(㎟)

X1=X2でない場合の確認
⽳の補強に有効な⾯積

ＡrD(㎟)
胴板の有効補強⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)
強め板の有効補強⾯積

Ａ Ｄ(㎜)
補強に有効な総⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

胴板使⽤材料

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

管台の許容引張応⼒
Sｎ(MPa)

強め板の許容引張応⼒
Sc(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

胴板と管台の交
⾓

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

補強に有効な総⾯積
ＡJ0(㎟

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応⼒
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応⼒
ＳＷ (MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板と管台の交
⾓
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円すい形の胴、外面に圧力を受ける円すい形の胴）(形状：図７－１)【第7条第1項第一号、第７条第3項第一号、第二号チ、第二号リ】

大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ル、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

th／4

 (㎜)
使用材料

設計引張強さ
Su MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 P1)

評価

2.4(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 P4)

評価

最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t4(㎜)

t1、t2、t3、t4の

大きい値
t(㎜)

よって円すい形の胴である。 ts≥t、よって十分である。

必要厚さ
t1(㎜)

胴の有効内径
 Di，Ds (㎜)

すその丸みの内半径
ro，rs (㎜)

円すいの形状による係数
W

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

ℓ /Dos Dos/ts B

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

部位 項目
胴の大径端側の

内径
Do(㎜)

胴の大径端側の
すその丸みの内

半径
ro(㎜)

胴の小径端側の
内径
Ds(㎜)

胴の小径端側の
すその丸みの内

半径
rs(㎜)

胴の呼び厚さ
tso(㎜)

0.06 Do＋2tso)

 (㎜)

0.06 Ds＋2tso)

 (㎜)

3tso

 (㎜)
使用材料

外圧計算に用い
る胴の径
Dos  (㎜)

円すいの頂角の
1／2

θ (°)

強め輪間の有効
長さ

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su1 MPa)

降伏点
Sy MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

tn≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。
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2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴

評価

2.5(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1= D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1= D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(4) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1= D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.6(1) .容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称 項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴
の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心
間距離
ℓ (㎜)

最高使用圧力に
おける材料の
設計引張強さ

Su MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の
2分の1
θ (°)

P1

P2

評価

2.6(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P4 参照附図 WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P4 参照附図 WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P4 参照附図 WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P4 参照附図 WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P4 参照附図 WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P4 参照附図 WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：P4 参照附図 WELD-4

評価

2.6(2) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ Sus MPa)

管台の設計引張
強さ Suｎ MPa)

強め板の設計引
張強さ
Suc MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
t r(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

管台番号：P1 参照附図 WELD-34

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
D n(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：P1 参照附図 WELD-34

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

管台番号：P1 参照附図 WELD-34

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1 N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2 N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1 MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2 MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3 MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4 MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1 N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2 N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3 N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4 N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5 N)

管台番号：P1 参照附図 WELD-34

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6 N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7 N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8 N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9 N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10 N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11 N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1 N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2 N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3 N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4 N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5 N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6 N)

管台番号：P1 参照附図 WELD-34

評価

補強の計算を要する穴はP4である。

補強の計算を要する穴はない。

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ Su MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1= D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc MPa) 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚
さ

tn(㎜)

ℓ≧L ，よって十分である。

部位 項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計引張強さ

Sus MPa)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)
部位 項目

胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1 N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2 N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ N)

部位 項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1 N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2 N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3 N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4 N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1 MPa)

予想される破断箇所の強さ
Ｗeｂｐ5 N)

予想される破断箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6 N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9 N)

管台壁のせん断力
Ｗe10 N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2 MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3 MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4 MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5 N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6 N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7 N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8 N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ＞ Ar ，W<0, よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP1である。

AO > Ar，W < 0, よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11 N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1 N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2 N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3 N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4 N)

6

37303

■
37303
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凝 縮 器  

37304

■
37304



■
37305



5.容器の管板の厚さの計算（⾓形管板）【第10条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離

Pｔ(㎜)
使⽤材料

最⼩スパン
ｄ(㎜)

最⼩スパンに直
⾓に

測った最⼤スパ
ン

管及び管板の⽀
え⽅

による係数
F

形状によって定
まる定数

Z

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積
A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

管板

評価

6.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第⼀号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径 許容引張応⼒ 継⼿効率

継⼿の種類
放射線検査の有 必要厚さ 呼び厚さ 最⼩厚さ

伝熱管

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

P1,P2

P5

評価 n

最⼩厚さ必要厚さ t1、t2、t3の 呼び厚さ必要厚さ許容引張応⼒ 継⼿効率
継⼿の種類

放射線検査の有 必要厚さ
Ｂ 部位          項⽬ 使⽤材料

管台の外径

b

tt≥t1、よって⼗分である。

t

237306

■
37306



1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

凝縮器( )

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

ＴＢＰ等の錯体の急激な分解反応時の圧⼒は凝縮器の胴側に作⽤する。⼀⽅で，胴側の
最⾼使⽤圧⼒は 管側の最⾼使⽤圧⼒は である。このことから，
管側とのバウンダリとなる管板，伝熱管については，ＴＢＰ等の錯体の急激な分解反応
時よりも最⾼使⽤圧⼒の⽅が厳しい条件となるため評価は省略する。

337307

■
37307



2.1(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh (㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh (㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

tp≧t、よって十分である。

dh≦d／2，よって第14 項第二号イ
(ロ)による

tp≧t、よって十分である。

dh≦d／2，よって第14 項第二号イ
(ロ)による

tp≧t、よって十分である。

437308

■
37308
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37309

■
37309



■
37310



6.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ト、平板の⽳の有無：無し)【第8条の2第1項】

 部位          項⽬
設計⽅針図中に

⽰す値
tw (㎜)

継⽬なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

2tr

(㎜)
1.25ts

(㎜)
使⽤材料

許容引張応⼒
S(MPa)

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

継⽬なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け⽅法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

平板(1)

平板(2)

平板(3)

評価

7.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ト、平板の⽳の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第⼆号イ(ロ)】

 部位          項⽬
設計⽅針図中に

⽰す値
tw (㎜)

継⽬なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

2tr

(㎜)
1.25ts

(㎜)

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

⽳の径
dh(㎜)

使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

継⽬なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け⽅法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

平板(1)

平板(2)

平板(3)

平板(4)

評価 tp≥t、よって⼗分である。dh≦d／2，よって第14 項第⼆号イ(ロ)による

tp≥t、よって⼗分である。

237311

■
37311



8.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

P1-1

P1-2

P2

P3,P4

C1,C2,C3,C4

連絡管

評価

9.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

胴(連絡管)

評価

胴(C1)

評価

10.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)

鏡(P3,P4)

評価

tn≥t、よって⼗分である。

Ｂ

補強の計算を要する⽳は無しである。

補強の計算を要する⽳は無しである。

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

補強の計算を要する⽳は連絡管である。

許容引張応⼒
S1(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)
t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

337312

■
37312



11.⽳の補強計算（胴の⽳）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

連絡管

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

連絡管

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

連絡管

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

連絡管

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

連絡管

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

連絡管

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

連絡管

評価

補強に有効な総⾯積
Ａ0(㎟)

X1=X2でない場合の確認

 部位          項⽬

 部位          項⽬ 強め板の有効補強⾯積
Ａ4(㎟)

A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3， Webp4， Webp5， Webp6 ≧W よって⼗分である。

 部位          項⽬
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) ⽳の補強に必要

な⾯積

 部位          項⽬
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部のせん断⼒
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張⼒
Ｗe6(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応⼒
ＳＷ3(MPa)

 部位          項⽬
補強を要する⽳

の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

 部位          項⽬
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe9(N)
管台壁のせん断⼒

Ｗe10(N)

⼤きい⽳の補強
⽳の補強に必要な⾯積

ＡJｒ(㎟)

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断⼒
Ｗe4(N)

 部位          項⽬

補強に有効な総⾯積
ＡJ0(㎟

応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ2

突合せ溶接部の引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張⼒
Ｗe8(N)

管台壁の許容せん断応⼒
ＳＷ4(MPa)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

胴板の有効補強⾯積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強⾯積
ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の有効補強⾯積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強⾯積
ＡJ4(㎟)

胴板の許容引張応⼒
Ss(MPa)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

⽳の補強に有効な⾯積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強⾯積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強⾯積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の有効補強⾯積
Ａ3Ｄ(㎟)

胴板使⽤材料
補正⽳の径

de(㎜)

胴板と管台の交
⾓

α(°)

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

⼩さい⽳の補強
胴板の有効補強⾯積

Ａ1(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2(㎟)
補強に有効な総⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

管台使⽤材料 強め板使⽤材料

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

強め板の有効補強⾯積
Ａ4Ｄ(㎜)

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe11(N)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

すみ⾁溶接部の有効補強⾯積
Ａ3(㎟)

管台の許容引張応⼒
Sｎ(MPa)

強め板の許容引張応⼒
Sc(MPa)

⽳の径
d(㎜)

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

437313

■
37313



1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第1高性能粒子フィルタA(
)，第1高性能粒子フィルタB(

)，第1高性能粒子フィルタ
C )，第2高性能粒子フィル
タA( )，第2高性能粒子フィ
ルタB( )，第2高性能粒子
フィルタC( )

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

5
37314

■
37314



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) .容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円すい形の胴）(形状：図７－４)【第7条第1項第一号、第７条第３項第一号、第二号チ】

部位 項目
円すいの頂角の

1/2
θ (°)

使用材料
胴の有効内径

Di(㎜)

円すいの頂角の1
／2

θ (°)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価
よって円すい形
の胴である。

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1).容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ト、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第二号イ(ロ)】

部位 項目
設計方針図中に

示す値
tw (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

2tr
(㎜)

1.25ts

(㎜)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.3(2).容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ト、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目
設計方針図中に

示す値
tw (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

2tr
(㎜)

1.25ts

(㎜)
使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.3(3).容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ト、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目
設計方針図中に

示す値
tw (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

2tr
(㎜)

1.25ts

(㎜)
使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.3(4).容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ト、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第二号ロ(イ)】

部位 項目
設計方針図中に

示す値
tw (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

2tr
(㎜)

1.25ts

(㎜)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.3(5).容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ト、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目
設計方針図中に

示す値
tw (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

2tr
(㎜)

1.25ts

(㎜)
使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

dh≦d／2，よって第14 項第二号イ(ロ)による tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

dh＞d／2，よって第14項第二号ロ(イ)による tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。
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2.3(6).容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ト、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第二号ロ(イ)】

部位 項目
設計方針図中に

示す値
tw (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

2tr
(㎜)

1.25ts

(㎜)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.3(7).容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ト、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第二号イ(ロ)】

部位 項目
設計方針図中に

示す値
tw (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

2tr
(㎜)

1.25ts

(㎜)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

継目なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台(連絡管)

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴

評価

2.5(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

dh≦d／2，よって第14 項第二号イ(ロ)による tp≥t、よって十分である。

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

tn≥t、よって十分である。

dh＞d／2，よって第14項第二号ロ(イ)による tp≥t、よって十分である。

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)

補強の計算を要する穴は連結管である。

補強の計算を要する穴はない。
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2.6(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：連絡管 参照附図 WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：連絡管 参照附図 WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：連絡管 参照附図 WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：連絡管 参照附図 WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：連絡管 参照附図 WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：連絡管 参照附図 WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：連絡管 参照附図 WELD-1

評価

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位 項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計引張強さ

Sus(MPa)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)
部位 項目

胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

AjO > Ajr，W < 0, よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)部位 項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)
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(1)　設計条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第1 廃ガス洗浄塔

2.構造図
※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴(上部)

胴(中部)

胴(下部)

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡(上部)

鏡(下部)

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

P3

P4

P5，P6，P7，P8，P9，P10，C1，C2，
C3

評価

6.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴(上部)(P7，P10)

胴(下部)(P1，P2，P3，P6，P8，P9，
C1，C2，C3)

評価

よって半だ円形鏡板である。

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

ts≥t、よって十分である。

tc≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴は無しである。
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7.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡(上部)(P4)

評価

8.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡(下部)(P5)

評価

9.穴の補強計算（半だ円形鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位　　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力

Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内面にお
ける長径のK1倍

R(㎜)

鏡板の内面にお
ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径
Dis(㎜)

長径と短径の比
DiL/Dis

係数K1

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

鏡(上部)(P4)

部位　　　　　　　　　　　項目
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

鏡(上部)(P4)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に必要
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
Xj1(㎜)

補強の有効範囲
Xj2(㎜)

補強の有効範囲
Xj(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ａjｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａj1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａj2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａj3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａj4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａj0(㎟)

鏡(上部)(P4)

部位　　　　　　　　　　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

鏡(上部)(P4)

部位　　　　　　　　　　　項目
突合せ溶接部の

引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

鏡(上部)(P4)

評価

10.フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG HT hD hG hT MD MG MT

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

評価

係数
L

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)ボルト荷重

距離
 R(㎜)

係数
 Z

係数
d

係数
 e

フランジの厚さ
 t (㎜)

係数
F

係数
T

係数
U

係数
V

係数
Y

フランジに
作用する
モーメント フランジ内外径

の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

ガスケット使用
材料

ボルト呼び

部位　　　　　　　　　　　項目 ボルト使用材料
ハブの長さ h

(㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ボルト中心円の
直径
C (㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

フランジの外径
A(㎜)

  ボルトの所要総断面積
実際のボルト総

断面積
 Ab (㎟)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

部位　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

補強の計算を要する穴は無しである。

部位　　　　　　　　　　　項目
組合せ応力

許容引張応力

設計温度( 　130　　℃) 常温(　　40　　 ℃)

部位　　　　　　　　　　　項目
ガスケット座面

の幅
w (㎜)

ガスケット係数
 m

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

A0＞Ar，W≦0　よって十分である。

部位　　　　　　　　　　　項目

フランジ使用材
料

胴又は管台壁使
用材料

設計圧力
P (MPa)

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

フランジ

応力の計算値
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

よって十分である。

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応力

使用状態におけるフランジの強さ

補強の計算を要する穴はP4 である。

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

ガスケット締付
最小荷重 Wm2 (N)

Ab＞Am，よって十分である。

ガスケット締付時のフランジの強さ

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

ボルト本数
ｎ

ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第１廃ガス洗浄塔

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1)　フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG Hr hD hG hr MD MG Mr

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

評価

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって十分である。

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

ガスケット締付
最小荷重 Wm2

(N)

  ボルトの所要総断面積

フランジ

係数
L

　部位　　　　　　　　　　項目

使用状態におけるフランジの強さ ガスケット締付時のフランジの強さ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応 力
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)

組合せ応 力

係数
F

係数
T

係数
U

係数
V

係数
Y

係数
 Z

係数
d

係数
 e

フランジの厚さ
 t (㎜)

Ab＞Am，よって十分である。

　部位　　　　　　　　　　項目

ボルト荷重

距離
 R(㎜)

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)
フランジに
作用する

モーメント フランジ内外径
の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

実際のボルト総
断面積
 Ab (㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目 ボルト呼び
ボルト本数

ｎ
ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

ガスケット座面
の幅

w (㎜)

ガスケット係数
 m

フランジの内径
 B(㎜)

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ハブの長さ h
(㎜)

爆発時の温度(　130　℃ ) 常温(　40　 ℃)

　部位　　　　　　　　　　項目
フランジ使用材

料
胴又は管台壁使

用材料
ボルト使用材料

ガスケット使用
材料

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

爆発時の圧力
P (MPa)

設計引張強さ

フランジの外径
A(㎜)

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。
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2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

2.5(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.5(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴

評価

2.5(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(4)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P4

評価

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP4である。

補強の計算を要する穴はない。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

Ao＞Ar ，W＜0　よって十分である。

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)
部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)
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(1)　設計条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第2 廃ガス洗浄塔

2.構造図※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴(上部)

胴(中部)

胴(下部)

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡(上部)

鏡(下部)

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P3

P2

P4，P5，P6，P7，P8，P9，C1，C2，
C3

評価

6.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴(上部)(P6，P8)

胴(下部)(P1，P2，P5，P7，P9，
C1，C2，C3)

評価

7.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡(上部)(P3)

評価

8.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡(下部)(P4)

評価

ts≥t、よって十分である。

tc≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴は無しである。

補強の計算を要する穴はP3 である。

補強の計算を要する穴は無しである。

よって半だ円形鏡板である。

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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9.穴の補強計算（半だ円形鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位　　　　　　　　　　　　　項
目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力

Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内面にお
ける長径のK1倍

R(㎜)

鏡板の内面にお
ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径
Dis(㎜)

長径と短径の比
DiL/Dis

係数K1

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

鏡(上部)(P3)

部位　　　　　　　　　　　　　項
目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

鏡(上部)(P3)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に必要
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
Xj1(㎜)

補強の有効範囲
Xj2(㎜)

補強の有効範囲
Xj(㎜)

穴の補強に必要
な面積

Ａjｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａj1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａj2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａj3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａj4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａj0(㎟)

鏡(上部)(P3)

部位　　　　　　　　　　　　　項
目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

鏡(上部)(P3)

部位　　　　　　　　　　　　　項
目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

鏡(上部)(P3)

評価

10.フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG HT hD hG hT MD MG MT

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

評価

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

組合せ応力

設計温度( 　　130　℃) 常温(　　40　　 ℃)

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)
ボルト呼び

フランジ使用材
料

胴又は管台壁使
用材料

設計圧力
P (MPa)

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

ガスケット締付
最小荷重 Wm2

(N)

  ボルトの所要総断面積
実際のボルト総

断面積
 Ab (㎟)

ボルト使用材料
ハブの長さ h

(㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

フランジの外径
A(㎜)

許容引張応力

よって十分である。

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

部位　　　　　　　　　　　　　項
目

部位　　　　　　　　　　　　　項
目

部位　　　　　　　　　　　　　項
目

フランジに
作用する

モーメント フランジ内外径
の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 h／ho

係数
g1／go

フランジ

ガスケット座面
の幅

w (㎜)

ガスケット係数
 m

ガスケット締付時のフランジの強さ

部位　　　　　　　　　　　　　項
目

使用状態におけるフランジの強さ

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応力

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

Ab＞Am，よって十分である。

フランジの厚さ
 t (㎜)

係数
L

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)ボルト荷重

距離
 R(㎜)

係数
 Z

係数
d

係数
 e

係数
T

係数
U

係数
V

係数
Y

ボルト本数
ｎ

ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

ガスケット使用
材料

ハブ応力修正係
数
 f

係数
F

A0＞Ar，W≦0　よって十分である。

部位　　　　　　　　　　　　　項
目

2
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第２廃ガス洗浄塔

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3 
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1)　フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG Hr hD hG hr MD MG Mr

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

評価 よって十分である。

フランジ

係数
L

　部位　　　　　　　　　　項目

使用状態におけるフランジの強さ ガスケット締付時のフランジの強さ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応 力
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)

組合せ応 力

係数
F

係数
T

係数
U

係数
V

係数
Y

係数
 Z

実際のボルト総
断面積
 Ab (㎟)

係数
d

係数
 e

フランジの厚さ
 t (㎜)

Ab＞Am，よって十分である。

　部位　　　　　　　　　　項目

ボルト荷重

距離
 R(㎜)

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)
フランジに
作用する

モーメント フランジ内外径
の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ハブの長さ h
(㎜)

爆発時の温度(　130　℃ ) 常温(　40　 ℃)

　部位　　　　　　　　　　項目 ボルト呼び
ボルト本数

ｎ
ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

ガスケット座面
の幅

w (㎜)

ガスケット係数
 m

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

ガスケット締付
最小荷重 Wm2

(N)

  ボルトの所要総断面積

　部位　　　　　　　　　　項目
フランジ使用材

料
胴又は管台壁使

用材料
ボルト使用材料

ガスケット使用
材料

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

爆発時の圧力
P (MPa)

設計引張強さ

フランジの外径
A(㎜)

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

フランジの内径
 B(㎜)

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。
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2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

2.5(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.5(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.5(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(4)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.6(1)　穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P22

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P22

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P22

評価

補強の計算を要する穴はP1である。

補強の計算を要する穴はP3である。

補強の計算を要する穴はない。

強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa) 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)
係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

応力除去の有無

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚
さ

tn(㎜)

胴板の継手効率
η

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

AO＞Ar，W＜0　よって十分である。
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2.6(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

P3

評価 Ao＞Ar ，W＜0　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)
部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)
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(1)　設計条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第3廃ガス洗浄塔

2.構造図
※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴(上部)

胴(中部)

胴(下部)

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡(上部)

鏡(下部)

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

P3,P4,P5,P6,P7,P8,C1,C2,C3

評価

6.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴(上部)(P4,P7)

胴(下部)
(P1,P5,P6,P8,C1,C2,C3)

評価

7.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡(上部)(P2)

鏡(下部)(P3)

評価

よって半だ円形鏡板である。

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴は無しである。

補強の計算を要する穴は無しである。

ts≥t、よって十分である。

tc≥t、よって十分である。
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8.フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG HT hD hG hT MD MG MT

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

評価

係数
d

係数
 e

応力の計算値
(MPa)

係数
L

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)ボルト荷重

距離
 R(㎜)

係数
 Z

フランジの厚さ
 t (㎜)

係数
U

係数
V

係数
Y

許容引張応力
(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目
ガスケット座面

の幅
w (㎜)

ガスケット係数
 m

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

ボルト本数
ｎ

ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

フランジに
作用する
モーメント フランジ内外径

の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

係数
F

係数
T

フランジ使用材
料

胴又は管台壁使
用材料

設計圧力
P (MPa)

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

ガスケット使用
材料

部位　　　　　　　　　　項目 ボルト使用材料
ハブの長さ h

(㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ボルト中心円の
直径
C (㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

フランジの外径
A(㎜)

許容引張応力

設計温度( 　130　℃) 常温(　40　 ℃)

Ab＞Am，よって十分である。

ボルト呼び

よって十分である。

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応力

ガスケット締付
最小荷重 Wm2 (N)

  ボルトの所要総断面積
実際のボルト総

断面積
 Ab (㎟)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応力

ガスケット締付時のフランジの強さ

応力の計算値
(MPa)

フランジ

部位　　　　　　　　　　項目

使用状態におけるフランジの強さ

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第３廃ガス洗浄塔

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3 

■
37334



2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1)　フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG Hr hD hG hr MD MG Mr

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

評価

2.5(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

ガスケット締付
最小荷重 Wm2

(N)

  ボルトの所要総断面積

　部位　　　　　　　　　　項目
フランジ使用材

料
胴又は管台壁使

用材料
ボルト使用材料

ガスケット使用
材料

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

爆発時の圧力
P (MPa)

設計引張強さ

フランジの外径
A(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目 ボルト呼び
ボルト本数

ｎ
ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

ガスケット座面
の幅

w (㎜)

ガスケット係数
 m

係数
d

係数
 e

フランジの厚さ
 t (㎜)

Ab＞Am，よって十分である。

　部位　　　　　　　　　　項目

ボルト荷重

距離
 R(㎜)

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)
フランジに
作用する

モーメント フランジ内外径
の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

係数
L

　部位　　　　　　　　　　項目

使用状態におけるフランジの強さ ガスケット締付時のフランジの強さ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応 力
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)

組合せ応 力

係数
F

係数
T

係数
U

係数
V

係数
Y

係数
 Z

フランジ

実際のボルト総
断面積
 Ab (㎟)

フランジの内径
 B(㎜)

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

よって十分である。

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ハブの長さ h
(㎜)

爆発時の温度(　130　℃ ) 常温(　40　 ℃)
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第1高性能粒子フィルタA～C

2.構造図
※

3.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板(1)

平板(2)

平板(3)

平板(4)

評価

4.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

部位　　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh (㎜)

使用材料
最高使用圧力

Ｐ(MPa)
最高使用温度

(℃)
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板(1)

平板(2)

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の穴の有無：無し、円形平板の場合)【第8条の2第2項】

最高使用温度
S (MPa)

常 温
S1 (MPa)

使 用 状 態
W1 (N)

ガスケット締付
時

W2 (N)

平板(1)

平板(2)

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

C1,C2,C3,C4

評価

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

ボルト荷重
モーメントアー

ム
hG(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

平板 定数
C

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

ボルト穴中心円
周長

L (㎜)

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

tn≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

dh≦d／2，よって第14項第二号イ

(ロ)による
tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　　項目
t1、t2　の大きい

値
 t (㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板使用材料

許容引張応力

1

■
37337



7.平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、規則的に配置されたリブによって支えられる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板

評価

8.平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板(1)

平板(2)

平板(3)

平板(4)

平板(5)

平板(6)

平板(7)

評価

9.平板の厚さの計算(リブが交叉して設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、規則的に配置されたリブによって支えられる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
(一方)
Z1 (㎣)

(他方)
Z2 (㎣)

(一方)
SR1(MPa)

(他方)
SR2(MPa)

(一方)
η1(MPa)

(他方)
η2(MPa)

(一方)
b1(MPa)

(他方)
b2(MPa)

(一方)
ℓ1 (㎜)

(他方)
ℓ2 (㎜)

平板

評価

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高

許容圧力
P1 (MPa)

リブの強さのみ
を考慮して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブの水平及び
垂直方向の中心
間の距離の平均

値
p (㎜)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブ

定 数
 C2

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

許容引張応力
SR (MPa)

リブ交叉部における継手効率 リブが荷重を受け持つ幅

許容引張応力
SR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

部位　　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

許容引張応力
S (MPa)

最小厚さ
 tp (㎜)

部位　　　　　　　　　　　項目

平版

断面係数

共通

最小厚さ
 tp (㎜)

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

許容引張応力
S (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

部位　　　　　　　　　　　項目

平版 リブ

使用材料

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

許容引張応力
S (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

リブの強さのみ
を考慮して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

許容引張応力
SR (MPa)

P≦PA かつP≦PB ，よって十分である。

平版

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

呼び厚さ
tpo (㎜)

リブ

使用材料

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

リブが荷重を受け持つ長さ

定 数
 CR

リブの水平及び
垂直方向の中心
間の距離の平均

値
 p (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

共通

P≦PA かつP≦PB ，よって十分である。

共通

P≦PA かつP≦PB ，よって十分である。
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第１高性能粒子フィルタ
，

第１高性能粒子フィルタ
，

第１高性能粒子フィルタC

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1) 平板の厚さの計算(リブが交叉して設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、規則的に配置されたリブによって支えられる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
(一方)
Z1 (㎣)

(他方)
Z2 (㎣)

(一方)
SuR1(MPa)

(他方)
SuR2(MPa)

(一方)
η1(MPa)

(他方)
η2(MPa)

(一方)
b1(MPa)

(他方)
b2(MPa)

(一方)
ℓ1 (㎜)

(他方)
ℓ2 (㎜)

平板

評価

2.1(2) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(3) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(4) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(5) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(6) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(7) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(8)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

平板

評価

2.1(9)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算
平板

評価

2.1(10)　平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、規則的に配置されたリブによって支えられる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板

評価

　部位　　　　　　　　　　項目

平版 リブ

使用材料

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

共通

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

h

第14項第二号イ(ロ)による
tp＜t，よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

PA＜P，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

リブの水平及び
垂直方向の中心
問の距離の平均

値
p (㎜)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

h

第14項第二号イ(ロ)による
tp＜t，よって詳細解析が必要である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA<P ，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA<P ，よって詳細解析が必要である。

　部位　　　　　　　　　　項目

共通 平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA<P ，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

共通

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

　部位　　　　　　　　　　項目

共通 平版

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

PA<P ，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

　部位　　　　　　　　　　項目

共通 平版 リブ

使用材料 設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PB＜P ，よって詳細解析が必要である。

リブ交叉部における継手効率 リブが荷重を受け持つ幅 リブが荷重を受け持つ長さ

定 数
 CR

リブの水平及び
垂直方向の中心
間の距離の平均

値
 p (㎜)

リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

　部位　　　　　　　　　　項目

共通 平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数
許容引張強さ
SuR (MPa)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高

許容圧力
P1 (MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA<P ，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

　部位　　　　　　　　　　項目

共通 平版

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

PA<P ，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

定 数
 CR

　部位　　　　　　　　　　項目

共通 平版 リブ

使用材料
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2.1(11)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(12)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(13) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(14)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(15)　容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

PA<P ，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

tp≧t，よって十分である。

tp≧t，よって十分である。

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

tp≧t，よって十分である。

tp≧t，よって十分である。

　部位　　　　　　　　　　項目

共通
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

廃ガス洗浄塔

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬（部位）番号を⽰す。
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3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

部位           項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

4.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

円筒形の胴

評価

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。

2

■
37344



 
 
 

 
 

ガ
固
 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ － ２ － ２ － １ － 8 5  

凝 縮 器  

■
37345



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度(℃) 液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

凝縮器
 管側

凝縮器
 胴側

2.構造図※

3.容器の管板の厚さの計算（⾓形管板）【第10条第1項第⼀号、第三号】

機器名          項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離
Pｔ(㎜)

使⽤材料
最⼩スパン
ｄ(㎜)

最⼩スパンに直
⾓に

測った最⼤スパ
ン

D1(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数
F

形状によって定
まる定数
Z´

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積
A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ
L(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

管板

評価

4.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第⼀号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

伝熱管

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

Pt≥Z、によって⼗分である。 tb≥t、よって⼗分である。

tt≥t1、よって⼗分である。
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

計量前中間貯槽A,B
( )
計量後中間貯槽デミスタ
( )

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴
評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

部位          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡
評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1,P2

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。

tc≥t、よって⼗分である。よってさら形鏡板である。
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6.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

胴(P4)
鏡(P1, P2, P3)

評価

7.⽳の補強計算（鏡板の⽳）【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

部位          項⽬ 鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

Sc(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

α(°)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

tnr(㎜)

P1, P2

機器名
              項⽬

⽳の補強に必要
な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

P1, P2

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0(㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する⽳
の限界径

dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
⾯積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

ＡJ0(㎟)
P1, P2

部位          項⽬
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

P1, P2

部位          項⽬
突合せ溶接部の

引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)
P1, P2

評価

補強の計算を要する⽳は無しである。

A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3， Webp4， Webp5， Webp6 ≧W よって⼗分である。

部位
              項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

計量補助槽デミスタ( )
計量前中間貯槽Aデミスタ(

)
計量前中間貯槽Bデミスタ(

)
計量後中間貯槽デミスタ(

)

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P1

P3

評価

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP1，P2である。

ℓ≧L ，よって十分である。
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2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1，P2

評価

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の継手効率

η
係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

A0 > Ar ，W<0　よって十分である。

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

溶解液中間貯槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

P4内部配管

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1

■
37354



(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

溶解液中間貯槽デミスタ

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2 
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円すい形の胴）(形状：図７－１)【第7条第1項第一号、第７条第３項第一号、第二号チ】

大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端

P1

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

P2

評価

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP2である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP1である。

部位　　　　　　　　　　項目
胴の大径端側の

内径
Do(㎜)

胴の大径端側の
すその丸みの内

半径
ro(㎜)

胴の小径端側の
内径
Ds(㎜)

胴の小径端側の
すその丸みの内

半径
rs(㎜)

胴の呼び厚さ
tso(㎜)

0.06(Do＋2tso)

 (㎜)

0.06(Ds＋2tso)

 (㎜)

3tso

 (㎜)

円すいの形状による係数
W

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜) t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

よって円すい形の胴である。 ts≥t、よって十分である。

使用材料
円すいの頂角の1

／2
θ (°)

許容引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

胴の有効内径
Di，Ds (㎜)

すその丸みの内半径
ro，rs (㎜)

3 
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2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P1
P3

評価 ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。

4 
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2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

評価

部位　　　　　　　　　　項目

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

AO＞Ar，W＜0　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

補正穴の径
de(㎜)

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

5 
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2.6(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

評価

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

Ao＞Ar ，W＜0　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

抽出廃液受槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

P4内部配管

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

抽出廃液受槽デミスタ

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2 
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円すい形の胴）(形状：図７－１)【第7条第1項第一号、第７条第３項第一号、第二号チ】

大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端

P1

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(3)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

P2

評価

円すいの形状による係数
W

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜) t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

よって円すい形の胴である。 ts≥t、よって十分である。

使用材料
円すいの頂角の1

／2
θ (°)

許容引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

胴の有効内径
Di，Ds (㎜)

すその丸みの内半径
ro，rs (㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴の大径端側の

内径
Do(㎜)

胴の大径端側の
すその丸みの内

半径
ro(㎜)

胴の小径端側の
内径
Ds(㎜)

胴の小径端側の
すその丸みの内

半径
rs(㎜)

胴の呼び厚さ
tso(㎜)

0.06(Do＋2tso)

 (㎜)

0.06(Ds＋2tso)

 (㎜)

3tso

 (㎜)

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP2である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP1である。
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2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P1
P3

評価 ℓ＜L ，よって補強計算が必要である。
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2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

評価

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

補正穴の径
de(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

AO＞Ar，W＜0　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

部位　　　　　　　　　　項目
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2.6(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

評価

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

Ao＞Ar ，W＜0　よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

よう素フィルタ後置フィルタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴、外⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ、ハ】

胴

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板、中⾼⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第⼆号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6 条の2 第7 項第⼆号(第8 条第2 項準⽤)第⼀号、第⼆号】

鏡

評価

鏡

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ニ、平板の⽳の有無：無し)【第8条の2第1項】

 部位          項⽬
平板のフランジ

部の厚さ
tf(㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

1.5tf

(㎜)
使⽤材料

許容引張応⼒
S(MPa)

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

継⽬なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け⽅法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

平板

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

P1,P2

P3

C1,C2

評価

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
 R(㎜)

t1、t2、t3、t4の
⼤きい値

t(㎜)
B2

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

放射線検査の有
無

継⼿の種類
継⼿効率

η
ℓ /Do Do /tc B1

必要厚さ
t3(㎜)

必要厚さ
t4(㎜)

Ro／(100tc)

Do /tsℓ /Do B 部位          項⽬ 使⽤材料

 部位          項⽬ 使⽤材料
最⼩厚さ

tc(㎜)
呼び厚さ

tco(㎜)
降伏点

Sy (MPa)
許容引張応⼒

S1(MPa)

鏡板のフランジ
部の外径
ℓ (㎜)

さら形鏡板の形
状による係数

 W

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

鏡板の中央部の
外半径

  Ro (㎜)

よってさら形鏡板である。

鏡板の外径
Doc(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
3tco

(㎜)
鏡板の呼び厚さ

tco(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

強め輪間の有効
⻑さ

ℓ (㎜)

許容引張応⼒
S1(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)

 部位          項⽬

許容引張応⼒
S1(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
Ｂ 部位          項⽬ 使⽤材料

tn≥t、よって⼗分である。

最⼩厚さ
tn(㎜)

tp≥t、よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。

tc≥t、よって⼗分である。

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

管台の外径
Do(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

1
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7.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第⼆号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴(P1,P2,P3,C1,C2)

評価

8.⽳の補強計算（胴の⽳）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

評価

 部位          項⽬

A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3， Webp4， Webp5， Webp6 ≧W よって⼗分である。

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ2

突合せ溶接部のせん断⼒
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張⼒
Ｗe8(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応⼒
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応⼒
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応⼒
ＳＷ4(MPa)

機器名          項⽬
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) ⽳の補強に必要

な⾯積

 部位          項⽬
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

 部位          項⽬
突合せ溶接部の引張⼒

Ｗe9(N)

⼤きい⽳の補強
⽳の補強に必要な⾯積

ＡJｒ(㎟)

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断⼒
Ｗe4(N)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

 部位          項⽬
補強を要する⽳

の限界径
dj(㎜)

胴板の許容引張応⼒
Ss(MPa)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

すみ⾁溶接部のせん断⼒
Ｗe11(N)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

胴板使⽤材料

⼩さい⽳の補強
胴板の有効補強⾯積

Ａ1(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

管台使⽤材料 強め板使⽤材料

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

管台壁のせん断⼒
Ｗe10(N)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

胴板の有効補強⾯積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強⾯積
ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の有効補強⾯積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総⾯積
ＡJ0(㎟

応⼒除去の有無

 部位          項⽬

 部位          項⽬ 強め板の有効補強⾯積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総⾯積
Ａ0(㎟)

X1=X2でない場合の確認
⽳の補強に有効な⾯積

ＡrD(㎟)
胴板の有効補強⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)
管台の有効補強⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)
すみ⾁溶接部の有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)
強め板の有効補強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)
補強に有効な総⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

dr2：図より求めた値
(㎜)

200、dr2の⼩さい値
(㎜)

補強を要しない⽳の最⼤径
(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)
Dts

(㎟)
使⽤材料

許容引張応⼒ S(MPa) K
61、dr1の⼩さい

値
(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

胴の外径
D(㎜)

 部位          項⽬

補強の計算を要する⽳はP1,P2である。

管台の許容引張応⼒
Sｎ(MPa)

強め板の許容引張応⼒
Sc(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

胴板と管台の交
⾓

α(°)

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

2
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9.フランジの計算(外圧を受ける任意形フランジ、外圧を受ける遊動フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ ボルト フランジ
σb (MPa) σf(MPa) σa (MPa) σfa(MPa)

フランジ

評価

HD − HT hD hG hT
使⽤状態

 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時

Mg (N・㎜)

フランジ

評価

 部位          項⽬
最⼩厚さ

ts(㎜)

モーメントアーム(㎜) フランジに作⽤するモーメント

ガスケット接触
⾯の外径 GS (㎜)

ガスケット接触
⾯の幅
N (㎜)

ガスケット座⾯
の幅

w (㎜)

最⼩設計締付圧
⼒

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

設計温度( 130℃) 常温(40℃)
 部位          項⽬

フランジ使⽤材
料

ボルト使⽤材料
ガスケット使⽤

材料

ガスケット厚さ
(㎜)

座⾯の形状

設計圧⼒
Pe (MPa)

許容引張応⼒
フランジの外径

A(㎜)
フランジの内径

 B(㎜)

ボルト中⼼円の
直径

C (㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

ボルト呼び

ts≥t、よって⼗分である。Ab＞Am2，よって⼗分である。

フランジ内外径
の⽐

K

係数
Y

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値
 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

go ≦16 (㎜)、B／go ≦300、P≦2 (MPa)、設計温度≦370 (℃) よって，遊動フランジとして計算する。

実際のボルト総
断⾯積
Ab (㎟)

ガスケット締付
時 のボルトの
所要総断⾯積

Am2 (㎟)

ガスケット締付
最⼩荷重 Wm2

(N)

ガスケット座の
有効幅 b (㎜)

ガスケット締付
時のボルト荷重

Wg (N)

荷 重 (N)

外圧による全荷
重

 H (N)

ボルト本数
ｎ

ボルト⾕径
 db (㎜)

単位⻑さ当りガ
スケット締付荷

重 J (N／㎜)

3
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

第１⼀時貯留処理槽デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

第２⼀時貯留処理槽デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第2一時貯留処理槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2
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2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp≥t、よって十分である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C
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2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価 AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

第３⼀時貯留処理槽デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第3一時貯留処理槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2
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2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。
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2.2(3)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

tn≥t、よって十分である。

大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。
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2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO > Ar/2，Webp1，Webp2，Webp3 ≧ W,よって十分である。

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

プルトニウム濃縮⽸供給槽デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。
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(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム濃縮缶供給槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。
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2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。
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2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO > Ar/2，Webp1，Webp2，Webp3 ≧ W,よって十分である。

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

プルトニウム溶液⼀時貯槽デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液一時貯槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2
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2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

3
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2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認
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2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO > Ar/2，Webp1，Webp2，Webp3 ≧ W,よって十分である。
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

プルトニウム濃縮液受槽デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム濃縮液受槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2
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2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C
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2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認
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2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO > Ar/2，Webp1，Webp2，Webp3 ≧ W,よって十分である。
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

リサイクル槽デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。
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(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム溶液供給槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2
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2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C
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2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認
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2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO > Ar/2，Webp1，Webp2，Webp3 ≧ W,よって十分である。
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度(℃) 液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

希釈槽デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

希釈槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。
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2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張応力
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

O r

4
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2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張応力
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO > Ar/2，Webp1，Webp2，Webp3 ≧ W,よって十分である。

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度(℃) 液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

プルトニウム濃縮液⼀時貯槽デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム濃縮液一時貯槽デミス
タ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2
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2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C
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2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張応力
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認
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2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張応力
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO > Ar/2，Webp1，Webp2，Webp3 ≧ W,よって十分である。
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

プルトニウム濃縮液中間貯槽
デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3

P4

評価 tn≥t、よって⼗分である。
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(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム濃縮液中間貯槽デミス
タ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.2(3)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

n

tn≥t、よって十分である。

n

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)部位　　　　　　　　　　項目

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

3
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2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張応力
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認
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2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張応力
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO > Ar/2，Webp1，Webp2，Webp3 ≧ W,よって十分である。
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1

廃ガス第1冷却器 の耐圧強度計算書
(1)　設計条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

廃ガス第1冷却器
　管側

廃ガス第1冷却器
　胴側

廃ガス第1冷却器
　伝熱管

2.構造図※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

5.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第一号、第二号】

部位　　　　　　　　　　　項目
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管穴の中心間の
距離

Pｔ(㎜)
使用材料

パッキンの中心
円の径又は胴の
内径　D(㎜)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

管及び管板の支
え方

による係数　F
管板の支え方

任意の管の中心
が

囲む面積　A(㎟)

面積Aの周のうち
穴の径

以外の部分の長
さ　L(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最小厚さ
tb(㎜)

管板

評価

6.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内面に圧力を受ける管台の厚さ、外面に圧力を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第一号、第二号】

伝熱管

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

tb≥t、よって十分である。

tt≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　　項目
伝熱管の外径

Do(㎜)

よって半だ円形鏡板である。

ts≥t、よって十分である。

tc≥t、よって十分である。

降伏点
Sy(MPa)

継手効率
η

継手の種類
許容引張応力

S(MPa)
最小厚さ
tt(㎜)

使用材料

Pt≥Z、よって十分である。

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

Ｂ
必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

■
37427



2

7.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

P3

評価

8.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴(P1,P2)

評価

9.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡(P3)

評価

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴は無しである。

補強の計算を要する穴は無しである。

■
37428



(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

廃ガス第１冷却器

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3 
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第一号、第二号】

部位　　　　　　　　　　項目
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管穴の中心間の
距離

Pｔ(㎜)
使用材料

パッキンの中心
円の径又は胴の
内径　D(㎜)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

管及び管板の支
え方

による係数　F
管板の支え方

任意の管の中心
が

囲む面積　A(㎟)

面積Aの周りのう
ち穴の径

以外の部分の長
さ　L(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最小厚さ
tb(㎜)

管板

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価 補強の計算を要する穴はない。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

Pt≥Z、によって十分である。 tb≥t、よって十分である。
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第1廃ガス洗浄塔デミスタ，第2廃ガス洗浄塔デミスタ の耐圧強度計算書
(1)　設計条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第1廃ガス洗浄塔デミスタ，
第2廃ガス洗浄塔デミスタ

2.構造図
※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の穴の有無：有り、内圧計算、外圧計算)【第8条の2第2項及び第14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

平板

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

P3,P4

評価

ボルト荷重

モーメントアー
ム

hG(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

dh＞d／2，よって第14項第二号ロ

(イ)による

よって半だ円形鏡板である。

部位　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

平板使用材料

許容引張応力

定数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

tp≥t、よって十分である。

最小厚さ
tp(㎜)

平板
使 用 状 態

W1 (N)
ガスケット締付時

W2 (N) 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算
最高使用温度

S (MPa)
常 温

S1 (MPa)

t1、t2　の大きい値

 t (㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

ts≥t、よって十分である。

tc≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

1
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7.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴(P1)

評価

8.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡(P3)

評価

9.穴の補強計算（胴の穴）、開放タンクの胴の穴の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力　Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

胴(P1)

部位　　　　　　　　項目
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

胴(P1)

胴板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に必要
な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
Xj1(㎜)

補強の有効範囲
Xj2(㎜)

補強の有効範囲
Xj(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ａjｒ(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａj1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａj2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａj3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａj4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａj0(㎟)

胴(P1)

部位　　　　　　　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

胴(P1)

部位　　　　　　　　項目
突合せ溶接部の

引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

胴(P1)

評価

10.フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG HT hD hG hT MD MG MT

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

評価 よって十分である。

係数
U

ガスケット締付時のフランジの強さ

ハブの長さ h
(㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

組合せ応力
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

組合せ応力
部位　　　　　　　　項目 許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)

使用状態におけるフランジの強さ

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

フランジ

部位　　　　　　　　項目

フランジに
作用する
モーメント フランジ内外径

の比
K

A0 ＞ Ar ，W≦0　よって十分である。

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位　　　　　　　　項目

実際のボルト総
断面積
 Ab (㎟)

係数
T

応力の計算値
(MPa)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ボルト中心円の
直径
C (㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

フランジの外径
A(㎜)

許容引張応力

設計温度(130℃) 常温(40℃)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

Ab＞Am，よって十分である。

ガスケット締付
最小荷重 Wm2 (N)

  ボルトの所要総断面積

形状係数
ho (㎜)

係数
 h／ho

部位　　　　　　　　項目
ガスケット座面

の幅
w (㎜)

ガスケット係数
 m

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

ボルト本数
ｎ

ボルト谷径
 db (㎜)

フランジ使用材
料

胴又は管台壁使
用材料

設計圧力
P (MPa)

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

ガスケット使用
材料

部位　　　　　　　　項目 ボルト使用材料

ボルト呼び

補強の計算を要する穴はP1である。

補強の計算を要する穴は無しである。

フランジの厚さ
 t (㎜)

係数
L

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)ボルト荷重

距離
 R(㎜)

係数
 Z

係数
d

係数
 e

ハブ応力修正係
数
 f

係数
F

係数
V

係数
Y

係数
g1／go
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第1廃ガス洗浄塔デミスタ

第2廃ガス洗浄塔デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1)　容器の平板の厚さの計算(平板の穴の有無：有り、内圧計算、外圧計算)【第8条の2第2項及び第14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.4(1)　フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG Hr hD hG hr MD MG Mr

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

評価

2.5(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.6(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.6(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP1である。

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板
使 用 状 態

W1 (N)
ガスケット締付時

W2 (N) 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算爆発時の温度
Su (MPa)

常 温
Su1 (MPa)

　部位　　　　　　　　　　項目

使用状態におけるフランジの強さ ガスケット締付時のフランジの強さ

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

平板使用材料

設計引張強さ

定数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

ボルト荷重

モーメントアー
ム

hG(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2　の大きい値

 t (㎜)

dh≦d／2，よって第14 項第二号

イ(ロ)による
tp≥t、よって十分である。

　部位　　　　　　　　　　項目
フランジ使用材

料
胴又は管台壁使

用材料
ボルト使用材料

ガスケット使用
材料

  ボルトの所要総断面積
実際のボルト総

断面積
 Ab (㎟)

フランジ

係数
 e

フランジの厚さ
 t (㎜)

係数
L

係数
F

係数
T

係数
U

係数
V

係数
Y

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応 力
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

係数
 Z

係数
d

　部位　　　　　　　　　　項目

ボルト荷重

距離
 R(㎜)

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)
フランジに
作用する

モーメント フランジ内外径
の比
K

形状係数
ho (㎜)

ハブの長さ h
(㎜)

爆発時の温度(　130　℃ ) 常温(　40　 ℃)

　部位　　　　　　　　　　項目 ボルト呼び
ボルト本数

ｎ
ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

ガスケット座面
の幅

w (㎜)

ガスケット係数
 m

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

ガスケット締付
最小荷重 Wm2

(N)

Ab＞Am，よって十分である。

爆発時の圧力
P (MPa)

設計引張強さ

フランジの外径
A(㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

組合せ応 力

4 
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2.7(1)　穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

評価

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

Ao＞Ar，W＜0　よって十分である。

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa) 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚
さ

tn(㎜)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

胴の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)
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廃ガス第1冷却器デミスタ の耐圧強度計算書
(1)　設計条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

廃ガス第1冷却器デミスタ

2.構造図
※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　   　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　   　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の穴の有無：有り、内圧計算、外圧計算)【第8条の2第2項及び第14項第二号ロ(イ)】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

平板

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　   　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

P3,P4

評価

7.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　   　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴(P1)

評価

8.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　   　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡(P3)

評価

ts≥t、よって十分である。

tc≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP1である。

補強の計算を要する穴は無しである。

ボルト荷重

モーメントアー
ム

hG(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

平板
使 用 状 態

W1 (N)
ガスケット締付時

W2 (N) 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

よって半だ円形鏡板である。

外圧計算
最高使用温度

S (MPa)
常 温

S1 (MPa)

dh＞d／2，よって第14項第二号ロ

(イ)による

部位　　　　　   　　項目
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

平板使用材料

許容引張応力

定数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

tp≥t、よって十分である。

t1、t2　の大きい値

 t (㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

内圧計算

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

1
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9.穴の補強計算（胴の穴）、開放タンクの胴の穴の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位　　　　　   　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力　Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

胴(P1)

部位　　　　　   　　項目
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

胴(P1)

胴板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に必要
な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
Xj1(㎜)

補強の有効範囲
Xj2(㎜)

補強の有効範囲
Xj(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ａjｒ(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａj1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａj2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａj3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａj4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａj0(㎟)

胴(P1)

部位　　　　　   　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

胴(P1)

部位　　　　　   　　項目
突合せ溶接部の

引張力
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗ (N)

管台壁のせん断
力

Ｗ (N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗ (N)

胴(P1)

評価

10.フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG HT hD hG hT MD MG MT

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

評価

ガスケット締付時のフランジの強さ

よって十分である。

係数
U

ボルト呼び

A0 ＞ Ar ，W≦0　よって十分である。

小さい穴の補強

係数
V

係数
Y

Ab＞Am，よって十分である。

組合せ応力
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)

組合せ応力

X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位　　　　　   　　項目

部位　　　　　   　　項目 許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

使用状態におけるフランジの強さ

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

ガスケット締付
最小荷重 Wm2 (N)

  ボルトの所要総断面積
実際のボルト総

断面積
 Ab (㎟)

係数
T

フランジ

フランジ使用材
料

胴又は管台壁使
用材料

設計圧力
P (MPa)

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

ガスケット使用
材料

部位　　　　　   　　項目 ボルト使用材料
ハブの長さ h

(㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ボルト中心円の
直径
C (㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

フランジの外径
A(㎜)

許容引張応力

設計温度(130℃) 常温(40℃)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

ボルト本数
ｎ

ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

フランジの厚さ
 t (㎜)

係数
L

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)ボルト荷重

距離
 R(㎜)

係数
 Z

係数
d

係数
 e

部位　　　　　   　　項目

フランジに
作用する
モーメント フランジ内外径

の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

係数
F

部位　　　　　   　　項目
ガスケット座面

の幅
w (㎜)

ガスケット係数
 m

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

廃ガス第1冷却器デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3 
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1)　容器の平板の厚さの計算(平板の穴の有無：有り、内圧計算、外圧計算)【第8条の2第2項及び第14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.4(1)　フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

 Am2 (㎟)

いずれか大きい
値

Am  (㎟)

フランジ

評価

使用状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

W  (N)
HD HG Hr hD hG hr MD MG Mr

使用状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

評価

2.5(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.6(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.6(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

ガスケット締付
最小荷重 Wm2

(N)

Ab＞Am，よって十分である。

爆発時の圧力
P (MPa)

設計引張強さ

フランジの外径
A(㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

組合せ応 力

ハブの長さ h
(㎜)

爆発時の温度(　130　℃ ) 常温(　40　 ℃)

　部位　　　　　　　　　　項目 ボルト呼び
ボルト本数

ｎ
ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

ガスケット座面
の幅

w (㎜)

ガスケット係数
 m

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

係数
 Z

係数
d

　部位　　　　　　　　　　項目

ボルト荷重

距離
 R(㎜)

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)
フランジに
作用する

モーメント フランジ内外径
の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 e

フランジの厚さ
 t (㎜)

係数
L

係数
F

係数
T

係数
U

係数
V

係数
Y

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応 力
応力の計算値

(MPa)
許容引張応力

(MPa)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

フランジ

　部位　　　　　　　　　　項目

使用状態におけるフランジの強さ ガスケット締付時のフランジの強さ

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

穴の径
dh(㎜)

平板使用材料

設計引張強さ

定数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

ボルト荷重

モーメントアー
ム

hG(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2　の大きい値

 t (㎜)

dh≦d／2，よって第14 項第二号

イ(ロ)による
tp≥t、よって十分である。

　部位　　　　　　　　　　項目
フランジ使用材

料
胴又は管台壁使

用材料
ボルト使用材料

ガスケット使用
材料

  ボルトの所要総断面積
実際のボルト総

断面積
 Ab (㎟)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板
使 用 状 態

W1 (N)
ガスケット締付時

W2 (N) 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算爆発時の温度
Su (MPa)

常 温
Su1 (MPa)

よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP1である。
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2.7(1)　穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

評価

胴の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa) 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚
さ

tn(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

Ao＞Ar，W＜0　よって十分である。

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

5 
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1

混合廃ガス凝縮器 の耐圧強度計算書
1.仕様

機器名　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

混合廃ガス凝縮器
管側

混合廃ガス凝縮器
胴側

混合廃ガス凝縮器
伝熱管

2.構造図※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　 　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴(管側)

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　 　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡(管側)

評価

5.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第一号、第二号】

部位　 　　　　　　　　項目
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管穴の中心間の
距離

P (㎜)
使用材料

パッキンの中心
円の径又は胴の
内径　D(㎜)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

管及び管板の支
え方

による係数　F
管板の支え方

任意の管の中心
が

囲む面積　A(㎟)

面積Aの周のうち
穴の径

以外の部分の長
許容引張応力

S(MPa)
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の

大きい値
呼び厚さ
tbo(㎜)

最小厚さ
tb(㎜)

管板

評価

6.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内面に圧力を受ける管台の厚さ、外面に圧力を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第一号、第二号】

伝熱管

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　 　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

P3

評価

8.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　 　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴(管側)(P1,P2,P3)

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

b

部位　 　　　　　　　　項目

t

伝熱管の外径
D (㎜)

必要厚さ
t (㎜)

Ｂ
必要厚さ
t (㎜)

降伏点
S (MPa)

継手効率
η

継手の種類
許容引張応力

S(MPa)
最小厚さ
t (㎜)

使用材料
放射線検査の有

無

t1、t2の

大きい値
呼び厚さ
t (㎜)
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1

混合廃ガスデミスタ(4113-D3010)の耐圧強度計算書
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

混合廃ガスデミスタ

2.構造図
※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
D (㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

部位　　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh (㎜)

使用材料
最高使用圧力

Ｐ(MPa)
最高使用温度

(℃)
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1, P2

評価

7.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
許容引張応力

S(MPa)
鏡板の最小厚さ

ts(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さい

値
補強を要しない
穴の最大径

鏡(P1)

評価

s

c

h

(ロ)による
tp≥t、よって十分である。

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2

8.フランジの計算(内圧を受ける一体形フランジ、内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ 胴又は管台壁 ボルト フランジ 胴又は管台壁

σb (MPa) σf(MPa) σn(MPa) σa (MPa) σfa(MPa) σna(MPa)

フランジ

使用状態
 Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

いずれか大きい
値

フランジ

評価

使用状態
W  (N)

ガスケット締付
時 HD HG HT hD hG hT MD MG MT

使用状態
 M  (N・㎜)

ガスケット締付
時 M  (N・㎜)

フランジ

応力の計算値 許容引張応力 応力の計算値 許容引張応力 応力の計算値 許容引張応力 応力の計算値 許容引張応力

評価

ガスケット締付時のフランジの強さ

ガスケット締付
最小荷重 Wm2 (N)

ボルトの所要総断面積
実際のボルト総

断面積
 Ab (㎟)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

使用状態におけるフランジの強さ

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

組合せ応力
応力の計算値

(MPa)

部位　　　　　　　　　　　項目 ボルト使用材料
ハブの長さ h

(㎜)

フランジ背面の
ハブの厚さ
g1 (㎜)

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

フランジの外径
A(㎜)

許容引張応力

設計温度( 　130　　℃) 常温(　　40　　 ℃)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)
ボルト呼び

フランジ使用材
料

胴又は管台壁使
用材料

設計圧力
P (MPa)

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

ガスケット使用
材料

ガスケット座面
の幅

w (㎜)

許容引張応力
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

ガスケット係数
 m

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット座の
有効幅
 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

部位　　　　　　　　　　　項目

フランジに
作用する

モーメント フランジ内外径
の比
K

形状係数
ho (㎜)

係数
 h／ho

係数
g1／go

ハブ応力修正係
数
 f

部位　　　　　　　　　　　項目 応力の計算値
(MPa)

応力の計算値
(MPa)

許容引張応力
(MPa)

組合せ応力

フランジ

フランジの厚さ
 t (㎜)

係数
L

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜) モーメント (N・㎜)ボルト荷重

距離
 R(㎜)

係数
 Z

係数
d

係数
 e

係数
F

係数
T

係数
U

係数
V

係数
Y

ボルト本数
ｎ

ボルト谷径
 db (㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

b m

部位　　　　　　　　　　　項目
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1.仕様

機器名 項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

廃ガスシールポット

2.構造図※

3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

部位 項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

底板

評価

4.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位 項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

胴

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬（部位）番号を⽰す。

ts≥t、よって⼗分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって⼗分である。

1
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1

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

気液分離器

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

■
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

2.2(1).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台(N-1)

評価

2.3(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 (N-2)

評価

2.3(3) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 (N-3)

評価

2.4(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

胴

評価

2.4(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su(MPa)
鏡板の最小厚さ

ts(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない
穴の最大径

鏡板

評価

s

c

n

n

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)

補強の計算を要する穴はN-2, N-3である。

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K Dts
(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ　Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

■
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2.5(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

管台番号：N-1　参照附図　WELD-1

管台番号：N-1　参照附図　WELD-1

管台番号：N-1　参照附図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：N-1　参照附図　WELD-1

管台番号：N-1　参照附図　WELD-1

管台番号：N-1　参照附図　WELD-1

管台番号：N-1　参照附図　WELD-1

評価

2.5(2) 穴の補強計算（半だ円形鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

　部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力

Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Sc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内面にお
ける長径のK1倍

R(㎜)

鏡板の内面にお
ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径
Dis(㎜)

長径と短径の比
DiL/Dis

係数K1

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

N-2　参照附図　WELD-31

　部位　　　　　　　　　　項目
穴の補強に必要

な面積
補強の有効範囲

Ｘ1(㎜)
補強の有効範囲

Ｘ2(㎜)
補強の有効範囲

Ｘ(㎜)
補強の有効範囲

Y1(㎜)
補強の有効範囲

Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

N-2　参照附図　WELD-31

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
X (㎜)

補強の有効範囲
X (㎜)

補強の有効範囲
X (㎜)

穴の補強に必要
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

N-2　参照附図　WELD-31

　部位　　　　　　　　　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

N-2　参照附図　WELD-31

　部位　　　　　　　　　　項目
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
管台壁のせん断

力
すみ肉溶接部の

せん断力
予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

N-2　参照附図　WELD-31

評価

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台 の最小厚さ

tn(㎜)
胴板の継手効率

η
係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積

補強の有効範囲
Ｘ (㎜)

補強の有効範囲
Ｘ (㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y (㎜)

補強の有効範囲
Y (㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂ (㎜)

管台の外径
D (㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

■
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2.5(3) 穴の補強計算（半だ円形鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

　部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力

Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Sc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内面にお
ける長径のK1倍

R(㎜)

鏡板の内面にお
ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径
Dis(㎜)

長径と短径の比
DiL/Dis

係数K1

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

N-3　参照附図　WELD-31

　部位　　　　　　　　　　項目
穴の補強に必要

な面積
補強の有効範囲

Ｘ1(㎜)
補強の有効範囲

Ｘ2(㎜)
補強の有効範囲

Ｘ(㎜)
補強の有効範囲

Y1(㎜)
補強の有効範囲

Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

N-3　参照附図　WELD-31

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

N-3　参照附図　WELD-31

　部位　　　　　　　　　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

N-3　参照附図　WELD-31

　部位　　　　　　　　　　項目
突合せ溶接部の

引張力
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗ (N)

管台壁のせん断
力

Ｗ (N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗ (N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗ (N)

N-3　参照附図　WELD-31

評価

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

O r

■
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1

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

塔槽類廃ガス処理設備リリーフポッ
ト

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
D (㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板、底板

評価

4.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第一号、第二号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
水頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
大きい値

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

5.開放タンクの管台の厚さの計算【第6条の2第8項第一号、第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
水頭
H(m)

管台の内径
Di(m)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
大きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

s

■
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6.開放タンクの補強を要しない穴の最大径【6条の2第4項第二号】

穴

評価
よって，補強の計算を要する穴は

無し である。

部位　　　　　　　　　　項目 穴の径が85㎜以下の穴

穴の径が85㎜以下の穴

■
37457



(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

廃ガスリリーフポット

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3 

■
37458



2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

D (㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t (㎜)

必要厚さ
t

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

P1,P2

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
t (㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

61、dr1の小さい

値 K
Dts

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

c

s

n

c
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2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P1

P2

評価

2.6(1)　穴の補強計算（半だ円形鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

　部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張

強さ
Sus(MPa)

菅台の設計引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内面にお
ける長径のK1倍

R(㎜)

鏡板の内面にお
ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径
Dis(㎜)

長径と短径の比
DiL/Dis

係数K1

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

　部位　　　　　　　　　　項目
穴の補強に必要

な面積
補強の有効範囲

Ｘ (㎜)
補強の有効範囲

Ｘ (㎜)
補強の有効範囲

Ｘ(㎜)
補強の有効範囲

Y (㎜)
補強の有効範囲

Y (㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂ (㎜)

管台の外径
D (㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

P1，P2

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

P1，P2

　部位　　　　　　　　　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

　部位　　　　　　　　　　項目
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
管台壁のせん断

力
すみ肉溶接部の

せん断力
予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

P1，P2

評価

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

0 r
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

廃ガス洗浄塔シールポット

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

部位          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

s

c

1

■
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

廃ガス洗浄塔シールポット

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2 
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

D (㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t (㎜)

必要厚さ
t

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

P1

評価

2.3(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P2

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

2.4(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

胴

評価

c

n

3 
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2.5(1)　容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

鏡板の外径
D1 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P1

P2

評価 ℓ≧L，よって十分である。

4 

■
37465



2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

P1

P1

P1

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

P1

P1

評価

鏡板使用材料 管台使用材料
穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

応力除去の有無

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
鏡板の最小厚さ

ts(㎜)
管台の最小厚さ

tn(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟補強の有効範囲

XJ2(㎜)
補強の有効範囲

XJ(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)
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2.6(2)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

P2

P2

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

P2

P2

P2

評価

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

補正穴の径
de(㎜)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

鏡板の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の計算上必要な厚さ

tsr(㎜)
管台の計算上必要な厚さ

tnr(㎜)
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

鏡板使用材料
鏡板と管台の交

角
α(°)
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

廃ガスポット（ ） （本
体）
廃ガスポット（ ） （管台
P1）

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位         項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

部位         項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

P1

評価

部位         項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

tc≥t、よって⼗分である。よってさら形鏡板である。

ts≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

最⼩厚さ
tn(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

許容引張応⼒
S1(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
Ｂ

1
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(2)　設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

廃ガスポッ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
D (㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t (㎜)

必要厚さ
t (㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

　

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

胴

評価

2.3(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ 鏡板の最小厚さ 継手効率

継手の種類
放射線検査の有 dr1=(D-2ts)/4

61、dr1の小さい

値 K
Dts

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

2.4(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

D (㎜)
設計引張強さ 継手効率

継手の種類
放射線検査の有 必要厚さ

t (㎜)
必要厚さ
t

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

P1, P4

評価

2.5(1) .容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

最高使用圧力に
おける材料の
設計引張強さ

Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P1

P4

評価

継手の種類
放射線検査の有

無
使用材料

胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ　Su(MPa) 胴の最小厚さ
t (㎜)

補強を要しない穴の最大径
(㎜)

n

継手効率
η

200、dr2の小さい値

(㎜)
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
K Dts

(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)部位　　　　　　　　　　項目
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2.6(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ　Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ　Suｎ(MPa)

強め板の設計引
張強さ 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

鏡板と管台の交
角

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

管台番号：P1, P4　参照附図　WELD
36

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積

補強の有効範囲
Ｘ (㎜)

補強の有効範囲
Ｘ (㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y (㎜)

補強の有効範囲
Y (㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂ (㎜)

管台の外径
D (㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

管台番号：P1, P4　参照附図　WEL
36

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
X (㎜)

補強の有効範囲
X (㎜)

補強の有効範囲
X (㎜)

穴の補強に必要
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

管台番号：P1, P4　参照附図　WELD
36

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

管台番号：P1, P4　参照附図　WELD
36

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

管台壁のせん断
力

すみ肉溶接部の
せん断力

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

管台番号：P1, P4　参照附図　WEL
36

評価 0 r

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

4
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

廃ガスポット( )

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

5
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴

評価

2.3(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.4(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1, P4

評価

2.5(1) .容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称　　　　　　　　　　項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

最高使用圧力に
おける材料の
設計引張強さ

Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P1

P4

評価

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強を要しない穴の最大径
(㎜)

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP1,P4である。

tn≥t、よって十分である。

継手効率
η

200、dr2の小さい値

(㎜)
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)部位　　　　　　　　　　項目 継手の種類
放射線検査の有

無

ℓ≧L ，よって十分である。

使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ　Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)
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2.6(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ　Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ　Suｎ(MPa)

強め板の設計引
張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

管台番号：P1, P4　参照附図　WELD-
36

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：P1, P4　参照附図　WELD-
36

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

管台番号：P1, P4　参照附図　WELD-
36

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

管台番号：P1, P4　参照附図　WELD-
36

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

管台番号：P1, P4　参照附図　WELD-
36

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

A0 ＞ Ar ，W<0,　よって十分である。
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(1)　設計条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

凝縮器,予備凝縮器
管側

凝縮器,予備凝縮器
胴側

凝縮器,予備凝縮器
伝熱管

2.構造図※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　    　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴(管側)

胴(胴側)

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

1
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4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　    　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡(管側)

鏡(胴側)

評価

5.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第一号、第二号】

部位　　　　　　    　　項目
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管穴の中心間の
距離

P (㎜)
使用材料

パッキンの中心
円の径又は胴の
内径　D(㎜)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

管及び管板の支
え方

による係数　F
管板の支え方

任意の管の中心
が

囲む面積　A(㎟)

面積Aの周のうち
穴の径

以外の部分の長
許容引張応力

S(MPa)
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最小厚さ
tb(㎜)

管板

評価

6.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内面に圧力を受ける管台の厚さ、外面に圧力を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第一号、第二号】

伝熱管

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　    　　項目 使用材料
管台の外径

D (㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t (㎜)

必要厚さ
t

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

P3

P6,P7,P8,P9

P4,P5

P1,P2

評価

8.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　    　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴(管側)(P4,P5,P6,P7,P8,P9)

評価

胴(胴側)(P1,P2,P3)

評価

c

b

n

t

t1、t2の

大きい値
最小厚さ

部位　　　　　　    　　項目 使用材料
呼び厚さ放射線検査の有 必要厚さ

Ｂ
必要厚さ許容引張応力伝熱管の外径 降伏点 継手効率

継手の種類

2
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9.穴の補強計算（胴の穴）、開放タンクの胴の穴の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位　　　　　　    　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力　Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

胴(胴側)(P1,P2)

部位　　　　　　    　　項目
穴の補強に必要

な面積
補強の有効範囲

Ｘ (㎜)
補強の有効範囲

Ｘ (㎜)
補強の有効範囲 補強の有効範囲

Y (㎜)
補強の有効範囲

Y (㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂ (㎜)

管台の外径
D (㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

胴(胴側)(P1,P2)

胴板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に必要
な面積

胴板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
Xj1(㎜)

補強の有効範囲
Xj2(㎜)

補強の有効範囲
Xj(㎜)

穴の補強に必要
な面積

胴板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

胴(胴側)(P1,P2)

部位　　　　　　    　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

胴(胴側)(P1,P2)

部位　　　　　　    　　項目
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
管台壁のせん断

力
すみ肉溶接部の

せん断力
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断
箇所の強さ力

胴(胴側)(P1,P2)

評価

10.フランジの計算(内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ ボルト フランジ

フランジ

評価

使用状態
ガスケット締付

時
いずれか大きい

値

フランジ

評価

使用状態
ガスケット締付

時 H H H h h h M M M
使用状態 ガスケット締付

フランジ

評価 s

係数
Y

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット係数
 m

ガスケット座面
の幅

w (㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ボルト谷径
 db (㎜)

o o

許容引張応力

設計温度( 　130　℃) 常温(　40　 ℃) ボルト本数
ｎ

ボルト使用材料
ガスケット使用

材料

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

設計圧力
P (MPa)

フランジの外径
A(㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

ボルト荷重

ガスケット座の
有効幅 b (㎜)

内圧による全荷
重

t1、t2の

大きい値

モーメント (N・㎜) フランジに作用するモーメント
フランジ内外径

の比

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜) ボルト呼び

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜)

ガスケットにか
ける圧縮力

使用状態での最
小ボルト荷重

ガスケット締付
最小荷重 Wm2

  ボルトの所要総断面積

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

b m

部位　　　　　　    　　項目
フランジ使用材

料

部位　　　　　　    　　項目

部位　　　　　　    　　項目

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

実際のボルト総
断面積

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位　　　　　　    　　項目

3
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

凝縮器

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴

評価

2.5(1)　穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

P1,P2

P1,P2

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

P1,P2

P1,P2

評価

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)
部位　　　　　　　　　　項目

胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa) 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)
部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

s

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟
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(1)　設計条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

凝縮器,予備凝縮器
管側

胴側

凝縮器,予備凝縮器
伝熱管

2.構造図※

3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　    　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴(管側)

胴(胴側)

評価 s

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

1
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4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　    　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡(管側)

鏡(胴側)

評価

5.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第一号、第二号】

部位　　　　　　    　　項目
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管穴の中心間の
距離

P (㎜)
使用材料

パッキンの中心
円の径又は胴の
内径　D(㎜)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

管及び管板の支
え方

による係数　F
管板の支え方

任意の管の中心
が

囲む面積　A(㎟)

面積Aの周のうち
穴の径

以外の部分の長
許容引張応力

S(MPa)
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最小厚さ
tb(㎜)

管板

評価

6.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内面に圧力を受ける管台の厚さ、外面に圧力を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第一号、第二号】

伝熱管

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　    　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

P6,P7,P8,P9

P4,P5

P1,P2

評価

8.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　    　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴(管側)(P4,P5,P6,P7,P8,P9)

評価

胴(胴側)(P1,P2,P3)

評価

c

b

t

n

t

t1、t2の

大きい値
最小厚さ
t (㎜)部位　　　　　　    　　項目 使用材料

呼び厚さ
t (㎜)

放射線検査の有
無

必要厚さ
t (㎜) Ｂ

必要厚さ
t (㎜)

許容引張応力
S(MPa)

伝熱管の外径
D (㎜)

降伏点
S (MPa)

継手効率
η

継手の種類

2
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9.穴の補強計算（胴の穴）、開放タンクの胴の穴の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位　　　　　　    　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力　Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

胴(胴側)(P1,P2)

部位　　　　　　    　　項目
穴の補強に必要

な面積
A （㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

t (㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒ (㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

胴(胴側)(P1,P2)

胴板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に必要
な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
Xj1(㎜)

補強の有効範囲
Xj2(㎜)

補強の有効範囲
Xj(㎜)

穴の補強に必要
な面積

Ａjｒ(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａj1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａj2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａj3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａj4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａj0(㎟)

胴(胴側)(P1,P2)

部位　　　　　　    　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

胴(胴側)(P1,P2)

部位　　　　　　    　　項目
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
管台壁のせん断

力
すみ肉溶接部の

せん断力
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断
箇所の強さ力

胴(胴側)(P1,P2)

評価

10.フランジの計算(内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ ボルト フランジ

フランジ

評価

使用状態
A (㎟)

ガスケット締付
時

いずれか大きい
値

フランジ

評価

使用状態
W  (N)

ガスケット締付
時 HD HG Hr hD hG hr MD MG Mr

使用状態
 M  (N・㎜)

ガスケット締付
時 M  (N・㎜)

フランジ

評価 s

係数
Y

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

最小設計締付圧
力

 y (MPa)

ガスケット係数
 m

ガスケット座面
の幅

w (㎜)

ガスケット接触
面の幅
N (㎜)

ガスケット接触
面の外径 GS

(㎜)

単位長さ当りガ
スケット締付荷
重 J (N／㎜)

ボルト谷径
 db (㎜)

o o

許容引張応力

設計温度( 　130　℃) 常温(　40　 ℃) ボルト本数
ｎ

ボルト使用材料
ガスケット使用

材料

ガスケット厚さ
(㎜)

座面の形状

設計圧力
P (MPa)

フランジの外径
A(㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

ボルト中心円の
直径

C (㎜)

ボルト荷重

ガスケット座の
有効幅 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

t1、t2の

大きい値
　t(㎜)

モーメント (N・㎜) フランジに作用するモーメント
フランジ内外径

の比
K

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜) ボルト呼び

荷 重 (N) モーメントアーム(㎜)

ガスケットにか
ける圧縮力

HP (N)

使用状態での最
小ボルト荷重

 Wm1 (N)

ガスケット締付
最小荷重 Wm2

(N)

  ボルトの所要総断面積

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

b m

部位　　　　　　    　　項目
フランジ使用材

料

部位　　　　　　    　　項目

部位　　　　　　    　　項目

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

実際のボルト総
断面積
Ab (㎟)

0 r

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位　　　　　　    　　項目
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

予備凝縮

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

評価

2.4(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴

評価

2.5(1)　穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

P1,P2

P1,P2

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

P1,P2

P1,P2

評価

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)
部位　　　　　　　　　　項目

胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa) 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)
部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

c

s

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

凝縮器
胴側

凝縮器
管側

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径 許容引張応⼒ 継⼿効率

継⼿の種類
放射線検査の有 必要厚さ 必要厚さ t1、t2の 呼び厚さ 最⼩厚さ

 

上胴 管側

下胴 管側

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位           項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
D (㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

上胴

下胴

評価

5.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第⼀号、第⼆号】

部位           項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離

Pｔ(㎜)
使⽤材料

パッキンの中⼼
円の径⼜は胴の

内径 D(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数 F
管板の⽀え⽅

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積 A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
許容引張応⼒

S(MPa)
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

上胴

下胴

評価 b

c

t

1
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6.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第⼀号】

部位           項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

上胴

下胴

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位           項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

上胴 NC-11/12
上胴 NC-13/14/15
下胴 NC-21/22
下胴 NC-23/24/25

評価

8.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

部位           項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径

上胴

下胴

評価

9.⽳の補強計算（胴の⽳）、開放タンクの胴の⽳の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位
              項⽬

胴板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
胴板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

胴板と管台の交
⾓

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

上胴 NC-11/12
下胴 NC-21/22

部位
              項⽬

⽳の補強に必要
な⾯積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

上胴 NC-11/12

下胴 NC-21/22

胴板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

⽳の補強に有効
な⾯積

胴板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

補強を要する⽳
の限界径

補強の有効範囲
Xj1(㎜)

補強の有効範囲
Xj2(㎜)

補強の有効範囲
Xｊ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

胴板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

上胴 NC-11/12

下胴 NC-21/22

部位
              項⽬

溶接部にかかる
荷重

Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

上胴 NC-11/12

下胴 NC-21/22

部位
              項⽬

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

管台壁のせん断
⼒

すみ⾁溶接部の
せん断⼒

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ⼒

上胴 NC-11/12

下胴 NC-21/22

評価

tt≥t1、よって⼗分である。

n

部位
              項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

2
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10.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第⼀号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径 許容引張応⼒ 継⼿効率

継⼿の種類
放射線検査の有 必要厚さ 呼び厚さ 最⼩厚さ

評価

3
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(2)　設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

凝縮器

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

4
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

2.1(2) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

2.2(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

D (㎜)
設計引張強さ 継手効率

継手の種類
放射線検査の有 必要厚さ

t (㎜)
必要厚さ
t

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

管台(NS-11a, NS-11b)

評価

2.2(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 (NS-12, NS-13)

評価

2.2(3) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

D (㎜)
設計引張強さ 継手効率

継手の種類
放射線検査の有 必要厚さ

t (㎜)
必要厚さ
t

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

管台 (NS-21, NS-22, NS-23)

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

胴

評価

2.3(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

胴

評価

Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
K

61、dr1の小さい

値
K Dts

(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)

n

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ　Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ　Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)
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2.4(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照
図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照
図　WELD-1

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

評価 jO jr

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa) 突合せ溶接の許

容引張応力係数
Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

溶接寸法 溶接寸法 溶接寸法

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

補強の有効範囲 補強の有効範囲
強め板の最小厚

さ
強め板の外径 管台の外径

一体型管台の
コーナー部半径

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積

補強の有効範囲 補強の有効範囲 補強の有効範囲

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)

溶接寸法 溶接寸法
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2.4(2) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

管台番号：NS-12, NS-13　参照附図
WELD-1

管台番号：NS-12, NS-13　参照附
WELD-1

管台番号：NS-12, NS-13　参照
WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-12, NS-13　参照附
WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-12, NS-13　参照附
WELD-1

管台番号：NS-12, NS-13　参照附
WELD-1

管台番号：NS-12, NS-13　参照附
WELD-1

評価 O r

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa) 管台壁の許容せ

ん断応力係数
Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

t (㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒ (㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

胴の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要

な面積
A （㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
係数
Ｆ
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2.4(3) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　
照附図　WELD-1

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　
照附図　WELD-1

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23
照附図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　
照附図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　
照附図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　
照附図　WELD-1

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　
照附図　WELD-1

評価

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa) 管台が取り付く

穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂ (㎜)

管台の外径
D (㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

胴の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積

補強の有効範囲
Ｘ (㎜)

補強の有効範囲
Ｘ (㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y (㎜)

補強の有効範囲
Y (㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

溶接寸法
Ｌ (㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

予備凝縮器
胴側

予備凝縮器
 管側

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位           項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

上胴 管側

下胴 管側

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位           項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

上胴

下胴

評価 よって半だ円形鏡板である。

ts≥t、よって⼗分である。

tc≥t、よって⼗分である。

1
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5.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第⼀号、第⼆号】

部位           項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離

Pｔ(㎜)
使⽤材料

パッキンの中⼼
円の径⼜は胴の

内径 D(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数 F
管板の⽀え⽅

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積 A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ L(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

上胴

下胴

評価

6.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第⼀号】

部位           項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

上胴

下胴

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位           項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

上胴 NC-11/12

上胴 NC-13/14/15

下胴 NC-21/22

下胴 NC-23/24/25

評価

8.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

部位           項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

上胴

下胴

評価

t b

tt≥t1、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。
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9.⽳の補強計算（胴の⽳）、開放タンクの胴の⽳の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位
              項⽬

胴板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
胴板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

Sc(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

胴板と管台の交
⾓

α(°)

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ

tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

tnr(㎜)

上胴 NC-11/12

下胴 NC-21/22

部位
              項⽬

⽳の補強に必要
な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

上胴 NC-11/12

下胴 NC-21/22

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａo(㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
⾯積

ＡoＤ(㎟)

補強を要する⽳
の限界径

dj(㎜)

補強の有効範囲
Xj1(㎜)

補強の有効範囲
Xj2(㎜)

補強の有効範囲
Xj(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

Ａjｒ(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

Ａj1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａj2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａj3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａj4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａjo(㎟)

上胴 NC-11/12

下胴 NC-21/22

部位
              項⽬

溶接部にかかる
荷重

Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

上胴 NC-11/12

下胴 NC-21/22

部位
              項⽬

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

上胴 NC-11/12

下胴 NC-21/22

評価

10.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第⼀号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

評価

⼤きい⽳の補強

Ao ＞ Ar ，W＜0 によって⼗分である。

tt≥t1、よって⼗分である。

部位
              項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認
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(2)　設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

予備凝縮器(

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

2.1(2) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

2.2(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台(NS-11a, NS-11b)

評価

2.2(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 (NS-12, NS-13)

評価

2.2(3) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 (NS-21, NS-22, NS-23)

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴

評価

2.3(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴

評価

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力　S(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力　S(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)

補強の計算を要する穴はNS-11a, NS-11b, NS-12, NS-13である。

補強の計算を要する穴はNS-21, NS-22, NS-23である。

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)
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2.4(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-11a, NS-11b　参照附
図　WELD-1

評価

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa) 突合せ溶接の許

容引張応力係数
Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

AjO > Ajr，W < 0, よって十分である。
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2.4(2) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

管台番号：NS-12, NS-13　参照附図
WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-12, NS-13　参照附図
WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-12, NS-13　参照附図
WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-12, NS-13　参照附図
WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-12, NS-13　参照附図
WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-12, NS-13　参照附図
WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-12, NS-13　参照附図
WELD-1

評価

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa) 管台壁の許容せ

ん断応力係数
Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

AO > Ar，W < 0, よって十分である。

7

■
37504



2.4(3) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　参
照附図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　参
照附図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　参
照附図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　参
照附図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　参
照附図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　参
照附図　WELD-1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：NS-21, NS-22, NS-23　参
照附図　WELD-1

評価

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の設計引張強さ

Sus(MPa)
管台の設計引張強さ

Suｎ(MPa)
強め板の設計引張強さ

Suc(MPa)
穴の径
d(㎜)

胴の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
A （㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

強め板の最小厚
さ

t (㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒ (㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa) 管台が取り付く

穴の径
dｗ(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

AO > Ar，W < 0, よって十分である。

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

8
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

凝縮器
(

2.構造図

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板、中⾼⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第⼆号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6 条の2 第7 項第⼆号(第8 条第2 項準⽤)第⼀号、第⼆号】

鏡板、底板

評価

鏡板、底板

評価

5.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第⼀号、第⼆号】

部位          項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離

Pｔ(㎜)
使⽤材料

パッキンの中⼼
円の径⼜は胴の

内径 D(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数 F
管板の⽀え⽅

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積 A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ L(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

管板

評価

6.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第⼀号】

部位          項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

伝熱管

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3, P4

P9, P10

評価

ts≥t、よって⼗分である。

tc≥t、よって⼗分である。

部位          項⽬

t

部位          項⽬

b

鏡板の外径
Doc(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
3tco

(㎜)
鏡板の呼び厚さ

tco(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
 R(㎜)

t1、t2、t3、t4の
⼤きい値

t(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

tt≥t1、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

さら形鏡板の形
状による係数

 W

胴の内径
Di(㎜)

胴の外径
Do(㎜)

鏡板の中央部の
外半径

  Ro (㎜)

継⼿効率
η

必要厚さ
t4(㎜)

Ro／(100tc)使⽤材料
最⼩厚さ

tc(㎜)
呼び厚さ

tco(㎜)
降伏点

Sy (MPa)
許容引張応⼒

S1(MPa)

鏡板のフランジ
部の外径
ℓ (㎜)

B2
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t1(㎜)
放射線検査の有

無
継⼿の種類 ℓ /Do Do /tc B1

1
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8.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

胴

評価

2
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

凝縮器

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3 
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.3(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価 補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はない。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

⾼レベル廃液濃縮⽸凝縮器
(

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡板、底板

評価

5.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第⼀号、第⼆号】

部位          項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離

Pｔ(㎜)
使⽤材料

パッキンの中⼼
円の径⼜は胴の

内径 D(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数 F
管板の⽀え⽅

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積 A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ L(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

管板

評価

6.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第⼀号】

部位          項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

伝熱管

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3, P4

P9, P10

評価

tb≥t、よって⼗分である。

t 1

tn≥t、よって⼗分である。

s

tc≥t、よって⼗分である。

Pt≥Z、によって⼗分である。

よって半だ円形鏡板である。

1
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8.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

管側胴板 ⽳

評価

9.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)

管側鏡板 ⽳

評価

10.⽳の補強計算（鏡板の⽳）【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

部位
              項⽬

鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

Sc(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

α(°)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

tnr(㎜)

管側鏡板 ⽳

部位
              項⽬

⽳の補強に必要
な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

管側鏡板 ⽳

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0(㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する⽳
の限界径

dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
⾯積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

ＡJ0(㎟)

管側鏡板 ⽳

部位
              項⽬

溶接部にかかる
荷重

Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

管側鏡板 ⽳

部位
              項⽬

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

管側鏡板 ⽳

評価

補強の計算を要する⽳はP3,P4である。

部位
              項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3， Webp4， Webp5， Webp6 ≧W よって⼗分である。
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

高レベル廃液濃縮缶凝縮器A 

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3 
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2.1(1)　容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1)　容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第一号、第二号】

部位　　　　　　　　　　項目
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管穴の中心間の
距離

Pｔ(㎜)
使用材料

パッキンの中心
円の径又は胴の
内径　D(㎜)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

管及び管板の支
え方

による係数　F
管板の支え方

任意の管の中心
が

囲む面積　A(㎟)

面積Aの周りのう
ち穴の径

以外の部分の長
さ　L(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最小厚さ
tb(㎜)

管板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1

評価

2.5(1)　容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.5(2)　容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.6(1)　穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

評価

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はP1である。

Pt≥Z、によって十分である。 tb≥t、よって十分である。

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)
部位　　　　　　　　　　項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

　部位　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

o r

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度(℃) 液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

第1エジェクタ凝縮器

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第⼀号、第⼆号】

部位          項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離

Pｔ(㎜)
使⽤材料

パッキンの中⼼
円の径⼜は胴の

内径 D(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数 F
管板の⽀え⽅

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積 A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ L(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

管板

評価

4.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第⼀号】

部位          項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

伝熱管

評価

Pt≥Z、によって⼗分である。 tb≥t、よって⼗分である。

tt≥t1、よって⼗分である。
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(2) 設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

第1エジェクタ凝縮器

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1

評価

2.4(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.5(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）(内圧計算、外圧計算)【第8条第4項第一号及び第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

P1

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1

評価 o r

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位 項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

鏡板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)
部位 項目

鏡板の計算上必要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必要な厚さ
tnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位 項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張強さ

Sus(MPa)
鏡板の継手効率

η
係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP1である。
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

凝縮器
 管側

凝縮器
 胴側

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

管側 胴

評価

4.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

管側 胴

管側 胴

管側 胴

評価

5.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

管側 鏡

胴側 鏡

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P5

P6

評価

ts≥t、よって⼗分である。

補強の計算を要する⽳はない。

c

tn≥t、よって⼗分である。

1
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7.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第⼀号、第⼆号】

部位          項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離

Pｔ(㎜)
使⽤材料

パッキンの中⼼
円の径⼜は胴の

内径 D(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数 F
管板の⽀え⽅

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積 A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ L(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

管板

評価

8.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

伝熱管

評価

9.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

胴側 胴

評価

10.開放タンクの補強を要しない⽳の最⼤径【6条の2第4項第⼆号】

胴側 胴

評価

11.⽳の補強計算（胴の⽳）、開放タンクの胴の⽳の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位          項⽬ 胴板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
胴板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

Se(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

胴板と管台の交
⾓

α(°)

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ

tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

tnr(㎜)

P2

P3

部位          項⽬
⽳の補強に必要

な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

P2

P3

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0(㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する⽳
の限界径

dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

ＡJ0(㎟)

P2

P3

t b

部位          項⽬ ⽳の径が85㎜以下の⽳

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
部位          項⽬ 使⽤材料

伝熱管の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

継⼿効率
η

⼤きい⽳の補強

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

t

s

Ｂ
必要厚さ

t2(㎜)
t1、t2の

⼤きい値

よって，補強の計算を要する⽳は
P2,P3である。

部位          項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認

2
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部位          項⽬
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

P2

P3

部位          項⽬
突合せ溶接部の

引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

P2

P3

評価

12.開放タンクの管台の厚さの計算【第6条の2第8項第⼀号、第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

管台の内径
Di(m)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P2

P3

P4

評価

0 r

tn≥t、よって⼗分である。

3

37523

■
37523



■
37524



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号】

部位 項目 使用材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最小厚さ
tt(㎜)

P2

評価

2.3(2) 容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号】

部位 項目 使用材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最小厚さ
tt(㎜)

P3

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.7(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

評価

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

管台使用材料胴板使用材料部位 項目
管台 の最小厚さ

tn(㎜)
胴板の最小厚さ

ts(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

補正穴の径
de(㎜)

穴の径
d(㎜)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

強め板使用材料

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位 項目

Ajo＞Ajr，W＜0 よって十分である。

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位 項目
一体型管台の

コーナー部半径
Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

補強の計算を要する穴は P2，P3 である。

胴板の継手効率
η

胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

ts≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 c

tt≥t1、よって十分である。

tt≥t1、よって十分である。

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)
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2.7(2) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

評価

部位 項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa) 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)
胴の内径
Di(㎜)

部位 項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

X1=X2でない場合の確認

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位 項目

小さい穴の補強

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

Ajo＞Ajr，W＜0 よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)部位 項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号】

部位 項目 使用材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最小厚さ
tt(㎜)

P2

評価

2.3(2) 容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号】

部位 項目 使用材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最小厚さ
tt(㎜)

P3

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.7(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P2

評価

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

管台使用材料胴板使用材料部位 項目
管台 の最小厚さ

tn(㎜)
胴板の最小厚さ

ts(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

補正穴の径
de(㎜)

穴の径
d(㎜)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

強め板使用材料

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位 項目

Ajo＞Ajr，W＜0 よって十分である。

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位 項目
一体型管台の

コーナー部半径
Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

補強の計算を要する穴は P2，P3 である。

胴板の継手効率
η

胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

ts≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

t 1

t 1

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)
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2.7(2) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

評価

部位 項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa) 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)
胴の内径
Di(㎜)

部位 項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

X1=X2でない場合の確認

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位 項目

小さい穴の補強

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

Ajo＞Ajr，W＜0 よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)部位 項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

937529

■
37529



 
 
 

 
 

精
製
 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 1 8  

凝 縮 器  

37530

■
37530



■
37531



8.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2 図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

胴（管側）（P4,P5,P6,P7,P8,P9）

評価

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2 図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

胴（胴側）（P1,P2,P3）

評価

9.⽳の補強計算（胴の⽳）、開放タンクの胴の⽳の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

 部位          項⽬ 胴板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
胴板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

Se(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

胴板と管台の交
⾓

α(°)

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ

tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

tnr(㎜)

P1,P2

 部位          項⽬
⽳の補強に必要

な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ (㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

P1,P2

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ (㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0(㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ Ｄ(㎜)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する⽳
の限界径

dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
ＡJ (㎟)

補強に有効な総
⾯積

ＡJ0(㎟)

P1,P2

 部位          項⽬
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ (MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe (N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

P1,P2

 部位          項⽬
突合せ溶接部の

引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)

P1,P2

評価

10.フランジの計算(内圧を受ける任意形フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ ボルト フランジ
σb (MPa) σf(MPa) σa (MPa) σfa(MPa)

フランジ

評価

使⽤状態
Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

Am2 (㎟)

いずれか⼤きい
値

 Am  (㎟)

フランジ

評価

使⽤状態
Wo (N)

ガスケット締付
時

Wg (N)
HD HG HＴ hD hG hT MD MG MＴ

使⽤状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

評価

 部位          項⽬

ボルト荷重 荷 重 (N) モーメントアーム(㎜)

フランジ使⽤材
料

 部位          項⽬

補強の計算を要する⽳は無しである。

補強の計算を要する⽳はP1,P2である。

フランジに
フランジ内外径

の⽐
K

モーメント (N・㎜)

フランジの外径
A(㎜)

go ≦16 (㎜)、B／go ≦300、P≦2 (MPa)、設計温度≦370 (℃) よって，遊動フランジとして計算する。

ハブ先端の厚さ
g0 (㎜)

ボルト呼び
単位⻑さ当りガ
スケット締付荷

重 J (N／㎜)

A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3， Webp ， Webp5， Webp6 ≧W よって⼗分である。

ボルト使⽤材料
ガスケット使⽤

材料

ガスケット厚さ
(㎜)

座⾯の形状

 部位          項⽬
ガスケット座の
有効幅 b (㎜)

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮⼒

HP (N)

使⽤状態での最
⼩ボルト荷重

 Wm1 (N)

ボルト⾕径
 db (㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)
 部位          項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

設計圧⼒
P (MPa)

ガスケット接触
⾯の外径 GS (㎜)

フランジの内径
 B(㎜)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

最⼩設計締付圧
⼒

 y (MPa)

ガスケット係数
 m

ガスケット座⾯
の幅

w (㎜)

ガスケット接触
⾯の幅
N (㎜)

Ab＞Am，よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。

許容引張応⼒
設計温度(  130 ℃) 常温(  40  ℃)

係数
Y

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値
 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

実際のボルト総
断⾯積
Ab (㎟)

ボルト本数
ｎ

ガスケット締付
最⼩荷重 Wm2

(N)

  ボルトの所要総断⾯積

ボルト中⼼円の
直径

C (㎜)

237532

■
37532



(2) 設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

凝縮器

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

337533

■
37533



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
D (㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

評価

2.5(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

P1,P2

P1,P2

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

P1,P2

P1,P2

評価

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位 項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)
部位 項目

胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa) 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)
部位 項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

c

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟
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1 

1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

37536

■
37536



2 

2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ
Su (MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2

評価

2.5(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

P1,P2

P1,P2

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P1,P2

P1,P2

P1,P2

評価

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

c

s

n

部位 項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa) 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

部位 項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位 項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

部位 項目
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe1(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe2(N)
すみ肉溶接部のせん断力

Ｗe3(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe4(N)
突合せ溶接部のせん断力

Ｗe5(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe6(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe7(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe8(N)
突合せ溶接部の引張力

Ｗe9(N)
管台壁のせん断力

Ｗe10(N)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

o r

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)
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5.容器の平板の厚さの計算(平板の穴の有無：無し、円形平板の場合)【第8条の2第2項】

最高使用温度
S (MPa)

常 温
S1 (MPa)

使 用 状 態
W1 (N)

ガスケット締付
時

W2 (N)

平板

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項
目

使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2,P3,P4

P5,P6,P7,P8

評価

7.平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、規則的に配置されたリブによって支えられる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板

評価

8.平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板(1)

平板(2)

平板(3)

平板(4)

平板(5)

評価

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 C2

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考慮して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

許容引張応力
SR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

許容引張応力
SR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブの水平及び
垂直方向の中心
間の距離の平均

値
p (㎜)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

部位 項
目

平版 リブ

使用材料

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

許容引張応力
S (MPa)

部位 項
目

平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

許容引張応力
S (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

最小厚さ
tp(㎜)平板使用材料

許容引張応力

平板 定数
C

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

ボルト穴中心円
周長

L (㎜)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

ボルト荷重
モーメントアー

ム
hG(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

共通

P≦PA かつP≦PB ，よって十分である。

共通

P≦PA かつP≦PB ，よって十分である。

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

n

p

部位 項
目

t1、t2 の大きい

値
 t (㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

2
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(2) 設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

セル導出ユニットフィルタA(
，

セル導出ユニットフィルタB(

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3 37541

■
37541



2.1(1) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板

評価

2.1(2) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

平板

評価

2.1(3) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、規則的に配置されたリブによって支えられる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板

評価

2.1(4) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(5) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算
平板

評価

2.1(6) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(7) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(8) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算
平板

評価

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

部位 項目

共通 平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

部位 項目

共通 平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

A B

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

部位 項目

共通 平版 リブ

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブの水平及び
垂直方向の中心
問の距離の平均

値
p (㎜)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA＜P，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

最小厚さ
tp(㎜)

部位 項目

部位 項目

共通 平版 リブ

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

部位 項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

使用材料

使用材料
リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA<P ，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

第14項第二号イ(ロ)による

h

第14項第二号イ(ロ)による
tp＜t，よって詳細解析が必要である。

共通 平版 リブ

使用材料

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

PA<P ，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

PA<P ，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

h

第14項第二号イ(ロ)による
tp＜t，よって詳細解析が必要である。
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2.1(9) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
平板

評価

2.1(10) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(11) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.2(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1,P2,P3,P4

評価

2.2(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P5,P6,P7,P8

評価

部位 項目

共通 平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

n

tn≥t、よって十分である。

PA<P ，PB＜P，よって詳細解析が必要である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。

tp＜t，よって詳細解析が必要である。
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1

1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

セル導出ユニットフィルタA(1705－
F17)，セル導出ユニットフィルタ
B

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2

2.1(1) 平板の厚さの計算(リブが交叉して設けられた場合、自由支持の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
(一方)
Z1 (㎣)

(他方)
Z2 (㎣)

(一方)
SuR1(MPa)

(他方)
SuR2(MPa)

(一方)
η1(MPa)

(他方)
η2(MPa)

(一方)
b1(MPa)

(他方)
b2(MPa)

(一方)
ℓ1 (㎜)

(他方)
ℓ2 (㎜)

平板

評価

2.1(2) 平板の厚さの計算(リブが交叉して設けられた場合、自由支持の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ
(一方)
Z1 (㎣)

(他方)
Z2 (㎣)

(一方)
SuR1(MPa)

(他方)
SuR2(MPa)

(一方)
η1(MPa)

(他方)
η2(MPa)

(一方)
b1(MPa)

(他方)
b2(MPa)

(一方)
ℓ1 (㎜)

(他方)
ℓ2 (㎜)

平板

評価

2.1(3).平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、規則的に配置されたリブによって支えられる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板

評価

2.1(4) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：イ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

許容引張応力
SR (MPa)

部位 項目

共通 平版 リブ

使用材料

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA＜P，PB＜P, よって詳細解析が必要である。

部位 項目

共通 平版 リブ

使用材料

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

リブ交叉部における継手効率 リブが荷重を受け持つ幅 リブが荷重を受け持つ長さ

定 数
 CR

リブの水平及び
垂直方向の中心
間の距離の平均

値
 p (㎜)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高

許容圧力
P1 (MPa)

リブが荷重を受け持つ幅

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数
許容引張応力

SR (MPa)
リブ交叉部における継手効率

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA＜P，PB＜P, よって詳細解析が必要である。

部位 項目

共通 平版 リブ

使用材料

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

リブが荷重を受け持つ長さ

定 数
 CR

リブの水平及び
垂直方向の中心
間の距離の平均

値
 p (㎜)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高

許容圧力
P1 (MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA＜P，PB＜P, よって詳細解析が必要である。

tp<t、よって詳細解析が必要である。

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブの水平及び
垂直方向の中心
問の距離の平均

値
p (㎜)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)
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1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

セル導出ユニットフィルタA

セル導出ユニットフィルタB

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板(正面板)

評価

2.1(2) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板(左側板)

評価

2.1(3) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板(右側板)

評価

2.1(4) 平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、規則的に配置されたリブによって支えられる場合)【第8条の2第10項】

平板 リブ

平板(天板)

評価

2.1(5)  平板の厚さの計算(リブが一方向のみに設けられた場合、自由支持の場合、周縁固定の場合、リブの水平方向の中心間距離と垂直方向の中心間距離が大きく異なる場合)【第8条の2第10項】

平板(底板)

評価

2.2(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

N-1, N-2

評価

平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

PA<P, よって詳細解析が必要である。

部位 項目

共通 平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

部位 項目

共通

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA<P, よって詳細解析が必要である。

部位 項目

共通 平版 リブ

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA<P, よって詳細解析が必要である。

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

使用材料

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

A

部位 項目

共通

使用材料
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

設計引張強さ
Su (MPa)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

定 数
 CR

リブの水平及び
垂直方向の中心
問の距離の平均

値
p (㎜)

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

部位 項目

共通 平版 リブ

tn≥t、よって十分である。

リブで補強され
た平板の最高許

容圧力
 PA (MPa)

平版 リブ

リブで仕切られ
た平板の最高許

容圧力
PB (MPa)

PA<P, よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
SuR (MPa)

リブが荷重を受
け持つ幅
b (㎜)

リブが荷重を受
け持つ長さ
 ℓ (㎜)

定 数
 CR

リブがないもの
とみなして計算
した平板の最高
許容圧力 P1

(MPa)

リブの強さのみ
を考應して計算
した最高許容圧

力
 P2 (MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

リブで仕切られ
た平板部の最小

スパン
 d1 (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D1 (㎜)

呼び厚さ
tpo (㎜)

最小厚さ
 tp (㎜)

断面係数 Zo
(㎣)

237549

■
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

廃ガス貯留槽A,B,C,D

2.構造図※

※ 図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴
評価

4.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2 図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

胴
評価

5.⽳の補強計算（胴の⽳）、開放タンクの胴の⽳の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位          項⽬ 胴板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
胴板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

Se(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

胴板と管台の交
⾓

α(°)

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ

tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

tnr(㎜)
P5

部位          項⽬
⽳の補強に必要

な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ (㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

P5

胴板の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ (㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ (㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
Ａ (㎟)

胴板の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ (㎜)

補強に有効な総
⾯積

Ａ (㎟)

補強を要する⽳
の限界径

d (㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

Ａ (㎟)

胴板の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ (㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ (㎟)
P5

部位          項⽬
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ (MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe (N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

P5

部位          項⽬
突合せ溶接部の

引張⼒
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張⼒
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
⼒

Ｗe10(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ (N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ⼒

Ｗeｂｐ6(N)
P5

評価

部位
              項⽬

s

補強の計算を要する⽳はP5である。

A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3≧W よって⼗分である。

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

137551

■
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6.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡
評価

7.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2 図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)
鏡
鏡
鏡
鏡
鏡
鏡
鏡

評価

c

補強の計算を要する⽳はない。

237552

■
37552



8.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1
P2
P3
P4
P5
C1
C2(付根部)
C2(先端部)
C3(付根部)
C3(先端部)

評価

9.容器の鏡板の2⽳以上の⽳の中⼼間の距離【8条第3項第⼆号】

部位          項⽬
⽳の直径
d1 (㎜)

⽳の直径
d2 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断⾯の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外⾯に
沿った2つの⽳の
中⼼間の距離
L (㎜)

2つの⽳の中⼼間
距離

ℓ (㎜)

最⾼使⽤圧⼒に
おける材料の
許容引張応⼒

S (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継⼿効率
η

円すいの頂⾓の2
分の1
θ (°)

P1
C1

評価 ℓ≧L ，よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

337553

■
37553
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4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

 部位          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の⽳の有無 無し、円形平板の場合)【第8条の2第2項】

最⾼使⽤温度
S (MPa)

常 温
S1 (MPa)

使 ⽤ 状 態
W1 (N)

ガスケット締付
時

平板

評価 p

c

 部位          項⽬
t1、t2 の⼤きい

値
 t (㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

平板使⽤材料

許容引張応⼒

平板 定数
C

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D(㎜)

形状によって定
まる定数

Z

ボルト⽳中⼼円
周⻑

L (㎜)

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

ボルト荷重
モーメントアー

ム
hG(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

237556

■
37556



6.容器の平板の厚さの計算(平板の⽳の有無 有り、内圧計算、外圧計算)【第8条の2第2項及び第14項第⼆号イ(ロ)】

平板

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1,P2,P4

P3,P5

P6,P7

評価

8.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2 図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径

胴

評価

9.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
許容引張応⼒

S(MPa)
鏡板の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値 K

Dts

(㎟)

dr2 図より求め
た値

200、dr2の⼩さ
い値

補強を要しない
⽳の最⼤径

鏡

評価

10.フランジの計算(内圧を受ける遊動フランジ)【第12条第1項】

ボルト フランジ ボルト フランジ

フランジ

使⽤状態
Am1 (㎟)

ガスケット締付
時

いずれか⼤きい
値

フランジ

評価

使⽤状態
Wo (N)

ガスケット締付
時 HD HG HT hD hG hT MD MG MT

使⽤状態
 Mo (N・㎜)

ガスケット締付
時 Mg (N・㎜)

フランジ

評価

b m

最⼩設計締付圧
⼒

 y (MPa)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

ガスケット締付
最⼩荷重 Wm2

(N)

tp≥t、よって⼗分である。

必要厚さ
t1(㎜)

外圧計算

ボルト⾕径
 db (㎜)

単位⻑さ当りガ
スケット締付荷

重 J (N／㎜)

ガスケット接触
⾯の外径 GS (㎜)

ガスケット座の
基本幅
bo(㎜)

最⼩設計締付圧
⼒

 y (MPa)

ガスケット係数
 m

ガスケット座⾯
の幅

w (㎜)

ガスケット接触
⾯の幅
N (㎜)

ガスケット接触
⾯の外径 GS (㎜)

ガスケット接触
⾯の幅
N (㎜)

設計温度( 50℃) 常温(40℃)

必要厚さ
t2(㎜)

内圧計算

t1、t2 の⼤きい値
 t (㎜)

内圧計算

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

h

(ロ)による

使 ⽤ 状 態
W1 (N) 内圧計算 外圧計算 外圧計算最⾼使⽤温度

S (MPa)

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

⽳の径
dh(㎜)

平板使⽤材料

許容引張応⼒

平板
常 温

S1 (MPa)

モーメントアー
ム

hG(㎜)
 部位          項⽬

ボルト⽳中⼼円
周⻑

L (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

定数
C

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

ボルト荷重

ガスケット締付時
W2 (N)

ガスケット座⾯
の幅

w (㎜)

ガスケット係数
 m

内圧による全荷
重

H (N)

ガスケットにか
ける圧縮⼒

HP (N)

使⽤状態での最
⼩ボルト荷重

 Wm1 (N)

 部位          項⽬

ボルト荷重
荷 重
 (N)

モーメントアーム
(㎜)

モーメント
(N・㎜)

フランジに作⽤するモーメント
フランジ内外径

の⽐
K

係数
Y

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値
 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

ボルト中⼼円の
直径

C (㎜)

ガスケットの外
径

Dg(㎜)

ガスケットの有
効径
G(㎜)

ボルト呼び
ボルト本数

ｎ

 部位          項⽬
ガスケット座の
有効幅 b (㎜)

  ボルトの所要総断⾯積
実際のボルト総

断⾯積
Ab (㎟)

 部位          項⽬
フランジ使⽤材

料
ボルト使⽤材料

ガスケット使⽤
材料

ガスケット厚さ
(㎜)

座⾯の形状

設計圧⼒
P (MPa)

許容引張応⼒
フランジの外径

A(㎜)
フランジの内径

 B(㎜)

337557

■
37557
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高 レ ベ ル 廃 液 供 給 槽  

37558

■
37558



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

⾼レベル廃液供給槽
 本体

⾼レベル廃液供給槽
 管台及び冷却コイル

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

137559

■
37559



3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

部位          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡板、底板

評価

4.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P9,P10,P11,P12,P13,P14,P15,P16,P1
7,P18,P19,P20

評価

5.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(ｍ)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

胴

評価

6.管の厚さの計算【第14条第1項第⼀号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査

の有無
必要厚さ

t(㎜)
呼び厚さ

(㎜)
最⼩厚さ

ts(㎜)

冷却コイル

評価

tc≥t、よって⼗分である。よってさら形鏡板である。

tn≥t、よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。

ts≧t，よって⼗分である。

237560

■
37560
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1.仕様

機器名 項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

⾼レベル廃液濃縮⽸
 胴側

⾼レベル廃液濃縮⽸
 管側

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

部位 項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

上胴

下胴

評価

4.管の厚さの計算【第14条第1項第⼀号、第⼆号】

 部位 項⽬ 使⽤材料
管の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査

の有無
必要厚さ

t(㎜)
B

必要厚さ
top(mm)

t , topの
⼤きい値 tr

呼び厚さ
(mm)

最⼩厚さ
ts(㎜)

P33，P34

評価

ts≥t、よって⼗分である。

ts≧tr，よって⼗分である。

137562

■
37562



1.仕様

機器名 項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

高レベル廃液濃縮缶

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

2 37563

■
37563



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(2) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(3) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円すい形の胴）(形状：図７－１)【第7条第1項第一号、第７条第３項第一号、第二号チ】

大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端 大径端 小径端

胴

評価

2.1(4) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(5) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(6) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.1(7) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

2.4(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(円すい形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

円すい頂角の1／
2

θ（°）

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

2.4(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴

評価

ts≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はない。

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

s

ts≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

使用材料
円すいの頂角の1

／2
θ (°)

許容引張強さ
Su MPa)

継手効率
η

継手の種類部位 項目
胴の大径端側の

内径
Do(㎜)

胴の大径端側の
すその丸みの内

半径
ro(㎜)

胴の小径端側の
内径
Ds(㎜)

胴の小径端側の
すその丸みの内

半径
rs(㎜)

胴の呼び厚さ
tso(㎜)

0.06(Do＋2tso)

 (㎜)

0.06(Ds＋2tso)

 (㎜)

3tso

 (㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

よって円すい形の胴である。 s

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP3である。

補強の計算を要する穴はない。

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

胴の有効内径
Di，Ds (㎜)

すその丸みの内半径
ro，rs (㎜)

円すいの形状による係数
W

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜) t1、t2、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)
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2.6(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

P3

評価

部位 項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1 N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2 N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4 N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5 N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6 N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)部位 項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11 N)

Ajo＞Ajr，W＜0 よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2 N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3 N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4 N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5 N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1 N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7 N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8 N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ1 N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2 MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3 MPa)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

部位 項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

部位 項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

部位 項目

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4 MPa)

応力除去の有無

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟)

補正穴の径
de(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

胴の内径
Di(㎜)

部位 項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜) 穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

部位 項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料

胴板の設計引張強さ
Sus MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc MPa)

穴の径
d(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

4 37565
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

※1 外注先の取得した溶接工法であり，詳細確認できないため保守的に0.60とする。

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴

評価

※1 外注先の取得した溶接工法であり，詳細確認できないため保守的に0.60とする。

2.3(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su (MPa)
鏡板の最小厚さ

ts(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

s

2 37568
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

機器名 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su (MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P2

評価

2.4(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴

評価

2.4(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su (MPa)
鏡板の最小厚さ

t (㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
61、dr1の小さい

値 K
Dts

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

2.5(1) 穴の補強計算（半だ円形鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位 項目 鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張

強さ
Sus(MPa)

菅台の設計引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内面にお
ける長径のK1倍

R(㎜)

鏡板の内面にお
ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径
Dis(㎜)

長径と短径の比
DiL/Dis

係数K1

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P2

部位 項目
穴の補強に必要

な面積
補強の有効範囲

Ｘ1(㎜)
補強の有効範囲

Ｘ2(㎜)
補強の有効範囲

Ｘ(㎜)
補強の有効範囲

Y1(㎜)
補強の有効範囲

Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P2

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

P2

部位 項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P2

部位 項目
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
突合せ溶接部の

引張力
管台壁のせん断

力
すみ肉溶接部の

せん断力
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断

箇所の強さ
予想される破断
箇所の強さ力

P2

評価

s

c

n

X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位 項目

小さい穴の補強

2 37571

■
37571
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第 2 エ ジ ェ ク タ 凝 縮 器

デ ミ ス タ  

37572

■
37572



■
37573



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) 容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
D (㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値

容器の補強を要
しない穴の最大

径

胴

評価

2.3(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su (MPa)
鏡板の最小厚さ

t (㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
61、dr1の小さい

値 K
Dts

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

s

c

2 37574

■
37574
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■
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■
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第 1 , 第 2 高 レ ベ ル 濃

縮 廃 液 一 時 貯 槽  

37577

■
37577



第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽(1711-V41)の耐圧強度計算書
(1) 設計条件による評価
1.要⽬

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

本 体

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

ジャケット部

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

ル部

2.構造図

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

機器名          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

評価

137578

■
37578



4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

機器名          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

評価

5開放タンクの胴の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け⽅法：ヲ、平板の⽳の有無：無し)【第6条の2第2項第⼀号、第四号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

評価

6.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ル、平板の⽳の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第⼆号ロ(イ)】

機器名          項⽬
直径⼜は最⼩ス

パン
d (㎜)

d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

⽳の径
dh(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

th／4
 (㎜)

使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

評価

7.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

C6,C7,C8

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

C6,C7,C8

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

C6,C7,C8

評価

p

ph

許容引張応⼒ 最⼩厚さ
機器名          項⽬ 使⽤材料

呼び厚さ降伏点 継⼿効率
継⼿の種類

放射線検査の有 必要厚さ
Ｂ

必要厚さ t1、t2の伝熱管の外径

237579

■
37579



8.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

D (㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t (㎜)

必要厚さ
t

t1、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
t (㎜)

最⼩厚さ
t (㎜)

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P1,P2,P9,P42,P43,P44

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P3,P10,P12,P14,P17

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P4,P11,P13,P15,P16,P40,P41

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P5,P7,P19,P20

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P6,P8,P36,P37

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P18

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P21

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P22

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P33

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P34,P35

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P38,P39

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P45

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P45(50A)

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

80A外とう管(C2･C3,C4･C5)

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

C1

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

C2,C3,C4,C5

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

P23,P24,P25,P26,P29,P30,P31,
P32

評価

337580

■
37580



9.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

評価

437581

■
37581



10.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値 K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値

200、dr2の⼩さ
い値

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

評価

11.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)

縮廃液⼀時貯槽

評価

537582

■
37582



12.⽳の補強計算（鏡板の⽳）【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

機器名
              項⽬

鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒ ⽳の径

d(㎜)
補正⽳の径

de(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽
P45

機器名
              項⽬

⽳の補強に必要
な⾯積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

ル濃縮廃液⼀時貯槽
P45

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

⽳の補強に有効
な⾯積

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

補強を要する⽳
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽
P45

機器名
              項⽬

溶接部にかかる
荷重

Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

機器名
              項⽬

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

管台壁のせん断
⼒

すみ⾁溶接部の
せん断⼒

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ⼒

第1⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽

評価

機器名
              項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

637583

■
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
D (㎜)

設計引張強さ 継手効率
継手の種類

放射線検査の有 必要厚さ
t (㎜)

必要厚さ
t (㎜)

t1、t2の 呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.3(2) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ル、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第二号ロ(イ)】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

穴の径
dh(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

th／4

 (㎜)
使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台(P45)

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

胴

評価

2.5(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su(MPa)
鏡板の最小厚さ

ts(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

2.5(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ 鏡板の最小厚さ 継手効率

継手の種類
放射線検査の有 dr1=(D-2ts)/4

61、dr1の小さい

値 K
Dts

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

よってさら形鏡板である。 c

p≧

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

200、dr2の小さい値

(㎜)
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)継手の種類
放射線検査の有

無
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2.6(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ S (MPa)

管台の設計引張
強さ S (MPa)

強め板の設計引
張強さ 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

d (㎜)

鏡板と管台の交
角

鏡板の最小厚さ
t (㎜)

管台の最小厚さ
t (㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
D (㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

管台番号：P45 参照附図 WELD-39

部位
項目

穴の補強に必要
な面積

補強の有効範囲
Ｘ (㎜)

補強の有効範囲
Ｘ (㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y (㎜)

補強の有効範囲
Y (㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂ (㎜)

管台の外径
D (㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

溶接寸法
Ｌ (㎜)

管台番号：P45 参照附図 WELD-3

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

管台番号：P45 参照附図 WELD-39

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ (N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ (N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

Ｓ (MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

Ｓ (MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

Ｓ (MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
Ｓ (MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ

管台が取り付く
穴の径
d (㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

管台番号：P45 参照附図 WELD-3

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

管台壁のせん断
力

すみ肉溶接部の
せん断力

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

管台番号：P45 参照附図 WELD-39

評価

2.7(1) .容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称 項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

最高使用圧力に
おける材料の
設計引張強さ

Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P45

P3

評価

2.8(1) 穴の補強計算（２以上の穴が接近しているとき）【第7条第7項第二号】

管台名称 項目
A1とA2の和Ad

(㎜)

A1とA2の和の1/2

Ar (㎜)

2つの穴の間の強
め材の断面積

Ars(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar1(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar2(mm
2)

2つの穴の間に必
要な胴の断面積

As(mm
2)

穴の内側溶け込
み深さL1i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL1o(mm)

穴の内側溶け込
み深さL2i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL2o(mm)

2つの穴の間及び
強め材の断面積

の和

A1(mm
2)

2つの穴の間の鏡
に溶着された管

壁の断面積

A2(mm
2)

２つの穴の中心
間に必要な距離d

(㎜)
穴の直径d1 (㎜) 穴の直径d2㎜) 係数F

２つの穴の中心
間の距離ℓ(mm)

胴，鏡板又は平
板の継ぎ目がな
い場合の計算上

必要な厚さ
tsr(mm)

P45

P3

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

0 r
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(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

第2⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽
本体

第2⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽
ジャケット部

第2⾼レベル濃縮廃液⼀時貯槽
冷却コイル部

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬（部位）番号を⽰す。

1037587
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3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径 許容引張応⼒ 継⼿効率

継⼿の種類
放射線検査の有 必要厚さ 必要厚さ t1、t2の 呼び厚さ 最⼩厚さ

 

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

部位           項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

 鏡

 鏡

 鏡

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ワ、平板の⽳の有無：無し)【第8条の2第1項】

 部位          項⽬ 使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

平板

評価

6.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ル、平板の⽳の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第⼆号イ(ロ)】

部位          項⽬
直径⼜は最⼩ス

パン
d (㎜)

d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

⽳の径
dh(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

th／4
 (㎜)

使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

平板

評価

7.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

冷却コイル

評価

c

最⼩厚さ継⼿効率
継⼿の種類

放射線検査の有 必要厚さ
Ｂ

必要厚さ
部位          項⽬ 使⽤材料

伝熱管の外径 許容引張応⼒ 降伏点 t1、t2の 呼び厚さ

1137588

■
37588



8.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1,P2,P9,P44,P45,P46

P3,P10,P12,P14,P17

P4,P11,P13,P15,P16, P40, P43

P5,P7,P19,P20,P41,P42

P6,P8 P36 P37

P18

P21

P22

P33

P34,P35

P38,P39

P47

P47(50A)

80A外とう管(C2·C3,C4· C5)

C1

C2,C3,C4,C5

P23,P24,P25,P26,P29,P30,P31,P32

評価

9.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C6,C7,C8,C9

C6,C7,C8,C9

C6,C7,C8,C9

評価

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径 許容引張応⼒ 継⼿効率

継⼿の種類
放射線検査の有降伏点 最⼩厚さ

n

必要厚さ
Ｂ

必要厚さ 必要厚さ t1、t2、t3の 呼び厚さ

1237589

■
37589



10.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径

胴

評価

11.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
許容引張応⼒

S(MPa)
鏡板の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値 K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値

200、dr2の⼩さ
い値

補強を要しない
⽳の最⼤径

鏡

鏡

評価

12.⽳の補強計算（鏡板の⽳）【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

 部位
              項⽬

鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒ ⽳の径

d(㎜)
補正⽳の径

de(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

P47

 部位
              項⽬

⽳の補強に必要
な⾯積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

P47

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ (㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ (㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
Ａ (㎟)

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ (㎜)

補強に有効な総
⾯積

Ａ (㎟)

補強を要する⽳
の限界径

d (㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

Ａ (㎟)

鏡板の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ (㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ (㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ (㎟)

P47

 部位
              項⽬

溶接部にかかる
荷重

Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

P47

 部位
              項⽬

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

管台壁のせん断
⼒

すみ⾁溶接部の
せん断⼒

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ⼒

P47

評価

 部位
              項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

1337590

■
37590



■
37591



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.3(2) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ル、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第二号ロ(イ)】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

穴の径
dh(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

th／4

 (㎜)
使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

D (㎜)
設計引張強さ 継手効率

継手の種類
放射線検査の有 必要厚さ

t (㎜)
必要厚さ
t

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

管台(P47)

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

胴

評価

2.5(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su(MPa)
鏡板の最小厚さ

ts(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

2.5(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ 鏡板の最小厚さ 継手効率

継手の種類
放射線検査の有 dr1=(D-2ts)/4

61、dr1の小さい

値 K
Dts

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

p≧

継手効率
η

s

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ Su(MPa) 胴の最小厚さ
t (㎜)

Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
K

15
37592

■
37592



2.6(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ Suｎ(MPa)

強め板の設計引
張強さ 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

鏡板と管台の交
角

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

管台番号：P47 参照附図 WELD-39

部位
項目

穴の補強に必要
な面積

補強の有効範囲 補強の有効範囲 補強の有効範囲 補強の有効範囲 補強の有効範囲
強め板の最小厚

さ
強め板の外径 管台の外径

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法 溶接寸法 溶接寸法 溶接寸法 溶接寸法

管台番号：P47 参照附図 WELD-3

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲 補強の有効範囲 補強の有効範囲
穴の補強に必要

な面積
鏡板の有効補強

面積
管台の有効補強

面積
すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

管台番号：P47 参照附図 WELD-39

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

管台番号：P47 参照附図 WELD-3

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

管台壁のせん断
力

すみ肉溶接部の
せん断力

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

管台番号：P47 参照附図 WELD-39

評価

2.7(1) .容器の鏡板の2穴以上の穴の中心間の距離【8条第3項第二号】

管台名称 項目
穴の直径
d1 (㎜)

穴の直径
d2 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断面の外径

D (㎜)

係数
K

鏡板の外面に
沿った2つの穴の
中心間の距離
L (㎜)

2つの穴の中心間
距離

ℓ (㎜)

最高使用圧力に
おける材料の
設計引張強さ

Su (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継手効率
η

円すいの頂角の2
分の1

θ (°)

P47

P3

評価

2.8(1) 穴の補強計算（２以上の穴が接近しているとき）【第7条第7項第二号】

管台名称 項目
A1とA2の和Ad

(㎜)

A1とA2の和の1/2

Ar (㎜)

2つの穴の間の強
め材の断面積

Ars(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar1(mm
2)

穴の補強に必要

な断面積Ar2(mm
2)

2つの穴の間に必
要な胴の断面積

As(mm
2)

穴の内側溶け込
み深さL1i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL1o(mm)

穴の内側溶け込
み深さL2i(mm)

穴の外側溶け込
み深さL2o(mm)

2つの穴の間及び
強め材の断面積

の和

A1(mm
2)

2つの穴の間の鏡
に溶着された管

壁の断面積

A2(mm
2)

２つの穴の中心
間に必要な距離d

(㎜)
穴の直径d1 (㎜) 穴の直径d2㎜) 係数F

２つの穴の中心
間の距離ℓ(mm)

胴，鏡板又は平
板の継ぎ目がな
い場合の計算上

必要な厚さ
tsr(mm)

P45

P3

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

16
37593

■
37593
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

第1，第2⾼レベル濃縮廃液貯槽
本体

第1，第2⾼レベル濃縮廃液貯槽
ジャケット部

第1，第2⾼レベル濃縮廃液貯槽
冷却コイル部

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬（部位）番号を⽰す。

137595

■
37595



3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径 許容引張応⼒ 継⼿効率

継⼿の種類
放射線検査の有 必要厚さ 必要厚さ t1、t2の 呼び厚さ 最⼩厚さ

 

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

部位          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡

鏡

評価

5.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

6.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ル、平板の⽳の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第⼆号ロ(イ)】

部位          項⽬
直径⼜は最⼩ス

パン
d (㎜)

d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

⽳の径
dh(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

th／4
 (㎜)

使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

平板

平板

評価

7.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

冷却コイル

評価

s

最⼩厚さ
tt(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
Ｂ

必要厚さ
t2(㎜)

部位          項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
降伏点

Sy(MPa)

t1、t2の
⼤きい値

呼び厚さ
tto(㎜)

237596

■
37596



8.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1,P2,P55

P3,P5,80A外とう管(C3,C7)

P4,P6,P12,P13,P49〜P53

P7,P54

P14

P8,100A外とう管(C2･C5･C28,C4･
C6･C10,C8･C9･C13,C11･C12･
C16,C14･C15･C19,C17･C18･
C22,C20･C21･C24,C23･C26･C27)

P10,P11

C2〜C24,C26〜C28

P56(50A)

P56

P9,P41〜P44

P37〜P40

P45〜P48

C1,C25

P15〜P34

評価

9.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C29〜C33

C29〜C33

C29〜C33

評価

10.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)

鏡

評価

鏡

評価

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S1(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

許容引張応⼒
S2(MPa)

最⼩厚さ
tn(㎜)

n

必要厚さ
t1(㎜)

Ｂ
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
tno(㎜)

337597

■
37597



11.⽳の補強計算（鏡板の⽳）【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

 部位
              項⽬

鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒ ⽳の径

d(㎜)
補正⽳の径

de(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

P14

 部位
              項⽬

⽳の補強に必要
な⾯積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

P14

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

⽳の補強に有効
な⾯積

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

補強を要する⽳
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

P14

 部位
              項⽬

溶接部にかかる
荷重

Ｗ (N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ (N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

Ｓ (MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

Ｓ (MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

Ｓ (MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

Ｓ (MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ

管台が取り付く
⽳の径
d (㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗ (N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗ (N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗ (N)

P14

 部位
              項⽬

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

管台壁のせん断
⼒

すみ⾁溶接部の
せん断⼒

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ⼒

P14

評価

 部位
              項⽬

鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

S (MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

α(°)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

t (㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

t (㎜)

P56

 部位
              項⽬

⽳の補強に必要
な⾯積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

P56

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

⽳の補強に有効
な⾯積

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

補強を要する⽳
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

P56

 部位
              項⽬

溶接部にかかる
荷重

溶接部にかかる
荷重

溶接部の負うべ
き荷重

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

管台壁の許容せ
ん断応⼒ 応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

管台が取り付く
⽳の径

すみ⾁溶接部の
せん断⼒

すみ⾁溶接部の
せん断⼒

すみ⾁溶接部の
せん断⼒

突合せ溶接部の
せん断⼒

突合せ溶接部の
せん断⼒

P56

 部位
              項⽬

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

管台壁のせん断
⼒

すみ⾁溶接部の
せん断⼒

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ⼒

P56

評価

 部位
              項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

 部位
              項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

437598

■
37598



■
37599



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
D (㎜)

設計引張強さ 継手効率
継手の種類

放射線検査の有 必要厚さ
t (㎜)

必要厚さ
t (㎜)

t1、t2の 呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ル、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第二号ロ(イ)】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

穴の径
dh(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

th／4

 (㎜)
使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.3(2) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ル、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第二号ロ(イ)】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

穴の径
dh(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

th／4

 (㎜)
使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台(P14)

評価

2.4(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

D (㎜)
設計引張強さ 継手効率

継手の種類
放射線検査の有 必要厚さ

t (㎜)
必要厚さ
t

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
t (㎜)

最小厚さ
t (㎜)

管台 (P56)

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su(MPa)
鏡板の最小厚さ

t (㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

2.5(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su(MPa)
鏡板の最小厚さ

t (㎜)
継手効率

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

61、dr1の小さい

値 K
Dts

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

n

s

c
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n
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2.6(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ S (MPa)

管台の設計引張
強さ S (MPa)

強め板の設計引
張強さ 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

d (㎜)

鏡板と管台の交
角

鏡板の最小厚さ
t (㎜)

管台の最小厚さ
t (㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
D (㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

管台番号：P14 参照附図 WELD-34

部位
項目

穴の補強に必要
な面積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：P14 参照附図 WELD-34

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

管台番号：P14 参照附図 WELD-34

部位
項目

溶接部にかかる
荷重

溶接部にかかる
荷重

溶接部の負うべ
き荷重

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

突合せ溶接部の
許容せん断応力

突合せ溶接部の
許容引張断応力

管台壁の許容せ
ん断応力 応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数

突合せ溶接の許
容引張応力係数

管台壁の許容せ
ん断応力係数

管台が取り付く
穴の径

すみ肉溶接部の
せん断力

すみ肉溶接部の
せん断力

すみ肉溶接部の
せん断力

突合せ溶接部の
せん断力

突合せ溶接部の
せん断力

管台番号：P14 参照附図 WELD-34

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

管台壁のせん断
力

すみ肉溶接部の
せん断力

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

管台番号：P14 参照附図 WELD-34

評価

2.6(2) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ S (MPa)

管台の設計引張
強さ S (MPa)

強め板の設計引
張強さ 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

d (㎜)

鏡板と管台の交
角

鏡板の最小厚さ
t (㎜)

管台の最小厚さ
t (㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
D (㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

管台番号：P56 参照附図 WELD-3

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
A （㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

t (㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒ (㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：P56 参照附図 WELD-39

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲 補強の有効範囲 補強の有効範囲
穴の補強に必要

な面積
鏡板の有効補強

面積
管台の有効補強

面積
すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

管台番号：P56 参照附図 WELD-3

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ (N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ (N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

Ｓ (MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

Ｓ (MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

Ｓ (MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
Ｓ (MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ

管台が取り付く
穴の径
d (㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗ (N)

管台番号：P56 参照附図 WELD-3

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

管台壁のせん断
力

すみ肉溶接部の
せん断力

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

管台番号：P56 参照附図 WELD-3

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

737601

■
37601
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

⾼レベル廃液共⽤貯槽
本体

⾼レベル廃液共⽤貯槽
ジャケット部

⾼レベル廃液共⽤貯槽
冷却コイル部

2.構造図※

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第⼀号、第8条第2項第⼀号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第⼀号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第⼀号】

部位           項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内⾯の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径

r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)
使⽤材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡

鏡

評価

5.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位           項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

6.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ル、平板の⽳の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第⼆号ロ(イ)】

部位           項⽬
直径⼜は最⼩ス

パン
d (㎜)

d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

⽳の径
dh(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

th／4
 (㎜)

使⽤材料
許容引張応⼒

S(MPa)

取付け⽅法に
よって定まる定

数

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

平板

平板

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬（部位）番号を⽰す。

h p

c

c

s

137603

■
37603



7.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

冷却コイル

評価

8.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1,P2,P93

P3,P5,P9,P11,P13,P15,P21,P22,P33
P36,80A外とう管(C3,C7)
P4,P6,P10,P12,P14,P16,P31,P32,P8
,P85,P86,P88〜P91,P94,P95

P25,P37,P92

P7,P17,P19,P20,P23,P24,P34,P35,P
7,P69
P26.P28,P29,P83,P84,100A外とう管
(C2･C5･C28,C4･C6･C10,C8･C9･
C13,C11･C12･C16,C14･C15･
C19,C17･C18･C22,C20･C21･
C24,C23･C26･C27)

C2〜C24,C26〜C28

P30

P96(50A)

P96
P8,P18,P27,P66,P68,P74〜P77,P87
P70〜P73
P78〜P81
C1,C25,C29

P38〜P57

評価

9.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

C30〜C35

C30〜C35

C30〜C35

評価

10.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
許容引張応⼒

S(MPa)
鏡板の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値 K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値

200、dr2の⼩さ
い値

補強を要しない
⽳の最⼤径

鏡

評価

鏡

評価

最⼩厚さ
t (㎜)

n

必要厚さ
t (㎜)

Ｂ
必要厚さ

t (㎜)
必要厚さ

t (㎜)
t1、t2、t3の
⼤きい値

呼び厚さ
t (㎜)

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

D (㎜)
許容引張応⼒

S (MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

t1、t2の 呼び厚さ

降伏点
S (Mpa)

最⼩厚さ

t

n

継⼿効率
継⼿の種類

放射線検査の有 必要厚さ
Ｂ

必要厚さ
部位           項⽬ 使⽤材料

伝熱管の外径 許容引張応⼒ 降伏点

237604
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11.⽳の補強計算（鏡板の⽳）【第8条第4項第⼀号及び第⼆号】

 部位
              項⽬

鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

S (MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

α(°)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

t (㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

t (㎜)

P30

 部位
              項⽬

⽳の補強に必要
な⾯積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

P30

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

⽳の補強に有効
な⾯積

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

補強を要する⽳
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

P30

 部位
              項⽬

溶接部にかかる
荷重

Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数
Ｆ

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数
Ｆ

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

P30

 部位
              項⽬

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

管台壁のせん断
⼒

すみ⾁溶接部の
せん断⼒

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ⼒

P30

評価

 部位
              項⽬

鏡板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
鏡板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒ ⽳の径

d(㎜)
補正⽳の径

de(㎜)

鏡板と管台の交
⾓

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台の最⼩厚さ
tn(㎜)

鏡板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

P96

 部位
              項⽬

⽳の補強に必要
な⾯積
A （㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

t (㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒ (㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

P96

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

⽳の補強に有効
な⾯積

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

補強を要する⽳
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

鏡板の有効補強
⾯積

管台の有効補強
⾯積

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

強め板の有効補
強⾯積

補強に有効な総
⾯積

P96

 部位
              項⽬

溶接部にかかる
荷重

Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重

Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応⼒

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応⼒

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応⼒

ＳＷ4(MPa)
応⼒除去の有無

すみ⾁溶接部の
許容せん断応⼒

係数

突合せ溶接の許
容せん断応⼒係

数

突合せ溶接の許
容引張応⼒係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応⼒係数

Ｆ4

管台が取り付く
⽳の径
dｗ(㎜)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe1(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe2(N)

すみ⾁溶接部の
せん断⼒
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断⼒
Ｗe5(N)

P96

 部位
              項⽬

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

突合せ溶接部の
引張⼒

管台壁のせん断
⼒

すみ⾁溶接部の
せん断⼒

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ⼒

P96

評価

 部位
              項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

0 r ebp1 ebp2 ebp3 ebp4 ebp5 ebp6

部位
              項⽬

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

337605

■
37605



(2) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

高レベル廃液共用貯槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

437606

■
37606



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ル、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第二号ロ(イ)】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

穴の径
dh(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

th／4

 (㎜)
使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.3(2) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：ル、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び第14項第二号ロ(イ)】

部位 項目
直径又は最小ス

パン
d (㎜)

d／4
(㎜)

d／20
(㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

穴の径
dh(㎜)

平板のすみの丸
みの内半径

r(㎜)

th／4

 (㎜)
使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台(P30)

評価

2.4(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 (P96)

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su(MPa)
鏡板の最小厚さ

ts(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

2.5(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su(MPa)
鏡板の最小厚さ

ts(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

n

s

h p

h p

補強の計算を要する穴はP14及びP56である。

補強の計算を要する穴はない。

537607

■
37607



2.6(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ Suｎ(MPa)

強め板の設計引
張強さ 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

鏡板と管台の交
角

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

管台番号：P30 参照附図 WELD-34

部位
項目

穴の補強に必要
な面積
A （㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

t (㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒ (㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：P30 参照附図 WELD-3

鏡板の有効補強
面積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ (㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ (㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ (㎟)

穴の補強に有効
な面積
Ａ (㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ (㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ (㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ (㎟)

補強を要する穴
の限界径
d (㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ａ (㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ (㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ (㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ (㎟)

管台番号：P30 参照附図 WELD-34

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

管台番号：P30 参照附図 WELD-34

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

管台壁のせん断
力

すみ肉溶接部の
せん断力

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

管台番号：P30 参照附図 WELD-

評価

2.6(2) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ Suｎ(MPa)

強め板の設計引
張強さ 穴の径

d(㎜)
補正穴の径

de(㎜)

鏡板と管台の交
角

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ

管台の計算上必
要な厚さ

管台番号：P96 参照附図 WELD-39

部位
項目

穴の補強に必要
な面積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：P96 参照附図 WELD-39

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

管台番号：P96 参照附図 WELD-

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

管台番号：P96 参照附図 WELD-39

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

管台壁のせん断
力

すみ肉溶接部の
せん断力

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

管台番号：P96 参照附図 WELD-3

評価

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

637608

■
37608
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(3) 設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名 項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

 高レベル廃液混合槽A，B

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

337612

■
37612



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位 項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位 項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
D (㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位 項目
鏡板の内面にお

ける長径
鏡板の内面にお
ける短径の1/2

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：チ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位 項目
胴板の実際厚さ

ts (㎜)

設計方針図中に
示す値
a (㎜)

設計方針図中に
示す値
b (㎜)

a+b
(㎜)

2ts
(㎜)

設計方針図中に
示す値
tp(㎜)

使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台(M1)

評価

2.4(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位 項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 (水封部3)

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

胴

評価

2.5(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
設計引張強さ

Su(MPa)
鏡板の最小厚さ

ts(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径

鏡板

評価

2.5(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位 項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値 K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値

200、dr2の小さ

い値
補強を要しない

穴の最大径
(㎜)

鏡板

評価

n

c

よって半だ円形鏡板である。 c

tn≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

部位 項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

K Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

437613

■
37613



2.6(1) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ Suｎ(MPa)

強め板の設計引
張強さ
S (MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
t (㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
t (㎜)

管台番号：M1 参照附図 WELD-34

部位
項目

穴の補強に必要
な面積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：M1 参照附図 WELD-34

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

管台番号：M1 参照附図 WELD-34

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

管台番号：M1 参照附図 WELD-34

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

管台壁のせん断
力

すみ肉溶接部の
せん断力

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

管台番号：M1 参照附図 WELD-34

評価

2.6(2) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ Suｎ(MPa)

強め板の設計引
張強さ
S (MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
t (㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
t (㎜)

管台番号：水封部3 参照附図
WELD-39

部位
項目

穴の補強に必要
な面積

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：水封部3 参照附図
WELD-39

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

穴の補強に有効
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

補強を要する穴
の限界径

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

鏡板の有効補強
面積

管台の有効補強
面積

すみ肉溶接部の
有効補強面積

強め板の有効補
強面積

補強に有効な総
面積

管台番号：水封部3 参照附図
WELD-39

部位
項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

管台番号：水封部3 参照附図
WELD-39

部位
項目

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

突合せ溶接部の
引張力

管台壁のせん断
力

すみ肉溶接部の
せん断力

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ

予想される破断
箇所の強さ力

管台番号：水封部3 参照附図
WELD-39

評価 0 r

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位
項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

537614
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供給液槽Ａ（２８１１−Ｖ６１）の耐圧強度計算書
(1) 設計条件による評価
1.要⽬

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度(℃) 液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

供給液槽Ａ

2.構造図

3.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

供給液槽Ａ
2811-V61

評価

4.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

供給液槽Ａ
2811-V61 P25,P26,P27,P28

評価

5.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

供給液槽Ａ
2811-V61

評価

機器名          項⽬ 使⽤材料
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

Ｂ
伝熱管の外径

Do(㎜)

s

tt≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

降伏点
Sy(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
許容引張応⼒
S(MPa)

最⼩厚さ
tt(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

呼び厚さ
tto(㎜)

137616
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供給液槽Ｂ（２８１１−Ｖ６３）の耐圧強度計算書
(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

供給液槽Ｂ

2.構造図※

3.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

伝熱管

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬（部位）番号を⽰す。

部位           項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒
S(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

t1、t2の
⼤きい値

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

tt≥t、よって⼗分である。

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

Ｂ
必要厚さ
t2(㎜)

237617
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4.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P22,P23,P24,P25

評価

5.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

円筒形の胴

評価 ts≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

3
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(2)　設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

供給液槽A，B(

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

4
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：チ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の実際厚さ

ts (㎜)

設計方針図中に
示す値
a (㎜)

設計方針図中に
示す値
b (㎜)

a+b
(㎜)

2ts
(㎜)

設計方針図中に
示す値
tp(㎜)

使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台(M1)

評価

2.4(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 (水封部3)

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

胴

評価

2.5(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

補強の計算を要する穴は水封部3である。

補強の計算を要する穴はない。

tn≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ　Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

補強の計算を要する穴はM1である。

K Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

5
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2.6(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

評価

2.6(2) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ　Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ　Suｎ(MPa)

強め板の設計引
張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

管台番号：水封部3　参照附図
WELD-39

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
A （㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

t (㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒ (㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：水封部3　参照附図
WELD-39

鏡板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

鏡板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

管台番号：水封部3　参照附図
WELD-39

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

管台番号：水封部3　参照附図
WELD-39

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

管台番号：水封部3　参照附図
WELD-39

評価

AO > Ar，W < 0, よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

　部位　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

A0 ＞ Ar ，W<0,　よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

6
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(1) 設計条件による評価
1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

供給槽Ａ

2.構造図※

3.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

伝熱管

評価

4.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P12,P13,P14,P15

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬（部位）番号を⽰す。

部位          項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒
S(MPa)

降伏点
Sy(MPa)

t1、t2の
⼤きい値

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

tt≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

Ｂ
必要厚さ
t2(㎜)

1
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5.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

円筒形の胴

評価 ts≥t、よって⼗分である。

2
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(2)　設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

供給槽A，B( )

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

3
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜)

　

胴

評価

2.2(1) .容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(3).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：チ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の実際厚さ

ts (㎜)

設計方針図中に
示す値
a (㎜)

設計方針図中に
示す値
b (㎜)

a+b
(㎜)

2ts
(㎜)

設計方針図中に
示す値
tp(㎜)

使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け方法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.4(1) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台(M1)

評価

2.4(2) 容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

管台 (水封部3)

評価

2.5(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴

評価

2.5(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.5(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

補強の計算を要する穴は水封部3である。

補強の計算を要する穴はない。

tn≥t、よって十分である。

ts≥t、よって十分である。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ　Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

補強の計算を要する穴はM1である。

K Dts
(㎟)

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

4
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2.6(1) 穴の補強計算（胴の穴）(内圧計算、外圧計算)【第7条第7項】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

管台番号：M1　参照附図　WELD-4

評価

2.6(2) 穴の補強計算（鏡板の穴）【第8条第4項第一号及び第二号】

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

鏡板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
鏡板の設計引張
強さ　Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ　Suｎ(MPa)

強め板の設計引
張強さ
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

鏡板と管台の交
角

α(°)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

鏡板の継手効率
η

係数
Ｆ

鏡板の内径
Di(㎜)

鏡板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

管台番号：水封部3　参照附図
WELD-39

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

管台番号：水封部3　参照附図
WELD-39

鏡板の有効補強
面積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ (㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ (㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ (㎟)

穴の補強に有効
な面積
Ａ (㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ (㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強面積

Ａ (㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ (㎟)

補強を要する穴
の限界径
d (㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積

Ａ (㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ (㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ (㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ (㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ (㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ (㎟)

管台番号：水封部3　参照附図
WELD-39

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

管台番号：水封部3　参照附図
WELD-39

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

管台番号：水封部3　参照附図
WELD-39

評価

AjO > Ajr，W < 0, よって十分である。

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe11(N)

　部位　　　　　　　　　　項目
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ1(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ2(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ3(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ4(N)
予想される破断箇所の強さ

Ｗeｂｐ5(N)
予想される破断箇所の強さ力

Ｗeｂｐ6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断力
Ｗe10(N)　部位　　　　　　　　　　項目

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部のせん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部のせん断力
Ｗe5(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の引張力
Ｗe8(N)

　部位　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の許容せん断応力
ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の許容引張断応力
ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

部位　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべき荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の許容せん断応力
ＳＷ1(MPa)

　部位　　　　　　　　　　項目

大きい穴の補強

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強面積
ＡJ1(㎟)

管台の有効補強面積
ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
ＡJ3(㎟)

強め板の有効補強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総面積
ＡJ0(㎟

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

胴板の設計引張強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張強さ
Suｎ(MPa)

強め板の設計引張強さ
Suc(MPa)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

胴板の有効補強面積
Ａ1(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総面積
Ａ0(㎟)

穴の補強に有効な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強面積
Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強面積
Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

補強に有効な総面積
Ａ0Ｄ(㎟)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

0 r

部位
　　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴の内径
Di(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
胴板の計算上必要な厚さtsr(㎜) 管台の計算上必要な厚さtnr(㎜)

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

5
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

⾼レベル廃液混合槽Ａ凝縮器
 管側

⾼レベル廃液混合槽Ａ凝縮器
 胴側

2.構造図※

3.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第⼀号、第⼆号】

機器名          項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離

Pｔ(㎜)
使⽤材料

パッキンの中⼼
円の径⼜は胴の

内径 D(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数 F
管板の⽀え⽅

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積 A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ L(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

管板

評価

4.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

伝熱管

評価

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

Pt≥Z、によって⼗分である。

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

Ｂ機器名          項⽬ 使⽤材料

tb≥t、よって⼗分である。

tt≥t、よって⼗分である。

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

呼び厚さ
tto(㎜)

伝熱管の外径
Do(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

降伏点
Sy(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
許容引張応⼒

S(MPa)

1
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

高レベル廃液混合槽A凝縮器(
)，高レベル廃液混合槽B凝縮器

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

水素爆発時の圧力は凝縮器の管側に作用する。一方で，管側の最高使用圧力は外圧9.8 kPa，胴側の最高使用圧力は内圧0.98MPaである。

胴側とのバウンダリとなる管板，伝熱管については，水素爆発時よりも最高使用圧力の方が厳しい条件となるため評価は省略する。

管台（P2，P4）はJIS規格の管継手を採用しているため，JISに定められた耐圧性能試験（1.75MPa）に耐え，漏れが発生しない強度を有することから，評価は省略する。

2
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

2.2(1).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴

評価

2.3(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

s

c

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

dr2：図より求めた値

(㎜)

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はない。

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K Dts
(㎟)

継手効率
η

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ　Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度(℃) 液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

供給液槽Ａ凝縮器
 管側

供給液槽Ａ凝縮器
 胴側

2.構造図※

3.容器の管板の厚さの計算(円形管板）【第10条第1項第⼀号、第⼆号】

機器名          項⽬
管の外径
ｄｔ(㎜)

必要な距離
Z(㎜)

管⽳の中⼼間の
距離

Pｔ(㎜)
使⽤材料

パッキンの中⼼
円の径⼜は胴の

内径 D(㎜)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

管及び管板の⽀
え⽅

による係数 F
管板の⽀え⽅

任意の管の中⼼
が

囲む⾯積 A(㎟)

⾯積Aの周りのう
ち⽳の径

以外の部分の⻑
さ L(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2、10の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tbo(㎜)

最⼩厚さ
tb(㎜)

管板

評価

4.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ、外⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（t2：式より求めた値）【第11条第1項第⼀号、第⼆号】

伝熱管

評価

呼び厚さ
tto(㎜)

伝熱管の外径
Do(㎜)

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

tb≥t、よって⼗分である。

tt≥t、よって⼗分である。

降伏点
Sy(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
許容引張応⼒

S(MPa)
最⼩厚さ

tt(㎜)
機器名          項⽬ 使⽤材料

Pt≥Z、によって⼗分である。

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

Ｂ
必要厚さ

t2(㎜)
t1、t2の
⼤きい値

1
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1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

供給液槽A凝縮器( )，供
給液槽B凝縮器( )

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

水素爆発時の圧力は凝縮器の管側に作用する。一方で，管側の最高使用圧力は外圧9.8 kPa，胴側の最高使用圧力は内圧0.98MPaである。

胴側とのバウンダリとなる管板，伝熱管については，水素爆発時よりも最高使用圧力の方が厳しい条件となるため評価は省略する。

管台（P2，P4）はJIS規格の管継手を採用しているため，JISに定められた耐圧性能試験（1.75MPa）に耐え，漏れが発生しない強度を有することから，評価は省略する。
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2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

2.2(1).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴

評価

2.3(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.3(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

ts≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はない。

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K Dts
(㎟)

継手効率
η

補強の計算を要する穴はない。

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ　Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

dr2：図より求めた値

(㎜)

3
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度(℃) 液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

圧縮空気⾃動供給貯槽

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡板、底板

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の⽳の有無：無し、円形平板の場合)【第8条の2第2項】

最⾼使⽤温度
S (MPa)

常 温
S1 (MPa)

使 ⽤ 状 態
W1 (N)

ガスケット締付
時

W2 (N)

平板

評価

部位          項⽬
t1、t2 の⼤きい

値
 t (㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

形状によって定
まる定数

Z

ボルト⽳中⼼円
周⻑

L (㎜)

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

ボルト荷重
モーメントアー

ム
hG(㎜)

平板使⽤材料

許容引張応⼒

平板 定数
C

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

ts≥t、よって⼗分である。

tc≥t、よって⼗分である。よって半だ円形鏡板である。

tp≥t、よって⼗分である。

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

1
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6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1,P2,P4

P3

P5

C1

評価

7.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

⽳

評価

8.管の厚さの計算【第14条第1項第⼀号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査

の有無
必要厚さ

t(㎜)
呼び厚さ

(㎜)
最⼩厚さ

ts(㎜)

連絡管

評価 ts≧t，よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

補強の計算を要する⽳は無しである。

2
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(1)　設計条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

圧力空気自動供給貯槽A( )、
圧力空気自動供給貯槽B( )

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

1
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3.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc

(㎜)
使用材料

胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：イ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン

d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1

P2,P3,P4

C1

評価

7.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴（P1,P2,P3,C1）

評価

8.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡（P4）

評価

ts≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。

補強の計算を要する穴はP1である。(P２,P3,C1は61mm以下、かつdr1以下のため補強を要しない)

補強の計算を要する穴は無しである。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

2

■
37641



9.穴の補強計算（胴の穴）、開放タンクの胴の穴の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力　Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1

部位　　　　　　　　　　項目
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1

胴板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1

部位　　　　　　　　　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1

部位　　　　　　　　　　項目
突合せ溶接部の

引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1

評価 0 r ebp1 ebp2 ebp3 ebp4 ebp5 ebp6

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位　　　　　　　　　　項目
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(2)　設計過渡条件による評価
1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

圧縮空気自動供給貯槽C( )
圧縮空気自動供給貯槽D( )
圧縮空気自動供給貯槽E( )

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受けるさら形鏡板）【第8条第1項第一号、第8条第2項第一号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第一号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第一号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の外径
Doc(㎜)

鏡板の中央部に
おける内面の半

径
R(㎜)

鏡板すみの丸み
の内半径
r(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco
(㎜)

0.06 Doc
(㎜)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

さら形鏡板の形
状による係数 W

許容引張応力
S(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡

評価

4.容器の平板の厚さの計算(平板の取付方法：イ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
許容引張応力

S(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
C

直径又は最小ス
パン
d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応力

S(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1

P2,P3,P4

C1

評価

6.容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

胴の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

容器の補強を要
しない穴の最大

径
(㎜)

胴(P1,P2,P3,C1）

評価

7.容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応力
S(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さい

値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡(P4）

評価

8.穴の補強計算（胴の穴）、開放タンクの胴の穴の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

部位　　　　　　　　　　項目 胴板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
胴板の許容引張
応力　Ss(MPa)

管台の許容引張
応力　Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

補正穴の径
de(㎜)

胴板と管台の交
角

α(°)

胴板の最小厚さ
ts(㎜)

管台 の最小厚さ
tn(㎜)

胴板の継手効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1

部位　　　　　　　　　　項目
穴の補強に必要

な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1

ts≥t、よって十分である。

tp≥t、よって十分である。

n

補強の計算を要する穴はP1である。（P2,P3,C1は61㎟以下、かつdr1以下のため補強を要しない）

補強の計算を要する穴は無しである。

よってさら形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

5

■
37644



胴板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積
Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1

部位　　　　　　　　　　項目
溶接部にかかる

荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1

部位　　　　　　　　　　項目
突合せ溶接部の

引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1

評価 A0 ＞ Ar ，Webp1， Webp2， Webp3， Webp4， Webp5， Webp6 ≧W　よって十分である。

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

部位　　　　　　　　　　項目
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度(℃) 液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

空気第２貯槽
0.97(内圧) 60(内圧) − −

２．構造図※

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴板

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

5.容器の平板の厚さの計算(平板の⽳の有無：無し、円形平板の場合)【第8条の2第2項】

最⾼使⽤温度
S (MPa)

常 温
S1 (MPa)

使 ⽤ 状 態
W1 (N)

ガスケット締付
時

W2 (N)

平板

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

M-1

H-1

N-1,N-2

N-3

N-4

N-5

C-1,C-2

評価

tp≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

よって半だ円形鏡板である。

部位          項⽬
t1、t2 の⼤きい

値
 t (㎜)

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬（部位）番号を⽰す。

ts≥t、よって⼗分である。

tc≥t、よって⼗分である。

平板使⽤材料

許容引張応⼒

平板 定数
C

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

ボルト⽳中⼼円
周⻑

L (㎜)

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

ボルト荷重
モーメントアー

ム
hG(㎜)

必要厚さ
t1(㎜)

1

■
37647



7.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さい
値

(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

M-1

評価

N-1,N-2

評価

N-3

評価

N-4

評価

N-5

評価

C-1,C-2

評価

8.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さい
値

(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)

H-1

評価

9.⽳の補強計算（胴の⽳）、開放タンクの胴の⽳の補強計算【第7条第7項、第6条の2第5項】

 部位          項⽬ 胴板使⽤材料 管台使⽤材料 強め板使⽤材料
胴板の許容引張
応⼒ Ss(MPa)

管台の許容引張
応⼒ Sｎ(MPa)

強め板の許容引
張応⼒

Se(MPa)

⽳の径
d(㎜)

補正⽳の径
de(㎜)

胴板と管台の交
⾓

α(°)

胴板の最⼩厚さ
ts(㎜)

管台 の最⼩厚さ
tn(㎜)

胴板の継⼿効率
η

係数
Ｆ

胴の内径
Di(㎜)

胴板の計算上必
要な厚さ

tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ

tnr(㎜)

M-1

N-1,N-2

N-3

 部位          項⽬
⽳の補強に必要

な⾯積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最⼩厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

⼀体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接⼨法
Ｌ1(㎜)

溶接⼨法
Ｌ2(㎜)

溶接⼨法
Ｌ3(㎜)

溶接⼨法
Ｌ4(㎜)

溶接⼨法
Ｌ5(㎜)

M-1

N-1,N-2

N-3

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0(㎟)

⽳の補強に有効
な⾯積
ＡrD(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
⾯積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強⾯積

Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
⾯積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する⽳
の限界径

dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

⽳の補強に必要
な⾯積

ＡJｒ(㎟)

胴板の有効補強
⾯積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
⾯積

ＡJ2(㎟)

すみ⾁溶接部の
有効補強⾯積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強⾯積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
⾯積

ＡJ0(㎟)

M-1

N-1,N-2

N-3

評価

 部位          項⽬

補強の計算を要する⽳は N-1,N-2 である。

補強の計算を要する⽳は N-3 である。

補強の計算を要する⽳は 無 である。

補強の計算を要する⽳は 無 である。

補強の計算を要する⽳は 無 である。

補強の計算を要する⽳は 無 である。

A0 ＞ Ar  よって⼗分である。

⼩さい⽳の補強 X1=X2でない場合の確認 ⼤きい⽳の補強

補強の計算を要する⽳は M-1 である。

2
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1. 仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

安全冷却⽔Ａ冷却塔

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

1
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3.容器の平板の厚さの計算(平板の取付⽅法：ト、平板の⽳の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位          項⽬
設計⽅針図中に

⽰す値
tw (㎜)

継⽬なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

胴板の実際厚さ
ts (㎜)

平板の実際厚さ
th(㎜)

2tr

(㎜)
1.25ts

(㎜)
使⽤材料

許容引張応⼒
S(MPa)

直径⼜は最⼩ス
パン

d (㎜)

最⼩スパンに直
⾓に測った最⼤

スパン
 D (㎜)

継⽬なし胴，管
等の必要厚さ

tr (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

取付け⽅法に
よって定まる定

数
C

必要厚さ
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最⼩厚さ
tp(㎜)

平板

評価

4.容器の管台の厚さの計算(伝熱管)（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
伝熱管の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tto(㎜)

最⼩厚さ
tt(㎜)

伝熱管

評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

N-1A,N-1B,N-2A,N-2B

N-3,N-4

評価

tt≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

tp≥t、よって⼗分である。

2
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6. 矩形容器の上下板,管板,プラグ板及び仕切板の厚さの計算

(1) ヘッダー(固定側)

ASME Sec. Ⅷ Div. 1 APPENDIX 13 13.9(c) 

(参照附図 1.図 3) 

使用材料 ASME SA-662 Grade C (SLA325A 相当) 

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 

最高使用温度 (℃) 

許容引張応力 Ｓ (MPa) 

短辺側面 内のり寸法 Ｈ (mm) 

長辺側面 内のり寸法 ｈ (mm) 

上下板の呼び厚さ ｔ10(mm) 最小厚さ ｔ1(mm) 

管板・ﾌﾟﾗｸﾞ板の呼び厚さ ｔ20(mm) 最小厚さ ｔ2(mm) 

仕切板の呼び厚さ ｔ30(mm) 最小厚さ ｔ3(mm) 

厚さ t1の板の慣性モーメント Ｉ1＝ｔ1
3/12 (mm4) 

厚さ t2の板の慣性モーメント Ｉ2＝ｔ2
3/12 (mm4) 

プラグ穴径 ｄ0(mm) プラグ穴径 ｄ1(mm) 

穴の深さ Ｔ0(mm) 穴の深さ Ｔ1(mm) 

ｂ0＝ｐ－ｄ0 ｂ1＝ｐ－ｄ1 

長手方向の管穴ピッチ ｐ (mm) 

ＤＥ1＝（ｄ0Ｔ0＋ｄ１Ｔ１）／ｔ2 

膜応力に対するﾌﾟﾗｸﾞ板のﾘｶﾞﾒﾝﾄ効率 ｅｍ＝（ｐ－ＤＥ1）／ｐ 

Ｉ＝(ｂ0Ｔ0
3＋ｂ1Ｔ1

3)/12＋ｂ0Ｔ0(Ｔ0/2＋Ｔ1－Ｘ)2＋ｂ1Ｔ1(Ｔ1/2－Ｘ)2 

Ｘ＝［ｂ0Ｔ0(Ｔ0/2＋Ｔ1) ＋ｂ1Ｔ1(Ｔ1/2)］/(ｂ0Ｔ0＋ｂ1Ｔ1) 

ｔ2－Ｘ 

ｃ＝Ｘまたは（ｔ2－Ｘ）のどちらか大なる値 

ＤＥ2＝ｐ－6Ｉ／［(ｔ2)2ｃ］ 

曲げ応力に対するﾌﾟﾗｸﾞ板のﾘｶﾞﾒﾝﾄ効率 ｅｂ＝（ｐ－ＤＥ2）／ｐ 

仕切板の継手効率 Ｅ3 

無次元係数 α＝Ｈ／ｈ 

無次元係数 Ｋ＝（Ｉ2／Ｉ1）α 

■
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計  算  箇  所 
応力 

内面 外面 

 
 

膜 

応 

力 

厚さｔ１の板  Ｓｍ1＝
Ｐｈ

2ｔ１
｛3-［

6+Ｋ(11-α2)

3+5Ｋ
］｝  (MPa) 

厚さｔ2の板  Ｓｍ2＝
ＰＨ

2ｔ2ｅｍ
  (MPa) 

厚さｔ3の板  Ｓｍ3＝
Ｐｈ

2ｔ3Ｅ3
［
6+Ｋ(11-α2)

3+5Ｋ
］  (MPa) 

 
 
 

曲 
 

げ 
 

応 
 

力 

厚さｔ１の板の中立軸から表面までの距離  ｃ1 (mm) 

厚さｔ2の板の中立軸から表面までの距離  ｃ2 (mm) 

厚さｔ１の板Ｎ点(Ｓｂ)Ｎ＝
Ｐｃ1

24Ｉ１
［-3Ｈ2+2ｈ2(

3+5α2Ｋ

3+5Ｋ
）］ (MPa) 

厚さｔ１の板Ｑ点(Ｓｂ)Ｑ1＝
Ｐｈ2ｃ1

12Ｉ１
（
3+5α2Ｋ

3+5Ｋ
）  (MPa) 

厚さｔ2の板Ｍ点(Ｓｂ)Ｍ＝
Ｐｈ2ｃ2

12Ｉ2ｅｂ
［
3+Ｋ(6-α2)

3+5Ｋ
］  (MPa) 

厚さｔ2の板Ｑ点(Ｓｂ)Ｑ2＝
Ｐｈ2ｃ2

12Ｉ2
（
3+5α2Ｋ

3+5Ｋ
）  (MPa) 

組 
合 

せ 

応 

力 
厚さｔ１の板Ｎ点(ＳＴ)Ｎ＝Ｓｍ1＋(Ｓｂ)Ｎ (MPa) 

厚さｔ１の板Ｑ点(ＳＴ)Ｑ1＝Ｓｍ1＋(Ｓｂ)Ｑ1 (MPa) 

厚さｔ2の板Ｍ点(ＳＴ)Ｍ＝Ｓｍ2＋(Ｓｂ)Ｍ (MPa) 

厚さｔ2の板Ｑ点(ＳＴ)Ｑ2＝Ｓｍ2＋(Ｓｂ)Ｑ2 (MPa) 

厚さｔ3の板    ＳＴ＝Ｓｍ3 (MPa) 

膜応力の最大値 (Ｓｍ)ｍａｘ (MPa) 

組合せ応力の最大値 (ＳＴ)ｍａｘ (MPa) 

膜応力に対する許容限度 Ｓ (MPa) 

組合せ応力に対する許容限度 1.5Ｓ (MPa) 

(Ｓｍ)ｍａｘ≦Ｓ かつ (ＳＴ)ｍａｘ≦1.5Ｓ,よって強度は十分である。 
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(2) ヘッダー(遊動側) 

ASME Sec. Ⅷ Div. 1 APPENDIX 13 13.9(b) 

(参照附図 2.図 3) 

 

使用材料 ASME SA-662 Grade C (SLA325A 相当) 

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 

最高使用温度  (℃) 

許容引張応力 Ｓ (MPa) 

短辺側面 内のり寸法 Ｈ (mm) 

長辺側面 内のり寸法 ｈ (mm) 

上下板の呼び厚さ ｔ10(mm) 最小厚さ ｔ1(mm) 

管板・ﾌﾟﾗｸﾞ板の呼び厚さ ｔ20(mm) 最小厚さ ｔ2(mm) 

仕切板の呼び厚さ ｔ30(mm) 最小厚さ ｔ3(mm) 

厚さ t1の板の慣性モーメント Ｉ1＝ｔ1
3/12 (mm4) 

厚さ t2の板の慣性モーメント Ｉ2＝ｔ2
3/12 (mm4) 

プラグ穴径 ｄ0(mm) プラグ穴径 ｄ1(mm) 

穴の深さ Ｔ0(mm) 穴の深さ Ｔ1(mm) 

ｂ0＝ｐ－ｄ0 ｂ1＝ｐ－ｄ1 

長手方向の管穴ピッチ  ｐ  (mm) 

ＤＥ1＝（ｄ0Ｔ0＋ｄ１Ｔ１）／ｔ2  

膜応力に対するﾌﾟﾗｸﾞ板のﾘｶﾞﾒﾝﾄ効率 ｅｍ＝（ｐ－ＤＥ1）／ｐ 

Ｉ＝(ｂ0Ｔ0
3＋ｂ1Ｔ1

3)/12＋ｂ0Ｔ0(Ｔ0/2＋Ｔ1－Ｘ)2＋ｂ1Ｔ1(Ｔ1/2－Ｘ)2 

Ｘ＝［ｂ0Ｔ0(Ｔ0/2＋Ｔ1) ＋ｂ1Ｔ1(Ｔ1/2)］/(ｂ0Ｔ0＋ｂ1Ｔ1) 

ｔ2－Ｘ 

ｃ＝Ｘまたは（ｔ2－Ｘ）のどちらか大なる値 

ＤＥ2＝ｐ－6Ｉ／［(ｔ2)2ｃ］ 

曲げ応力に対するﾌﾟﾗｸﾞ板のﾘｶﾞﾒﾝﾄ効率 ｅｂ＝（ｐ－ＤＥ2）／ｐ 

仕切板の継手効率 Ｅ3 

無次元係数 α＝Ｈ／ｈ 

無次元係数 Ｋ＝（Ｉ2／Ｉ1）α 

  

■
37654
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計  算  箇  所 
応力 

内面 外面 

 
 

膜 

応 

力 

厚さｔ１の板  Ｓｍ1＝
Ｐｈ

4ｔ１
｛4-［

2+Ｋ(5-α2)

1+2Ｋ
］｝  (MPa) 

厚さｔ2の板  Ｓｍ2＝
ＰＨ

2ｔ2ｅｍ
  (MPa) 

厚さｔ3の板  Ｓｍ3＝
Ｐｈ

2ｔ3Ｅ3
［
2+Ｋ(5-α2)

1+2Ｋ
］  (MPa) 

 
 
 

曲 
 

げ 
 

応 
 

力 

厚さｔ１の板の中立軸から表面までの距離  ｃ1 (mm) 

厚さｔ2の板の中立軸から表面までの距離  ｃ2 (mm) 

厚さｔ１の板Ｎ点(Ｓｂ)Ｎ＝
Ｐｃ1

24Ｉ１
［-3Ｈ2+2ｈ2（

1+2α2Ｋ

1+2Ｋ
）］  (MPa) 

厚さｔ１の板Ｑ点(Ｓｂ)Ｑ1＝
Ｐｈ2ｃ1

12Ｉ１
（
1+2α2Ｋ

1+2Ｋ
）  (MPa) 

厚さｔ2の板Ｍ点(Ｓｂ)Ｍ＝
Ｐｈ2ｃ2

12Ｉ2ｅｂ
［
1+Ｋ(3-α2)

1+2Ｋ
］  (MPa) 

厚さｔ2の板Ｑ点(Ｓｂ)Ｑ2＝
Ｐｈ2ｃ2

12Ｉ2
（
1+2α2Ｋ

1+2Ｋ
）  (MPa) 

組 
合 
せ 

応 

力 

厚さｔ１の板Ｎ点(ＳＴ)Ｎ＝Ｓｍ1＋(Ｓｂ)Ｎ (MPa) 

厚さｔ１の板Ｑ点(ＳＴ)Ｑ1＝Ｓｍ1＋(Ｓｂ)Ｑ1 (MPa) 

厚さｔ2の板Ｍ点(ＳＴ)Ｍ＝Ｓｍ2＋(Ｓｂ)Ｍ (MPa) 

厚さｔ2の板Ｑ点(ＳＴ)Ｑ2＝Ｓｍ2＋(Ｓｂ)Ｑ2 (MPa) 

厚さｔ3の板    ＳＴ＝Ｓｍ3 (MPa) 

膜応力の最大値 (Ｓｍ)ｍａｘ (MPa) 

組合せ応力の最大値 (ＳＴ)ｍａｘ (MPa) 

膜応力に対する許容限度 Ｓ (MPa) 

組合せ応力に対する許容限度 1.5Ｓ (MPa) 

(Ｓｍ)ｍａｘ≦Ｓ かつ (ＳＴ)ｍａｘ≦1.5Ｓ,よって強度は十分である。 

  

■
37655



7 

(参照附図) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.プラグ板のプラグ穴 

図 2.計算書の記号(２) 図 1.計算書の記号(１) 

■
37656
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7. 矩形容器の上下板の補強検討を要しない穴の最大径 

ASME Sec.Ⅷ Div.1 UG-36(C)(3)において穴の補強検討を要しない穴の最大径が以下の

とおり規定されている。 

 

a． 厚さが 10mm(3/8in)以下の板に設ける直径 

89mm(3-1/2in)以下の穴 

 

b． 厚さが 10mm(3/8in)を超える板に設ける直径 

60mm(2-3/8in)以下の穴 

 

 

上下板の最小厚さ(mm) 
固定側 

遊動側 

補強検討を要しない穴の最大径(mm) 

補強要否の検討を要する管台は N-１A,N-1B,N-2A,N-2B である。 

 

■
37657



 
 
 

 
 

前
処
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 4 3  

 サ ン プ リ ン

グ エ ア リ フ ト 分 離 ポ ッ
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■
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

サンプリングエアリフト分
離ポット

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴

評価

4.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

胴

評価

5.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡
評価

6.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)
鏡
鏡

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1
P2
P3

評価 n

s

c

補強の計算を要する⽳はない。

1

■
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

 サンプリングエアリフト
分離ポット

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴

評価

4.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

胴

評価

5.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡
評価

6.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)
鏡
鏡

評価

7.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1
P2
P3

評価 tn≥t、よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。

補強の計算を要する⽳はない。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって⼗分である。

補強の計算を要する⽳はない。

1
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1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

中間ポットA,B堰付サイホンデミ
スタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
t1、t2の

⼤きい値 t(㎜)
呼び厚さ

tco(㎜)
最⼩厚さ

tc(㎜)

鏡
評価

5.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)
鏡

評価

6.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P2

P1

P3

評価

7.容器の鏡板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける円すい形鏡板）(θ＞30°)【第8条第1項第四号、第8条第2項第七号】

部位          項⽬
鏡板の外径

Doc(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径 ro(㎜)

鏡板の呼び厚さ
tco(㎜)

3tco

(㎜)
0.06 Doc

(㎜)

円すいの頂⾓の1
／2

θ (°)
使⽤材料

鏡板の有効内径
Di(㎜)

鏡板の内径
Ds(㎜)

鏡板のすその丸
みの部分の内半

径
ro (㎜)

円すいの形状に
よる係数

 W

円すいの頂⾓の1
／2

θ (°)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡
評価

ts≥t、よって⼗分である。

tc≥t、よって⼗分である。

tc≥t、よって⼗分である。

補強の計算を要する⽳はない。

tn≥t、よって⼗分である。

よって半だ円形鏡板である。

よって円すい形鏡板である。

1
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8.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円すい形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

胴の最⼩厚さ
ts(㎜)

円すい頂⾓の1／
2

θ（°）

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)
鏡

評価

9.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(鏡板のすみの丸みの⽳)【第8条第3項第⼆号】

鏡

評価

10.容器の鏡板の2⽳以上の⽳の中⼼間の距離【8条第3項第⼆号】

部位          項⽬
⽳の直径
d1 (㎜)

⽳の直径
d2 (㎜)

円すいの部分が
すその丸みの

部分に接続する
部分の軸に垂直
な断⾯の外径

D2 (㎜)

係数
K

鏡板の外⾯に
沿った2つの⽳の
中⼼間の距離
L (㎜)

2つの⽳の中⼼間
距離

ℓ (㎜)

最⾼使⽤圧⼒に
おける材料の
許容引張応⼒

S (MPa)

鏡板の厚さ
ts (㎜)

継⼿効率
η

円すいの頂⾓の2
分の1
θ (°)

P1
P3

評価 ℓ≧L ，よって⼗分である。

部位          項⽬ ⽳の径が20㎜以下の⽳

よって，補強の計算を要する⽳は
ない。

2
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 4 6  

濃 縮 廃 液 抜 出 ス チ ー ム

ジ ェ ッ ト ポ ン プ 漏 え い

検 知 ポ ッ ト  

■
37665



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

濃縮廃液抜出スチームジェットポン
プ漏えい検知ポット

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板、中⾼⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第六号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号、第六号】

鏡板、底板

評価

鏡板、底板

評価

4.開放タンクの胴の厚さの計算(円筒形の胴)【第6条の2第1項第⼀号、第⼆号、第三号】

部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

胴の内径
Di(m)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)
必要厚さ

t3(㎜)

t1、t2、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

胴

評価

5.開放タンクの管台の厚さの計算【第6条の2第8項第⼀号、第⼆号】

部位          項⽬ 使⽤材料
⽔頭
H(m)

管台の内径
Di(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1

P2

シール部

評価

6.開放タンクの補強を要しない⽳の最⼤径【6条の2第4項第⼆号】

⽳

評価

7.開放タンクの補強を要しない⽳の最⼤径【第15条の2第1項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Dor(mm)
許容引張応⼒

Sr(MPa)
管台の最⼩厚さ

tr(mm)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査
の有無

dr1＝(Dor−2tr)/4
(mm)

61，dr1の⼩さい
値(mm)

K Dor･tr(㎟) dr2(mm)
200，dr2の

⼩さい値(mm)
補強不要な⽳の
最⼤径 dfr(mm)

⽳

評価

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

よって半だ円形鏡板である。

B2
必要厚さ

t4(㎜)
t1、t2、t3、t4の

⼤きい値
鏡板のフランジ

部の外径
許容引張応⼒

S1(MPa)
降伏点

Sy (MPa)
呼び厚さ

tco(㎜)
最⼩厚さ

tc(㎜)
継⼿の種類 放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
半だ円形鏡板の
形状による係数

Ko Ro=DoLKo

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
胴の外径
Do(㎜)

鏡板の外⾯にお
ける⻑径

部位          項⽬ ⽳の径が85㎜以下の⽳

鏡板の外⾯にお
ける短径

継⼿効率
η

Ro／(100tc)
必要厚さ

t2(㎜)
ℓ /Do Do /tc B1

必要厚さ
t3(㎜)

DoL／Dos

補強の計算を要する⽳は無しである。

よって，補強の計算を要する⽳は
無しである。

tc≥t、よって⼗分である。

ts≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。

1
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 4 7  

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 液 受

槽 サ ン プ リ ン グ エ ア リ

フ ト ポ ン プ 分 離 ポ ッ ト  

■
37667



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

プルトニウム濃縮液受槽サンプリング
エアリフトポンプ分離ポット

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

             項⽬
   部位

使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P2

P3

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 4 8  

リ サ イ ク ル 槽 サ ン プ リ

ン グ エ ア リ フ ト ポ ン プ

分 離 ポ ッ ト  

■
37669



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

リサイクル槽サンプリングエアリフト
ポンプ分離ポット

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P2管台

P3管台

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 4 9  

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 液 計

量 槽 サ ン プ リ ン グ エ ア

リ フ ト ポ ン プ 2 分 離 ポ

ッ ト  

■
37671



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

プルトニウム濃縮液計量槽サンプリン
グエアリフトポンプ2分離ポット

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P2

P3

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 5 0  

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 液 中

間 貯 槽 サ ン プ リ ン グ エ

ア リ フ ト ポ ン プ 分 離 ポ

ッ ト  

■
37673



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

プルトニウム濃縮液中間貯槽サンプリ
ングエアリフトポンプ分離ポット

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P2

P3

評価 tn≥t、よって⼗分である。

1
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 5 1  

第 3 一 時 貯 留 処 理 槽 サ

ン プ リ ン グ エ ア リ フ ト

ポ ン プ 分 離 ポ ッ ト 他  

■
37675



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

第3⼀時貯留処理槽サンプリングエア
リフトポンプ分離ポット

、プルトニウム溶液受槽サン
プリングエアリフトポンプ分離ポッ
ト 、油⽔分離槽サン
プリングエアリフトポンプ分離ポッ
ト 、プルトニウム濃
縮⽸供給槽サンプリングエアリフト
ポンプ分離ポット 、
希釈槽サンプリングエアリフトポン
プ分離ポット 、第1⼀
時貯留処理槽サンプリングエアリフ
トポンプ分離ポット

、第2⼀時貯留処理槽サンプリ
ングエアリフトポンプ分離ポット

、プルトニウム溶液
⼀時貯槽サンプリングエアリフトポ
ンプ分離ポット

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

1

■
37676



3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴

評価

4.容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低⾯に圧⼒を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第⼆号(第8条第1項準⽤)第三号、第6条の2第7項第⼆号(第8条第2項準⽤)第五号】

部位          項⽬
鏡板の内⾯にお

ける⻑径
DiL(㎜)

鏡板の内⾯にお
ける短径の1/2

h(㎜)

⻑径と短径の⽐
DiL/(2h)

使⽤材料
胴の内径

Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ

t1(㎜)
必要厚さ

t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最⼩厚さ
tc(㎜)

鏡
評価

5.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径

Do(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値

t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P1,P3

P2

評価

6.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(円筒形の胴、球形の胴)【第7条第6項第⼆号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
胴の外径

D(㎜)
許容引張応⼒

S(MPa)
胴の最⼩厚さ

ts(㎜)
継⼿効率

η
継⼿の種類

放射線検査の有
無

dr1=(D-2ts)/4
(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

容器の補強を要
しない⽳の最⼤

径
(㎜)

胴（P1）

評価

7.容器の補強を要しない⽳の最⼤径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第⼆号】

機器名          項⽬ 使⽤材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

鏡板の最⼩厚さ
ts(㎜)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の⼩さい
値

(㎜)
K

Dts

(㎟)

dr2：図より求め
た値
(㎜)

200、dr2の⼩さ
い値
(㎜)

補強を要しない
⽳の最⼤径

(㎜)
鏡（P2,P3）

評価

補強の計算を要する⽳は無しである。

補強の計算を要する⽳は無しである。（P2はdr2以下,P3はdr1以下のため補強を要しない）

よって半だ円形鏡板である。

ts≥t、よって⼗分である。

tc≥t、よって⼗分である。

tn≥t、よって⼗分である。
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 5 2  

ア フ タ ー ク ー ラ  

■
37678



1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

胴側(空気)

管側(冷却⽔)

２．構造図※

3.容器の胴の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第⼀号、第⼆号イ】

機器名          項⽬ 使⽤材料
胴の内径
Di(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の
⼤きい値 t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最⼩厚さ
ts(㎜)

 

胴

評価 ts≥t、よって⼗分である。

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬（部位）番号を⽰す。
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 5 3  

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 液 計

量 槽 デ ミ ス タ  

■
37680



(1)　設計条件による評価

1.仕様

機器名          項⽬
最⾼使⽤圧⼒

(MPa)
最⾼使⽤温度

(℃)
液体の⽐重 腐⾷代(㎜)

プルトニウム濃縮液計量槽デミスタ

２．構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項⽬(部位)番号を⽰す

3.容器の管台の厚さの計算（内⾯に圧⼒を受ける管台の厚さ）（炭素鋼）【第11条第1項第⼀号、第三号】

 部位          項⽬ 使⽤材料
管台の外径
Do(㎜)

許容引張応⼒
S(MPa)

継⼿効率
η

継⼿の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の
⼤きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最⼩厚さ
tn(㎜)

P3管台

P4管台

評価 tn≥t、よって⼗分である。
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(2)　設計過渡条件による評価

1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
爆発時の圧力

(MPa)
爆発時の温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

プルトニウム濃縮液計量槽デミスタ

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す
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2.1(1)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(2)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(3)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(4)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：無し)【第8条の2第1項】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
設計引張強さ

Su(MPa)

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

平板

評価

2.1(5)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.1(6)　容器の平板の厚さの計算(平板形の胴、平板の取付け方法：ヲ、平板の穴の有無：有り)【第8条の2第1項及び14項第二号イ(ロ)】

内圧計算 外圧計算

平板

評価

2.2(1)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P1，P2

評価

2.2(2)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P3

評価

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

tp≥t、よって十分である。

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

設計引張強さ
Su(MPa)

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

tp≥t、よって十分である。

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

部位　　　　　　　　　　項目
直径又は最小ス

パン
 d (㎜)

穴の径
dh(㎜) 使用材料

取付け方法に
よって定まる定

数
 C

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

設計引張強さ
Su(MPa)

dh≦d／2，よって第8条の2
第14項第二号イ(ロ)による

tp＜t、よって詳細解析が必要である。

t1、t2の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tpo(㎜)

最小厚さ
tp(㎜)

直径又は最小ス
パン

 d (㎜)

最小スパンに直
角に測った最大

スパン
 D (㎜)

形状によって定
まる定数

Z

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

tn≥t、よって十分である。

tn≥t、よって十分である。
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2.2(3)　容器の管台の厚さの計算（内面に圧力を受ける管台の厚さ）【第11条第1項第一号、第三号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
管台の外径

Do(㎜)
設計引張強さ

Su(MPa)
継手効率

η
継手の種類

放射線検査の有
無

必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t3(㎜)

t1、t3の

大きい値
t(㎜)

呼び厚さ
tno(㎜)

最小厚さ
tn(㎜)

P4

評価

2.3(1)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張応力
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P1，P2

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P1，P2

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P1，P2

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認

tn≥t、よって十分である。

大きい穴の補強

AO ≦ Ar/2，よって詳細解析が必要である。
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2.3(2)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Sus(MPa)

管台の設計引張
強さ

Sun(MPa)

強め板の許容引
張応力
Suc(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P3

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P3

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P3

評価

2.3(3)　穴の補強計算（平板の穴）、開放タンクの平板の穴の補強計算【第8条の2第14項、第6条の2第5項】

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

平板使用材料 管台使用材料 強め板使用材料
平板の設計引張

強さ
Su(MPa)

管台の設計引張
強さ

Su(MPa)

強め板の許容引
張応力　Se(MPa)

穴の径
d(㎜)

平板穴の径
dh(㎜)

平板と管台の交
角

α(°)

平板の最小厚さ
ts(㎜)

管台の最小厚さ
tn(㎜)

平板の継手効率
η

係数
Ｆ

平板の直径又は
最小スパン

Di(㎜)

平板の計算上必
要な厚さ
tsr(㎜)

管台の計算上必
要な厚さ
tnr(㎜)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

穴の補強に必要
な面積
Ar（㎟)

補強の有効範囲
Ｘ1(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ2(㎜)

補強の有効範囲
Ｘ(㎜)

補強の有効範囲
Y1(㎜)

補強の有効範囲
Y2(㎜)

強め板の最小厚
さ

te(㎜)

強め板の外径
Ｂe(㎜)

管台の外径
Don(㎜)

一体型管台の
コーナー部半径

Ｒi(㎜)

溶接寸法
Ｌ1(㎜)

溶接寸法
Ｌ2(㎜)

溶接寸法
Ｌ3(㎜)

溶接寸法
Ｌ4(㎜)

溶接寸法
Ｌ5(㎜)

P4

平板の有効補強
面積

Ａ1(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4(㎟)

補強に有効な総
面積

Ａ0(㎟)

穴の補強に有効
な面積
ＡrD(㎟)

鏡板の有効補強
面積

Ａ1Ｄ(㎟)

管台の有効補強
面積

Ａ2Ｄ(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

Ａ3Ｄ(㎟)

強め板の有効補
強面積
Ａ4Ｄ(㎜)

補強に有効な総
面積

Ａ0Ｄ(㎟)

補強を要する穴
の限界径
dj(㎜)

補強の有効範囲
XJ1(㎜)

補強の有効範囲
XJ2(㎜)

補強の有効範囲
XJ(㎜)

穴の補強に必要
な面積
ＡJｒ(㎟)

平板の有効補強
面積

ＡJ1(㎟)

管台の有効補強
面積

ＡJ2(㎟)

すみ肉溶接部の
有効補強面積

ＡJ3(㎟)

強め板の有効補
強面積
ＡJ4(㎟)

補強に有効な総
面積

ＡJ0(㎟)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

溶接部にかかる
荷重
Ｗ1(N)

溶接部にかかる
荷重
Ｗ2(N)

溶接部の負うべ
き荷重
Ｗ(N)

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ1(MPa)

突合せ溶接部の
許容せん断応力

ＳＷ2(MPa)

突合せ溶接部の
許容引張断応力

ＳＷ3(MPa)

管台壁の許容せ
ん断応力
ＳＷ4(MPa)

応力除去の有無

すみ肉溶接部の
許容せん断応力

係数
Ｆ1

突合せ溶接の許
容せん断応力係

数
Ｆ2

突合せ溶接の許
容引張応力係数

Ｆ3

管台壁の許容せ
ん断応力係数

Ｆ4

管台が取り付く
穴の径
dｗ(㎜)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe1(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe2(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe3(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe4(N)

突合せ溶接部の
せん断力
Ｗe5(N)

P4

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe6(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe7(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe8(N)

突合せ溶接部の
引張力
Ｗe9(N)

管台壁のせん断
力

Ｗe10(N)

すみ肉溶接部の
せん断力
Ｗe11(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ1(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ2(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ3(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ4(N)

予想される破断
箇所の強さ
Ｗeｂｐ5(N)

予想される破断
箇所の強さ力
Ｗeｂｐ6(N)

P4

評価

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

AO > Ar/2，Webp1，Webp2，Webp3 ≧ W,よって十分である。

AO > Ar/2，Webp1 ≧ W,よって十分である。

部位
　　　　　　　　　　　　　項目

小さい穴の補強 X1=X2でない場合の確認 大きい穴の補強

5
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凝 縮 液 中 間 ポ ッ ト  

■
37686



1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

凝縮液中間ポット( )

2.構造図※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

1

■
37687



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価

2.2(1).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.2(2).容器の鏡板の厚さの計算、開放タンクの底板の厚さの計算（中低面に圧力を受ける半だ円形鏡板）【第8条第1項第三号、第8条第2項第五号、第6条の2第6項第二号(第8条第1項準用)第三号、第6条の2第7項第二号(第8条第2項準用)第五号】

部位　　　　　　　　　　項目
鏡板の内面にお

ける長径
DiL(㎜)

鏡板の内面にお
ける短径の1/2

h(㎜)

長径と短径の比
DiL/(2h)

使用材料
胴の内径
Di(㎜)

半だ円形鏡板の
形状による係数

 K

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tco(㎜)

最小厚さ
tc(㎜)

鏡板

評価

2.3(1) 容器の補強を要しない穴の最大径(円筒形の胴、球形の胴)（内圧計算、外圧計算）【第7条第6項第二号】

内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算 内圧計算 外圧計算

胴

評価

2.3(2) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

2.3(3) 容器の補強を要しない穴の最大径(さら形鏡板、全半球形鏡板、半だ円形鏡板)【第8条第3項第二号】

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
鏡板フランジ部

の外径
D(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

鏡板の最小厚さ
ts(㎜)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K
Dts
(㎟)

dr2：図より求め

た値
(㎜)

200、dr2の小さ

い値
(㎜)

補強を要しない
穴の最大径

(㎜)

鏡板

評価

ts≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

よって半だ円形鏡板である。 tc≥t、よって十分である。

200、dr2の小さい値

(㎜)
補強を要しない穴の最大径

(㎜)

補強の計算を要する穴はない。

補強の計算を要する穴はない。

継手の種類
放射線検査の有

無
dr1=(D-2ts)/4

(㎜)

61、dr1の小さい

値
(㎜)

K Dts
(㎟)

継手効率
η

補強の計算を要する穴はない。

部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の外径
D(㎜)

設計引張強さ　Su(MPa) 胴の最小厚さ
ts(㎜)

dr2：図より求めた値

(㎜)

2
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Ⅴ － ２ － ２ － １ － 1 5 5  

高 性 能 粒 子 フ ィ ル タ 第

１ , 第 ２ 加 熱 器  

■
37689



1.仕様

機器名　　　　　　　　　　項目
最高使用圧力

(MPa)
最高使用温度

(℃)
液体の比重 腐食代(㎜)

高性能粒子フィルタ第1加熱器(
)，高性能粒子フィルタ第2加熱

器( )

2.構造図
※

※：図中の数値は強度計算の評価項目(部位)番号を示す

レデューサはJIS規格の管継⼿を採⽤しているため，JISに定められた耐圧性能試験（ ）に耐え，漏れが
発⽣しない強度を有することから，評価は省略する。

1

■
37690



2.1(1) 容器の胴の厚さの計算（内面に圧力を受ける円筒形の胴）【第7条第3項第一号、第二号イ】

　部位　　　　　　　　　　項目 使用材料
胴の内径
Di(㎜)

設計引張強さ
Su(MPa)

継手効率
η

継手の種類
放射線検査の有

無
必要厚さ
t1(㎜)

必要厚さ
t2(㎜)

t1、t2の

大きい値　t(㎜)

呼び厚さ
tso(㎜)

最小厚さ
ts(㎜) 　

胴

評価 ts≥t、よって十分である。

2

■
37691
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Ⅴ － ２ － ２ － ２  

管 の 公 式 に よ る 強 度 評

価 書  

■
37692



(1)溶解設備

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 1

配管番号
最高使用

圧力
（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

～ハル洗浄槽A，B( )

～中継槽( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称

■
37693



(2)代替可溶性中性子吸収材緊急供給系：前処理施設

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 2

代替可溶性中性子吸収材緊急供給槽A，B(
)～弁( )

弁( )～代替可溶性中性子
吸収材緊急供給槽A，B出口配管(

)

代替可溶性中性子吸収材緊急供給槽A，B出口配管
( )～ 付近

計測制御用空気貯槽出口配管(
)～

弁( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

■
37694



(3)重大事故時可溶性中性子吸収材供給系：前処理施設

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 3

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽A，B(ハル洗
浄槽用)出口配管( )～ハル
洗浄槽A，B( )

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽A，B(エンド
ピース酸洗浄槽用)( )～弁(

)

弁( )～重大事故時可溶性
中性子吸収材供給槽A，B(エンドピース酸洗浄槽用)
出口配管( )

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽A，B(エンド
ピース酸洗浄槽用)出口配管(

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽A，B(ハル洗
浄槽用)( )～弁(

)

弁( )～重大事故時可溶性
中性子吸収材供給槽A，B(ハル洗浄槽用)出口配管
( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

■
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(4)清澄・計量設備

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 4

清澄機( )～リサイクル槽( )

計量補助槽( )～計量・調整槽( )

清澄機( )～リサイクル槽( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

■
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(5)分離設備

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 5

溶解液中間貯槽セル漏えい液受皿3スチーム
ジェットポンプシールポット( )入口～

第7一時貯留処理槽( )

TBP洗浄塔流量計測ポット( )～抽出廃
液受槽( )

弁( )～抽出廃液供給槽( )

弁( )～溶解液中間貯槽( )

弁( )～溶解液供給槽( )

弁( )～抽出廃液受槽( )

弁( )～抽出廃液中間貯槽( )

弁( )～抽出廃液供給槽( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

■
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 (6)分配設備

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 6

配管番号
最高使用

圧力
（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

弁( )～プルトニウム溶液受槽(
)

弁( )～プルトニウム溶液中間貯槽
( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称

■
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 (7)分離建屋一時貯留処理設備

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 7

第8一時貯留処理槽入口 セル内壁部～第8一
時貯留処理槽( )

弁( )～第2一時貯留処理槽( )

弁( )～第7一時貯留処理槽( )

第7一時貯留処理槽エアリフトポンプ分離ポット
( )～第3一時貯留処理槽( )

弁( )～第4一時貯留処理槽( )

公称厚さ

（mm）

弁( )～第3一時貯留処理槽( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

■
37699



(8)プルトニウム精製設備

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

弁 ～プルトニウム溶液供給槽

弁 ～油水分離槽

安全冷却水系ヘッダ分岐点～油水分離槽

油水分離槽 ～安全冷却水系ヘッダ合流
点

弁 ～プルトニウム溶液受槽

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 8

■
37700



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

安全冷却水系ヘッダ分岐点～プルトニウム溶液受槽

プルトニウム溶液受槽 ～安全冷却水系
ヘッダ配管合流点

弁 ～プルトニウム濃縮缶供給槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 9

■
37701



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

プルトニウム濃縮缶 ～凝縮器

凝縮器 ～塔槽類廃ガス処理設備入口配
管合流点

安全冷却水系ヘッダ分岐点～プルトニウム濃縮缶供
給槽

プルトニウム濃縮缶供給槽 ～安全冷却水
系ヘッダ合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 10

■
37702



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

弁 ～プルトニウム濃縮缶

弁 ～プルトニウム濃縮液受槽

安全冷却水系ヘッダ分岐点～プルトニウム濃縮液受
槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 11

■
37703



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

プルトニウム濃縮液受槽 ～安全冷却水系
ヘッダ合流点

弁 ～プルトニウム溶液一時貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 12

■
37704



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

安全冷却水系ヘッダ分岐点～プルトニウム溶液一時
貯槽

プルトニウム溶液一時貯槽 ～安全冷却水
系ヘッダ合流点

弁 ～リサイクル槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 13

■
37705



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

安全冷却水系ヘッダ分岐点～リサイクル槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 14

■
37706



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

リサイクル槽 ～安全冷却水系ヘッダ合流
点

弁 ～希釈槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 15

■
37707



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

安全冷却水系ヘッダ分岐点～希釈槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 16

■
37708



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

希釈槽 ～安全冷却水系ヘッダ合流点

弁 ～プルトニウム濃縮液一時貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 17

■
37709



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

安全冷却水系ヘッダ分岐点～プルトニウム濃縮液一
時貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 18

■
37710



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

プルトニウム濃縮液一時貯槽 ～安全冷却
水系ヘッダ合流点

弁 ～プルトニウム濃縮液計量槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 19

■
37711



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

安全冷却水系ヘッダ分岐点～プルトニウム濃縮液計
量槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 20

■
37712



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

プルトニウム濃縮液計量槽 ～安全冷却水
系ヘッダ合流点

弁 ～プルトニウム濃縮液中間貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 21

■
37713



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

安全冷却水系ヘッダ分岐点～プルトニウム濃縮液中
間貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 22

■
37714



(つづき)

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

プルトニウム濃縮液中間貯槽 ～安全冷却
水系ヘッダ合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 23

■
37715



(9)精製建屋一時貯留処理設備

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 24

安全冷却水系ヘッダ分岐点～第１一時貯留処理槽
( )

第１一時貯留処理槽( )～安全冷却水系ヘッ
ダ合流点

弁（ ）～第１一時貯留処理槽（ ）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

■
37716



(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 25

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

弁（ ）～第２一時貯留処理槽（ ）

安全冷却水系ヘッダ分岐点～第２一時貯留処理槽
( )

第２一時貯留処理槽( )～安全冷却水系ヘッ
ダ合流点

■
37717



(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 26

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

安全冷却水系ヘッダ分岐点～第３一時貯留処理槽
( )

第３一時貯留処理槽( )～安全冷却水系ヘッ
ダ合流点

弁（ ）～第３一時貯留処理槽（ ）

弁（ ）～第７一時貯留処理槽（ ）

■
37718



(10)重大事故時可溶性中性子吸収材供給系：精製施設

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 27

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽（第７一時貯
留処理槽用）出口配管合流点～第７一時貯留処理槽
( )

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽（第５一時貯
留処理槽用）( )～主要弁(

)

主要弁( )～重大事故時可溶性中
性子吸収材供給槽（第５一時貯留処理槽用）出口配
管合流点

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽（第７一時貯
留処理槽用）( )～主要弁(

)

主要弁( )～重大事故時可溶性中
性子吸収材供給槽（第７一時貯留処理槽用）出口配
管合流点

重大事故時可溶性中性子吸収材供給槽（第５一時貯
留処理槽用）出口配管合流点～第５一時貯留処理槽
( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

■
37719



(11)溶液系

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 28

安全圧縮空気系～一時貯槽( )

安全圧縮空気系～混合槽( )

安全圧縮空気系～混合槽( )

安全圧縮空気系～硝酸プルトニウム貯槽( )

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

■
37720



(12)塔槽類廃ガス処理系（プルトニウム系）

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 29

廃ガス洗浄塔( )～凝縮器( )

凝縮器( )～デミスタ( )

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

デミスタ( )～第１，第２高性能粒子フィルタ
( )

第１，第２高性能粒子フィルタ(
)～よう素フィルタ第１加熱器( )

よう素フィルタ( )～弁(
)

弁( )～排風機( )

第５一時貯留処理槽( )～第５一時貯留処理
槽，第１洗浄器，第２洗浄器，第３洗浄器出口配管合
流点

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

■
37721



(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 30

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

第７一時貯留処理槽( )～廃ガス洗浄塔入口
配管合流点

プルトニウム濃縮缶( )～廃ガス洗浄塔入口
配管合流点

■
37722



(13)ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 31

硝酸プルトニウム貯槽( ),混合槽(
),一時貯槽( )～混合廃ガス凝縮器

入口配管合流点

混合廃ガス凝縮器入口配管合流点～第1廃ガス洗浄
塔( )

第1廃ガス洗浄塔( )～第2廃ガス洗浄塔
( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

■
37723



(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 32

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

第2廃ガス洗浄塔(4105-T20)～第3廃ガス洗浄塔
( )

第3廃ガス洗浄塔( )～第1高性能粒子フィル
タ( )

■
37724



(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 33

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

第1高性能粒子フィルタ( )～第1排
風機( )

第1排風機( )～弁( )

第1排風機( )～弁( )

■
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34 

伸

縮

継

手

の

諸

元 

伸縮継手番号 

調整リングの有無 － 

使用材料 － 

継手部の板の厚さ ｔ(mm) 

継手部の波のピッチの2分の1 ｂ(mm) 

継手部の波の高さ ｈ(mm) 

継手部の波数の2倍の値 ｎ 

継手部の層数 ｃ 

設

計

条

件 

条件 － 通常運転 重大事故等時 

最高使用圧力 Ｐ(MPa) 

最高使用温度 (℃) 

縦弾性係数 Ｅ(MPa) 

実際の繰返し回数 Ｎｒ 

計

算

結

果 

全伸縮量 δ(mm) 

継手部応力 σ(MPa) 

許容繰返し回数 Ｎ 

Ｕ＝Ｎｒ/Ｎ － 

疲労累積係数 － 

評価 
疲労累積係数は，1以下であるので，

強度は充分である。 

注記 ＊1：本設備は「ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備の系統

図」の配管番号 に含まれる伸縮継手である。 

■
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35 

伸

縮

継

手

の

諸

元 

伸縮継手番号 

調整リングの有無 － 

使用材料 － 

継手部の板の厚さ ｔ(mm) 

継手部の波のピッチの2分の1 ｂ(mm) 

継手部の波の高さ ｈ(mm) 

継手部の波数の2倍の値 ｎ 

継手部の層数 ｃ 

設

計

条

件 

条件 － 通常運転 重大事故等時 

最高使用圧力 Ｐ(MPa) 

最高使用温度 (℃) 

縦弾性係数 Ｅ(MPa) 

実際の繰返し回数 Ｎｒ 

計

算

結

果 

全伸縮量 δ(mm) 

継手部応力 σ(MPa) 

許容繰返し回数 Ｎ 

Ｕ＝Ｎｒ/Ｎ － 

疲労累積係数 － 

評価 
疲労累積係数は，1以下であるので，

強度は充分である。 

注記 ＊1：本設備は「ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備の系統

図」の配管番号 に含まれる伸縮継手である。 

■
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(14)代替換気設備

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 36

弁( )入口配管分岐点～弁( )

凝縮器( ),迅速流体継手接続口(
)～精製建屋一時貯留処理層第1セル

予備凝縮器( )～迅速流体継手接続口
( )

セル導出ユニットフィルタ入口配管分岐点～セル導
出ユニットフィルタ出口配管合流点

予備凝縮器出口ライン下流側接続口～弁(
)

予備凝縮器入口ライン下流側接続口～予備凝縮器
( )

セル導出ユニットフィルタ( )～硝酸プル
トニウム貯槽セル給気ダクト接続口

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

廃ガス洗浄塔入口配管分岐点～凝縮器( )

弁( )入口配管分岐点～弁
( )

凝縮器( )，迅速流体継手接続口(
)～精製建屋一時貯留処理槽第１セル

弁( )～第1排風機入口配管合流

公称厚さ

（mm）
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(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 37

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

凝縮器( )出口ライン分岐点～迅速流体継手
( )

迅速流体継手( )～凝縮器( )出
口ライン合流点

弁( )～凝縮器入口配管合流点

凝縮器( ),迅速流体継手( )～迅
速流体継手( )

凝縮器( )～セル導出ユニットフィルタ(
)

第1排風機入口配管分岐点～凝縮器( )

■
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(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 38

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

凝縮器入口配管分岐点～予備凝縮器入口ライン上
流側接続口

予備凝縮器( )～迅速流体継手(
)

予備凝縮器( )～予備凝縮器出口ライン上流
側接続口

気液分離器（ ）～供給槽第2セル除染配
管合流点

供給槽第2セル除染配管合流点～供給槽第2セル
( )

フランジ～凝縮廃液受槽セル漏えい液受皿(
),凝縮廃液貯槽セル漏えい液受皿(

)

■
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(15)廃ガス貯留設備

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 39

弁( )～弁
( )

弁( )～空気圧縮機(
)

空気圧縮機( )～弁( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

■
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(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 40

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

弁( )～廃ガス貯留槽(
)

排風機入口配管分岐点～空気圧縮機(
)

■
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(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 41

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

空気圧縮機( )～廃ガス貯留槽(
)

■
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(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 42

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

弁( )～主要弁( )

弁( )～主要弁( )

■
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(16)高レベル濃縮廃液貯蔵系

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～弁

出口配管合流点～第2高レベル
濃縮廃液一時貯槽

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～第1高レベル
濃縮廃液一時貯槽

出口配管合流点～第1高レベル
濃縮廃液一時貯槽

弁 ～第1高レベル濃縮廃液一時貯槽

公称厚さ

（mm）

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 43

■
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(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～弁

弁 ～第2高レベル濃縮廃液一時貯槽入
口配管

第2高レベル濃縮廃液一時貯槽入口配管
～第2高レベル濃縮廃液一時貯槽

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～第2高レベル
濃縮廃液一時貯槽

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～第1高レベル
濃縮廃液貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 44
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(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～弁

出口配管合流点～第1高レベ
ル濃縮廃液貯槽

迅速流体継手接続口 ～第1高レベル濃
縮廃液貯槽

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～第1高レベル
濃縮廃液貯槽

弁 ～第1高レベル濃縮廃液貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 45
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(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～第2高レベル
濃縮廃液貯槽

出口配管分岐点～第2高レベ
ル濃縮廃液貯槽

出口配管合流点～第2高レベ
ル濃縮廃液貯槽

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～第2高レベル
濃縮廃液貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 46
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(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～弁

出口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

出口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

出口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

出口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

出口配管合流点～第1高レベル
濃縮廃液一時貯槽

出口配管合流点～第1高レベル
濃縮廃液一時貯槽

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

弁 ～第2高レベル濃縮廃液貯槽

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 47
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(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

出口配管合流点～第2高レベル
濃縮廃液一時貯槽

出口配管合流点～第2高レベル
濃縮廃液一時貯槽

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 48
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(17)共用貯蔵系

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～弁

出口配管合流点～高レベル廃
液共用貯槽

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

出口配管合流点～高レベル廃
液共用貯槽

出口配管分岐点～高レベル廃
液共用貯槽

出口配管合流点～高レベル廃
液共用貯槽

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 49
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(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

出口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

弁 ～高レベル廃液共用貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 50
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(18)高レベル廃液ガラス固化設備

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 51

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

安全圧縮空気系～供給槽( )

安全圧縮空気系～高レベル廃液混合槽( )

安全圧縮空気系～高レベル廃液混合槽( )

安全圧縮空気系～供給液槽( )

安全圧縮空気系～供給槽( )

安全圧縮空気系～供給液槽( )

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η
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(19)安全圧縮空気系

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 52

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

プルトニウム精製設備，精製建屋一時貯留処理設備
供給配管ヘッダ分岐点～迅速流体継手接続口
( )出口配管合流点

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

プルトニウム精製設備，精製建屋一時貯留処理設備
供給配管ヘッダ分岐点～迅速流体継手接続口
( )出口配管合流点

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

プルトニウム精製設備，精製建屋一時貯留処理設備
供給配管ヘッダ分岐点～迅速流体継手接続口
( )出口配管合流点

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

プルトニウム精製設備，精製建屋一時貯留処理設備
供給配管ヘッダ分岐点～迅速流体継手接続口
( )出口配管合流点

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～弁( )

迅速流体継手( )入口配管合流点～溶液
系

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

■
37744



(つづき)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 53

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手( )入口配管合流点～溶液
系

迅速流体継手( )入口配管合流点～溶液
系

迅速流体継手( )入口配管合流点～溶液
系

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～高レベル廃液混合槽( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～高レベル廃液混合槽( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～供給液槽( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～供給槽( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～供給液槽( )

迅速流体継手接続口( )出口配管合流点
～供給槽( )

■
37745



(20)代替安全圧縮空気系

～中継槽

～中継槽

～

～

～計量前中間貯槽

～

～計量前中間貯槽(

～

～計量・調整槽

～

～

～計量補助槽

～

～計量後中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～中継槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～中継槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽出口配管

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配管

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 54

■
37746



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～計量・調整槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～計量・調整槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～計量補助槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～計量補助槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～計量後中間貯
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～計量後中間貯
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～中
継槽

迅速流体継手接続口 ～中
継槽

迅速流体継手接続口 ～中
継槽

迅速流体継手接続口 ～中
継槽

迅速流体継手接続口 ～計量前
中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～計量前
中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～計量前
中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～計量前
中間貯槽

迅速流体継手接続口 )～計量前
中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～計量前
中間貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 55

■
37747



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～計量前
中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～計量前
中間貯

迅速流体継手接続口 ～計量後
中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～計量後
中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～計量後
中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～計量後
中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～計量・調
整槽

迅速流体継手接続口 ～計量・調
整槽

迅速流体継手接続口 ～計量・調
整槽

迅速流体継手接続口 ～計量・調
整槽

迅速流体継手接続口 ～計量補
助槽

迅速流体継手接続口 ～計量補
助槽

迅速流体継手接続口 ～計量補
助槽

迅速流体継手接続口 ～計量補
助槽

迅速流体継手接続口 ～水素掃気用空
気貯槽出口配管

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 56

■
37748



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

溶解液中間貯槽入口配管合流点～溶解液中間貯槽

溶解液供給槽入口配管合流点～溶解液供給槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 57

■
37749



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

抽出廃液受槽入口配管合流点～抽出廃液受槽

抽出廃液中間貯槽入口配管合流点～抽出廃液中間
貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 58

■
37750



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

プルトニウム溶液受槽入口配管合流点～プルトニ
ウム溶液受槽

プルトニウム溶液中間貯槽入口配管合流点～プル
トニウム溶液中間貯槽

第2一時貯留処理槽入口配管合流点～第2一時貯留
処理槽

抽出廃液供給槽入口配管合流点～抽出廃液供給槽

抽出廃液供給槽入口配管合流点～抽出廃液供給槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 59

■
37751



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

第3一時貯留処理槽入口配管合流点～第3一時貯留
処理槽

第4一時貯留処理槽入口配管合流点～第4一時貯留
処理槽

三方弁～溶解液中間貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 60

■
37752



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

三方弁～抽出廃液供給槽

三方弁～溶解液供給槽

三方弁～抽出廃液中間貯槽

三方弁～抽出廃液中間貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 61

■
37753



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

三方弁～プルトニウム溶液中間貯槽

三方弁～第2一時貯留処理槽

三方弁～抽出廃液供給槽

三方弁～プルトニウム溶液受槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 62

■
37754



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

弁 ～弁 出口配管

三方弁～第4一時貯留処理槽

迅速流体継手 ～弁

機器圧縮空気自動供給ユニット出口配管分岐点～
弁

弁 ～弁

三方弁～第3一時貯留処理槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 63

■
37755



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

弁 ～弁 出口配管合流点

圧縮空気手動供給ユニット出口配管分岐点～弁

弁 ～迅速流体継手

圧縮空気手動供給ユニット出口配管分岐点～弁

弁 ～弁 出口配管合流点

機器圧縮空気自動供給ユニット出口配管分岐点～
弁

弁 ～弁

迅速流体継手 ～弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 64

■
37756



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手 ～溶解液中間貯槽入口
配管合流点

溶解液中間貯槽入口配管分岐点～迅速流体継手

迅速流体継手 ～溶解液中間貯槽入口
配管合流点

迅速流体継手 ～溶解液供給槽入口配
管合流点

溶解液供給槽入口配管分岐点～迅速流体継手

迅速流体継手 ～溶解液供給槽入口配
管合流点

迅速流体継手 ～抽出廃液受槽入口配
管合流点

抽出廃液受槽入口配管分岐点～迅速流体継手

迅速流体継手 ～抽出廃液受槽入口配
管合流点

迅速流体継手 ～抽出廃液中間貯槽入
口配管合流点

抽出廃液中間貯槽入口配管分岐点～迅速流体継手

迅速流体継手 ～抽出廃液中間貯槽入
口配管合流点

迅速流体継手 ～抽出廃液供給槽入口
配管合流点

抽出廃液供給槽入口配管分岐点～迅速流体継手

迅速流体継手 ～抽出廃液供給槽入口
配管合流点

迅速流体継手 ～抽出廃液供給槽入口
配管合流点

抽出廃液供給槽入口配管分岐点～迅速流体継手

迅速流体継手 ～抽出廃液供給槽入口
配管合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 65

■
37757



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手 ～プルトニウム溶液受
槽入口配管合流点

迅速流体継手 ～プルトニウム溶液中
間貯槽入口配管合流点

プルトニウム溶液受槽入口配管分岐点～迅速流体
継手

迅速流体継手 ～プルトニウム溶液受
槽入口配管合流点

プルトニウム溶液中間貯槽入口配管分岐点～迅速
流体継手

迅速流体継手 ～プルトニウム溶液中
間貯槽入口配管合流点

弁出口配管分岐点～プルトニウム溶液受槽入口配
管合流点

弁出口配管分岐点～プルトニウム溶液中間貯槽入
口配管合流点

迅速流体継手 ～第2一時貯留処理槽
入口配管合流点

第2一時貯留処理槽入口配管分岐点～迅速流体継
手

迅速流体継手 ～第2一時貯留処理槽
入口配管合流点

弁出口配管分岐点～第2一時貯留処理槽入口配管
合流点

迅速流体継手 ～第3一時貯留処理槽
入口配管合流点

迅速流体継手 ～第4一時貯留処理槽
入口配管合流点

第3一時貯留処理槽入口配管分岐点～迅速流体継
手

迅速流体継手 ～第3一時貯留処理
槽入口配管合流点

第4一時貯留処理槽入口配管分岐点～迅速流体継
手

迅速流体継手 ～第4一時貯留処理槽
入口配管合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 66

■
37758



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム精
製設備，精製建屋一時貯留処理設備供給配管ヘッ
ダ合流点

水素掃気用空気貯槽出口配管分岐点～弁

圧縮空気自動供給貯槽 ～プルトニ
ウム精製設備，精製建屋一時貯留処理設備供給配
管ヘッダ合流点

圧縮空気自動供給貯槽出口配管分岐点～主要弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 67

■
37759



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

機器圧縮空気自動供給ユニット ～主
要弁

主要弁 ～主要弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 68

■
37760



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～安全圧縮空気
系 入口配管合流点

主要弁 出口配管分岐点～安全
弁

主要弁 ～水素掃気系への流
量計接続配管

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 69

■
37761



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

安全圧縮空気系（かくはん用）入口配管合流点～プ
ルトニウム精製設備，精製建屋一時貯留処理設備供
給配管ヘッダ

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 70

■
37762



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

圧縮空気手動供給ユニット ～主要弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 71

■
37763



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～迅速流体継手
接続口

迅速流体継手接続口 ～迅速流体継手
接続口

主要弁 ～迅速流体継手接続口

主要弁 出口配管分岐点～安全
弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 72

■
37764



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手
出口配管合流点

第2一時貯留処理槽入口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～第2一時貯留処
理槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第2一時貯留処
理槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～迅速流体継手
接続口

迅速流体継手接続口 ～迅速流体継手
接続口

迅速流体継手 出口配管合流点～第２一時貯
留処理槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 73

■
37765



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

第2一時貯留処理槽入口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～第2一時貯留処
理槽入口配管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手
出口配管合流点

第3一時貯留処理槽入口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～第3一時貯留処
理槽入口配管合流点

第3一時貯留処理槽入口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～第3一時貯留処
理槽入口配管合流点

第7一時貯留処理槽入口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～第7一時貯留処
理槽入口配管合流点

迅速流体継手 出口配管合流点～第３一時貯
留処理槽

迅速流体継手接続口 ～第3一時貯留処
理槽入口配管合流点

迅速流体継手 ～重大事故時可溶性中性子
吸収材供給槽（第７一時貯留処理槽用）出口配管合
流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 74

■
37766



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

プルトニウム溶液供給槽入口配管分岐点～迅速流体
継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液供給槽入口配管合流点

プルトニウム溶液供給槽入口配管分岐点～迅速流体
継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液供給槽入口配管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐部～迅速流体継手
出口配管合流点

迅速流体継手 出口配管合流点～油水分離
槽

迅速流体継手接続口 ～油水分離槽入
口配管合流点

安全圧縮空気系入口分岐点～プルトニウム溶液供給
槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 75

■
37767



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

油水分離槽入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～油水分離槽入
口配管合流点

油水分離槽入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～油水分離槽入
口配管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手出
口配管合流部

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液受槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液受槽入口配管合流点

プルトニウム溶液受槽入口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液受槽入口配管合流点

プルトニウム溶液受槽入口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液受槽入口配管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手
出口配管合流部

迅速流体継手出口配管合流点～プルトニウム溶液受
槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 76

■
37768



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮缶供給槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮缶供給槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮缶供給槽入口配管分岐点～迅速流
体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮缶供給槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮缶供給槽入口配管分岐点～迅速流
体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮缶供給槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮缶供給槽入口配管分岐点～迅速流
体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮缶供給槽入口配管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手
出口配管合流部

迅速流体継手 出口配管合流点～プルトニウ
ム濃縮缶供給槽

迅速流体継手 ～プルトニウム濃縮缶

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 77

■
37769



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液受槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液受槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮液受槽入口配管分岐点～迅速流体
継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液受槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮液受槽入口配管分岐点～迅速流体
継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液受槽入口配管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手
出口配管合流部

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手 出口配管合流点～プルトニウ
ム濃縮液受槽

迅速流体継手 出口配管合流点～プルトニウ
ム溶液一時貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 78

■
37770



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液一時貯槽入口配管合流点

プルトニウム溶液一時貯槽入口配管分岐点～迅速流
体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液一時貯槽入口配管合流点

プルトニウム溶液一時貯槽入口配管分岐点～迅速流
体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液一時貯槽入口配管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手
出口配管合流部

迅速流体継手接続口 ～リサイクル槽入
口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～リサイクル槽入
口配管合流点

リサイクル槽入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～リサイクル槽入
口配管合流点

リサイクル槽入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～リサイクル槽入
口配管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手
出口配管合流部

迅速流体継手 出口配管合流点～リサイクル
槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 79

■
37771



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～希釈槽入口配
管合流点

迅速流体継手接続口 ～希釈槽入口配
管合流点

希釈槽入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～希釈槽入口配
管合流点

希釈槽入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～希釈槽入口配
管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手出
口配管合流部

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手 出口配管合流点～希釈槽

迅速流体継手出口配管合流点～プルトニウム濃縮液
一時貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 80

■
37772



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮液一時貯槽入口配管分岐点～迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮液一時貯槽入口配管分岐点～迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手
出口配管合流部

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液計量槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液計量槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮液計量槽入口配管分岐点～迅速流
体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液計量槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮液計量槽入口配管分岐点～迅速流
体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液計量槽入口配管合流点

安全圧縮空気系入口配管分岐点～迅速流体継手
出口配管合流部

迅速流体継手 出口配管合流点～プルトニウ
ム濃縮液計量槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 81

■
37773



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液中間貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液中間貯槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮液中間貯槽入口配管分岐点～迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液中間貯槽入口配管合流点

プルトニウム濃縮液中間貯槽入口配管分岐点～迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液中間貯槽入口配管合流点

迅速流体継手 出口配管合流点～プルトニウ
ム濃縮液中間貯槽

三方弁～第２一時貯留処理槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 82

■
37774



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

三方弁～プルトニウム溶液供給槽

三方弁～プルトニウム溶液受槽

三方弁～第３一時貯留処理槽

三方弁～第７一時貯留処理槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 83

■
37775



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

三方弁～油水分離槽

三方弁～プルトニウム濃縮缶供給槽

三方弁～プルトニウム溶液一時貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 84

■
37776



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

三方弁～プルトニウム濃縮缶

三方弁～プルトニウム濃縮液受槽

三方弁～リサイクル槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 85

■
37777



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手 )入口配管合流点～圧空
調湿系(水素掃気用)入口配管合流点

圧空調湿系(かくはん用)入口配管合流点～迅速流体
継手 )入口配管合流点

三方弁～プルトニウム濃縮液計量槽

三方弁～プルトニウム濃縮液中間貯槽

三方弁～希釈槽

三方弁～プルトニウム濃縮液一時貯槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 86

■
37778



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

圧空調湿系(かくはん用)入口配管合流点～迅速流体
継手 入口配管合流点

圧空調湿系(かくはん用)入口配管合流点～迅速流体
継手 入口配管合流点

圧空調湿系(かくはん用)入口配管合流点～迅速流体
継手 入口配管合流点

迅速流体継手 ～圧空調湿系(かくはん
用)入口配管合流点

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管合流点

迅速流体継手 ～圧空調湿系(かくはん
用)入口配管合流点

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管合流点

圧縮空気ボンベ ～減圧弁
～ON/OFF弁

～圧空調湿系(水素掃気用)入口配管合流点

迅速流体継手 入口配管合流点～溶液
系

迅速流体継手 入口配管合流点～溶液
系

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 87

■
37779



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手 ～圧空調湿系(かくはん
用)入口配管合流点

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管合流点

迅速流体継手 ～圧空調湿系(かくはん
用)入口配管合流点

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管合流点

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管合流点

迅速流体継手 ～迅速流体継手

迅速流体継手 入口配管合流点～溶液
系

迅速流体継手 入口配管合流点～溶液
系

迅速流体継手 ～迅速流体継手

迅速流体継手 ～迅速流体継手

迅速流体継手 ～迅速流体継手

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 88

■
37780



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

弁 ～迅速流体継手

弁 ,迅速流体継手
～圧空調湿

系(水素掃気用)入口配管合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 89

■
37781



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

圧縮空気ボンベ ～減圧弁
～ON/OFF弁

圧縮空気ボンベ ～減圧弁
～弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 90

■
37782



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管合流点

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管合流点

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管合流点

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管合流点

弁 出口ライン分岐点～弁

弁 出口ライン分岐点～弁

弁 出口ライン分岐点～弁

安全圧縮空気系～一時貯槽

安全圧縮空気系～混合槽

安全圧縮空気系～混合槽

安全圧縮空気系～硝酸プルトニウム貯槽

弁 出口ライン分岐点～弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 91

■
37783



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

弁 出口ライン分岐点～弁

弁 出口ライン分岐点～弁

弁 出口ライン分岐点～弁

迅速流体継手 ～硝酸プルトニウ
ム貯槽

迅速流体継手 ～混合槽

迅速流体継手 ～混合槽

迅速流体継手 ～一時貯槽

迅速流体継手 ～硝酸プルトニウ
ム貯槽

迅速流体継手 ～混合槽

迅速流体継手 ～混合槽

迅速流体継手 ～一時貯槽

圧縮空気自動供給ユニット入口ライン分岐点～弁

迅速流体継手接続口 ～第1,第2
高レベル濃縮廃液貯槽 入口配管合
流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 92

■
37784



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

第1,第2高レベル濃縮廃液貯槽 入口
配管合流点～第1,第2高レベル濃縮廃液貯槽

迅速流体継手接続口 ～第1,第2
高レベル濃縮廃液一時貯槽 入口配
管合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 93

■
37785



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～高レベル廃液
共用貯槽 入口配管合流点

高レベル廃液共用貯槽 入口配管合流点
～高レベル廃液共用貯槽

第1,第2高レベル濃縮廃液一時貯槽
入口配管合流点～第1,第2高レベル濃縮廃液一時貯
槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 94

■
37786



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～高レベ
ル廃液混合槽 )代替安全圧縮空気入
口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～高レベ
ル廃液混合槽 代替安全圧縮空気入
口配管合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 95

■
37787



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

高レベル廃液混合槽 代替安全圧縮
空気入口配管合流点～高レベル廃液混合槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 96

■
37788



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

供給液槽 入口配管合流点～供給液
槽

供給液槽 入口配管合流点～供給液
槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 97

■
37789



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

供給槽 入口配管合流点～供給槽

迅速流体継手接続口
～高レベル廃液混合槽 入口

配管合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 98

■
37790



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口
～供給液槽 入口配管合流点

迅速流体継手接続口
～高レベル廃液混合槽 入口

配管合流点

高レベル廃液混合槽 入口配管合流
点～高レベル廃液混合槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 99

■
37791



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口
～供給液槽 入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～供給槽
代替安全圧縮空気入口配管合流点

供給槽 代替安全圧縮空気入口配管
合流点～供給槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 100

■
37792



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口
～供給槽

入口配管合流点

高レベル廃液混合槽 かくはん用空気
配管合流点～迅速流体継手接続口

供給液槽 かくはん用空気配管合流点
～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口
～供給槽

)入口配管合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 101

■
37793



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

供給槽 かくはん用空気配管合流点～
迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～迅速流体継手
接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 102

■
37794



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～迅速流体継手
接続口

迅速流体継手接続口 ～迅速流体継手
接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 103

■
37795



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

迅速流体継手接続口 ～かくはん用空気
配管合流点

迅速流体継手接続口 ～迅速流体継手
接続口

迅速流体継手接続口 ～迅速流体継手
接続口

迅速流体継手接続口 ～水素掃気用空
気配管合流点

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 104

■
37796



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

かくはん用空気槽入口配管分岐点～迅速流体継手
接続口

迅速流体継手接続口 出口配管合流点
～かくはん用空気槽入口配管

かくはん用空気槽入口配管分岐点～迅速流体継手
接続口

かくはん用空気槽入口配管分岐点～迅速流体継手
接続口

かくはん用空気槽入口配管分岐点～迅速流体継手
接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 105

■
37797



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

かくはん用空気槽入口配管分岐点～迅速流体継手
接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 106

■
37798



(21)臨界事故時水素掃気系

迅速流体継手接続口 ～ハル洗浄
槽 入口配管合流点

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

迅速流体継手接続口 ～

～溶解槽

迅速流体継手接続口 ～エンドピー
ス酸洗浄槽

迅速流体継手接続口 ～ハル洗浄
槽

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 107

■
37799



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁 ～溶解槽 入口配管
合流点，エンドピース酸洗浄槽 ，エン
ドピース酸洗浄槽 入口配管合流点，
ハル洗浄槽(

迅速
流体継手接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 108

■
37800



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁 ～溶解槽 入口配管
合流点，エンドピース酸洗浄槽 ，エン
ドピース酸洗浄槽 入口配管合流点，
ハル洗浄槽

，迅速
流体継手接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 109

■
37801



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁 ～溶解槽 入口配管
合流点，エンドピース酸洗浄槽 ，エン
ドピース酸洗浄槽 入口配管合流点，
ハル洗浄槽

，迅速
流体継手接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 110

■
37802



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁 ～溶解槽 入口配管
合流点，エンドピース酸洗浄槽 ，エン
ドピース酸洗浄槽 入口配管合流点，
ハル洗浄槽

，迅速
流体継手接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 111

■
37803



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁 ～溶解槽 入口配管
合流点，エンドピース酸洗浄槽 ，エン
ドピース酸洗浄槽 入口配管合流点，
ハル洗浄槽

，迅速
流体継手接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 112

■
37804



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁 ～溶解槽 入口配管
合流点，エンドピース酸洗浄槽 ，エン
ドピース酸洗浄槽 入口配管合流点，
ハル洗浄槽

，迅速
流体継手接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 113

■
37805



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁 ～溶解槽 入口配管
合流点，エンドピース酸洗浄槽 ，エン
ドピース酸洗浄槽 入口配管合流点，
ハル洗浄槽

，迅速
流体継手接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 114

■
37806



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

迅速流体継手接続口 ～溶
解槽 入口配管合流点

溶解槽 入口配管合流点～

～溶解槽

～溶解槽

迅速流体継手接続口 ～エ
ンドピース酸洗浄槽 入口配管合流点

エンドピース酸洗浄槽 入口配管合流
点～エンドピース酸洗浄槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 115

■
37807



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 116

■
37808



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 117

■
37809



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 118

■
37810



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 119

■
37811



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

～溶解槽

弁

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 120

■
37812



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

計測制御用空気貯槽出口配管
～エンドピース酸洗浄槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 121

■
37813



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

洞道の一般圧縮空気系～迅速流体継手接続口

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 122

■
37814



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

迅速流体継手 ～重大事故時可溶性中性子
吸収材供給槽出口配管合流点

洞道の一般圧縮空気系出口配管分岐点～計測制御
設備

迅速流体継手 ～第７一時貯留処理槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 123

■
37815



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

常用空気圧縮機

運転予備空気圧縮機

(廃棄物管理施設共用)
～
空気第2貯槽

(廃棄物管理施設共用)

三方弁～第5一時貯留処理槽

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 124

■
37816



(つづき)

材料
許容引張

応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）

公称厚さ

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

空気第2貯槽

(廃棄物管理施設共用)
～
空気第2貯槽
出口配管
(廃棄物管理施設共用)

　　　注記　＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 125

■
37817



(22)安全冷却水系

安全冷却水膨張槽 ～安全冷却水中
間熱交換器出口配管合流点

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

安全冷却水中間熱交換器 ～安全冷却水
ポンプ

安全冷却水ポンプ ～プルトニウ
ム精製設備

プルトニウム精製設備～安全冷却水中間熱交換器

安全冷却水中間熱交換器 ～安全冷却水
ポンプ

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 126
37818

■
37818



(つづき)

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

安全冷却水膨張槽 ～安全冷却水中間
熱交換器出口配管合流点

プルトニウム精製設備～安全冷却水中間熱交換器

安全冷却水中間熱交換器 ～安全冷却水
ポンプ

安全冷却水ポンプ ～プルトニウ
ム精製設備

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 127
37819

■
37819



(つづき)

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

安全冷却水ポンプ ～プルトニウ
ム精製設備，精製建屋一時貯留処理設備

プルトニウム精製設備，精製建屋一時貯留処理設備
～安全冷却水中間熱交換器

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 128
37820

■
37820



(つづき)

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）

安全冷却水膨張槽 ～安全冷却水中間
熱交換器出口配管合流点

安全冷却水系～安全冷却水膨張槽

安全冷却水系～安全冷却水膨張槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 129
37821

■
37821



(23)代替安全冷却⽔系

～中継槽

～中継槽

～清澄機

～清澄機

～リサイクル槽

～リサイクル槽

～リサイクル槽

～リサイクル槽

～計量前中間貯槽

～計量前中間貯槽

～計量前中間貯槽

～計量前中間貯槽

～計量前中間貯槽

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

   注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって⼗分である 130
37822

■
37822



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

～計量前中間貯槽

～計量・調整槽

～計量・調整槽

～計量補助槽 入口配管合流
点

～計量補助槽 入口配管合流
点

～計量補助槽 入口配管合流
点

～計量補助槽 入口配管合流
点

～計量補助槽 入口配管合流
点

～計量補助槽 入口配管合流
点

～計量補助槽 入口配管合流
点

出口配管合流点～計量補助槽

～計量後中間貯槽

～計量後中間貯槽

～計量後中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～中継槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～中継槽入
口配

中継槽出口配管( ～迅速流体継手接
続口

中継槽出口配管 ～迅速流体継手接
続口

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 131
37823

■
37823



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～中継槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～中継槽入
口配管

中継槽出口配管 ～迅速流体継手接
続口

中継槽出口配管 ～迅速流体継手接
続口

迅速流体継手接続口 ～中継槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～中継槽入
口配管

中継槽出口配管 ～迅速流体継手接
続口

中継槽出口配管 ～迅速流体継手接
続口

迅速流体継手接続口 ～中継槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～中継槽入
口配管

中継槽出口配管 ～迅速流体継手接
続口

中継槽出口配管 ～迅速流体継手接
続口

迅速流体継手接続口 ～リサイクル
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～リサイクル
槽入口配管

リサイクル槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

リサイクル槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～リサイクル
槽入口配管(

迅速流体継手接続口 ～リサイクル
槽入口配管

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 132
37824

■
37824



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

リサイクル槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

リサイクル槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～リサイクル
槽入口配管

迅速流体継手接続口( ～リサイクル
槽入口配管

リサイクル槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

リサイクル槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～リサイクル
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～リサイクル
槽入口配管

リサイクル槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

リサイクル槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配管

計量前中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

計量前中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配管

計量前中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

計量前中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 133
37825

■
37825



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配管

計量前中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

計量前中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～計量前中間貯
槽入口配管

計量前中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

計量前中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～計量・調整槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～計量・調整槽入
口配管

計量・調整槽出口配管 ～迅速流体
継手接続口

計量・調整槽出口配管 ～迅速流体
継手接続口

迅速流体継手接続口 ～計量・調整槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～計量・調整槽入
口配管

計量・調整槽出口配管 ～迅速流体
継手接続口

計量・調整槽出口配管 ～迅速流体
継手接続口

迅速流体継手接続口 ～計量補助槽入
口配管

迅速流体継手接続口 ～計量補助槽入
口配管

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 134
37826

■
37826



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

計量補助槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

計量補助槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～計量補助槽入
口配管

迅速流体継手接続口( ～計量補助槽入
口配管

計量補助槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

計量補助槽出口配管 ～迅速流体継
手接続口

迅速流体継手接続口 ～計量後中間貯
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～計量後中間貯
槽入口配管

計量後中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

計量後中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～計量後中間貯
槽入口配管

迅速流体継手接続口 ～計量後中間貯
槽入口配管

計量後中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

計量後中間貯槽出口配管 ～ 迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～リサ
イクル槽

迅速流体継手接続口 ～リサ
イクル槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 135
37827

■
37827



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～リサイク
ル槽A，B(

～
計量補助槽 ，計量後中間貯槽

，計量前中間貯槽A ，計量前中間貯
槽B 及び計量・調整槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 136
37828

■
37828



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

～
計量補助槽 ，計量後中間貯槽

，計量前中間貯槽A ，計量前中間貯
槽B 及び計量・調整槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 137
37829

■
37829



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

～中間ポットA，B(

迅速流体継手接続口 ～凝縮器
及び予備凝縮器(

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 138
37830

■
37830



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～中間ポット
A，B硝酸供給配管(

～中間ポットA，B

迅速流体継手接続口 ～凝縮器
及び予備凝縮器入口配管

凝縮器及び予備凝縮器 ～迅速
流体継手接続口

凝縮器及び予備凝縮器出口配管
～迅速流体継手接続口

中間ポットA，B硝酸供給配管

迅速流体継手接続口 ～

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 139
37831

■
37831



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

～中間ポットA，B

迅速流体継手接続口 ～
出口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～中
間ポットA，B入口配管

中間ポットA，B出口配管
～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～安全冷
却水1AポンプA，B出口配管

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 140
37832

■
37832



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～安全冷
却水2ポンプA，B出口配管

安全冷却水1A中間熱交換器入口配管
～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～安全冷
却水1BポンプA，B出口配管

安全冷却水1B中間熱交換器入口配管
～迅速流体継手接続口

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 141
37833

■
37833



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

安全冷却水循環ポンプ
～
安全冷却水冷却塔

安全冷却水冷却塔
～
安全冷却水冷却塔 出口配管

, 
分岐点

迅速流体継手接続口 ～中
間ポット 入口配管合流点

～中間ポット

迅速流体継手接続口 ～溶解液中間貯
槽入口配管合流点

溶解液中間貯槽出口配管分岐点～迅速流体継手接
続口

迅速流体継手接続口 ～溶解液中間貯
槽(

迅速流体継手接続口 ～溶解液中間貯
槽

安全冷却水2中間熱交換器入口配管
～迅速流体継手接続口

中間ポット 入口配管合流点～

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 142
37834

■
37834



(つづき)

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

迅速流体継手接続口 ～溶解液中間貯
槽冷却コイル入口配管合流点

溶解液中間貯槽冷却コイル出口配管分岐点～迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～溶解液供給槽
冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～溶解液供給槽
冷却コイル入口配管合流点

溶解液供給槽冷却コイル出口配管分岐点～迅速流
体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液中間
貯槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液受槽
冷却コイル入口配管合流点

抽出廃液受槽冷却コイル出口配管分岐点～迅速流
体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液受槽

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液受槽

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液中間
貯槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 143
37835

■
37835



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液受槽
冷却コイル入口配管合流点

抽出廃液中間貯槽冷却コイル出口配管分岐点～迅
速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液中間
貯槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液供給
槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液供給
槽冷却コイル入口配管合流点

抽出廃液供給槽冷却コイル出口配管分岐点～迅速
流体継手接続口

抽出廃液供給槽冷却コイル出口配管分岐点～迅速
流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液供給
槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液供給
槽

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液供給
槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 144
37836

■
37836



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～抽出廃液供給
槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～弁
出口配管合流点

迅速流体継手 ～弁 出口
配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第1一時貯留処
理槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第7一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

第7一時貯留処理槽冷却コイル出口配管分岐点～迅
速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～第7一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第1一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第1一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～溶解液中間貯
槽セル漏えい液受皿3スチームジェットポンプシール
ポット 入口

弁 出口配管合流点～第7一時貯留処
理槽

弁 出口配管合流点～第1一時貯留処
理槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 145
37837

■
37837



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

第1一時貯留処理槽冷却コイル出口配管分岐点～迅
速流体継手接続口

ウラン洗浄塔エアリフトポンプバッファチューブ(1211-
V5111)～第8一時貯留処理槽冷却コイル入口配管合
流点

迅速流体継手接続口 ～弁
出口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～ウラン洗浄塔流
量計測ポット

弁 出口配管合流点～第8一時貯留処
理槽

迅速流体継手接続口 ～第8一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第8一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

第8一時貯留処理槽冷却コイル出口配管分岐点～迅
速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～第4一時貯留処
理槽

迅速流体継手接続口 ～第3一時貯留処
理槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 146
37838

■
37838



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～第4一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第3一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第3一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第3一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

第3一時貯留処理槽冷却コイル出口配管分岐点～迅
速流体継手接続口

第4一時貯留処理槽冷却コイル入口配管合流点～迅
速流体継手接続口

第6一時貯留処理槽冷却コイル出口配管分岐点～迅
速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～第6一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第6一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第6一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第6一時貯留処
理槽

迅速流体継手接続口 ～第7一時貯留処
理槽エアリフトポンプ分離ポット

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 147
37839

■
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(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～第6一時貯留処
理槽冷却コイル入口配管合流点

第6一時貯留処理槽冷却コイル出口配管分岐点～迅
速流体継手接続口

第2洗浄塔エアリフトポンプバッファチューブ
～第1一時貯留処理槽冷却コイル入口配管合

流点

三方弁～第1一時貯留処理槽

三方弁～第1一時貯留処理槽

三方弁～第8一時貯留処理槽

三方弁～抽出廃液中間貯槽

三方弁～抽出廃液供給槽

三方弁～抽出廃液供給槽(

三方弁～抽出廃液供給槽

三方弁～抽出廃液供給槽

迅速流体継手接続口 ～TBP洗浄塔流
量計測ポット

迅速流体継手接続口 ～第2洗浄塔流量
計測ポット

三方弁～溶解液中間貯槽

三方弁～溶解液供給槽

三方弁～抽出廃液中間貯槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 148
37840

■
37840



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

三方弁～第6一時貯留処理槽

三方弁～第6一時貯留処理槽

三方弁～第8一時貯留処理槽

三方弁～第6一時貯留処理槽

迅速流体継手接続口 ～安全冷却水ポ
ンプ( 出口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 149
37841

■
37841



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～安全冷却水ポ
ンプ 出口配管合流点

安全冷却水中間熱交換器 入口配管分岐
点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～安全冷却水ポ
ンプ 出口配管合流点

安全冷却水中間熱交換器 入口配管分岐
点～迅速流体継手接続口

安全冷却水中間熱交換器 入口配管分岐
点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～安全冷却水ポ
ンプ 出口配管合流点

安全冷却水中間熱交換器 入口配管分岐
点～迅速流体継手接続口

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 150
37842

■
37842



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～安全冷却水ポ
ンプ 出口配管合流点

安全冷却水中間熱交換器 入口配管分岐
点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～安全冷却水ポ
ンプ 出口配管合流点

安全冷却水中間熱交換器 入口配管分岐
点～迅速流体継手接続口接続口

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液計量槽(

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 151
37843

■
37843



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液中間貯槽

迅速流体継手接続口 ～リサイクル槽

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液受槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 152
37844

■
37844



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽

迅速流体継手接続口 ～油水分離槽

迅速流体継手接続口 ～第３一時貯留
処理槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 153
37845

■
37845



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮缶供給槽

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液受槽

迅速流体継手接続口 ～希釈槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 154
37846

■
37846



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～予備凝縮器

迅速流体継手接続口 ～予備凝縮器入
口配管合流点

予備凝縮器 ～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～第１一時貯留
処理槽

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液一時貯槽

迅速流体継手接続口 ～第２一時貯留
処理槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 155
37847

■
37847



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

予備凝縮器出口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～凝縮器

迅速流体継手接続口 ～凝縮器入口配
管合流点

凝縮器 ～迅速流体継手接続口

凝縮器出口配管分岐点～迅速流体継手接続口

第１一時貯留処理槽入口配管分岐点～迅速流体継
手

迅速流体継手 出口配管合流点～第１一時貯
留処理

迅速流体継手 ～第１一時貯留処理槽

迅速流体継手接続口 ～第1一時貯留処
理槽入口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 156
37848

■
37848



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～第1一時貯留処
理槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第1一時貯留処
理槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 )～第1一時貯留処
理槽入口配管合流点

第２一時貯留処理槽出口配管分岐点～迅速流体継
手

迅速流体継手接続口 ～第2一時貯留処
理槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第2一時貯留処
理槽入口配管合流点

第2一時貯留処理槽出口配管分岐点～迅速流体継
手接続口(

第３一時貯留処理槽出口配管分岐点～迅速流体継
手

迅速流体継手 ～第２一時貯留処理槽

第1一時貯留処理槽出口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 157
37849

■
37849



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～第3一時貯留処
理槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～第3一時貯留処
理槽入口配管合流点

第3一時貯留処理槽出口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

油水分離槽出口配管分岐点～迅速流体継手

迅速流体継手接続口 ～油水分離槽入
口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～油水分離槽入
口配管合流点

油水分離槽出口配管分岐点～迅速流体継手接続口

油水分離槽出口配管分岐点～迅速流体継手

迅速流体継手 ～第３一時貯留処理槽

迅速流体継手 ～油水分離槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 158
37850

■
37850



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液受槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液受槽入口配管合流点

プルトニウム溶液受槽出口配管分岐点～迅速流体継
手接続口

油水分離槽出口配管分岐点～迅速流体継手

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液受槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液受槽入口配管合流点

プルトニウム溶液受槽出口配管分岐点～迅速流体継
手接続口(

迅速流体継手 ～プルトニウム溶液受槽

迅速流体継手 ～プルトニウム濃縮缶供給槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 159
37851

■
37851



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液受槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液受槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液受槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液受槽入口配管合流点

迅速流体継手 ～プルトニウム濃縮液受槽

迅速流体継手 ～プ
ルトニウム濃縮液受槽出口配管合流点

迅速流体継手 ～プルトニウム溶液一時貯槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 160
37852

■
37852



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

プルトニウム溶液一時貯槽出口配管分岐点～迅速流
体継手

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム溶
液一時貯槽入口配管合流点

プルトニウム溶液一時貯槽出口配管分岐点～迅速流
体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～リサイクル槽入
口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～リサイクル槽入
口配管合流点

迅速流体継手接続口( ～リサイクル槽入
口配管合流点

迅速流体継手接続口( ～リサイクル槽入
口配管合流点

迅速流体継手 ～リサイクル槽

迅速流体継手 ～リサ
イクル槽出口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 161
37853

■
37853



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～希釈槽入口配
管合流点

迅速流体継手接続口 ～希釈槽入口配
管合流点

迅速流体継手接続口 ～希釈槽入口配
管合流点

迅速流体継手接続口 ～希釈槽入口配
管合流点

迅速流体継手 ～希釈槽

迅速流体継手 ～希
釈槽出口配管合流点

迅速流体継手 ～プルトニウム濃縮液一時貯
槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 162
37854

■
37854



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手 ～プ
ルトニウム濃縮液計量槽出口配管合流点

迅速流体継手 ～プ
ルトニウム濃縮液一時貯槽出口配管合流点

迅速流体継手 ～プルトニウム濃縮液計量槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 163
37855

■
37855



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液一時貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液中間貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液通関貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液中間貯槽入口配管合流点

迅速流体継手接続口 ～プルトニウム濃
縮液中間貯槽入口配管合流点

迅速流体継手 ～プルトニウム濃縮液中間貯
槽

迅速流体継手 ～プ
ルトニウム濃縮液中間貯槽出口配管合流点

迅速流体継手 入口配管～安全
冷却水系

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 164
37856

■
37856



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手 入口配管～安全
冷却水系

安全冷却水系～迅速流体継手
出口配管

迅速流体継手 出口配管～迅速
流体継手

迅速流体継手 出口配管～迅速
流体継手

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管

迅速流体継手 ～迅速流体継手
入口配管

迅速流体継手 ～硝酸プルトニウム貯槽

安全冷却水系～迅速流体継手
出口配管

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 165
37857

■
37857



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手 ～混合槽

迅速流体継手 ～溶液系

迅速流体継手 ～溶液系

溶液系～迅速流体継手(

迅速流体継手 ～溶液系

溶液系～迅速流体継手

迅速流体継手 ～混合槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 166
37858

■
37858



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手 ～溶液系

溶液系～迅速流体継手

迅速流体継手 ～溶液系

溶液系～迅速流体継手

迅速流体継手 ～一時貯槽

溶液系～迅速流体継手

迅速流体継手( ～溶液系

溶液系～迅速流体継手

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 167
37859

■
37859



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手 ～硝酸プルトニウ
ム貯槽

迅速流体継手 ～混合槽

迅速流体継手 ～凝縮器

凝縮器 ～迅速流体継手

予備凝縮器 ～迅速流体継手

迅速流体継手 ～溶液系

溶液系～迅速流体継手

迅速流体継手 ～溶液系

溶液系～迅速流体継手(

迅速流体継手 ～予備凝縮器

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 168
37860

■
37860



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手 ～混合槽

迅速流体継手 ～一時貯槽

第1代替安全冷却水入口中継配管上流側接続口(フ
ランジ)～第1代替安全冷却水入口中継配管下流側
接続口(フランジ)

代替安全冷却水出口中継配管上流側接続口(フラン
ジ)～代替安全冷却水出口中継配管下流側接続口
(フランジ)

第2代替安全冷却水入口中継配管上流側接続口(フ
ランジ)～第2代替安全冷却水入口中継配管下流側
接続口(フランジ)

第2代替安全冷却水入口配管上流側接続口(フラン
ジ)～第2代替安全冷却水入口配管下流側接続口(フ
ランジ)

迅速流体継手接続口 ～第1高レ
ベル濃縮廃液貯槽冷却水ポンプ
出口配管合流点

第1高レベル濃縮廃液貯槽冷却水中間熱交換器
入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～第1高レ
ベル濃縮廃液貯槽冷却水ポンプ

出口配管合流点

第1代替安全冷却水入口配管上流側接続口(フラン
ジ)～第1代替安全冷却水入口配管下流側接続口(フ
ランジ)

代替安全冷却水出口配管上流側接続口(フランジ)～
代替安全冷却水出口配管下流側接続口(フランジ)

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 169
37861

■
37861



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

バイパス系配管分岐点～迅速流体継手接続口

安全冷却水中間熱交換器 入口配管分岐
点～迅速流体継手接続口

バイパス系配管分岐点～迅速流体継手接続口

安全冷却水中間熱交換器 入口配管分岐
点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～バイパス
系配管合流点

迅速流体継手接続口 ～バイパス
系配管合流点

第2高レベル濃縮廃液貯槽冷却水中間熱交換器
入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～第2高レ
ベル濃縮廃液貯槽冷却水ポンプ
出口配管合流点

第2高レベル濃縮廃液貯槽冷却水中間熱交換器
入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～バイパス
系配管合流点

第1高レベル濃縮廃液貯槽冷却水中間熱交換器
入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 170
37862

■
37862



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～高レベル廃液
共用貯槽冷却水ポンプ 出口配管
合流点

迅速流体継手接続口 ～バイパス系配管
合流点

安全冷却水中間熱交換器 入口配管分岐
点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～高レベ
ル廃液共用貯槽冷却水ポンプ 出
口配管合流点

高レベル廃液共用貯槽冷却水中間熱交換器
入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

高レベル廃液共用貯槽冷却水中間熱交換器
入口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口 ～安全冷
却水ポンプ 出口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 171
37863

■
37863



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～安全冷
却水ポンプ 出口配管合流点

安全冷却水中間熱交換器 入口配管分岐
点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口
～高レベル廃液混合槽

貯槽注水入口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 172
37864

■
37864



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口
～供給液槽

高レベル廃液混合槽 貯槽注水入口配管
分岐点～高レベル廃液混合槽

高レベル廃液混合槽 貯槽注水入口
配管合流点～高レベル廃液混合槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 173
37865

■
37865



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

供給液槽 貯槽注水入口配管合流点
～供給液槽

貯槽注水入口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 174
37866

■
37866



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

供給液槽( 貯槽注水入口配管合流点
～供給液槽

迅速流体継手接続口
～供給槽

貯槽注水入口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 175
37867

■
37867



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口 ～貯槽注水配管
ヘッダ

貯槽注水配管ヘッダ～貯槽注水配管ヘッダ分岐点

凝縮器 冷却水入口配管接続口(フランジ)
～凝縮器

凝縮器 ～凝縮器 冷却水出口
配管接続口(フランジ)

供給槽 貯槽注水入口配管合流点～
供給槽

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 176
37868

■
37868



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

予備凝縮器 冷却水入口配管接続口(フラ
ンジ)～予備凝縮器

予備凝縮器 ～予備凝縮器 冷
却水出口配管接続口(フランジ)

凝縮器( ,予備凝縮器 )冷却水入
口配管上流側接続口(フランジ)～凝縮器 ,
予備凝縮器(1705-C16)冷却水入口配管下流側接続
口(フランジ)

凝縮器( ,予備凝縮器 冷却水出
口配管上流側接続口(フランジ)～凝縮器 ,
予備凝縮器 冷却水出口配管下流側接続
口(フランジ)

予備凝縮器 冷却水入口中継配管上流側
接続口(フランジ)～予備凝縮器 冷却水入
口中継配管下流側接続口(フランジ)

予備凝縮器 冷却水出口中継配管上流側
接続口(フランジ)～予備凝縮器( 冷却水出
口中継配管下流側接続口(フランジ)

迅速流体継手接続口
～第1,

第2高レベル濃縮廃液貯槽 冷却水入
口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 177
37869

■
37869



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口
～第1,

第2高レベル濃縮廃液貯槽 冷却水入
口配管合流点

第1,第2高レベル濃縮廃液貯槽 冷却
水出口配管分岐点～迅速流体継手接続口

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 178
37870

■
37870



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

第1,第2高レベル濃縮廃液貯槽 冷却
水出口配管分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口
～第1,第2高レベル濃縮廃液一時貯槽

冷却水入口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 179
37871

■
37871



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口
～高レベル廃液共用貯槽 冷却水

入口配管合流点

第1,第2高レベル濃縮廃液一時貯槽
冷却水出口配管分岐点～迅速流体継手接続口

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 180
37872

■
37872



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

高レベル廃液共用貯槽 冷却水出口配管
分岐点～迅速流体継手接続口

迅速流体継手接続口
～高レベル廃液混合槽

冷却水入口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 181
37873

■
37873



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

高レベル廃液混合槽 冷却水出口配
管分岐点～迅速流体継手接続口

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 182
37874

■
37874



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口
～供給液槽

冷却水入口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 183
37875

■
37875



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

供給液槽 冷却水出口配管分岐点～
迅速流体継手接続口

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 184
37876

■
37876



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

迅速流体継手接続口
～供給槽

冷却水入口配管合流点

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 185
37877

■
37877



(つづき)

公称厚さ

（mm）

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

高使用
圧力

（MPa）

高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

供給槽 冷却水出口配管分岐点～迅
速流体継手接続口

代替安全冷却水用可搬型配管

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 186
37878

■
37878



(24)緊急時対策建屋換気設備

待機室 排気口
～
緊急時対策建屋排風機出口ダクト/緊急時対策建
屋加圧ユニット配管合流点

緊急時対策建屋加圧ユニット空気ボンベラック

～
待機室

計算厚さ
t

（mm）

必要厚さ
tr

（mm）
材料

許容引張
応力S
（MPa）

長手継手
の効率

η

公差
Q

腐食代

（mm）

最小厚さ
ts

（mm）
名称 配管番号

最高使用
圧力

（MPa）

最高使用
温度
（℃）

外径
DO

（mm）

公称厚さ

（mm）

注記 ＊：評価： ts ≧ tr よって十分である 187
37879

■
37879
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Ⅴ－２－３ 

解析による強度評価書

37880

■
37880



 

ガ
固
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Ⅴ－２－３－１ 

容器の解析による強度評価書

37881

■
37881



 

 

前
処

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－１ 

溶解槽 A,B

37882

■
37882



■
37883



 

 

前
処

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－２ 

エンドピース酸洗浄槽 A,B 

37884

■
37884



■
37885



 

 

前
処

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－３ 

中継槽 A,B

37886

■
37886



■
37887



■
37888



 

 

前
処

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－４ 

リサイクル槽 A,B 

37889

■
37889



■
37890



■
37891



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－５ 

計量・調整槽

37892

■
37892



■
37893



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－６ 

溶解液中間貯槽

37894

■
37894



■
37895



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－７ 

溶解液供給槽

37896

■
37896



■
37897



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－８ 

抽出廃液中間貯槽

37898

■
37898



■
37899



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－９ 

溶解液供給槽デミスタ

37900

■
37900



■
37901



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－10 

プルトニウム溶液受槽デミスタ 

37902

■
37902



■
37903



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－11 

プルトニウム溶液受槽，プルトニウ

ム溶液中間貯槽，第２一時貯留処理

槽

37904

■
37904



■
37905



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－12 

プルトニウム溶液供給槽

37906

■
37906



■
37907



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－13 

プルトニウム濃縮液受槽デミスタ 

37908

■
37908



■
37909



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－14 

第２一時貯留処理槽デミスタ 

37910

■
37910



■
37911



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－15 

第３一時貯留処理槽デミスタ 

37912

■
37912



■
37913



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－16 

硝酸プルトニウム貯槽

37914

■
37914



■
37915



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－17 

第１高性能粒子フィルタ A,B,C 

37916

■
37916



■
37917



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－18 

セル導出ユニットフィルタ 

37918

■
37918



■
37919



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－19 

セル導出ユニットフィルタ 

37920

■
37920



■
37921



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－20 

セル導出ユニットフィルタ 

37922

■
37922



■
37923



 

 

重
Ｇ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－21 

第１,第２高レベル濃縮廃液一時貯

槽

37924

■
37924



■
37925



 

 

安
ユ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－22 

高レベル廃液混合槽 

37926

■
37926



■
37927



■
37928



 

 

安
ユ

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－23 

供給液槽

37929

■
37929



■
37930



■
37931



 

 

安
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A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－24 

供給槽

37932

■
37932



■
37933



■
37934



 

 

安
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A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－３－１－25 

安全冷却水冷却塔 

37935

■
37935



■
37936



■
37937
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Ⅴ－２－４ 

完成品に対する強度評価書

37938

■
37938



 

ガ
固

 
A 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－２－４－１ 

容器の完成品に対する強度評価書

37939

■
37939
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災
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Ⅴ－２－４－１－１ 

可搬型排水受槽

37940

■
37940
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・可搬型排水受槽 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

展開式水槽 
「冷却機能の喪失による蒸発乾固」の発生を仮定する機器への通水に
使用した排水を一旦貯留するための容器として使用することを目的と
する。使用環境として，屋外で淡水を貯留する。 

ポリエステル 

注記 ＊1：重大事故等時における使用時の値を示す。 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

展開式水槽 
工業用水の備蓄等に用いられることを目的とする。使用環境として，
屋外で淡水を備蓄することを想定している。 

ポリエステル 静水頭 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

可搬型排水受槽は，重大事故等時に屋外で淡水を貯留し，ポンプの水源として使用する組立式の容器である。一方，本メーカ規格及び基準は，工業用水の備蓄用として使用することを目的とした一

般産業品に対する規格であり，屋外にて淡水を備蓄することを想定している。重大事故等時における可搬型排水受槽の使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内

である。 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

可搬型排水受槽の材料は，消防法に基づくものとして型式承認されている消防用ホースに使用されている材料と同じポリエステルである。 

可搬型排水受槽の最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，可搬型排水受槽は要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記の可搬型重大事故等対処設備は，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強

度を有している。 

37941

■
37941
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災
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Ⅴ－２－４－１－２ 

軽油用タンクローリ

37942

■
37942
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・軽油用タンクローリ 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（法令又は公的な規格） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(kPa) 最高使用温度（℃） 

横置楕円形 

重大事故等が発生した場合において，第１軽油貯槽及び第２軽油貯
槽から可搬型中型移送ポンプ等へ燃料を補給するための軽油用タン
クローリとして使用することを目的とする。使用環境として，屋外で
燃料を貯蔵，運搬する。 

（胴板・鏡板） 
SAPH400,SS400 

注記 ＊1：重大事故等時における使用時の値を示す。 

Ⅱ. 法令又は公的な規格に規定されている事項 

規格及び基準 消防法に基づく危険物の規制に関する政令 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(kPa) 最高使用温度（℃） 

移動タンク貯蔵所 
車両に固定されたタンクにおいて危険物を貯蔵し，又は取り扱う貯
蔵所として使用することを目的とする。使用環境として，屋外で軽油
等の危険物を貯蔵，運搬することを想定している。 

厚さ 3.2mm 以上の鋼板又はこれと同等
以上の機械的性質を有する材料 

－ － 

Ⅲ. メーカ仕様 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(kPa) 最高使用温度（℃） 

4000L タンクローリ 
車両に固定されたタンクにおいて危険物を貯蔵し，又は取り扱う貯
蔵所として使用することを目的とする。使用環境として，屋外で軽油
等の危険物を貯蔵，運搬することを想定している。 

（胴板・鏡板） 
SAPH400,SS400 

＊2      

24 
 

40 

注記 ＊2：安全装置の作動圧の最高値を示す。 

 

Ⅳ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該タンクは，重大事故等時に燃料補給用のタンクローリとして屋外で使用される。一方，消防法に基づく危険物の規制に関する政令は，危険物の貯蔵又は取り扱いに関する技術上の規格を定めた

一般産業品に対する規格であり，移動タンク貯蔵所は屋外で危険物を貯蔵，運搬することを想定している。重大事故等時における当該タンクの使用目的及び使用環境は，本規格で定める使用目的及び

想定している使用環境の範囲内である。 

(b－1)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（ⅡとⅢの材料及び試験条件の比較，ⅠとⅢの使用条件の比較） 

当該タンクには消防法に基づく危険物の規制に関する政令に従った適切な材料である鋼板が使用されていることを行政機関によるタンク検査済証により確認できる。 

当該タンクの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，消防法に基づく危険物の規制に関する政令に従った試験に合格していることを行政機関によるタンク検査済証により確認

できることから，当該タンクは要求される強度を有している。 

Ⅴ. 評価結果 

上記の可搬型重大事故等対処設備は，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強

度を有している。 

37943

■
37943
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Ⅴ－２－４－２ 

管の完成品に対する強度評価書 

37944

■
37944
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(6) 中央制御室換気用10m可搬型ダクト 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

可搬型ダクト 

 重大事故等が発生した場合において、中央制御室にとどまるために
必要な居住性を確保するための対応に使用する。 
 使用環境として、屋内で、代替中央制御室送風機からの送気に使用
する 

アルミニウム合金箔 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

フレキシブルダクト 
 空調用ダクトとして使用することを目的とする。使用環境として、
屋内での送気をすることを想定している。 

アルミニウム合金箔 0.0025 200 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

    当該ダクトは、重大事事故時に用のダクトとして屋内で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、空調用ダクトとして使用することを目的とした一般産業に対する規格であり、屋内での送気  

      をすることを想定している。重大事故時における当該ダクトの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している作業環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

     当該ダクトに使用されている材料は、JISに基づいたSUS304相当のステンレス鋼である。 

     当該ダクトの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ダクトは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

      上記ダクトは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

37945

■
37945



2 

(7) 代替安全圧縮空気用20m可搬型建屋外ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

代替安全圧縮空気用20m可
搬型建屋外ホース 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス、可搬型建屋内ホース及び水素掃気配管・弁を介して「放射線分解
により発生する水素による爆発」（以下「水素爆発」という。）の発生
を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより、水素爆発の発生を
未然に防止する。 

使用環境として、屋内外で使用し屋外に設置している可搬型空気圧
縮機からの圧縮空気の供給をする。 

合成ゴム 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

横浜ゴム 
HP-AIR-19-20 

空気の送気に使用することを目的とする。 
作業環境として、屋内外で送気することを想定している。 

合成ゴム 2 70 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に圧縮空気を供給するホースとして屋内外で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、消防用のホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であ

り、屋内外で圧縮空気を供給することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用している材料は、圧縮空気に用いる空気用ゴムホースを規定している JIS K 6332「空気用ゴムホース(エアホース)」で使用可能な材料とされているゴムと同種類の材料である。 

当該ホースの使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

 

37946

■
37946
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(8) 代替安全圧縮空気用20m可搬型建屋外ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

代替安全圧縮空気用5m，2
0m可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス、可搬型建屋内ホース及び水素掃気配管・弁を介して「放射線分解
により発生する水素による爆発」（以下「水素爆発」という。）の発生
を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより、水素爆発の発生を
未然に防止する。 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス、可搬型建屋内ホース及び水素掃気配管・弁を介して水素爆発の発
生を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより、水素爆発の再発
を防止する。 

使用環境として、屋内外で使用し屋外に設置している可搬型空気圧
縮機からの圧縮空気の供給をする。 

合成ゴム 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

横浜ゴム 
HP-AIR-19-20 

空気の送気に使用することを目的とする。 
作業環境として、屋内外で送気することを想定している。 

合成ゴム 

2 

70 

横浜ゴム 
PAON-AIR-9-20 

1.5 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に圧縮空気を供給するホースとして屋内外で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、消防用のホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であ

り、屋内外で圧縮空気を供給することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用している材料は、圧縮空気に用いる空気用ゴムホースを規定している JIS K 6332「空気用ゴムホース(エアホース)」で使用可能な材料とされているゴムと同種類の材料である。 

当該ホースの使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

37947

■
37947



■
37948
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Ⅱ-1. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

帝国繊維株式会社 
65 SP-H-A 

火災等の災害時に被害を軽減するための送水ホースとして使用するこ
とを目的とする。 
使用環境として、屋内外で消火水槽等からの淡水の送水を想定してい
る。 

ポリエステル、ウレタン 1.6 60 
帝国繊維株式会社 
75 ESP-H-A 

Ⅱ-2. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

ゼンシン株式会社 
25A Z-10000 

一般産業において主に液体を供給するためのホースとして使用するこ
とを目的とする。 
使用環境として、屋内外で流体を配管へ供給することを想定している。 

ステンレス（SUS304）相当 1 100 

 

Ⅲ-1. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に屋内で淡水を送水するためのホースである。 

一方、本メーカ規格及び基準は、消防用のホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり、屋内外で淡水を送水することを想定している。 

重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースの型式については、消防法に基づくものとして承認又は届出されており、消防法に従った適切な材料が使用されていることを型式承認の結果又は届出番号により確認できる。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

（注）試験の方法等を定めた消防用ホースの品質評価細則（日本消防検定協会）による。 

Ⅲ-2. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

        当該ホースは、重大事故等時に機器へ注水もしくは凝縮液を移送するためのホースとして屋内で使用される。 

        一方、本メーカ規格及び基準は、ステンレス配管へ送水するためのホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり、 

仕様用途は一般産業品として配管の芯合わせ、振動吸収を目的としている。 

重大事故時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している作業環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

        当該ホースで使用している材料は、JISに基づいたSUS304相当のステンレス鋼である。 

        当該ホースの型式については厚生労働省令に基づくものとして承認されており、省令に従った構造、材質の性能基準に適合していることが確認できる。 

        当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当ホースは要求される強度を有している。 

  

37949

■
37949
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Ⅳ-1. 評価結果 

上記ホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

 

Ⅳ-2. 評価結果 

上記のホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

 

37950

■
37950
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(10) 臨界事故時水素掃気用20m可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

臨界事故時水素掃気用20m
可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として、安全圧縮空気系及び一般圧縮空気系に
よる水素掃気に加え、一般圧縮空気系(H.S)から可搬型建屋内ホース及
び臨界事故時水素掃気系の機器圧縮空気供給配管・弁を介して「臨界
事故の拡大を防止するための設備」（以下「臨界事故」という。）の発
生を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより、機器の気相部に
おける水素濃度をドライ換算8vol％未満に維持するために使用する。 

使用環境として、屋内で使用し屋内に設置している一般圧縮空気系
(H.S)からの圧縮空気の供給をする。 

合成ゴム 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

横浜ゴム 
HP-AIR-19-20 

空気の送気に使用することを目的とする。 
作業環境として、屋内外で送気することを想定している。 

合成ゴム 2 70 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に圧縮空気を供給するホースとして屋内外で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、消防用のホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であ

り、屋内外で圧縮空気を供給することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用している材料は、圧縮空気に用いる空気用ゴムホースを規定している JIS K 6332「空気用ゴムホース(エアホース)」で使用可能な材料とされているゴムと同種類の材料である。 

当該ホースの使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

37951

■
37951
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(11) 代替換気用0.5m， 4m可搬型ダクト 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

代替換気用0.5m， 4m可搬
型ダクト 

冷却機能の喪失による蒸発乾固及び放射線分解により発生する水素

による爆発が発生した場合において，重大事故等が発生した機器の気

相中に移行する放射性物質をセルに導出し、大気中へ放出される放射

性物質を低減するために必要なセルへの導出経路の構築に使用する。 

また，予備凝縮器を使用する場合，系統を構築するため，予備凝縮

器とセル導出設備を接続するために使用する。 

使用環境として、屋内で使用し導出先への送気を想定する。 

ステンレス（SUS304）相当 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

株式会社 オーツカ 
金属製フレキシブルダク
ト(セミ・フレックス) 
SUS304 φ250 

高層ビルの空気の配管や機械装置の配管設備のダクトとして使用する
ことを目的とする。 
使用環境として、屋内で空気を排気することを想定している。 

ステンレス（SUS304） 0.011(外圧) 600 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ダクトは、重大事故等時に空気排気用のダクトとして屋内で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、高層ビルの空気の配管や機械装置の配管設備のダクトとして使用することを目的とした 

一般産業品に対する規格であり、屋内で空気を吸排気することを想定している。重大事故等時における当該ダクトの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内であ 

る。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用している材料は、JISにて規定されている硝酸や圧力・温度に対して耐性を有しているステンレス製である。 

当該ダクトの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ダクトは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ダクトは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

37952

■
37952
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(12) 代替換気用 1m 可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

代替換気用1m可搬型建屋
内ホース 

重大事故等対処設備として蒸発乾固の発生を仮定する機器の溶液の沸
騰に伴い発生する蒸気をセルに導出する前に排気経路上の凝縮器により
凝縮し，発生する凝縮水は，回収先のセルに通液する。 

使用環境として，屋内で，硝酸を含む凝縮液を通液する。 

ステンレス（SUS304）相当 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

ゼンシン株式会社 
25A Z-10000 

一般産業において主に液体を供給するためのホースとして使用するこ
とを目的とする。 
使用環境として、屋内外で流体を配管へ供給することを想定している。 

ステンレス（SUS304）相当 1 100 

  

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

       当該ホースは、重大事故等時に機器へ注水もしくは凝縮液を移送するためのホースとして屋内で使用される。 

       一方、本メーカ規格及び基準は、ステンレス配管へ送水するためのホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり、 

仕様用途は一般産業品として配管の芯合わせ、振動吸収を目的としている。 

重大事故時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している作業環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

       当該ホースで使用している材料は、JISに基づいたSUS304相当のステンレス鋼である。 

       当該ホースの型式については厚生労働省令に基づくものとして承認されており、省令に従った構造、材質の性能基準に適合していることが確認できる。 

       当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当ホースは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記のホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

 

37953

■
37953
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(13) 代替安全冷却水用10m，20ｍ可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型
移送ポンプ，可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースおよび内部ル
ープ配管・弁を介して「冷却機能の喪失による蒸発乾固」（以下「蒸発
乾固」という。）の発生を仮定する機器に冷却水を供給することにより，
蒸発乾固の発生を未然に防止する。 

重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型
移送ポンプ，可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースおよび機器注
水配管・弁を介して「冷却機能の喪失による蒸発乾固」（以下「蒸発乾
固」という。）の発生を仮定する機器に注水することにより，放射性物
質の発生を抑制する。 

重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型
移送ポンプ，可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースおよび内部ル
ープ配管・弁を介して「冷却機能の喪失による蒸発乾固」（以下「蒸発
乾固」という。）の発生を仮定する機器に冷却水を供給することにより，
未沸騰状態に維持する。 

重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型
移送ポンプ，可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースおよび内部ル
ープ配管・弁を介して高レベル廃液濃縮缶凝縮器，第１エジェクタ凝
縮器または分離建屋における重大事故等対処設備の凝縮器に冷却水を
供給することにより，蒸発乾固の発生を仮定する機器が内包する高レ
ベル廃液等の沸騰に伴い発生する蒸気を凝縮水として回収する。 

使用環境として、屋内で第１貯水槽からの淡水を送水する。 

ポリエステル 
（高強度ポリアミド繊維混紡） 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

キンパイホース 
プロファイターＡ 

火災時に消火水供給用の耐摩耗・耐熱タイプのホースとして使用す
ることを目的とする。 

使用環境として、屋内外で消火水槽等からの淡水の送水を想定して
いる。 

ポリエステル 
（高強度ポリアミド繊維混紡） 

1.6 70 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に淡水を屋内で送水することを目的としている。一方、当該ホースの本来の使用用途は、消火を目的とした消防に対する規格に基づくものであり、屋内外で消火水の送水を

目的としている。 

よって、重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び使用環境の範囲内である。 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホース使用している材料は、日本消防検定協会から型式認定を受けている消火水の供給が可能なポリエステルである。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様及び消防用ホースの技術上の規格を定める省令の範囲内であり、要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

   上記の設備は、消防用設備品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態においても充分な強度を有している。 

37954

■
37954
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(14) 代替安全圧縮空気用5m,10m可搬型建屋内ホース，代替安全圧縮空気用20m可搬型建屋外ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス、建屋内空気中継配管，可搬型建屋内ホース及び水素掃気配管・弁
を介して「放射線分解により発生する水素による爆発」（以下「水素爆
発」という。）の発生を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより，
水素爆発の発生を未然に防止する。 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス、建屋内空気中継配管，可搬型建屋内ホース及び水素掃気配管・弁
を介して「放射線分解により発生する水素による爆発」（以下「水素爆
発」という。）の発生を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより，
水素爆発の再発を防止する。 

使用環境として、屋内外で屋外に設置している可搬型空気圧縮機か
らの圧縮空気の供給を想定している。 

ゴム(内外面を難燃性のクロロプレンに
加工) 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

エアホース（内外面CR） 
鉱業、土木、造船、鉄鋼業において高圧圧縮空気供給用の耐圧タイ

プのホースとして使用することを目的とする。 
使用環境として、屋内外で圧縮空気、水の供給を想定している。 

ゴム(内外面を難燃性のクロロプレンに
加工) 

1.0 60 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に圧縮空気を屋内外で供給することを目的としている。一方、当該ホースの本来の使用用途は、屋内外で圧縮空気、水の供給を目的としている。 

よって、重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び使用環境の範囲内である。 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホース使用している材料は、空気の供給が可能で、かつ難燃性のクロロプレンを施工したゴムである。 

当該ホースの使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

   上記の設備は、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態においても充分な強度を有している。 

 

37955

■
37955
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(15) 代替換気用可搬型配管100A，代替換気用可搬型配管65A，代替換気用可搬型配管25A 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

可搬型配管 

重大事故等対処設備として蒸発乾固の発生を仮定する機器が内包す
る高レベル廃液等の沸騰に伴い発生する蒸気を，配管・弁，塔槽類廃
ガス処理設備からセルに導出するユニットを介して凝縮器へ通気す
る。 

凝縮器により凝縮された排気は，凝縮器から塔槽類廃ガス処理設備
からセルに導出するユニット，ダクト・ダンパを介してセルに導出す
る。 

凝縮液は，凝縮器から凝縮液回収系を介してセルへ回収する。 
上記により，蒸発乾固の発生を仮定する機器の気相中に移行する放

射性物質を，機器に接続する塔槽類廃ガス処理設備からセルに導出す
る。 

使用環境として、屋内で、硝酸を含む蒸気、蒸気凝縮後の排気、硝
酸を含む凝縮液を通気／通液する。 

ステンレス（SUS304相当） 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

可搬型配管（製作品） 
Ⅰ．で記載した使用を目的とし、使用環境に適合するように製作し

たものである。 
ステンレス（SUS304L） 

0.02 
0.02 
1.09 

130（蒸気) 
50（排気） 
50（凝縮液） 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該配管は、重大事故等時に屋内で硝酸及び放射性物質を含む蒸気、放射性物質を含む排気、硝酸を含む凝縮液の通気／通液を目的として製作したものである。 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該配管に使用している材料は、JISにて規定されている硝酸や圧力・温度に対して耐性を有しているステンレス製である。 

当該配管の最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

   上記の設備は、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態においても充分な強度を有している。 

 

37956

■
37956



13 

(16) 圧縮空気供給用10m,5m可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

圧縮空気供給用10m,5m可
搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス、建屋内空気中継配管、可搬型建屋内ホース及び水素掃気配管・弁
を介して「放射線分解により発生する水素による爆発」（以下「水素爆
発」という。）の発生を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより、
水素爆発の発生を未然に防止する。 

使用環境として、屋内外で使用し屋外に設置している可搬型空気圧
縮機からの圧縮空気の供給をする。 

ゴム（内外面を難燃性のクロロプレンに
加工）、ポリエステル 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

エアホース（内外面ＣＲ） 
空気の送気に使用することを目的とする。 
作業環境として、屋内外で送気することを想定している。 

ゴム（内外面を難燃性のクロロプレンに
加工）、ポリエステル 

1.0 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に圧縮空気を供給するホースとして屋内外で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、消防用のホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であ

り、屋内外で圧縮空気を供給することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用している材料は、圧縮空気に用いる空気用ゴムホースを規定している JIS K 6332「空気用ゴムホース(エアホース)」で使用可能な材料とされているゴムと同種類の材料である。 

当該ホースの使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

 

37957
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(17) 圧縮空気供給用20m可搬型建屋外ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

圧縮空気供給用20m可搬型
建屋外ホース 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス、建屋内空気中継配管、可搬型建屋内ホース及び水素掃気配管・弁
を介して「放射線分解により発生する水素による爆発」（以下「水素爆
発」という。）の発生を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより、
水素爆発の発生を未然に防止する。 

使用環境として、屋内外で使用し屋外に設置している可搬型空気圧
縮機からの圧縮空気の供給をする。 

ゴム（内外面を難燃性のクロロプレンに
加工）、ポリエステル 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

エアホース（内外面ＣＲ） 
空気の送気に使用することを目的とする。 
作業環境として、屋内外で送気することを想定している。 

ゴム（内外面を難燃性のクロロプレンに
加工）、ポリエステル 

1.0 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に圧縮空気を供給するホースとして屋内外で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、消防用のホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であ

り、屋内外で圧縮空気を供給することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用している材料は、圧縮空気に用いる空気用ゴムホースを規定している JIS K 6332「空気用ゴムホース(エアホース)」で使用可能な材料とされているゴムと同種類の材料である。 

当該ホースの使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

 

37958

■
37958
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(18) 給水・排水用 20m 可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

給水・排水用20m可搬型建
屋内ホース 

重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型
移送ポンプ、可搬型建屋外ホース、可搬型建屋内ホースおよび内部ル
ープ配管・弁を介して「冷却機能の喪失による蒸発乾固」（以下「蒸
発乾固」という。）の発生を仮定する機器に冷却水を供給することに
より、蒸発乾固の発生を未然に防止する。 

重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型
移送ポンプ、可搬型建屋外ホース、可搬型建屋内ホースおよび機器注
水配管・弁を介して蒸発乾固の発生を仮定する機器に注水することに
より、放射性物質の発生を抑制する。 

重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型
移送ポンプ、可搬型建屋外ホース、可搬型建屋内ホースおよび内部ル
ープ配管・弁を介して蒸発乾固の発生を仮定する機器に冷却水を供給
することにより、未沸騰状態に維持する。 

重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型
移送ポンプ、可搬型建屋外ホース、可搬型建屋内ホースおよび内部ル
ープ配管・弁を介して前処理建屋における重大事故等対処設備の凝縮
器に冷却水を供給することにより、沸騰に伴い発生する蒸気を凝縮し、
蒸気に同伴する水素掃気空気等の非凝縮性の気体の温度を50℃以下と
する。 

使用環境として、屋内外で使用し屋内で第１貯水槽からの淡水を送
水する。 

ポリエステル 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

ファイヤーファイティン
グホース SP-H軽量ホー
スシリーズ SP-H-A 40 

火災等の災害時に被害を軽減するための送水ホースとして使用するこ
とを目的とする。 
使用環境として、屋内外で消火水槽等からの淡水の送水を想定してい
る。 

ポリエステル 1.6 60 
ファイヤーファイティン
グホース SP-H軽量ホー
スシリーズ SP-H-A 65 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に屋内で淡水を送水するためのホースである。一方、本メーカ規格及び基準は、消防用のホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり、 

屋内外で淡水を送水することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースの型式については、消防法に基づくものとして承認又は届出されており、消防法に従った適切な材料が使用されていることを型式承認の結果又は届出番号により確認できる。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

37959

■
37959



16 

（注）試験の方法等を定めた消防用ホースの品質評価細則（日本消防検定協会）による。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有してい 

る。 
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(19-1) 代替換気用0.26m，1m可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

代替換気用0.26m，1m可搬
型建屋内ホース 

蒸発乾固の発生を仮定する機器の溶液の沸騰に伴い発生する蒸気をセ
ルに導出する前に排気経路上の凝縮器により凝縮し、発生する凝縮水
は、回収先のセルに通液する。 
使用環境としては、屋内で、硝酸を含む凝縮液を通液する。 

ステンレス(SUS304) 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

フレキシブルホース 
TF-6500 

使用環境としては、強酸性、強アルカリ性の液体で移送することを想
定している。 

ステンレス(SUS304) 4.3 400 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に凝縮液を移送するためのホースとして屋内で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、医療、バイオ関連等の産業に対応したホースとして使用することを目的と 

した一般産業品に対する規格であり、強酸性、強アルカリ性の液体に対して使用することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定し 

ている使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用されている材料は、JISにて規定されている硝酸や圧力・温度に対して耐性を有しているステンレス製であり、PTFEにて耐食性を高めている。 

当該ホースに使用している材料は、PTFE 製品に関しての要求について規定している JIS K 7137「プラスチック—ポリテトラフルオロエチレン（PTFE）素材」で使用可能な材料とされている PTFE と同種

類の材料である。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(19-2) 代替換気用0.26m，1m可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として蒸発乾固の発生を仮定する機器が内包する
高レベル廃液等の沸騰に伴い発生する蒸気を、配管・弁、塔槽類廃ガ
ス処理設備からセルに導出するユニットを介して凝縮器、予備凝縮器
へ通気する。 
凝縮器、予備凝縮器により凝縮された排気は、凝縮器から塔槽類廃ガ
ス処理設備からセルに導出するユニット、ダクト・ダンパを介してセ
ルに導出する。 
予備凝縮器を使用する場合、系統を構築するため、予備凝縮器とセル
導出設備をホースで接続する。 
使用環境として、屋内で硝酸を含む蒸気、蒸気凝縮後の排気、硝酸を
含む凝縮液を通気／通液する。 

ステンレス（SUS316L,SUS304） 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

汎用フランジ式フレキシ
ブルホース NK-2600 

建築設備、プラント設備に対応したホースとして使用すること目的と
する。 
使用環境としては、高温高圧の気体、液体を送気、送液することを想
定している。 

ステンレス（SUS316L, SUS304） 0.1 450 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に硝酸を含む蒸気、蒸気凝縮後の排気、硝酸を含む凝縮液を通気／通液するためのホースとして屋内で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、建築設備、 

プラント設備に対応したホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり、高温高圧の気体、液体を送気、送液することを想定している。重大事故等時における当該ホースの 

使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用している材料は、JISにて規定されている硝酸や圧力・温度に対して耐性を有しているステンレス製である。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(20) 代替換気用可搬型ダクト（φ500） 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

代替換気用可搬型ダクト
（φ500） 

冷却機能の喪失による蒸発乾固及び放射線分解により発生する水素に

よる爆発が発生した場合において、高レベル廃液等の気相中へ移行す

る放射性物質を代替換気設備の代替セル排気系のダクトを介して可搬

型ダクト並びに可搬型排風機、可搬型フィルタを接続し、可搬型排風

機を運転することで放射性物質を低減させた後に主排気筒から排出す

ることで、高レベル廃液等の気相中に含まれる放射性物質の環境への

放出量を管理しながら放出する。 

使用環境として、屋内で、導出先セルからの排気を通気する。 

ステンレス（SUS304） 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

金属製フレキシブルダク
ト(セミ・フレックス) 
SUS304 φ500 

高層ビルの空気の配管や機械装置の配管設備のダクトとして使用する
ことを目的とする。使用環境として、屋内で空気を排気することを想
定している。 
 

ステンレス（SUS304） 0.0054 600 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ダクトは、重大事故等時に空気排気用のダクトとして屋内で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、高層ビルの空気の配管や機械装置の配管設備のダクトとして使用することを目的とした 

一般産業品に対する規格であり、屋内で空気を吸排気することを想定している。重大事故等時における当該ダクトの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内であ 

る。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用している材料は、JISにて規定されている硝酸や圧力・温度に対して耐性を有しているステンレス製である。 

当該ダクトの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ダクトは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ダクトは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(21) 臨界事故時水素掃気用20m可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

臨界事故時水素掃気用20m
可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として、安全圧縮空気系及び一般圧縮空気系に
よる水素掃気に加え、一般圧縮空気系(H.S)から可搬型建屋内ホース及
び臨界事故時水素掃気系の機器圧縮空気供給配管・弁を介して「臨界
事故の拡大を防止するための設備」（以下「臨界事故」という。）の発
生を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより、機器の気相部に
おける水素濃度をドライ換算8vol％未満に維持する。 

使用環境として、屋内で使用し屋内に設置している一般圧縮空気系
(H.S)からの圧縮空気の供給をする。 

ゴム（内外面を難燃性のクロロプレンに
加工）、ポリエステル 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

エアホース（内外面ＣＲ） 
空気の送気に使用することを目的とする。 
作業環境として、屋内外で送気することを想定している。 

ゴム（内外面を難燃性のクロロプレンに
加工）、ポリエステル 

1.0 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは、重大事故等時に圧縮空気を供給するホースとして屋内外で使用される。一方、本メーカ規格及び基準は、消防用のホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であ

り、屋内外で圧縮空気を供給することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較、ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用している材料は、圧縮空気に用いる空気用ゴムホースを規定している JIS K 6332「空気用ゴムホース(エアホース)」で使用可能な材料とされているゴムと同種類の材料である。 

当該ホースの使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(22) 代替安全圧縮空気用20ｍ可搬型建屋外ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果(メーカ規格及び基準) 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 

可搬型建屋外ホース 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス，建屋内空気中継配管，可搬型建屋内ホース及び水素掃気配管・弁
を介して「放射線分解により発生する水素による爆発」(以下「水素爆
発」という。)の発生を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより，
水素爆発の発生を未然に防止する。 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス，建屋内空気中継配管，可搬型建屋内ホース及び機器圧縮空気供給
配管・弁を介して水素爆発の発生を仮定する機器に圧縮空気を供給す
ることにより，水素爆発の再発を防止する。 
使用環境として，屋内外で圧縮空気の供給を想定している。 

ゴム(SBR合成ゴム) 

(注)重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項(メーカ仕様) 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 

送排気用ゴムホース エア
ホース 

鉱業，土木建築等に対応した圧縮空気送気用ホースとして使用するこ
とを目的とする。  
使用環境としては，屋内外で圧縮空気を供給することを想定している。 

ゴム(SBR合成ゴム) 1 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認(ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較) 

当該ホースは，重大事故等時に圧縮空気を供給するホースとして屋内外で使用される。一方，本メーカ規格及び基準は，圧縮空気送気用として，使用することを目的とした一般産業品に対する規格で

あり，屋内外で圧縮空気を供給することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認(Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較) 

当該ホースに使用している材料は，圧縮空気に用いる空気用ゴムホースを規定しているJIS K 6332「空気用ゴムホース(エアホース)」で使用可能な材料とされているゴムと同種類の材料である。 

当該ホースの使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該ホースは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(23) 代替安全圧縮空気用20ｍ可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果(メーカ規格及び基準) 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 

可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス，建屋内空気中継配管，可搬型建屋内ホース及び水素掃気配管・弁
を介して「放射線分解により発生する水素による爆発」(以下「水素爆
発」という。)の発生を仮定する機器に圧縮空気を供給することにより，
水素爆発の発生を未然に防止する。 

重大事故等対処設備として可搬型空気圧縮機から可搬型建屋外ホー
ス，建屋内空気中継配管，可搬型建屋内ホース及び機器圧縮空気供給
配管・弁を介して水素爆発の発生を仮定する機器に圧縮空気を供給す
ることにより，水素爆発の再発を防止する。 
使用環境として，屋内外で圧縮空気の供給を想定している。 

ゴム(SBR合成ゴム) 

(注)重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項(メーカ仕様) 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 

送排気用ゴムホース エア
ホース 

鉱業，土木建築等に対応した圧縮空気送気用ホースとして使用するこ
とを目的とする。  
使用環境としては，屋内外で圧縮空気を供給することを想定している。 

ゴム(SBR合成ゴム) 1 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認(ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較) 

当該ホースは，重大事故等時に圧縮空気を供給するホースとして屋内外で使用される。一方，本メーカ規格及び基準は，圧縮空気送気用として，使用することを目的とした一般産業品に対する規格で

あり，屋内外で圧縮空気を供給することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認(Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較) 

当該ホースに使用している材料は，圧縮空気に用いる空気用ゴムホースを規定しているJIS K 6332「空気用ゴムホース(エアホース)」で使用可能な材料とされているゴムと同種類の材料である。 

当該ホースの使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該ホースは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(24) 代替安全冷却水用20ｍ可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果(メーカ規格及び基準) 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 

可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型移
送ポンプ，可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースおよび内部ルー
プ配管・弁を介して「冷却機能の喪失による蒸発乾固」(以下「蒸発乾
固」という。)の発生を仮定する機器に冷却水を供給することにより，
蒸発乾固の発生を未然に防止する。 
重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型移
送ポンプ，可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースおよび機器注水
配管・弁を介して蒸発乾固の発生を仮定する機器に注水することによ
り，放射性物質の発生を抑制する。 
重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型移
送ポンプ，可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースおよび冷却コイ
ル配管・弁を介して蒸発乾固の発生を仮定する機器に冷却水を供給す
ることにより，未沸騰状態に維持する。 
重大事故等対処設備として水供給設備の第１貯水槽から可搬型中型移
送ポンプ，可搬型建屋外ホース，可搬型建屋内ホースおよび冷却水配
管・弁を介してウラン・プルトニウム混合脱硝建屋における重大事故
等対処設備の凝縮器に冷却水を供給することにより，溶液の沸騰に伴
い発生する蒸気を凝縮する。 
使用環境として，屋内で淡水を送水する。 

ポリエステル，ポリエステルフィラメン
ト 

(注)重大事故等時における使用時の値 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項(メーカ仕様) 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 

ファイヤーファイティン
グホース SP-Hシリーズ
 軽量ホース SP-H-AAA 

火災等の災害時に被害を軽減するための送水ホースとして使用するこ
とを目的とする。 
使用環境として，屋内外で淡水の送水を想定している。 

ポリエステル，ポリエステルフィラメン
ト 

1.3 60 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認(ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較) 

当該ホースは，重大事故等時に屋内で淡水を送水するためのホースである。一方，本メーカ規格及び基準は，消防用のホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり， 

屋内外で淡水を送水することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認(Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較) 

当該ホースの型式については，消防法に基づくものとして承認又は届出されており，消防法に従った適切な材料が使用されていることを型式承認の結果又は届出番号により確認できる。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該ホースは要求される強度を有している。 

(注)試験の方法等を定めた消防用ホースの品質評価細則(日本消防検定協会)による。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有してい 

る。 
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(25) 代替換気用0.25m可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果(メーカ規格及び基準) 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 

可搬型建屋内ホース 

予備凝縮器を使用する場合，系統を構築するため，予備凝縮器とセル
導出設備をホースで接続する。 
使用環境として，屋内で硝酸を含む蒸気，蒸気凝縮後の排気，硝酸を
含む凝縮液を通気／通液する。 

ステンレス(SUS316L) 

(注)重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項(メーカ仕様) 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

フレキシブルホース 
F123(固定) 

建築設備，プラント設備に対応したホースとして使用することを目的
とする。 
使用環境としては，高温高圧の気体液体を送気，送液することを想定
している。 

ステンレス(SUS316L) 1.05 150 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの 

確認(ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較) 

当該ホースは，重大事故等時に硝酸を含む蒸気，蒸気凝縮後の排気，硝酸を含む凝縮液を通気／通液するためのホースとして屋内で使用される。一方，本メーカ規格及び基準は，建築設備， 

プラント設備に対応したホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり，高温高圧の気体，液体を送気，送液することを想定している。重大事故等時における当該ホースの 

使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認(Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較) 

当該ホースに使用されている材料は，JSMEクラス3配管に使用可能であると規定されているステンレス鋼材と同種類の材料である。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該ホースは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(27) 代替換気用4ｍ可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果(メーカ規格及び基準) 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 

可搬型建屋内ホース 

蒸発乾固の発生を仮定する機器の溶液の沸騰に伴い発生する蒸気をセ
ルに導出する前に排気経路上の凝縮器により凝縮し，発生する凝縮水
は、回収先のセルに通液する。 
使用環境としては，屋内で，硝酸を含む凝縮液を通液する。 

PTFE(ポリテトラフルオロエチレン) 
ステンレス(SUS304） 

(注)重大事故等時における使用時の値  

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項(メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度(℃) 

PTFEコンボリュートホー
ス 外装SUSブレード掛け
 15×4ｍ両端：固定オス
ニップルR1/2(SUS304L) 

種々なケミカルの移送機器，鉄鋼生産設備に対応したホースとして使
用することを目的とする。 
使用環境としては，強酸性，強アルカリ性の液体で移送することを想
定している。 

PTFE(ポリテトラフルオロエチレン) 
ステンレス(SUS304) 

5 200 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認(ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較) 

当該ホースは，重大事故等時に凝縮液を移送するためのホースとして屋内で使用される。一方，本メーカ規格及び基準は，医療，バイオ関連等の産業に対応したホースとして使用することを目的と 

した一般産業品に対する規格であり，強酸性，強アルカリ性の液体に対して使用することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定し 

ている使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認(Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較) 

当該ホースに使用されている材料は，耐透過性に優れたフッ素樹脂の外側をJSMEクラス3配管に使用可能であると規定されているステンレス鋼材と同種類の材料で補強している。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該ホースは要求される強度を有している。 

Ⅳ. 評価結果 

上記ホースは，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 

 

37970

■
37970



27 

(28) 代替安全圧縮空気用 2m,10m 可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として水素爆発を未然に防止するための空気の
供給及び水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用すること
を目的とする。 

使用環境として、屋内での送気に使用する。 

ゴム（EPDM） 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ.  

メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

エアホース 空気の送気に使用することを目的とする。 
作業環境として、屋内外で送気することを想定している。 ゴム（EPDM） 1 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

    当該ホースは、重大事故時に屋内外で送気するためのホースである。一方、本メーカ規格および基準は、空気送気用ホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり、屋   

        内外での送気することを想定している。重大事故時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している作業環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用されている材料は、圧縮空気に用いる空気用ゴムホースを規定しているJIS K 6332「空気用ゴムホース（エアホース）」で使用可能な材料とされているゴムと同種類の材料である。 

        当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記のホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(29) 代替安全圧縮空気用 10m 可搬型建屋外ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

可搬型建屋外ホース 

重大事故等対処設備として水素爆発を未然に防止するための空気の
供給及び水素爆発の再発を防止するための空気の供給に使用すること
を目的とする。 

使用環境として、屋外での送気に使用する。 

ゴム（EPDM） 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

エアホース 空気の送気に使用することを目的とする。 
作業環境として、屋内外で送気することを想定している。 ゴム（EPDM） 1 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

    当該ホースは、重大事故時に屋内外で送気するためのホースである。一方、本メーカ規格および基準は、空気送気用ホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり、屋   

        内外での送気することを想定している。重大事故時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している作業環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用されている材料は、圧縮空気に用いる空気用ゴムホースを規定しているJIS K 6332「空気用ゴムホース（エアホース）」で使用可能な材料とされているゴムと同種類の材料である。 

        当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記のホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(30) 代替安全冷却水用 10m,20m 可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として水供給設備より第１貯水槽から「冷却機
能の喪失による蒸発乾固」（以下「蒸発乾固」という。）の発生を仮
定する機器への冷却水の供給、蒸発乾固の発生を仮定する機器が内包
する高レベル廃液等の沸騰に伴い発生する蒸気を凝縮水として回収す
ることを目的とする。 

使用環境として、屋内での送水に使用する。 

ポリエステル、ウレタン 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

65 
SP—H—A 

消防用のホースであり、火災等の災害時に被害を軽減するため送水
ホースとして使用することを目的とする。作業環境として、屋内外で
送水することを想定している。 

ポリエステル、ウレタン 1.6 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

     当該ホースは、重大事故時に淡水を屋内で送水するためのホースである。一方、本メーカ規格および基準は、消防用ホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり、屋      

    内外での淡水を送水することを想定している。重大事故時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している作業環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

    当該ホースの型式については、消防法に基づくものとして承認又は届出されており、消防法に従った適切な材料が使用されていることを型式承認の結果又は届出番号により確認できる。 

    当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

（注）試験の方法等を定めた消防用ホースの品質評価細則（日本消防検定協会）による。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記のホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(31) 代替安全冷却水用 2m,5m,10m 可搬型建屋内ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境、材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

可搬型建屋内ホース 

重大事故等対処設備として水供給設備より第１貯水槽から「冷却機
能の喪失による蒸発乾固」（以下「蒸発乾固」という。）の発生を仮
定する機器への冷却水の供給、蒸発乾固の発生を仮定する機器が内包
する高レベル廃液等の沸騰に伴い発生する蒸気を凝縮水として回収す
ることを目的とする。 

使用環境として、屋内での送水に使用する。 

ポリエステル、ウレタン 

（注）重大事故等時における使用時の値 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

150 
スーパーラインＡ 

消防用のホースであり、火災等の災害時に被害を軽減するため送水
ホースとして使用することを目的とする。作業環境として、屋内外で
送水することを想定している。 

ポリエステル、ウレタン 1.6 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

     当該ホースは、重大事故時に淡水を屋内で送水するためのホースである。一方、本メーカ規格および基準は、消防用ホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり、屋      

    内外での淡水を送水することを想定している。重大事故時における当該ホースの使用目的及び使用環境は、本規格の使用目的及び想定している作業環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

    当該ホースの型式については、消防法に基づくものとして承認又は届出されており、消防法に従った適切な材料が使用されていることを型式承認の結果又は届出番号により確認できる。 

    当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり、当該ホースは要求される強度を有している。 

（注）試験の方法等を定めた消防用ホースの品質評価細則（日本消防検定協会）による。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記のホースは、一般産業品としてメーカ規格及び基準適合し、使用材料の特性を踏まえた上で、重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強度を有している。 
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(34) 水供給用5m，10m可搬型建屋外ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

ホース 
第２貯水槽若しくは敷地外水源である尾駮沼又は二又川より大型移送
ポンプ車へ送水するためのホースとして使用することを目的とする。
使用環境として，屋外で淡水又は汽水を送水する。 

ポリエステル，ポリウレタン 

注記 ＊1：重大事故等時における使用時の値を示す。 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

250 
スーパーライン A 

消防用のホースであり，火災等の災害時に被害を軽減するための送水
ホースとして使用することを目的とする。使用環境として，屋内外で
淡水，汽水又は海水を送水することを想定している。 

ポリエステル，ポリウレタン 1.4 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは，重大事故等時に淡水又は汽水を屋外で送水するためのホースである。一方，本メーカ規格及び基準は，消防用として使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり，屋内

外での淡水，汽水又は海水の送水を想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースの型式については，消防法に基づくものとして承認又は届出されており，消防法に従った適切な材料が使用されていることを型式承認の結果又は届出番号により確認できる。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該ホースは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記の可搬型重大事故等対処設備は，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強

度を有している。 
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(35) 代替安全冷却水用3m，5m，20m可搬型建屋外ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

ホース 
可搬型中型移送ポンプから，冷却機能の喪失による蒸発乾固の発生を
仮定する機器へ送水するためのホースとして使用することを目的とす
る。使用環境として，屋外で淡水を送水する。 

ポリエステル，ポリウレタン 

注記 ＊1：重大事故等時における使用時の値を示す。 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

150 
スーパーライン A 
スーパーライン AA 

消防用のホースであり，火災等の災害時に被害を軽減するための送水
ホースとして使用することを目的とする。使用環境として，屋内外で
淡水，汽水又は海水を送水することを想定している。 

ポリエステル，ポリウレタン 
1.6 
1.3 

60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは，重大事故等時に淡水を屋外で送水するためのホースである。一方，本メーカ規格及び基準は，消防用として使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり，屋内外での淡

水，汽水又は海水の送水を想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースの材料は，消防法に基づくものとして型式承認又は届出され適切な材料を使用しているホース又はそれと同じポリエステル，ポリウレタンである。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該ホースは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記の可搬型重大事故等対処設備は，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強

度を有している。 
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(36) 燃料補給用10m可搬型ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

ホース 
第１軽油貯槽及び第２軽油貯槽から軽油用タンクローリへ燃料を移送
するホースとして使用することを目的とする。使用環境として，屋外
で燃料を移送する。 

ワイヤー補強ポリプロピレン 

注記 ＊1：重大事故等時における使用時の値を示す。 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

メイジフレックスホース 
油用又は化学薬品用等のホースであり，燃料油等を移送するホースと
して使用することを目的とする。使用環境として，屋内外で燃料を移
送することを想定している。 

ワイヤー補強ポリプロピレン 1.0 80 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは，重大事故等時に燃料を屋外で移送するためのホースである。一方，本メーカ規格及び基準は，燃料移送用のホースとして使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり，

屋内外で燃料を移送することを想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料及び試験条件の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースに使用されている材料は，一般的に油類、薬品等取扱用として使用されている材料である。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該ホースは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記の可搬型重大事故等対処設備は，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強

度を有している。 
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(38) 可搬型放水砲 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

放水砲 

大型移送ポンプ車により，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋，前処理建屋，
分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベ
ル廃液ガラス固化建屋へ放水するための可搬型配管として使用するこ
とを目的とする。使用環境として，屋外で淡水又は汽水を放水する。 

SUS304TP 
CAC406 

注記 ＊1：重大事故等時における使用時の値を示す。 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

放水砲 
PM-8P 

石油タンクの全面火災に備えるための大容量放水砲システムの一部と
して使用することを目的とする。使用環境として，屋外で淡水，汽水
又は海水を送水することを想定している。 

SUS304TP 
CAC406 

1.0 80 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該放水砲は，重大事故等時に屋外で淡水又は汽水を放水するための可搬型配管である。一方，本メーカ規格及び基準は，消防用として使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり，

当該放水砲は屋外で淡水，汽水又は海水を放水することを想定している。重大事故等時における当該放水砲の使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該放水砲に使用されている材料は，設計・建設規格クラス３配管に使用可能であると規定されているステンレス鋼材及び銅合金鋳物と同種類の材料である。 

当該放水砲の最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該放水砲は要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記の可搬型重大事故等対処設備は，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強

度を有している。 
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(39) 放水用3m，5m，50m可搬型建屋外ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

ホース 

大型移送ポンプ車から，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋，前処理建屋，
分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベ
ル廃液ガラス固化建屋へ放水又は燃料貯蔵プール等へ注水するための
ホースとして使用することを目的とする。使用環境として，屋外で淡
水又は汽水を送水する。 

ポリエステル，ポリウレタン 

注記 ＊1：重大事故等時における使用時の値を示す。 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

300 
スーパーライン A 
スーパーライン 15 

消防用のホースであり，火災等の災害時に被害を軽減するための送水
ホースとして使用することを目的とする。使用環境として，屋内外で
淡水，汽水又は海水を送水することを想定している。 

ポリエステル，ポリウレタン 
1.4 
1.5 

60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは，重大事故等時に淡水又は汽水を屋外で送水するためのホースである。一方，本メーカ規格及び基準は，消防用として使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり，屋内

外での淡水，汽水又は海水の送水を想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースの型式については，消防法に基づくものとして承認又は届出されており，消防法に従った適切な材料が使用されていることを型式承認の結果又は届出番号により確認できる。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該ホースは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記の可搬型重大事故等対処設備は，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強

度を有している。 
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(40) 放水用5m，10m可搬型建屋外ホース 

一般産業品の規格及び基準への適合性確認結果（メーカ規格及び基準） 

Ⅰ. 可搬型重大事故等対処設備の使用目的及び使用環境，材料及び使用条件 

種類 使用目的及び使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

ホース 
第１貯水槽より大型移送ポンプ車へ送水するためのホースとして使用
することを目的とする。使用環境として，屋外で淡水又は汽水を送水
する。 

ポリエステル，ポリウレタン 

注記 ＊1：重大事故等時における使用時の値を示す。 

 

Ⅱ. メーカ規格及び基準に規定されている事項（メーカ仕様） 

機器名 使用目的及び想定している使用環境 材料 最高使用圧力(MPa) 最高使用温度（℃） 

250 
スーパーライン A 

消防用のホースであり，火災等の災害時に被害を軽減するための送水
ホースとして使用することを目的とする。使用環境として，屋内外で
淡水，汽水又は海水を送水することを想定している。 

ポリエステル，ポリウレタン 1.4 60 

 

Ⅲ. 確認項目 

(a)  ：規格及び基準が妥当であることの確認（ⅠとⅡの使用目的及び使用環境の比較） 

当該ホースは，重大事故等時に淡水又は汽水を屋外で送水するためのホースである。一方，本メーカ規格及び基準は，消防用として使用することを目的とした一般産業品に対する規格であり，屋内

外での淡水，汽水又は海水の送水を想定している。重大事故等時における当該ホースの使用目的及び使用環境は，本規格の使用目的及び想定している使用環境の範囲内である。 

 

(b－2)：材料が適切であること及び使用条件に対する強度の確認（Ⅱと公的な規格等の材料の比較，ⅠとⅡの使用条件の比較） 

当該ホースの型式については，消防法に基づくものとして承認又は届出されており，消防法に従った適切な材料が使用されていることを型式承認の結果又は届出番号により確認できる。 

当該ホースの最高使用圧力及び最高使用温度はメーカ仕様の範囲内であり，当該ホースは要求される強度を有している。 

 

Ⅳ. 評価結果 

上記の可搬型重大事故等対処設備は，一般産業品としてメーカ規格及び基準に適合し，使用材料の特性を踏まえた上で，重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において要求される強

度を有している。 
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